
  [image: ]


  
    小学館ｅＢｏｏｋｓ


    異世界修学旅行ＤＸ


    
      岡本タクヤ

    


    
      イラスト　しらび

    

  


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  [image: ]


  
    目次


    



    第１回　異世界の女王、「新聞」を発行したがる


    第２回　異世界の女王、「日本の学校」を知る


    第３回　異世界の女王、あらたな「寿司」を考案する


    第４回　異世界の女王、「日本の春」を思う


    第５回　異世界の女王、「コンビニ」に驚愕する


    第６回　異世界の女王、「学校制服」に疑問を持つ


    第７回　異世界の女王、「スマートフォン」に対抗心を抱く


    第８回　異世界の女王、「部活」を選ぶ


    第９回　異世界の女王、「アイドル」を目指す


    第10回　異世界の女王、「夏休み」の過ごし方を考える


    第11回　異世界の女王、「和菓子」を想像する


    第12回　異世界の女王、「日本の建築物」を見たがる


    第13回　異世界の女王、「怪談」を聞く


    第14回　異世界の女王、「オリンピック」に燃える


    第15回　異世界の女王、「日本の夏」を感じる


    第16回　異世界の女王、「日本の祭り」に心躍らせる


    第17回　異世界の女王、「俳句」を詠む


    第18回　異世界の女王、「漫画」を描く


    第19回　異世界の女王、「文化祭」に行きたがる


    第20回　異世界の女王、「ペット」を飼いたがる


    第21回　異世界の女王、「お月見」に風流を感ずる


    第22回　異世界の女王、「侍」に驚嘆する


    第23回　異世界の女王、「日本の秋」を分析する


    第24回　異世界の女王、「子供の遊び」に興ずる


    第25回　異世界の女王、「自動なあれこれ」に物申す


    第26回　異世界の女王、「カラオケ」を歌う？


    第27回　異世界の女王、「漫才」でボケてみる


    第28回　異世界の女王、「偏差値」に向き合う


    第29回　異世界の女王、「ことわざ」を作る


    第30回　異世界の女王、「日本の冬」を味わう


    第31回　異世界の女王、「和服」を着る


    第32回　異世界の女王、「ウィンタースポーツ」を体験する


    第33回　異世界の女王、「クリスマス」プレゼントを贈る


    第34回　異世界の女王、「年末年始」を楽しむ


    第35回　異世界の女王、「干支」を覚える


    第36回　異世界の女王、「受験」を応援する


    第37回　異世界の女王、「校則」を定める


    第38回　異世界の女王、「日本の文学」を考察する


    第39回　異世界の女王、「給食」を食べたがる


    第40回　異世界の女王、「バレンタインデー」にときめく


    第41回　異世界の女王、「風呂」で癒やされる


    第42回　異世界の女王、「ＳＮＳ」でつながる


    第43回　異世界の女王、「学校の施設」を思い浮かべる


    第44回　異世界の女王、「武道」を志す


    第45回　異世界の女王、「一人称」を変えてみる


    第46回　異世界の女王、「日本のゲーム」に興じる


    第47回　異世界の女王、「卒業」に物思う


    第48回　異世界の女王、あらためて「自己紹介」をする


    第49回　異世界の女王、「高校デビュー」を目論む


    第50回　異世界の女王、「先輩・後輩」に憧れる


    第51回　異世界の女王、「日本のカワイイ」に魅了される


    第52回　異世界の女王、「五月病」を克服する


    第53回　異世界の女王、「落語」に触れる


    第54回　異世界の女王、「日本の妖怪」に親しむ


    第55回　異世界の女王、「学校あるある」に共感する


    第56回　異世界の女王、「学校の七不思議」に怯える


    第57回　異世界の女王、「雨」に降られる


    第58回　異世界の女王、「忍者」の術に惑う


    第59回　異世界の女王、「歌舞伎」の歴史に感銘を受ける


    第60回　異世界の女王、「アルバイト」に応募する


    第61回　異世界の女王、「節句」の準備をする


    第62回　異世界の女王、「日本百名山」に登りたがる


    第63回　異世界の女王、「テスト」問題を出題する


    第64回　異世界の女王、「遊園地」に思いを馳せる


    第65回　異世界の女王、「発明」に取り組む


    第66回　異世界の女王、「お盆」に先祖を供養する


    第67回　異世界の女王、「文房具」の進化に感心する


    第68回　異世界の女王、「花火」を鑑賞する


    第69回　異世界の女王、「女子校・男子校」の絆に心惹かれる


    第70回　異世界の女王、「ダイエット」にはげむ


    第71回　異世界の女王、「相撲」の伝統に感じ入る


    第72回　異世界の女王、「Ｊ‐ＰＯＰ」バンドを結成する


    第73回　異世界の女王、「株式会社」を設立する


    第74回　異世界の女王、「日本の警察」を見習う


    第75回　異世界の女王、「生徒会」の活動を理解する


    第76回　異世界の女王、「選挙」活動をする


    第77回　異世界の女王、「休日」を満喫する


    第78回　異世界の女王、「三周年」を祝う


    第79回　異世界の女王、「名前」を呼ぶ


    第80回　異世界の女王、「苗字」を名乗る


    第81回　異世界の女王、「鉄道」のアナウンスをする


    第82回　異世界の女王、「科学」の歴史を辿る


    第83回　異世界の女王、「和室」で暮らしたがる


    第84回　異世界の女王、「トリック」に挑む


    第85回　異世界の女王、「大学」の意義を問う


    第86回　異世界の女王、「異世界」を見つめなおす


    第87回　異世界の女王、「修学旅行」に旅立つ


    第88回　異世界の女王、これからも学び続ける


    あとがき

  


  [image: ]


  
    　俺たちを乗せた馬車は、滑るように広い道を走ってゆく。その車中、金髪の少女がいきなり立ち上がり、俺たちの誰に向けるでもなくキメ顔を作った。


    「おっす、妾わらわプリシラ！　かしこくてかわいいプリンセス！　今日は名前だけでも覚えてってちょーだい！」


    「おいプリシラ、誰に対して話しかけてんだ？」


    「ん、気にするでない。それよりおぬしの名前、なんじゃっけ？」


    「何だよ今さら。沢さわ木き浩こう介すけだよ、知ってんだろうが」


    　俺はプリシラに顔を向けて、自分の名前を名乗った。


    　そのまま何気なく馬車の窓から外へ目をやると、遠くの空を、翼の生はえた巨大なトカゲのようなものが悠ゆう々ゆうと飛んでいた。あのドラゴンという怪物は、日本の──どころか、世界中の空を探しても見つけることはできない。


    　そう、ここは異世界、俺たちがつい先日まで暮らしていた日本とは別の、いわゆるファンタジー風異世界なのだ。


    　俺、沢木浩介をはじめとした緑みどりヶが丘おか高校二年一組は、修学旅行の真っ最中に、突とつ如じよこの異世界へと辿たどり着いてしまった。けれど、この世界を脅おびやかしていたという魔王はついこないだ滅んだらしく、世界は平和で、よくある異世界ものの漫画やゲームのように、特に俺たちが活躍する余地はない。そこで俺たちはこのプリシラ王女とともに、この異世界で修学旅行の続きをすることにしたのだった。


    「ところでの、旅行中のこういう移動時間って暇ひまじゃろ？　そこで、妾からひとつ提案があるんじゃが」


    「トランプでもしようってのか？」


    　俺が問うと、プリシラは改まったように小さく咳せき払ばらいをした。


    「実はの、妾にひとつ考えがあるんじゃ。妾のご先祖様たちがそうしたように、妾もまたおぬしらの文化を学び、それを後世に伝えようと思うんじゃよ」


    「俺達の──日本の文化を、か」


    　俺の言葉に、プリシラは笑顔で頷うなずいた。


    　この異世界には百年に一度くらいのペースで、俺たちがもといた世界から──日本から、中高生たちがやって来ていたらしい。彼らはこの世界を救ったり、様々な文化を伝えたりして、もとの世界へと帰っていったという。例えるなら、漂流してアメリカに渡ったジョン万次郎が、アメリカ人に日本文化をほんの少し伝えて、また日本へと還かえっていったようなものだ。


    　プリシラのご先祖様も、かつてそんな日本からやってきた中高生たちと出会って、俺たちの世界の文化を断片的に知ったという。そして、それが子孫であるプリシラたちへと断片的に伝えられているそうだ。


    「言葉だけがご先祖様たちの伝説の中に残っておるものもあるし、妾自身がおぬしらと旅をする中で新たに聞いた言葉も数多あまたある。そちらの世界にあってこの世界にないものは数えきれぬし、また、どちらの世界にもあるが、どうやら差異があるものも多くあるようじゃ。それらについて、この妾わらわが詳細希望してやろうというわけじゃ！」


    　質問する側にもかかわらず、プリシラは腰に両手を当てて、偉そうに堂々と宣言した。


    「たとえば、どんなものについて聞きたいの？」


    　俺の隣に座っていたクラス委員長の陣じん内ない綾あやが、プリシラに尋たずねた。


    「そうじゃの。たとえば学校、コンビニ、とんかつ、インターネット、からあげ、スマートフォン、ドーナツ、フライドチキン、スパイシーフライドチキン、チキンナゲット……。おぬしらにとっては身近にあるものでも、妾にとっては新鮮で興味を惹ひかれるものばかりじゃよ。鶏とりのからあげとチキンカツとフライドチキンの違いとはいったい……」


    「興味の対象がやや揚げ物に偏かたより過ぎでは。特に鶏肉を揚げたものに興味を持ちすぎだ」


    「にわとりを熱した油に突つっ込むなんて超エキセントリック。最初に思いついたやつ天才とちがうかの」


    「まあ、初めて天ぷらを知った日本人もそんな感じの反応だったのかもしれないが……」


    　俺たちにとっては当たり前のものごとでも、この異世界に生きるプリシラにとっては、奇想天外で新鮮味に溢あふれたものなのだろう。


    　いや、改めて考えてみれば俺たちだって、自分の周りに当たり前にあったもののことをちゃんと理解していると言えるのだろうか。


    　この異世界は未知の冒険に溢れている──それは確かにそうかもしれないが、俺たちはもといた世界のことをどれだけ知っているというんだろう？


    　それを再確認するという意味でも、プリシラに俺たちの世界のことを教えてやるのはおもしろいのかもしれない。


    「よし、プリシラ。俺たちに何でも聞け！」


    　俺はそう言うとともに、馬車に同乗するクラスメート一同を見回した。みんな、笑って頷うなずいて、同意してくれた。


    「よぉし、んじゃ、まず手始めにひとつ沢さわ木きに尋ねようかの！」


    「おう、何でもこい！」


    「では聞くぞよ！　あのな、『ＤＸデラツクス』ってなんじゃ？」


    「え、いや、それは……」


    　こうして、異世界の王女、プリシラにとっての異世界にほんを学ぶ、修学旅行が始まった。
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    「さあ、今日は妾わらわにどんな異世界の文化を、つまりは日本の文化を教えてくれるんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラは好奇心に眼を輝かせながら、俺、沢さわ木き浩こう介すけにせがむように言う。


    「よしプリシラ、今日は『新聞』について教えてやろう！」


    　俺はプリシラに対し、今回のテーマを提示した。


    「ふむ。数多あまたある日本文化の中からなぜ新聞というものを選んだんじゃ？」


    「お前は日本のことが知りたいんだろ？　日本人は世界一新聞好きの国民と言われてるんだよ」


    「ほーん。じゃが、理由はそれだけなのかや？　様々な物事のなかから、何ゆえ新聞とやらを？」


    　プリシラは疑るような視線を俺に向けてきた。


    「いや、それは、その……く、空気を読んだんだよ！」


    「おお、空気！　日本人は空気を読むスキルにかけてはハンパないと聞くからのう」


    　プリシラは納得したように、何度も頷うなずいた。


    「相変わらず、そういうことはよく知ってやがるな……」


    「よかろ、では妾も日本式に空気を読みまくるぞよ！　今回は新聞とやらについて教わろうではないか！　んでんで、新聞とはいったい何なんじゃ？」


    「改めて言われると難しいけど……いろんな情報が載ってる読み物だな」


    「それって書籍とどう違うんじゃ？」


    　プリシラが問い返すと、クラス委員長にして俺の幼なじみの陣じん内ない綾あやも話に入ってきた。


    「確かに、新聞の定義って言われると考えちゃうわよね。雑誌、情報誌との違いって何だろう」


    「主に社会のニュースを取り扱うこととか？　毎日発行されることとか？」


    　俺が言うと、綾ちゃんは頷いた。


    「確かに多くの新聞はそうよね。速報性は特徴かな。でも、たとえば読売中高生新聞のように週刊のものだって立派な新聞なわけじゃない？」


    「確かに綾ちゃんの言う通りだ。読売中高生新聞のように週刊で、日々のニュースをわかりやすく噛かみ砕いてティーンの知的好奇心を満たすだけでなく、様々な娯楽記事で楽しませてくれるのも新聞だな！」


    「おぬしら読売グループになんぞ恩義でもあるのかや？」


    　プリシラは俺と綾ちゃんを怪け訝げんそうに見る。


    「お前こそ、読売グループを知っていてなぜ新聞を知らんのだ」


    「かのグループの名はこの世界にも届いておるぞよ。ドラゴンや鯉らと戦う偉大なる巨人の軍団を擁すると聞く」


    「合ってるっちゃ合ってるが……」


    「中でも西方に縄張りを持つ猛虎とは幾いく度たびもの死闘を繰くり広げたとか……」


    「大筋では合ってるけど、肝かん腎じんなところを勘違いしてる気が……。そういやスポーツ新聞も新聞なんだよな。とにかく、新聞ってのはスポーツのことなんかも含めて、社会の情報を伝えるものだよ。あ、内容以外の大きな特徴として、家まで配達してもらえることってのはあるよな」


    「配達って、どういうことじゃ？」


    「店まで買いに行かなくても、新聞を家まで届けてもらえるんだよ」


    「えっまじでそれすごい！」


    　プリシラは眼を輝かせて、意外なところに食い付いてきた。


    「じゃあ将来的には新聞と一緒に食べ物を、たとえばピザとセットで届けてもらえる夢のようなシステムが開発されるのでは！」


    「ピザはピザだけで頼める夢のようなシステムがあるから安心しろ」


    「おお……。では話をまとめると、新聞とは定期刊行される紙の情報媒体っちゅーことかの。ゆえに速報性があり、扱う内容は主に社会のニュースじゃが、それだけでなく娯楽情報などを扱ったりもすると。でもって、多くの新聞は家まで配達してもらえると。さらにピザはピザだけで配達してもらえると。読売グループ万歳と」


    「ピザを配達するのはピザ会社だが、他はだいたい合ってる」


    「新聞の概要は把握したぞよ。んでは、王女の名の下にプリシラ新聞を発行して妾わらわのかわいさと偉大さを世間に知らしめるというのはどうかの！」


    　プリシラがそう提案すると、綾あやちゃんは苦笑いを浮かべた。


    「新聞というのは権力チェック、つまり政治が公正、適切に行われているのかをチェックするという役割も大きいの。新聞をはじめとしたマスメディアは第四の権力とも言われるくらい影響力が大きいものだし、時の権力から一定の距離をおいたものであることも重要なんじゃないかな」


    「ええ……。んではプリシラ新聞はいかんのか？　四コマ漫画も妾が描くのに」


    　プリシラは腕組みをして、頬ほおを膨ふくらませた。


    「プリシラ新聞もあっていいとは思うけど、『プリシラ王女カワイイ！』って書いてある新聞と、『プリシラ王女調子乗っててむかつく！』って書いてある新聞と、両方の存在を認めてあげられる国をプリシラには作ってほしいな。日本は今のところ、いろんな意見を載せるいろんな新聞があるの」


    「ふむ。両方の意見を公平に認めつつ、前者にはピザの差し入れを、後者にはきっつい刑罰を」


    「それは公平に認めてるって言わねーよ」


    「ちぇ。じゃが、日本の新聞事情はおおよそわかったぞよ。巨人を応援する新聞もあれば猛虎を讃たたえる新聞もあり、また様々に存在する新聞の中からどれを読むかを民たみが選択できる。日本とはそういう社会ということじゃな。なるほど、新聞ひとつからでも日本っちゅーものが見えてくるもんじゃの。ようし、妾も日本人にならって、新聞と空気を読みまくるぞよ！」


    　勢いよくそう宣言すると、プリシラは俺へと顔を向けた。


    「さて、沢さわ木きよ。じゃあそろそろボケてもらえるかの。超おもしろいオチで締めようぞ」


    「ちょ、無茶振りはやめろよ！　いい感じでまとまったろ！」


    「おもしろいオチ抜きではきょうびのティーンは納得せんじゃろ。だいたい新聞の説明についてほとんど委員長が喋しやべっておったろ、おぬしはボケよ！」


    　プリシラはぐいぐい詰め寄ってくる。追い詰められた俺の脳裏に、新聞のオチの神様の名が過ぎった。


    「そ、そうだ……！　いいかプリシラ。俺がボケる必要はないんだ。新聞におもしろいオチを求めるならな……『コボちゃん』を読めばいいんだよ！　おもしろいぞ！」


    「こ、こやつ、オチを植うえ田だまさし先生にブン投げよったぞよ……」


    「新聞のことは知らないのに『コボちゃん』のことは作者名まで知ってるのかよ」


    「というわけで、私たちは異世界修学旅行の合間に、この異世界の王女プリシラに、私たちの世界の文化を教えています。読者の皆様からもテーマの募集をしていますので、ぜひ上記の宛先から応募してくださいね」


    　俺とプリシラのやりとりを尻目に、綾あやちゃんが空を見上げながら言った。


    「ちなみに、この唐突にぶっこまれた募集は連載当時のもので、現在は募集してないんじゃよ」


    「プリシラは、そのへんの空気の読み方は抜群だな……」


    　とにかく、こうして異世界の王女プリシラにとっての『異世界』、日本の様々な文化を学ぶ修学旅行が幕を開けたのだった。
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    「のう沢さわ木きよ、おぬしらの国の『学校』ってどんななんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラは、俺、沢木浩こう介すけにそう切り出した。


    「学校？　この世界にも学校くらいはあるだろ？」


    「んむ。もちろん学校っちゅーものはこの世界にもあるんじゃが、おぬしらの世界のそれとは、おそらく大きく違おう」


    「ああ、そりゃそうか。確かに日本の学校とアメリカの学校でも、それぞれ違ったところがあるらしいもんな。世界が違えば全然違うか。よし、じゃあ日本の学校について教えてやろう」


    　そんなわけで今回は、プリシラに日本の「学校」について教えることになった。


    「日本の学校っていうと、小学校、中学校、高校、大学──っていうのが一般的にいうところの学校だな。小学校から大学まで、ストレートにいくと六歳から二十二歳まで通うことになる」


    「ふむ、年齢別なんじゃな。んで一口に高校と言うても、いろんな高校があるんじゃろ？　何が違うんじゃ？」


    「基本的には学力かなあ。あとは何の部活が強いだとか、制服のデザインだとか、施設が充実してるだとか、学校によって特色はあるにはあるけど。勉強する内容はどこも基本的に英数国理社、それに美術音楽体育って感じでそんなに差はないだろうし」


    「では将来職人になる者も、農家になる者も、官僚になる者も、魔術師になる者も、みな同じような学校で同じようなことを学ぶということかの？」


    「大学から先は専門課程に分かれてもいるけど、高校までは将来の職種に限らず同じことが多いな。中には特別なカリキュラムがある高校もあるけど、一般的にはせいぜい文系理系で分かれてるくらいかな。中学を出てすぐ就職するやつもいるし、高専とかはまたちょっと別だけど。あと、俺たちの世界で将来の夢が魔術師の奴がいたらちょっとヤバい」


    　進路志望調査に書いたら、たぶん職員室に呼び出しをくらう。


    　ともあれ、そんな高校についての説明を聞いていたプリシラは、釈然としないといった風な表情を浮かべていた。


    「将来つく職が違うのに皆同じことを学ぶのは非効率な気もするがのう。妾わらわの世界では、街の学校で読み書き算そろ盤ばんを学んだあとは、農家の子ならば親の仕事を手伝いながら農作業を覚える。商人を目指すならばどこぞの店に奉公をする。職人を目指すならば親方に弟子入りして技能を身につける。騎士や魔術師を目指すというならば、それぞれの養成学校に通う場合もあるがの、それとて将来就つく職業を見み据すえてのことじゃ」


    「言われてみりゃそうかもしれないけど……。そりゃ俺だって、将来会社員になるのに数学や世界史が必要なのかって思うことはあるけどさ」


    「うん、確かにプリシラの言うようなやりかたが、今のこの世界には丁度いいのかもしれない。日本も江戸時代くらいの昔はそうだったし」


    　俺の幼なじみであり、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが、俺とプリシラの会話に割って入ってきた。


    「でもね──心理学の用語で、学生時代を指して『モラトリアム』と言うそうなんだけどね、これは大人になるまでの猶予期間という意味なの」


    「ふむん？　ゆーよきかんとな。委員長よ、どういうことじゃ？」


    　首を傾かしげるプリシラに、綾あやちゃんは続ける。


    「この世界だと、さっき言ってたように、子供時代が終わるとすぐ働き出すか職業訓練を受けるわけでしょう。つまり、子供からすぐ大人になる。日本でも江戸時代なんかだとそうだった。でも、現代の日本だと、中学校、高校、大学と、子供から働き出す大人になるまでに、長い猶予期間が設けられてる。子供じゃないけど、かといって大人だとも言えない期間がね」


    「その猶予があると、何がいいんじゃろ？」


    「いいか悪いかは簡単には言えないけど、ゆっくりと将来のための準備をすることはできるかな。たとえばプリシラの世界で農家を継ついだ人の中には、ひょっとしたら大魔術師の才能を持った人がいたかもしれない。騎士になった人の中に、大商人になる素質を持った人がいたかもしれない。プリシラの世界に合わせて言うと、まだ何者でもない時間の中で、戦士か魔法使いか、僧侶か錬金術士か、魔王かパン屋さんか──自分が将来どんな職業に就ついて生き抜いていくのかを決めるまでの猶予期間がある。いつか将来を決めるその日のため、万遍なく知識や経験を積める場所、それが私たちの世界の学校、かな」


    「確かに、俺が将来数学や世界史を役に立てられなくても、それに触れたことによって数学者や歴史学者になる奴がいるかもしれないもんな。体育や音楽の授業がきっかけでスポーツ選手やミュージシャンになるかもしれないし、部活で触れた趣味が一生モノになるかもしれないし。そういうはっきりしたことじゃなくても、人と話すのが好きだから営業マンになるとかだって」


    「いろんな可能性の種を手当たり次第に埋めるということかの。さすがに魔王かパン屋さんかの選択は極端すぎじゃが。ていうか魔王しながらパン売ればよいか」


    「それにね、プリシラ。違うからいいんじゃないか、効率が悪いからいいんじゃないか、ってことも思うの。年齢以外は趣味嗜好も性格もみんな違う子供たちを、一つの教室に閉じ込める。そうすれば、絶対に摩ま擦さつが起きる。その中で、勝ったり負けたり、好きになったり嫌いになったりしながら、自分以外の世界のことを学んでいく。それが私たちの学校のいいところかなって」


    　綾が言うと、プリシラは物憂げな表情で黙り込んだ。


    「なるほど、の……。妾わらわって王女じゃからの、勉強はずっと家庭教師だったんじゃよ。ゆえに、委員長の言う級友との摩擦はまったくなかった。じゃから……そういうことを聞くと……妾もちょっぴし、学校行きたかったのう」


    　プリシラは寂さびしげな表情で俯うつむいた。たまにこういうしおらしいところを見せられると、励はげましてやらなければいけないような気になってしまう。


    「いいじゃないか。お前、いま俺たちと修学旅行してんだから。それって、学校生活の一番楽しくて濃いとこだけつまみ食いしてるようなもんなんだぞ」


    「ぬ、そういう考え方もあるかの」


    　俺の言葉にプリシラは顔を上げ、そして表情をぱっと輝かせた。


    「妾わらわいいこと思いついた！　一年中修学旅行だけをやる王立学校を作って、妾がそこに入学すればよい！　学校の一番楽しいとこだけ一年中！」


    「……いや、そういうことでもないと思うが……まあいいか」


    　自分の思いつきにうっとりする異世界の王女を横目に、俺と綾あやちゃんは顔を見合わせて苦笑した。
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    「今回は伝説の料理『寿司』について妾わらわに教えよ！」


    　異世界の王女プリシラは、俺、沢さわ木き浩こう介すけに対して今回のテーマを宣言した。


    「寿司って料理があること自体は知ってるんだな」


    　この異世界には百年に一度くらい、日本から中高生がやってきていて、彼らが伝え残した日本に関する情報が伝説として受け継つがれているのだという。そのため、プリシラも寿司という料理の名前は知っていたらしい。


    「米と魚を使った超うまい料理であるそうじゃが詳しくはわからぬ。断片的に情報が伝わっておるのみじゃ。たとえば、寿司についての伝説にはやたら『回る』って言葉が出てくるんじゃが、食い物が回るって意味わからんのじゃよな。長い歴史の中で言葉が間違って伝わってしまったんじゃろか？」


    　プリシラはそう言って首を傾かしげる。


    「……いや、たぶんそれで合ってる。じゃあ、今回は寿司がテーマだな」


    　そんなわけで、今回はプリシラに『寿司』について教えることになった。


    「えっと、巻き寿司とかちらし寿司とか寿司の形にもいろいろあるんだけど、一番ポピュラーなのが握にぎり寿司といって、酢を混ぜた米を握ってネタを乗せたものだ。ネタってのは主に生の魚介類で、ワサビって薬味をネタと米の間に入れて、醤しよう油ゆって調味料を付けて食べるんだ。で、それが機械仕掛けで回るのが回転寿司といって……」


    「おお、食い物を回転させるとはなんとパンクな！」


    「食い付くのそこかよ。でも、俺が寿司について知ってるのはそれくらいだなあ。あとは油揚げに酢飯を詰めた稲荷寿司とか……ほかに何かあったかな」


    「そこから先は、日本の伝統文化を愛する大和やまと撫子なでしこ、この和泉いずみ刀とう香かに任せてもらおう！」


    　突然、俺のクラスメートである和泉刀香が現れた。彼女は日本の伝統武術に通じ、また時代劇マニアでもあるため、日本の伝統文化には詳しいのだ。


    「大和撫子って自称するとすごくバカっぽいのう」


    「お褒ほめに預かり光栄だ！　というわけで寿司についてはバトンタッチだ。沢木君は心おきなくオチのほうに専念してくれ！」


    「俺をオチ担当にされても困るんだが……まあ寿司には詳しくないんで、和泉、頼んだ」


    　そんなわけで、オチ云うん々ぬんはともかく、寿司の講義役は喜んで和泉に譲ることにした。


    「いいか、プリシラ王女よ。寿司の歴史を遡さかのぼれば『なれずし』という発酵食品へと辿たどり着く。これは米と塩の中に魚を漬け込んで発酵させることによって長期保存を可能にした食品なのだ。ただしこの場合、米は漬け床であって、食べるときには取り除いて魚だけを食したという」


    「お、おお……！」


    　和泉の寿司講義に、プリシラは感嘆の声を漏もらした。


    「どうしたんだプリシラ、米と魚を発酵させることがこの世界じゃそんなに驚くことなのか？」


    「そうではない……。本編ではぽんこつ・ハレンチ・バイオレンスの三拍子揃そろった和泉いずみが、理屈の通ったまともな情報を提供してくれていることに感動したんじゃ……！」


    「本編とか言うな。あとハレンチとか言うな」


    　そんな俺たちの小声のやりとりを聞いてか聞かずか、和泉は解説を続ける。


    「『なれずし』に続き、さらに発酵による酸味を酢という調味料によって補う『早ずし』が誕生。箱の中に酢飯と魚介類を詰め、数時間後に食べるというもので、今でも関西地方で『押し寿司』として愛好されている。さらにその発展形として、箱を使わず手で酢飯を握にぎり、江戸前の新鮮な魚と合わせて供するようになったのが今に伝わる『握り寿司』というわけだ！　ま、念のため言うと、寿司の歴史には諸説あるため、私が語ったのはあくまでも主流の説のひとつだ」


    「ほー。歴史を追うごとに、食するまでに要する時間がどんどん短くなっておるが、つまりはいかにして米と魚を味わうかの歴史でもあるわけじゃな」


    「ふふ、さすが王女、理解が早い。左様、寿司の歴史は、四方を海に囲まれた瑞みず穂ほの国である日本の食文化が辿たどった歴史が凝縮されていると言えよう」


    「さらには先端技術の粋すいを集めて回転にまで至るとはのう！」


    「そして寿司の歴史には、さらにその先がある！」


    「回転の先……!?　まさか飛ぶのかや!?」


    　プリシラは期待に眼を輝かせる。


    「そう、寿司は世界に雄飛したのだ。江戸前寿司は世界各国に伝わり、現地流にアレンジされ、日本では考えられないような様々な形に姿を変えた」


    「海外の寿司は俺もテレビ番組で観たな。でもああいうのはゲテモノだろ？　チーズを入れたり果物をネタに使うものまで寿司っていうのは……」


    　俺がそう言うと、和泉は少し厳しい表情で俺を見返してくる。


    「沢さわ木き君、それは少し了りよう見けんが狭いのではないかな」


    「え、どうしてだよ？」


    「確かにクリームチーズやブルーベリーソースの入った寿司を江戸前寿司として紹介されるのは日本人として違和感を覚える。江戸前にはそんな寿司はなかったからな。だが、たらこスパゲティや餅もち入りピザなど、我々日本人だって他国の食文化を独自にアレンジしてきた歴史がある。江戸前寿司ではなくとも、海外式の寿司としては大いに認め、むしろ寿司という料理法の懐ふところの深さをこそ我々は誇るべきではないだろうか」


    　諭さとすような和泉の言葉に、プリシラもうんうんと頷うなずく。


    「んでは、妾わらわもこの世界流にアレンジを加えた寿司を考案してみたんじゃが」


    「へえ、どんなだ、言ってみろよ」


    「王女プリシラの名のもとに、妾はハンバーグを載せた寿司を提案するぞよ！」


    　プリシラは胸を張ってそう宣言した。


    「奇抜っちゃ奇抜だが……でも江戸前寿司じゃないにしろ、実は子供向けにハンバーグを乗せた寿司は既に回転寿司のメニューによくあるんだ」


    「ほう、さすがは回転よのう。じゃが妾わらわはその上をゆく！　プリシラ式ではなんと米ではなくパンを使う！　そして魔法で回す！　さらに魔法で飛ぶ！　これぞ寿司の既成概念を打ち破るプリシラ寿司！」


    　プリシラは自信満々に、新たな寿司の誕生を宣言した。


    「それはさすがにもう寿司じゃ……いや、和泉いずみの言う通り食文化がアレンジされることも受け容いれるべきか。よし、プリシラ寿司も認めよう！　よく考えたらハンバーグとパンって合いそうだしな！　別に飛ぶ必要はないけどな！」


    「おぬしも日本に帰ったらプリシラ寿司を真ま似ねしてもいいぞよ！」


    　プリシラ考案の寿司で盛り上がる俺とプリシラだったが、和泉は何とも言いがたいような表情を浮かべていた。


    「確かに私は食文化の変容を認めるべきだとは言ったが……」


    　かわいそうなものを見るような眼で、和泉は言った。


    「沢さわ木き君。それは寿司ではなく、単に上のパンがないハンバーガーだ」
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    「ぽかぽかして気持ちいい陽気じゃの。春はじつに心ここ地ちよいぞよ」


    　柔らかな陽ひ射ざしを横顔に浴び、眩まぶしそうに眼を細めながら、異世界の王女プリシラは言う。


    「のう沢さわ木きよ。日本にも四季というものはあるのかや？」


    「春夏秋冬の四季か？　ああ、もちろん。日本は四季の移り変わりがはっきりしている国だってのはよく言われることだ」


    「ほう、日本の春っちゅーのはどんな感じなんじゃ？　くぁ、ふぁあ……。今回は、ふぁ……『日本の春』について教わろうかのう。ふぁ～あ」


    　大きな欠伸あくびをしながらプリシラは言った。そんなわけで、今回のテーマは「日本の春」だ。


    　春、というとカレンダーでは三月四月五月だが、それにしても随ずい分ぶんと漠然としていて何から話したものか。


    「そうだなあ、ひな祭りとかこどもの日とかゴールデンウィークとかイベントごともいろいろあるけど……日本の春といえば、まずは何と言っても桜かな。満開の花を咲かせた桜は日本の春の風物詩ってやつだ。こっちの世界には桜の木はあるのか？」


    「おお、あの店主に雇われて店の商品やサービスを大声で褒ほめるための客……」


    「そのサクラじゃない。木だって言ってんだろ」


    「んでは、ちょっとネバネバする野菜……」


    「それはオクラだ。植物なとこは近づいたが、名前が一文字違ってるだろ」


    「ならば、魚のすり身を棒に巻き付けてこんがり焼いた……」


    「えっと、えっと……ちくわだ！」


    「正解！」


    「やったぜ！　……って何でお前が問題出す側みたいになってんだよ！　つーか正解じゃねーよ、間違いだ！　こんどは『く』しか合ってねえよ！」


    「では桜とやらは知らぬの。どのような花を咲かせるものか詳しく教えよ」


    　プリシラは悪びれずマイペースに言う。


    「ったく。えっとな、言葉で説明してどこまで伝わるかわからないけど、ピンク色の綺き麗れいな花を咲かせるんだ。『花見』といって、日本人は満開の桜の樹の下で宴会をしたりもするんだよ」


    「ほう、宴会。それほどテンションの上がる花なんじゃな。それほど言うなら一度見てみたいもんじゃの」


    　プリシラがそう言ったとき、その横からそっと一冊の本が差し出された。


    「あの……写真でよければ、これが桜です」


    　クラス一の秀才少女、坂さか上がみ雪ゆき乃のが生物の教科書を開いて、その一ページをプリシラに指し示した。そこには満開のソメイヨシノの写真が記載されている。


    「おお、これが桜！　確かに宴会したくなるくらい綺麗じゃのう」


    「だろ。でもって、同時に切なさみたいな感情も呼び起こされるような花なんだ」


    「切なさ？　暖かな陽気の中で美しい花を見て、なんで切なくなるんじゃ」


    　プリシラが怪け訝げんそうな表情をみせると、


    「……春は出会いと別れの季節、ですからね」


    　教科書の桜に目を落としながら、坂さか上がみが呟つぶやいた。


    「それもなぜじゃ？　人と人が出会い別れるに季節は関係ないじゃろ？」


    　プリシラの問いに、坂上は微笑しつつ答える。


    「私たちの住む日本では、特に私たちのような学生にとっては、春の四月に人間関係が大きく変わるんです。卒業、入学、進級でのクラス替えなんてイベントがあるのが春。そんな季節に咲くのが桜という花なんです。日本人が出会いと別れを経験する時期と符合するように、ほんの僅わずかな期間だけ咲いて、潔いさぎよくぱっと散る。だからこそ、私たちは桜並木の下を通るたびに、通り過ぎて来た出会いや別れのことを思い出すんです」


    　坂上は遠い眼でそう言うと、急に無表情になり、


    「ただそれはあくまで一般論であって、私はずっと友達いませんでしたから、桜を見て思い出す出会いも別れもないんですけど」


    　人差し指で眼鏡めがねを押し上げながら、何の感情も籠こもらない、平坦な口調でそう言った。そういえば、この修学旅行が始まるまで、坂上には友達が一人もいなかったんだ。


    「お、おう……むしろその発言が切ないぞよ……」


    　さしものプリシラも気まずそうに俯うつむきながら言う。


    「桜なんてただの植物ですよ。満開の桜だろうが千本のちくわだろうが、何の感情も呼び起こされないという点で私には大差ありません」


    「いや、それは大差あるじゃろ……だってちくわはうまいし……」


    　なぜかちくわのほうを擁護しはじめるプリシラ。花より団だん子ごを地で行っている。


    「──大差なかったんですよ。これまでは」


    　無表情だった坂上の顔が、まさしく桜の蕾がほころぶように、いつしか柔らかな笑顔を形づくっていた。そのことに本人は気づいていたのか、どうか。


    「今はクラスのみんなと行く、この修学旅行がとても楽しいから、だから──」


    　坂上は顔を上げ、何もない空間を見つめて言う。


    「いつかもとの世界に戻って桜の花を見上げる季節になったとき、私もそこでようやく、何かを思うことができるのかもしれません。別れなくてはならないのは、出会えたからこそですから」


    　坂上の微笑の向こう側に、視線のその先に、俺はこの世界にあるはずのない満開の桜を幻視した。ふと横目でプリシラを見ると、この異世界の王女もまた、いつになく神妙な表情で虚こ空くうを見つめていた。


    「その春の日が楽しみなような、永遠に来て欲しくないような──」


    　そんな坂さか上がみの呟つぶやきが、風に乗って俺の耳にも確かに届いた。


    　異世界の春の微睡まどろみの中で、俺たちは故郷に咲く桜花を思い、いつか必ずやってくる別れを思った。
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    「沢さわ木きよ、おぬしがいう、その『コンビニ』っちゅーのは何なんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラが、今回興味を持ったのは「コンビニ」だった。言われてみれば当たり前のことだけれど、もといた日本ではいたるところにあったコンビニも、この異世界ではどこにも見当たらない。


    「よし、じゃあ今回はコンビニについて教えてやるか。正式にはコンビニエンスストア。コンビニエンスってのは『便利』って意味だ」


    「ふむ。便利屋とな」


    「便利屋はちょっとニュアンスが違うなあ。何でも屋とか、よろず屋とか？」


    「よろず屋のう。では一つの店でパンと地図と薬草と鋼はがねの鎧よろいと鎖くさり鎌がまを売っておるようなものか」


    「武器や防具は売ってねえよ。むしろ武器を装備した人間はコンビニへは入店禁止だ。カラーボールをぶつけられるぞ。フルフェイスのヘルメットも脱がなきゃいけないしな」


    「ふむ、装備は外してからでないといかんのか。では剣はちゃんと出入り口の剣立てに差してから入店するんじゃな。じゃが立てておいた剣をパクられる心配もあるのう」


    「剣立てなんてものはない、傘立てだ。パクられがちなのは合ってるけど」


    「ともあれ、武器や防具は売ってないと。では何を売っておるんじゃ？」


    「何でもあるとはいっても、あんまり高価なものとか専門的なものは置いてないんだよ。武器や防具もな。でも食べ物をはじめとして、雑誌に文具に洗剤に薬に化粧品にと、日常的に消費するようなものは大抵扱ってる」


    「ほほう、食べ物の件を詳しく」


    「相変わらず王女のくせに食い意地が張ったやつだな。えーと、弁当、おにぎり、パン、インスタント食品、お菓子、アイス、お茶にジュースに酒。店によっては野菜や果物を置いてるところもあるし、それから肉まんやおでんなんかも」


    「むむ……なかなかやるのう。しかし、何でもというても、まさかからあげなどは置いてはおらぬじゃろう？」


    「からあげやフライドチキンは定番商品だ。ホットスナックの類たぐいは店内で調理したりもするから、揚げたてが食べられることもある」


    「おお！　揚げ物まで！」


    「あと、ものを売るだけじゃなくて、荷物の発送や受け取り、コンサートのチケットの予約とかそういうサービスも。それから俺たち高校生はまだ関係ないけど、健康保険料とか住民税とかを納めることもできるみたいだ」


    「徴税官の役割まで兼ねておるのか！　コンビニまじはんぱないのう！」


    「そこにも食い付くのか。さすが王女、税金の話には敏感だな」


    「民たみが王家に税を納め、その税で妾わらわがからあげを買う……夢の永久機関の完成……いや、むしろ税は直接からあげで収めさせるべきでは……」


    　からあげを中心にした税制改革案をぶつぶつと呟つぶやく王女プリシラ。その税制改革は、鶏が絶滅するか国が傾かたむくかだと思うのだが。


    「それだけあらゆるものを揃そろえておるなら、一つの店というてもちょいとした市場くらいの大きさであろうの」


    「普通のコンビニはお前の部屋くらいの広さだぞ」


    「ま、まじか！」


    「むしろお前の部屋が広すぎなんだよ。セレブめ」


    「しかし、広さはそうじゃとしても、それだけ多種多様な商品を扱い、しかも店内で食品の調理や徴税もろもろのサービスまで提供するとなれば、相当に経験を積み知識が豊富な店員が数十人は必要じゃろう」


    「俺たちみたいな高校生でもバイトとしてすぐ雇ってもらえるぞ。店員はだいたい二、三人くらいかな」


    「何と！　日本の高校生っちゅーのは、おぬしら以外は優秀なんじゃのう」


    「どういう意味だ。あ、あと重要な特徴を言い忘れてたな。コンビニって大抵は24時間営業なんだよ」


    「もう何でもアリじゃな……。もはや空を飛ぶと言われても驚かぬ」


    「さすがに空は飛ばないが、確かに、自分で言っててやりすぎなくらい何でもアリな気がする。改めて考えると日本のコンビニって凄すごいな」


    「何でも売っておる上に24時間営業というのは凄いのう。深しん夜やに鋼はがねの鎧よろいや鎖くさり鎌がまが必要になっても安心というわけじゃな」


    「深夜に鎖鎌が必要になるライフスタイルってどんななんだよ。つーか、だから武器防具は売ってないっての」


    「じゃが、深夜にからあげはアリじゃな。真夜中に高カロリーなものをパクつくあの背徳感は確かにたまらぬ……。よし！」


    　プリシラはいきなりポンと手を打った。


    「ここはひとつ王立コンビニを作ってみようかの。からあげから鉄の兜かぶとまで取りそろえたプリシラマートじゃ！　武器防具の持ち込みＯＫ、馬を繋つなぐ場所も完備。むろん税も納められるぞよ」


    「ってことは、城下町にコンビニを作るのか」


    「城下に作ったら妾わらわが深夜にからあげを買いにゆけぬではないか。コンビニは城の中に作るんじゃよ。むろん、24時間市民にも開放しようぞ」


    「……衛兵に守られたコンビニと考えればセキュリティは万全だが、武器を持った市民が24時間出入り可能って城としてはセキュリティがゆるゆるなような。というかからあげが食べたいだけなら宮廷料理人に作ってもらえればいいんじゃないのか」


    「やれやれ、わかっておらぬのう。コンビニでからあげを買って、帰り路みちにパクつくのがいいんじゃよ」


    「それには同意しないこともないが、コンビニ行ったことないお前が言うな」


    　というか帰り路と言ったって、それじゃ城の中だろうに。


    「それにの、城の中にコンビニを作ると、妾わらわにとってもう一ついいことがあるんじゃ」


    「いいこと？」


    　俺が問い返すと、プリシラは胸を張ってこう答えた。


    「城の中にあったほうが、妾がバイトするとき通うのが楽じゃからの！」
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    「そういやおぬしらはみな揃そろいの服装をしておるが、そちらの世界で大流行のファッションだったりするのかや？」


    　プリシラが指差した俺たちの服装──俺たちは修学旅行中なので、着ているのはもちろん学校の制服だ。というわけで異世界の王女、プリシラが今回興味を持ったのは「学校制服」らしい。


    「これは流は行やってるとかじゃなくて、学校ごとに生徒の服装が定められてるんだよ。俺が着てるようなのは学ランとか詰つめ襟えりとかいって、男子の制服ではけっこう一般的なタイプだな。んで、女子の制服は……」


    　クラスメートの女子がいないかとあたりを見回すと、ちょうど仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あがこちらへ歩いてくるところだったので、女子の制服について語ってもらうことにした。


    　仲村渠は読者モデルだかをバイトでやっているらしいので、俺よりはずっとファッション関連に造ぞう詣けいが深いはずだ。


    「制服ね。っとね、うちの女子が着てるようなこういう襟の大きな服はセーラー服っつーの。襟やスカーフ、袖そで周りなんかはいろんなデザインのバリエーションがあるんだけど、この大きな襟がセーラー服の特徴なんだ」


    　仲村渠は腰に手を当ててポーズを取った。さすがにサマになっている。


    「それからブレザーってタイプの制服もあって、それは上着は男女ともに同じようなデザインで、下がズボンかスカートかで違う、ってタイプの服ね」


    　ブレザーを異世界の人間に言葉だけで理解させるのは難しいので、仲村渠は地面に棒でブレザーの絵を描きながらプリシラに説明をする。


    「で、いま説明したものの組み合わせに日本の学生服のほとんどが当てはまるんだ。中には特殊なデザインの制服とか私服通学の学校もあるけど」


    　仲村渠が一通り説明し終えると、プリシラは大きく首を捻ひねった。


    「根本的な疑問なんじゃが、制服って何のためにあるんじゃ？　わざわざ学生の服装を一様に統一させるメリットがよくわからんのじゃよな。あとその制服のデザインには何か意味があるのかや？」


    　プリシラが言うと、仲村渠はなぜか耳を覆おおうようにセーラー服の襟を立てた。


    「セーラーって水兵さんのことでね。このでっかい襟は、耳元に立てて遠くの音を拾いやすいようにする水兵さんの服の名な残ごりって説があるんだ」


    「ほう、日本の女子高生は敵が接近する気配を感じるために、そのような服装をしておるのじゃな。実用的じゃのう」


    「そうそう。日本の女子高生は家を出れば常に七人の敵が……」


    「仲村渠、嘘うそを教えるな、嘘を」


    　俺は思わず仲村渠に注意をした。仲村渠はぺろりと舌を出して襟を直す。


    「はいはい。ま、今となっちゃ襟えりは単なるデザインだけど、イギリスの水兵さんの服が元になってるのはホント。でもって、沢さわ木きが来てるような詰つめ襟えりの学ランも、もともとは陸軍の服が元ネタなんだって。なんで女子が海軍で男子が陸軍なのかはよくわかんないけど。ついでにいうと、ブレザーももともとはイギリスの軍服だっていう説もあんのね」


    「もとは軍装とな。なるほどの、戦場で敵味方を識別しやすくするために武具や旗、装飾品を統一するのは定法じゃからの。その名な残ごりというわけかの」


    　プリシラは納得したように頷うなずいた。軍隊を擁する王国の王女であるプリシラにとっては、学校よりむしろ軍隊のほうが近しいものらしい。


    「ま、敵味方の区別なんてのはカンケーないと思うけど、同じ服装してるとなんとなく仲間意識は生まれるものだしね。それに、当然だけど軍隊の服装って丈夫で動きやすく作ってあるわけでしょ？　その上に統一感のある服装ってことで、学生服に軍隊っぽい服装が採用されたんじゃないかな」


    「ほほう。じゃが、制服がない学校もあるんじゃろ」


    「うん、私服通学ＯＫの学校もけっこうあるみたいだね」


    「だかりんは制服があってよかったと思うのかや？　学校制服のいいところって何じゃと思う？」


    　プリシラの問いに、仲村渠なかんだかりは制服のスカーフを指先で摘つまみながら答える。


    「いいところかぁ。うちの制服に限っていえば、かわいいところかな」


    　その答えにきょとんとするプリシラに、仲村渠は続けた。


    「だって、絶対に毎日着なきゃならない服なんだから、自分の気に入ったデザインのものがいいでしょ。それが第一じゃないにしても、制服って学校選びの判断基準の一つだったりすんのよ」


    「ふむ、確かにのう。軍装ならいざ知らず、日常の衣服ならば実用性のみならずデザインも重要じゃものな。では沢木はどうじゃ、制服があってよかったかの？」


    　プリシラは今度は、俺に尋たずねてきた。


    「俺は仲村渠とはちょっと違って、自分の好みとは関係なしに強制的に服が決められてる、ってのが実は制服の大きなメリットだと思うんだよ」


    　俺がそう言うと、プリシラはしばらく沈黙したままじっと俺の制服を見つめていたが、やがて納得したようにポンと手を打った。


    「なるほどのう。おぬしのようにファッションセンスに欠ける人間にとっては、むしろ服装が決められているほうがありがたいということじゃな。私服通学だと自分のセンスで選んだ服で差がついてしまうからのう！」


    「ち、ちげーよ！　単に毎日の服を選ぶ手間がはぶけていいって話で……」


    「沢木よ、制服があってよかったのう」


    　プリシラはニヤニヤしながら言う。


    　そんな俺たちを横目に、仲村渠なかんだかりがこう呟つぶやいた。


    「でもさ、服で差が付かないと中身の勝負になっちゃうよね」


    「おお、確かにそうじゃの。沢さわ木きよ、制服があって残念じゃのう」


    「どういう意味だよ！」


    　プリシラに抗議しつつ、俺は自分の学ランに視線をやった。


    「……まあ、俺は制服、嫌いじゃないけどな」


    　この制服は学生時代の象徴だ。みんな同じ──だから、みんなといた証あかしだ。


    　ひとりひとり中身はみんな違うやつらが、全員同じ学校に通い、同じ制服を着ていた時代の証だ。そして、好きでも嫌いでも、卒業したらこの制服は脱がなきゃならない。今しか着られない制服なら、その今を、この異世界での修学旅行を、制服姿で十分に楽しもうと俺は思った。
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    「沢さわ木きよ。おぬしらが持っとる『スマホ』っちゅーの、離れたところにおる人間と会話ができるとは聞くが、他にもいろいろできて凄すごいんじゃろ？」


    　今回、異世界の王女プリシラが知りたいのは「スマートフォン」についてらしい。


    「そうだな、たとえばいつでもどこでも音楽が聴けるんだ」


    　それは異世界の人間にとっては新鮮なことだろうと思ったのだが、プリシラの反応はいまいちだった。


    「んー、そんなに自慢げに言われてものう。妾わらわは音楽が聴きたいと思ったらすぐに宮廷楽士を呼んで演奏させておったからのう、音質も最高じゃよ」


    「そりゃ生音のほうが音質はいいだろうが……だったら、スマホはカメラで風景だって人物だって思いのままに撮影できる！」


    「妾には宮廷画家がおるもんね。確かに風景を切り取る速度ではカメラとやらには敵わぬであろうが、そのぶん色遣いも画風も思いのままよ！　ふふ、スマホとやらもわが王家に仕える家臣たちに比べれば、存外大したことないのではないかや」


    　修学旅行に合わせて新調した最新機種をそんなふうにプリシラに侮られたことで、俺のスマホ愛に火がついた。こうして、最新スマホvsプリシラに仕える家臣団の自慢合戦が幕を開けたのであった。


    「ネットでものを調べたり勉強したりもできる！」


    「こっちには宮廷学者に専属家庭教師がおるわい！」


    「スマホは楽しいゲームで遊べるし、おもしろい動画だって見られる！」


    「ふん、うちの道化師だって動きとか芸とかおもしろいもんね！」


    「ＳＮＳで自撮り写真や日記を世界に見せることだってできるぞ！」


    「笑止。王女たる妾は常に国民の注目の的。妾の一挙手一投足は全国民、いやさ全世界が注目しておるわ。いわば妾自身がソーシャルな存在なのじゃ！」


    「ぐっ、なんだかよくわからんが負けた気がする……！　えっと、えっと、スマホの角で頭を小こ突づかれたらけっこう痛いぞ！」


    「へん、王家直属騎士団のほうが強いもんね！」


    「……それは確かにそうだ。くそ、比べる機能を間違えた」


    「そうじゃ、そのスマホとやらでうんまい食事は作れるのかや？」


    「食事!?　いや、それは……」


    　さすがにスマホでご飯を炊いたりカレーを作ったりは……。


    「ぬはは、勝った。妾の城には宮廷料理人がおるもんね」


    　勝ち誇るプリシラだったが、その瞬間、俺の頭には閃ひらめきがあった。


    「あ、ちょっと待て！　スマホは出前を取ることができる！　寿司でもピザでもラーメンでも、家まで好きな料理を持ってきてもらえるぞ！」


    「おお、噂うわさに聞く出前！　スマホめ、やるではないか。ではでは……」


    　そんな言い争いを続けていたときだった。


    「ふたりとも、つまらぬことで争っているようだな」


    　と、太った大きな体を揺すりながら、クラスメートの丸まる山やま琢たく郎ろうが現れた。


    「おお、丸山ではないか。いいところに来たの、近ちこう寄っておぬしの意見を聞かせよ。おぬしはスマホと妾わらわの家臣と、どっちが凄すごいと思うんじゃ？」


    　プリシラは丸山にそう切り出した。なるほど、デジタル機器に詳しい丸山ならば俺よりスマホに詳しいかもしれない。しかし、


    「ふ……俺に言わせれば、どちらも愚かなことだ」


    　プリシラの問いを、丸山はそう斬って捨てた。


    「確かに沢さわ木きの持つスマホは近代技術の粋すいを集めた、人間文明の最先端にある道具であろうな。人類の生んだ宝とさえ言えよう」


    「そうだそうだ、スマホはすごいぞ！」


    「だがな、沢木よ。それはあくまでもスマホという道具が凄いのであって、それを所有するお前が凄いわけではない」


    「うぐ……」


    　俺の急所を衝くと、丸山はこんどはプリシラへと視線を向けた。


    「一方、プリシラ王女よ。宮廷楽士にせよ宮廷料理人にせよ、あなたの家臣たちもみな一芸に秀ひいで、余人をもって換え難い無二の人材なのであろう」


    「そうじゃそうじゃ、王家直属の家臣団なめんな！」


    「だが王女よ。それはあなたの家臣が優れているのであって、あなたが優れているわけではない」


    「うにゅ……」


    　丸山の言葉に、プリシラもしょんぼりと体を縮める。


    「いくらスマホが優れた道具であっても、使う者が愚かであればＳＮＳは容易たやすく炎上する。いくら家臣が優れた人材揃ぞろいであっても、上に立つ者が愚かであれば国もまた容易く炎上する。そう、いくら優れた豚トロでも、愚かな焼き手が網に載せすぎると炎上して黒焦げになるように……」


    「豚トロのたとえの必要性はさっぱりわからんが、炎上はやばいな。特に国の」


    「国も豚トロもＳＮＳも、燃えてはいかんぞよ……」


    「ならば両人、手の中にあるものの価値を誇る前に、まずはそれを使う己おのれ自身を誇れるようになるべきではないのか。さすれば自然と手にしたものも輝こう」


    「なるほどのう……。確かに王宮でならいざ知らず、旅先のいまは妾の命令を聞く家臣もおらぬ。妾だけでは音楽を聴くことも食事を得ることもできぬ」


    　プリシラは腕組みをして、殊勝な顔で言う。


    「俺たち、よく考えてみたらつまらないことで言い争いしてたよな」


    「う、うむ。考えてみれば、妾わらわの誇る家臣団と同等の力が掌てのひらに納まるというのは大したもんじゃよな。それ超スマートじゃ」


    「よし、じゃあ仲直りのしるしに、何かうまいものを出前で取ろうぜ」


    　俺が言うと、プリシラはぱっと表情を輝かせた。


    「じゃあじゃあ、妾はこないだ話に聞いた寿司が食べたいぞよ！」


    「ああ、俺に……いや、スマートフォンにまかせとけ！」


    　とスマホの画面にタッチしたところで、俺は重要なことに気づいた。


    「……よく考えたら出前は取れない。だって、ここ異世界だし」


    「うぬぬ、使う者が超おろか！」


    　そんなプリシラの叫びが、異世界の空に虚しく響いた。
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    「のうのう、沢さわ木きよ、『部活』って何なんじゃ？　妾わらわもカツには造ぞう詣けいが深いものの、部活なるものについては寡か聞ぶんにして知らぬぞよ。就活、婚活、トンカツ、勝かつ海かい舟しゆう……おそらくどれかの仲間ではあろうがの」


    「つっこむのめんどくさいからそこはスルーするとして、部活か」


    　というわけでプリシラが今回興味を持ったのは、日本の学校生活においても重要な要素、「部活動」のことだった。


    「部活ってのはな、学校で勉強以外におこなう課外活動で、特定の競技や趣味なんかをやるグループ活動のことだ」


    「ほほう。どんな趣味であれ、学友たちと取り組むのであれば楽しかろうな。部活についてもっと詳しく！　新入生向けのオリエンテーションみたいに！」


    　プリシラは好奇心に眼を輝かせながら、部活についての説明を催促する。


    「新入生オリエンテーションは知ってるのかよ……。えっとな、普通は運動部と文化部の二種類に分けられるんだ。運動部ってのは野球、サッカー、バスケ、テニス、バレー、卓球、陸上、水泳、剣道、弓道、柔道、空手道──ってな感じで多くが運動競技をおこなうもの」


    「ふむ、妾の知らぬものもあるが、とりあえず体を動かすものじゃな」


    「で、文化部ってのは、美術、文芸、漫画、新聞、放送、吹奏楽、軽音楽、書道、演劇、茶道、園芸、落語、合唱、囲い碁ご、将しよう棋ぎ──なんてふうに、芸術、表現や知的競技なんかに取り組む部活動だ」


    「なるほどのう。こちらもなかなか多彩じゃな」


    　部活について簡単な説明を聞き終えると、プリシラは腕組みをして何やら考え始めた。


    「のう、もし妾が部活に入るとしたら何部がいいかのう」


    「どっちかっていうと運動部じゃないのか？　体動かすの好きだろ」


    「ん、確かにの。運動は楽しいからのう」


    「運動部は野球やサッカーみたいに集団競技のものと、卓球や陸上みたいに基本的に個人競技なものとがあるんだけど……プリシラって協調性なさそうだもんなあ」


    「何を言うか。王女たるもの臣下を率ひきいねばならぬ立場、統率力は折り紙付きじゃ」


    「統率力と協調性は違うだろ。それに統率力も上級生になれば発揮できるけど、下級生の間はまず先輩を立てなきゃならない。上下関係が厳しい部活だと、先輩にジュース買ってこいとか言われるぞ」


    「なに、王女たる妾がセンパイとやらに命令されるというのか！」


    「学校によっても違うけど、中には、先輩を神様のように崇あがめて何でも言うことを聞かなきゃならないような部活もあるそうだ」


    　俺が部活動につきものの先輩後輩の上下関係について説明すると、プリシラは眉まゆを寄せて渋い顔をした。生まれながらに多くの家臣たちに傅かしずかれてきた王女様にとっては、両親以外の人間に上に立たれるのが我慢ならないのかもしれない。


    「むう……妾わらわは命令は得意じゃが、命令されるのは苦手じゃのう。やめじゃやめじゃ。運動部はやめじゃ。やはり妾のように繊細な人間は文化的な活動に青春を捧げるのがよかろうな」


    「文化部だって先輩後輩の上下関係はあるけどな。まあ、一般的に運動部よりは厳しくないはずだけど。で、文化部だとしたら何をやるんだ？」


    「そうじゃのう。妾は音楽を聴いたり演劇を観たりするのは好きじゃからの。他の部員が妾に対してそういうエンターテイメントを提供するというのならば入部してやらぬでもない」


    「何で観客の立場なんだ、お前も音楽を演奏したり劇を演じたりしろよ」


    「うぇ～。めんどくさいのう。んでは、お菓子部とかはないのかや？　お菓子も文化であろう」


    「うちの学校にはないけど、料理部があるような学校もあるな。でもお前、料理好きなのか？」


    「妾は別に料理したいわけではないんじゃよな。他の部員がお菓子を作る、妾がお菓子を食べる。このサイクルの中に組み込まれたいと思っておる次第じゃ」


    「みんなで菓子を作ってお前だけがバクバク食べてたらチームワークが崩壊するだろ」


    「どんな競技であろうと、全員がエースプレイヤーになれるわけではないじゃろ。どんな楽団であろうと全員が同じ楽器で演奏しては単調になるだけじゃ。それぞれの人間にふさわしいポジションがあるはずであり、各おの々おのが自分の持ち場で力を発揮することで、一人一人の能力を超えたパフォーマンスが発揮されるんじゃ。そういったチームワークを学ぶことこそ部活動の意義だと思うんじゃよ！　妾はおいしいものを味わって食べることであれば誰にも負けない自信がある。このポジションは誰にも渡せぬ！」


    　どうもこの王女様は部活動に向いてないのかもしれない。強いて言えば、俺の所属するあの部活くらいか。そう思っていると、まさにプリシラがその話について振ってきた。


    「そういえば沢さわ木きよ、おぬし自身は何部なんじゃ」


    「え、俺……？」


    「王女にタメ口のおぬしに務まる部活であれば、先輩後輩の上下関係を気にするような部活ではあるまい。何なら妾もその部活に入ってみることを検討してもよいぞよ」


    「いや、俺は……き……帰宅部……」


    　俺の答えに、プリシラは大げさに首を傾かしげた。


    「はて、キタクとは聞いたことのない運動競技じゃの。或いは日本特有の文化芸術であったりするのかや？　響きから察するに、格調高く風雅な趣おもむきを感ずるがのう」


    「ああ……。帰宅は全世界に普及した運動競技であり、そして同時に深い精神性を持った一種の芸術でさえあるんだよ」


    「ほーん。要するに部活に所属してないから放課後は家に帰るだけ、それを皮肉って帰宅部というておるわけじゃな」


    「お前、さてはわかってて俺を泳がせたな！」


    「ふふ、沢さわ木きよ、そう恥じることもない。胸を張るがよい。帰宅部もまた立派な部活、立派な青春のありかたじゃ。それに自分自身で自覚しておらぬようじゃが、おぬしは帰宅部員としての偉業を成し遂げつつあることに気づいておらぬな」


    「俺が……？　帰宅部員としての偉業……？」


    　プリシラはまるで強豪運動部の監督のように、自信に満ちた表情で俺の肩を叩たたいた。


    「家に帰るまでが修学旅行というじゃろう。さすればこの旅もまた帰宅への途上。異世界での修学旅行から家に帰るまでの道中というものを経験しておる者は、全国の帰宅部員の中でもそうおるまい。おぬしは今、日本全国の帰宅部員の中のトップランナーなんじゃ！　よっ、帰宅部員の中の帰宅部員！」


    「嬉しくねー」
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    「妾わらわ、『アイドル』になります！」


    「今度は何を言い出したんだ」


    　異世界の王女プリシラは、また突拍子もないことを言いはじめた。


    「日本ではアイドルというものが大人気らしいではないか。妾もいずれは女王としてこの国を治める身。であればアイドルとやらの人心掌握術を学んでおいて損はあるまい」


    「人心掌握術ねえ。まあ確かに人前に立って大勢の支持者の心を掴つかむって点では、王様と通じるところもあるのかもなあ」


    「で、アイドルってそもそも何じゃ？　それは何をする職業で、どんな能力が必要なんじゃ？」


    「また知らずになろうとしてたのかよ……。アイドルってものを一言で言うのは難しいんだけど、たとえば歌を歌って踊ったり」


    「歌手に踊り子じゃな。ならば音楽的素養や身体能力が必要じゃな」


    「それから映画やドラマで役者をやったり」


    「ふむ、役者もやる。演技力や人間観察力が求められるのう」


    「それから写真集とか出したりモデルとして活躍したりも」


    「では容よう姿し端たん麗れいでないとつとまるまい」


    「あとは人によってコントをやったり作詞をしたり、テレビ番組の司会をしたりもする」


    「文化人としての素養も！　何でもできる超人ではないか、無敵ではないか！　まさに妾にふさわしい、妾のためにあるような職業じゃのう！」


    　プリシラは満面の笑みを浮かべながら自分自身を指差す。


    「お前ってほんと自己評価高いよなあ。まあそれくらいの自信がなきゃアイドルを目指そうなんて思わないのかもしれないけど」


    「アイドルっちゅーのはこうかの、こんなかんじかの、きらりんっ、ピースピース！」


    　プリシラがアイドルっぽいポーズを取ってはしゃいでいると、クラス委員長の陣じん内ない綾あやがこんなことを言ってきた。


    「確かに今のアイドルは何でもやるけど、でも『アイドルだからまあこんなもんでしょ』みたいな受け止め方もされてるわよね」


    「ぬ、どういうことじゃ？」


    「アイドルだから演技力が本職の役者さんより拙つたなくてもしょうがないし、ダンスも本職のダンサーほどじゃなくてもいいし、歌唱力も本職の歌手ほどなくてもいいし……みたいな。アイドルがグループを抜けて女優業や歌手業に専念して成功したら『アイドルから女優へと脱皮を遂げた』『もはやアイドル歌手ではなく一流のシンガーだ』なんて言い方もされるから、最初っからそんなに期待値が高くないというか」


    「ほう……どっかで聞いたような話じゃの」


    「どっかで？」


    　俺が尋たずねると、プリシラはこう答えた。


    「あれじゃよ、勇者は戦士ほどは攻撃力が高くないし、魔法も本職の魔法使いほどではないけど、万能選手じゃから大人気、的なことじゃな」


    「それは合ってるような違うような……」


    「まあ、その未完成さもまたアイドルの魅力のひとつだというのはあると思うけどね。レベルアップの過程が見られるというのもまた、ファンの楽しみなんじゃない」


    　そうやって一通りの説明を聞き終えると、プリシラは顔を上げて、図々しくもこう宣言した。


    「んではとりあえずアイドルとやらになってやろうと思うんじゃが、どうやってなるもんなんじゃ？　自分がアイドルだと宣言したらそれでアイドルになれるのかや？」


    「別に医者や弁護士みたいに免許制のものでもないからな。でもまあ、一般的にはオーディションを受けてどこかの事務所に所属して……って感じだろうけど」


    　俺がそう説明すると、プリシラはフンと鼻を小さく鳴らした。


    「オーディション？　笑止！　王女たる妾わらわは誰かに選ばれぬ。妾が妾自身を自費でプロデュースするぞよ！　まずは妾が作詩作曲した歌を歌ってライブ活動をするんじゃ！」


    「アイドルというより、一代で財をなした金持ちの人が幼い頃からの夢を叶かなえるために、自費出版で歌のＣＤや小説なんかを出したりするやつみたいだ……」


    「デビュー曲さえ出せば、妾もどこに出しても恥ずかしくないアイドルじゃろ」


    　プリシラが胸を張ると、綾あやちゃんは軽く小首を傾かしげた。


    「うーん、アイドルってやっぱり、ファンありきの職業かなという気はするけどね」


    「ファンとな？」


    「たとえばプロ野球選手やプロレスラーだって、お客さんからお金を取って試合をするからプロと呼ばれてるわけで、お客さんもなしに公園で試合をしてたら単にそういう趣味の人でしょ」


    「なるほどのう。確かに王というのも免許制の職業ではないが、やはり王を王として認める臣下や民たみがあってこそ、はじめて王は王たりうる。アイドルもまた自称するだけではなく、それを支えるファンとの相互関係があってこそはじめてアイドルを名乗る資格があるというわけじゃな」


    「うん、そういうことね」


    「ようし、ではとりあえず金品をバラ撒まいて妾のファンを獲得せねば！」


    「おい待て、金品をバラ撒いてと言ったか？」


    「ククク、どんな手段を使ってもファンさえ獲得すればアイドルとして勝ちなんじゃ！」


    　ダメだ、プリシラがアイドルとしてのダークサイドに堕おちてしまった。


    「プリシラ、アイドルっていうのはお金を一方的に吸い上げるほうの立場なのよ」


    「いや綾ちゃん、その言い方も悪意あるから……。夢とお金のギブ＆テイクだから……」


    「握手イベントも開催せねば……。ファンとして妾と一回握手すれば、その度に現金がもらえるというイベントを開催するんじゃ……そしてトップアイドルへの階段を……」


    「眼を覚ませプリシラ！　何かもう本ほん末まつ転てん倒とうどころか意味がわからないぞ、アイドルというより単に現金を配る人になってるぞ！　それはお前のファンじゃなくてお金のファンだろ！」


    「はっ！」


    　プリシラは眼を覚ましたかのように大きく両目を見開き、そして悄しよう然ぜんと肩を落とした。


    「妾わらわにはやはりアイドルより王女のほうが向いておるようじゃ……。妾、アイドルを引退して普通の王女になります！」


    　持ってもいないマイクをそっと置く仕草をしつつ、プリシラはアイドルとしての引退宣言をした。


    「やはりアイドルと王女の掛け持ちは無理があるぞよ。妾はしっかり王女として一本立ちしてやってゆかねば」


    「まあ、プリシラはアイドルには向いてなさそうだよな。王女をしっかりがんばれ」


    「うむ！」


    　俺のはげましに、プリシラは力強く頷うなずいた。


    「んではとりあえず王女として民たみの支持を得るために、税金をちょっぴり下げてみようかの！」


    「おお、アイドル時代とやってることが大して変わってないのに好感度アップだ！」
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    「『夏休み』っちゅーのは何じゃ？　何でも日本の学生が一年の間で最もつとも待ち望むものじゃと聞くが、ならば、それは大層いいものなんじゃろう？」


    　今回プリシラが興味を抱いだいたのは、日本の学校の「夏休み」らしい。


    「えっと、日本の学校が春から始まるって話はこないだしたろ。でもって、一年間を三つに分けて、学校に通う期間を一学期、二学期、三学期と三つの区切りに分けてるんだよ。一学期は夏の半ばに終わって、二学期が秋から始まるんだけど、その一学期から二学期の間の休みは夏休みといって、一か月以上も学校が休みになるんだ。二学期と三学期の間にも、学年が変わる間にも、それぞれ冬休みや春休みっていう長期の休みがあるんだけどな。それらは両方二週間ちょっとで、夏休みがダントツに長いんだよ」


    「ふーむ。じゃが、そんなに休み続けて頭が腐ったりせぬのか？」


    「長期休みではあるものの、そこはちゃんと『夏休みの宿題』という恐ろしいものがセットでついてくるんだ。休んでばかりはいられないんだよ」


    「ほう。それはどれくらい恐ろしいものなんじゃ？　ドラゴンよりこわい？」


    　プリシラの問いに、俺は改めて、夏休みの宿題というものの恐ろしさを思い返していた。


    「ドラゴンからは逃げ出せばいい。でも日本の学生である限り、夏休みの宿題からは逃げ出せない！　逃げても九月頭に回り込まれてしまう！」


    「おお、何ということじゃ。では闘うしかあるまい」


    「だから結局は闘うんだよ、みんな夏休みが終わる八月の最終週に夏休みの宿題と死闘を繰くり広げるんだ。だからその最後の闘いのために英気を養うべく、それまではゆっくりするんだよ」


    「何を締め切り前に修しゆ羅ら場を潜くぐるのが当たり前だと思っておる小説家みたいなこと言うとるんじゃ。予あらかじめ予定を立てて、長い休みの間にこつこつ計画的にやらんのが悪いのではないか」


    　プリシラは呆あきれたように言った。だが、日本の学生にも言い分はある。


    「あのな、こちとらもう何回も何回も夏休みってものを経験してきてるんだ。そんな正論は今さら言われなくてもわかってるんだよ。わかっててできないのが日本の夏ってものなんだ」


    「おお、開き直るつもりかや」


    「私はちゃんと毎年、七月中に宿題終わらせちゃうけど」


    　俺たちの話を聞いていたクラス委員長の陣じん内ない綾あやが、それがさも当然であるかのように言った。


    「なんじゃ、沢さわ木きは夏のせいにしておったが、ちゃんと夏休みの宿題を早々にやっつける者もおるのではないか」


    　プリシラが疑うような視線を向けてくるので、俺は自みずからを弁護する。


    「いや、そんなことができる勇者はクラスでもほんの一握にぎりなんだよ。だいたいプリシラ、お前はまだ日本の夏休みというものがわかってないからそんなことを言えるんだ。いいか、夏祭り、海水浴、花火大会、キャンプ、漫画読み放題、ゲームやり放題、テレビ見放題、昼寝し放題、特に目的もなく街をぶらつき放題。そんな誘惑が毎日のようにある中で、机に向かって宿題なんかやってられると思うか？」


    「おお、それは無理じゃ、不可能じゃ。おかし食べ放題、焼肉食べ放題、ラジオ体操やり放題。放題の前に人類は勝てぬ……。卓越した力も高潔な意志も、放題の前にはあまりに無力……」


    「お菓子と焼肉が食べ放題だとは言ってないぞ、それは単にお前の願望だろう。ラジオ体操は確かにやりたきゃやり放題だが」


    「そういえば流し素麺取り放題やカブトムシ食べ放題という楽しげなイベントがあるとも聞く」


    「逆だ、逆。素手で素麺を鷲わし掴づかみにしながらカブトムシをむしゃむしゃやってる奴がいたら怖いだろ」


    「スイカ踊りに盆割りなどというパンクなイベントもあるんじゃろ。名前を聞いただけでワクワクしてくるのう」


    「それも逆だ。つーかお盆を割るイベントのどこにワクワク要素があるんだよ」


    「ふむ、盆踊りは裸芸の一種として想像がつくが、スイカ割りとな。果実を破壊するイベントなど、盆を割るよりなおパンク感があるのう」


    「盆踊りもスイカ割りも、お前の想像間違ってるけどな。……まあとにかくだ、長い休みの間に様々な楽しいことがあって、でもって夏休みの宿題という厄やつ介かいなラスボスも待ち構かまえている。それが日本の学生にとっての夏休みなんだ」


    「ほーう。宿題はともかく、基本的には楽しそうじゃのう」


    「そりゃ楽しいよ。毎年宿題に取り掛かる時期になると、もっと夏休みが続けばいいのに、一年中夏休みが続けば──って思うくらいだ」


    　俺が言うと、プリシラはふむ、と呟つぶやいて、何ごとか考えるような仕草をみせた。


    「吸血鬼の真祖や長命の秘法をなした魔導師など、この世界には永遠に近い命を得た不死者というものがおるそうじゃがの。そういう連中は数百年を生きたあたりで決まって、どうしようもない退屈に悩まされるという。夏休みもまた永遠に続くと、ただ単に退屈な日々が続くだけではないのかのう」


    「そんな壮大な話と一緒にしていいのか」


    　まあ確かに、一年中休みだったらいいのになんて思ってるうちが楽しくて、実際そうなってしまったら、案外とやることが無くなってしまうものなのかもしれない。


    「何でも三百歳を越えたあたりで、カブトムシ捕りくらいしかやることがなくなってしまうらしいぞよ」


    「永遠の命も大変だな……。つーかカブトムシ捕りってそんなに飽きない娯楽なのかよ」


    　長生きしすぎると人生観が一周して、小学四年生の夏休みがずっと続くみたいな感じなんだろうか。


    「ところで、プリシラはどういう風に夏を過ごしてるの？」


    　綾あやちゃんがプリシラに尋たずねた。そういえば、まだプリシラ自身の夏の過ごし方を聞いていなかった。


    「妾わらわの夏の過ごし方？　えーっと……」


    　プリシラは太陽を見上げながら、自みずからの夏の過ごし方を語り始めた。


    「そりゃ夏は暑くて何ごともやる気が出ぬからのう。普段はいずれ立派な女王になるための勉学を欠かさぬ妾も、夏の暑さの前には敵わぬ。涼しいところで冷たいものでも食べながら、日がな一日ゴロゴロしておるんじゃよ。たまには父上や母上、家臣たちとバーベキューパーティなども楽しんだりするのう。そうして起きたいときに起きて遊びたいときに遊び、ゴロゴロダラダラ気ままな日々をおくっているうちに秋になって、大臣あたりに『いい加減になされませ』的なことを言われ、しぶしぶ勉学を再開するんじゃよな。その間に滞っておった国事などもまとめて一気にこなさねばならぬから大変なんじゃよ」


    　自らの夏を思い起こすプリシラに、俺は言った。


    「うん、プリシラ。お前は既に夏休みを知ってるよ」
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    「妾わらわとしたことが迂う闊かつであった……。日本の文化を学ぶうえで、何はなくともまず一番最初に学んでおくべきことを忘れておったぞよ……」


    　プリシラはいつになく神妙な顔つきをしていた。


    「一番最初に学んでおくべきこと？　政治とか経済の難しいことなら俺はわかんないぞ」


    「スイーツじゃよ！　何を食ってもハズレがない国ニッポンのスイーツについて探求するのをコロッと忘れておったんじゃ！」


    「日本のスイーツ……ていうと、『和菓子』か」


    「うむ、今回はその和菓子について妾に教えよ！」


    　というわけで、食い意地の張ったプリシラに今回教えるテーマは「和菓子」に決まった。


    「とはいえ、妾も和菓子についてまったく無知ではないぞよ。妾は旅の途中でおぬしらがこっちの世界に持ってきた菓子を色々と食うておるからの。チョコにポテチにと、いくつかの和菓子は既に堪能しておる」


    「いやプリシラ、一般的にはああいうのは和菓子とは言わないんだ」


    「えっ、じゃがＡの粉とＢの粉を混ぜ合わせて水で練るあれは和菓子じゃろ？」


    「確かにああいうのも日本特有のお菓子かもしれないけど、ちょっと違うかな。和菓子っていうと、一般的には日本の伝統的なお菓子のことをいうんだよ」


    「ほうほう。どんなものがあるんじゃ？」


    「和菓子の中でも高級なものには、美術品かってくらい見た目が華やかで繊細なものがたくさんあるんだ。花や動物の姿を象かたどったりしてて、見た目だけでも楽しめたりするし、もちろん食べれば美お味いしい。海外からの観光客にも人気なんだ」


    「ほう。日本の食べ物は見た目も綺き麗れいだと聞くのう」


    「でも日常的に口にする庶民的なものといえば、やっぱり饅まん頭じゆうとかおはぎとかかな。饅頭ってのは小麦で作った生地の中にあんこがはいってるもので、おはぎってのは餅もち米をあんこで包んだものだ。内か外かの違いはあるけど、どっちもあんこが欠かせないな」


    「ほう。我が国にも小麦の生地を用いた菓子はあるが、しかしあんこというのは何じゃ？」


    　プリシラは首をかしげた。どうやらこの異世界にはまだあんこが知られてないらしい。


    「一般的な和菓子のあんこというと、小豆あずきを甘く煮たもののことだな。小豆の皮を残したものをつぶあん、皮を漉して取り除いたものをこしあん、なんていうんだ」


    「豆をのう。妾も茹ゆでた豆などは好きじゃが、甘味として豆を使うというのは想像がつかぬ」


    「どら焼きは想像つきやすいんじゃないか。円盤状に焼き上げたふわふわしたカステラみたいな生地の間に、あんこを挟んだ庶民的な和菓子なんだ」


    「生地はうまそうなんじゃが、またそれに甘い豆を挟むというのか……」


    「高級なものも庶民的なものも、和菓子にはあんこが欠かせないものなんだよ。他にも羊よう羹かんっていう和菓子があるけど、それも小豆あんを寒天で固めたものなんだ」


    「豆を寒天で固める……うーむ、ということは豆がプルプルしておるのか……？　謎なぞじゃ……」


    「二人とも、何の話をしてるの？」


    　クラス委員長の陣じん内ない綾あやが、俺たちの話の輪に入ってきた。


    「おお、委員長。いま日本のスイーツ、和菓子について話しておったんじゃ」


    「和菓子だったら、私はお汁しる粉ことかが好きかな。お汁粉っていうのは砂糖を加えた小豆あずき汁の中にお餅もちなんかを入れたものなんだけど」


    「小豆……また豆か。甘い豆汁かや」


    「冬場は暖かいお汁粉が嬉しいけど、夏場は蜜みつ豆なんかも涼しげでいいわね」


    「もう聞くまでもないが、それも豆を使っておるんじゃな。蜜をかけた豆じゃな」


    「え、うん。そうだけど？」


    「豆ついでにいうと、きな粉っていう大だい豆ずを炒って粉にしたものもよく和菓子に使われるな」


    　俺の言葉を聞きつつ、プリシラは豆、豆、とぶつぶつ呟つぶやいている。と、そのときだった。


    「待て待て。甘いものばかりが菓子ではあるまい。あられや煎せん餅べいのようにしょっぱいものだって立派な和菓子だ」


    　武士系少女、和泉いずみ刀とう香かが別の切り口から参戦してきた。伝統的な和のものといえば和泉におまかせというくらい、彼女は日本の伝統文化に詳しいのだ。


    「確かに甘いだけが菓子ではないのう。和泉よ、その煎餅というのはどういうものなんじゃ？」


    「うん、煎餅にも様々な種類があるのだが、最もつともオーソドックスなものは、米を潰つぶして薄く延ばし、それを焼いて醤しよう油ゆで味付けしたものだ」


    「おお、さすが米好き民族日本人、ここでも米を使うんじゃな。豆でないのも安心したぞよ。焼き菓子というのもなんとなく想像がつく。じゃが、醤油というのは？」


    「醤油こそは、日本人の魂に深く深く根づいた調味料といえるだろうな。数百年も昔から愛好され続け、和食は言うまでもなく、洋食にさえ醤油をかけて食べる者も多い」


    「おお、グルメな日本人がそこまで評価する醤油というもの、どうやって作るんじゃ」


    　プリシラが舌なめずりをしながら和泉に訊きいた。


    「醤油は主に大豆を原料にした液体状の発酵調味料だ」


    「豆ぇ！　大豆きた。豆きた。また豆か。醤油というのは要は豆の汁かや」


    「ああ。そして豆煎餅なんてものもある。醤油と豆が合わないわけがないからな！」


    　またしても登場した豆に、プリシラはげんなりした表情をみせた。


    「いや、妾わらわも豆は嫌いじゃないぞよ。しかし、あまりにも豆が好きすぎやせぬか。日本人は米好きの民族だと聞いておったが、実はそれに匹敵するくらい豆好きなのではないか。様々な甘味に豆、料理の調味料にも豆の汁、なんでもかんでも豆が入っておる気がするんじゃが。もしやＡの粉とＢの粉も豆が原料では……」


    「多分だけど、それは違うと思う。でも確かに言われてみれば、豆から作られた食品はそこらじゅうに溢あふれてるかもなあ」


    「ふむ。そんなに豆好きであれば、たとえば豆の絞り汁を固めたものや、豆の絞り汁を固めて油で揚げたものを具材にした、豆を発酵させて作った調味料をベースにしたスープを飲んだり、豆をネバネバになるまで腐らせたものに、豆で作ったソースを掛けて食すなどということもあったりするんじゃろか」


    「プリシラ、それは……」


    「いや、冗談じゃ。さすがの豆好き民族でもそこまではすまい。そんなことがあったら凄すごいのう、というジョークじゃよ」


    　もう仕方がない。プリシラにとどめを刺すべく、俺は言った。


    「豆腐と油揚げの入った味み噌そ汁と、醤しよう油ゆを掛けた納豆は日本の定番の朝食メニューだ。修学旅行先の旅館でもよく出るぞ」


    　俺の言葉に、プリシラは感心したように快哉をあげた。


    「うむむ、日本人の豆好きも、そこまでいくとあっぱれじゃ！　あんこも醤油もまったく味の想像がつかぬが、妾わらわもいつか日本の誇る豆尽くし料理を堪能してみたいもんじゃ。いやあ、今回は充実した日本の豆に関する知識が得られたのう！」


    　プリシラは満足げだったが、俺はどうも引っかかることがあった。


    「あれ？　そもそも今回、豆の話だったっけ……？」
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    「さて、今日は日本の何について教えてもらおうかのう」


    　プリシラが呟つぶやいたとき、どこからともなく飛んできた矢が、俺たちの前の地面に突つき立った。


    「な、何だ!?　矢!?」


    　よく見ればその矢には、何やら手紙のようなものが結びつけてある。プリシラは一切動ずることなく矢を拾い上げ、結んであった手紙を開いて読みはじめた。


    「ほうほう。ふむふむ。今回のお題『建築物』を送ってくれたのは中学三年生のＰＮペンネーム『材木推おし』さんじゃ。おたよりサンキュー」


    「おい、プリシラ、お題って何だ。ＰＮ？　ていうかこの矢文はいったい誰が……」


    「細かいことは気にするでない。修学旅行っちゅーと、全国のいろんな建築物も見て回るんじゃろ？　今回はその中でも日本の建築物全般について教えてもらおうかの」


    　そんなわけで、謎なぞの矢文によって、今回プリシラに教えることは「日本の建築物」に決まった。


    「日本の建築といえば、やはりまずは日本そのものの始まりに繋つながる、出雲いずも大たい社しやや伊い勢せ神じん宮ぐうなどの神社ではないでしょうか。それらの創建は日本の神話とも繋がるので正確にいつ建てられたのかは定かではありませんが、歴史ある宗教施設として今でも多くの参さん詣けい者が訪れています」


    　クラス一の秀才、坂さか上がみ雪ゆき乃のはそう説明するとともに、プリシラに日本史の資料集を差し出した。そこに記された出雲大社の写真に、プリシラはしみじみと見入っている。


    「ほう……。いかにも風格があり、深い歴史を感じさせる建築じゃ。実に趣おもむきがあるのう……」


    「それから修学旅行で訪れるものといえば、やっぱり世界最古の木造建築、およそ千四百年前に建立されたという奈良の法ほう隆りゆう寺じは外せないと思います」


    「おお……！　マンモスとか何とかサウルスとかがおった時代に木造建築が！　そんな巨大生物が闊かつ歩ぽする時代に建てられたものが、よく無事に千年の時を超えて残ったもんじゃの」


    「お前、俺たちの世界の歴史がグチャグチャだな。そもそも恐竜時代に日本は海の中だ」


    　とはいえ、この異世界じゃ中世ヨーロッパ風の城の上を巨大なドラゴンが飛んでいたりするのだから、あながちプリシラの想像が無茶苦茶だとも言えない。


    「マンモスの襲撃がなかったとしても、木造建築が千四百年残るというのは凄すごいもんじゃ」


    　プリシラは資料集の法隆寺を指でなぞりながら言う。


    「確かに神じん社じや仏ぶつ閣かくも悪くないが、やはり日本の建築物といえば私は城を推すぞ！」


    　坂上の次は、武士系少女、和泉いずみ刀とう香かが日本の城を推薦してきた。


    「ほう、城のう。じゃが妾わらわって城がマイホームじゃから、城にはけっこううるさいぞよ？」


    　プリシラは王女様だけあって、石造りの立派な城に住んでいるのだ。だが、和泉が日本史の資料集のページをめくって示した城の写真を見るなり、プリシラは快哉をあげた。


    「おおおっ、日本の城かっけー！　クールジャパン！」


    「現在は皇居となっている江戸城や世界文化遺産に指定された姫ひめ路じ城など、四百年以上前の戦国時代に建てられた城は今も全国各地にその姿を留めているのだ」


    「およ、その言い方だと、戦国時代以降は城が建てられておらぬのか？　バブルでも弾はじけたのかや？」


    「戦国時代を経て江戸という平和な時代に入ったとき、時の政権徳とく川がわ幕府が全国大名の領地における城の数を一国一城に制限する法を定めたのだ。城というのは軍事要塞でもあるだろう。平和な世を維持するため、中央政権以外の軍事力を削いでおくという政策がとられたわけだ」


    「ふむ。戦国バブルがはじけて、新たな城が建てられなくなったというわけじゃの。にしても、神じん社じや仏ぶつ閣かくにしろ城にしろ、何百年も前のものがそのまま姿を留めておるのは大したものじゃ。やはりそれは日本人の伝統を重んずる心根と、長きに続く平和のたまものであろうな」


    　プリシラが感心したように言う。


    「確かに史跡もいいものですが、修学旅行で訪れる建築物といえばやっぱり東京駅ですよ！」


    　次に声をあげたのは、鉄道マニアの鉄くろがね道みち夫おだった。


    「ああ、確かに東京駅ってレンガ造りで風格があるもんな。法ほう隆りゆう寺じほどじゃないにしろ百年以上の歴史もあるらしいし。前で記念撮影してる修学旅行生もよくいる」


    「東京駅に限らず、日本の全ての駅はそれぞれの風格、それぞれの特色を持っているのです！　たとえば京都駅というのは──」


    「ストップストップ、おぬしに喋しやべらせるとテーマが『日本の駅百選』になりかねぬ。『日本の駅弁百選』ならこんどじっくり話を聞こうぞ」


    　駅についての熱弁を始めようとした鉄を、プリシラが押し止めた。


    「沢さわ木きよ、おぬしはなんか一推おしの建物ないのかや」


    「異世界人に推薦する日本の建物か。やっぱり今は東京スカイツリーなんじゃないかな。みんなが挙げた伝統ある建物と違って、つい数年前に建てられた新名所なんだ。高さ６３４メートルの鉄塔で、日本で一番高い建築物だ」


    　俺の言葉に、プリシラは微妙な表情を浮かべた。


    「メートルとやらで言われてもいまいちピンと来ぬのう。東京タワー何個分くらい？」


    「え？　えっと、確か東京タワーが３３３メートルだから……だいたい二倍くらいか」


    「うおお、まじか！　人間の力で東京タワーに倍するものを築き上げるとは……」


    「って待て、なんで東京タワー単位ならすぐわかるんだよ、お前ファンタジー世界の人間だろ」


    「面積は東京ドーム、高さは東京タワー、ビタミンＣはレモンの個数で換算するのがそちらの世界の一般的な単位ではないのかや？」


    「確かによく聞くけど、実は東京ドームの広さ自体、あんまりピンとこないんだよな……。で、プリシラ。いろいろざっと紹介してきたけど、どれに興味を持った？　駅弁以外で」


    　俺が問うと、プリシラはしばし考えるように腕組みをした。


    「んー。どれも見てみたいが、やはりまずは学校とかコンビニをこの眼で見たいのう」


    「それ今回の話じゃないだろ。……でも、現代日本を象徴する建物といえば、名所史跡や観光スポットより、日常の風景のどこにでもあるような建物なのかもな」


    　教室、体育館、音楽室、理科室、グラウンド、渡り廊下、部室棟。帰り路みちに立ち並ぶ民家や商店、そして自分の家。確かにこの異世界にあって、俺が日本を思い出すとき思い浮かべるのは、そんな日常の当たり前の風景だった。


    「じゃろ。やはり人々が普通に暮らす日常風景こそ、その世界の、その国のありさまを象徴するものじゃ。おぬしらも妾わらわのマイホームにいたく感銘を受けておったようじゃしのう」


    「城がマイホームなお前の日常風景は、この世界でも相当特殊だろ！」
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    「それで、死に物狂いで必死に逃げるうちに、交番を見つけてそこに飛び込んだんだ。中にはひとり警察官がいた。ほっと胸を撫なで下ろし、かくかくしかじかとその化け物の話をしたら、その警察官が言うんだ。──その化け物ってのは、ひょっとしてこんな顔をしていませんでしたか。見るとその警察官の顔は、さっき出会った化け物と同じ、眼も鼻も口もないのっぺらぼう──！」


    「ほーん。それで？」


    「……それで、って。この話はそこで終わりだよ」


    　俺がせっかくおどろおどろしい声こわ音ねを作って語り上げたのに、プリシラの反応はあまりにも素っ気ないものだった。


    「のう、沢さわ木きよ、魔物に出会ったところで終わりって、そんな話のどこがおもしろいんじゃ。魔物との血湧き肉躍る戦闘シーンあってこそじゃろ？」


    　プリシラは納得いかないといった風に、腕組みしながら首を傾かしげる。


    「おもしろがらせるっていうより怖がってもらうための話なんだけどなあ」


    　俺たちはさっきからプリシラに日本の「怪談」を聞かせているのだが、俺の話に限らず、どうにもプリシラの反応はよくない。


    「その魔物が人を丸呑のみにするとか毒の息を吐くとか、戦闘力が高かったらそりゃ怖いじゃろうが、顔がのっぺりしておるだけの魔物がなんで怖いんじゃ」


    「そういう具体的な危険性とかじゃなくってだな……。それに、その先が語られてないからこそ怖いんじゃないか。そこで話が終わってるからこそ、その先を想像しちゃうだろ。具体的に語られるよりそっちのほうが怖いってこともある」


    「何を言うておるんじゃ。その男は一人でのっぺらぼうとかいう魔物に遭遇したんじゃろ？　でもってその話が巷こう間かんに伝わっておるということは、その男が魔物を退しりぞけて無事に生還したという証拠ではないか」


    「プリシラ、語り手主観の怪談にそれを言っちゃおしまいなんだよ……」


    　確かに、語り手が死んじゃうオチなら何でその話が伝わってるんだよ、ってな怪談は多々あるけども。それは言わないお約束というものだ。


    「あ、でもさっきの皿の話はちょっと怖かったぞよ」


    「へえ、番ばん町ちよう皿さら屋や敷しきの怖さはわかるのか」


    「うむ。妾わらわも母上の大事にしておった皿を割ってしまったことがある。シラを切って誤ご魔ま化かそうとしたんじゃが、結局バレて、むっちゃ怖いお仕置きをされたんじゃよ。いちまーい、にまーい……と皿を数えるくだりでその時のお仕置きを思い出して震ふるえたぞよ」


    　プリシラは自分の肩を抱いて、ぶるりと小さく体を震わせた。


    「だからそういうことじゃないんだけどな……。幽霊のほうを怖がれよ」


    「怨霊系の魔物は聖水を装備しておれば怖くないぞよ」


    「……なまじそういう存在がその辺に実在している世界だから怖くないってのもあるのか」


    　俺たちは実際に幽霊の実物と出会ったことがないからこそ、それを想像して怖がる。俺たちの世界じゃ、怨霊の怖さと猛獣の怖さはまるで別物だ。でも多くの人がその実在を確認しているようなこの異世界なら、怨霊もちょっと危険な動物と大差ないのかもしれない。


    「住んでる世界が違うっていうのはやっぱり大きいんじゃない。私たちも江戸や明治が舞台の怪談ってお話としては楽しめるけど、怖いかって言われると、正直そんなに怖くはないしね」


    　俺の幼なじみにしてクラス委員長の陣じん内ない綾あやが言った。


    「確かにそうかもしれないな。やっぱり自分の生活と地続きな舞台設定だからこそ怖いっていうのはあるかも。江戸の長屋で起こった心霊現象より、どこにでもありそうな廃屋とか、夜の病院とか、夜の学校とか、そういう身近な舞台の怪談のほうがずっと怖いもんな」


    　自分が普段暮らしている世界だから、陽の当たる姿を知っている世界の暗くら闇やみだからこそ、そこに恐ろしいものを思い浮かべてしまう──それこそが怪談の本質なのかもしれない。


    「学校を舞台にした怪談というのはおもしろそうじゃの。怖いかは別として聞いてみたいぞよ」


    「学校の怪談なら、定番のとこだと、夜中に動く人体模型とか」


    「じんたいもけー？」


    「やっぱりそこから説明しなきゃならないか。えっとな、人体の仕組みを学ぶための等身大の人形なんだよ。うちの学校に置いてあったものだと、体の左右が真っ二つに分かれてて、半分は普通の人間の姿、もう半分は筋肉や血管、内臓なんかが丸見えの姿なんだ」


    「こわっ！　人体模型こわっ！　何のためにそんなグロいものを学び舎やに設置するんじゃ……」


    「だから人体のつくりを学ぶためだよ。で、人形だから当然動かないはずのその人体模型が、夜な夜な勝手に動き出しては校舎内を徘徊しているという……」


    「魔力で動く人形など珍しくもないが、体の半分が臓物丸見えの人形は動かなくてもその時点で怖いぞよ。完全に呪のろいのアイテムじゃろ」


    「確かに夜の校舎で人体模型に出くわしたら、動いてなくても怖いけど……。他には音楽室のピアノがひとりでに鳴り出すとか、ベートーベンの肖像画の眼が動くとか、トイレの花はな子こさんなんてのも。中庭にある二にの宮みや金きん次じ郎ろう像が勝手に歩くってのもあったな」


    「そのきんじろーはどんな臓物がはみ出しておるんじゃ？」


    「はみ出してねえよ。はみ出してたらこえーよ」


    「さっきから怖いものの話をしておるのではないか？　モツのはみ出してない動く像など、ただの動く像ではないか」


    「俺たちの世界では、ただの動く像で充分怖いんだけどな……」


    　とその時、綾ちゃんが何かを思い出したかのように顔を上げた。


    「そういえば学校の怖い話で思い出した。これは私が小五のときに体験した怖い話なんだけど」


    「お、本人の体験談かや。それは期待できそうじゃの」


    「夏休みに、学校行事で肝試しをすることになったんだけれど」


    　そこで言葉を句切って、綾あやちゃんは俺の方をちらりと見た。その時、俺の脳裏に遠い夏の記憶が蘇よみがえってきた。


    「……あ、綾ちゃん、その話は止めよう、小五の夏休みって、あの──」


    「委員長よ、続けよ。沢さわ木きが怖がる話ならば妾わらわも聞きいてみたいぞよ」


    「うん、それでね──」


    　俺の制止もきかず、綾ちゃんはプリシラの求めに応じてその禁断の話を語り続ける。俺は仕方なく、俯うつむいて耳を塞ふさいだ。こわいこわい、聞きたくない聞きたくない。


    「男女二人でペアを組んで夜の校舎の中を一周して帰ってくるってルールで、私は幼なじみの男の子と一緒に回ることになったのね。勇気のあるところを見せようとしたのかな、彼は張り切ってどんどん先に進んでいくんだけれど、先に回った子がイタズラしたみたい、廊下を曲がった先に、理科室にあるはずの人体模型が立たされてて、彼はそれに驚いて気絶しちゃったの。夜の校舎に気絶した男の子と私だけで取り残されて、どうしたものかと……あれは怖かった」


    　その話を黙って聞いていたプリシラは、何かに気づいたように、不意に俺の顔を指差した。


    「その男の子というのは、ひょっとしてこんな顔をしておったか？」
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    「なんでもおぬしらの世界には四年に一度開催される『オリンピック』というはだか祭りがあるそうじゃの。世界中がその祭りに熱狂しておるそうじゃが、いったいどんな祭りなんじゃ」


    「祭り？　ああ、確かにスポーツの祭典っていうもんな。……って待て、祭りかもしれないけどはだか祭りじゃねーよ。サラっと言うな、スルーしそうになるだろ」


    「ふむ。情報が微妙に違って伝わっておったのかのう？　その辺も含めて説明よろしく」


    　ということで、プリシラが今回興味を持ったのは「オリンピック」だった。


    「オリンピックっていうのは、スポーツ、つまり運動競技の祭典だよ。夏季と冬季のオリンピックがそれぞれ四年毎で、夏季と冬季の間は二年空いてるから、都合二年に一度は何らかのオリンピックが開催されてることになるな。でもってオリンピックと同時に、障害者スポーツの祭典パラリンピックも開催される。優勝者には金メダル、二位には銀メダル、三位には銅メダルが授与されるんだ。種目を言うと、夏季五輪は陸上、水泳、格闘技、乗馬に射撃なんかもある。んで冬季五輪はスキー、スケート、カーリングにリュージュに……って具合に、雪や氷に関係する競技が多いんだ」


    「待て待て、そのゴリンっちゅーのは何じゃ？」


    　プリシラは、俺の説明を遮さえぎるように言った。


    「ああ、日本じゃオリンピックのことを五輪ともいうんだ。意味は同じだよ」


    「ほう。そんな世界大会が宮みや本もと武む蔵さしの時代からあったとは。武蔵は二刀流部門で優勝した？」


    「『五ご輪りんの書しよ』とオリンピックは関係ねえよ。つーか武蔵の書いた本をよく知ってたな」


    「武蔵が関係ないならなぜオリンピックのことを五輪というんじゃ？」


    「そりゃ、オリンピックのシンボルマークが五つの輪っかだからだよ」


    　俺は地面に例の五つの輪っかを描きながら説明する。


    「そちらの世界では輪投げがスポーツの祭典の象徴となるほどのメジャースポーツなんじゃな」


    「いや輪投げは関係ないと思うが……でもよく考えたら何なんだろ」


    　考えてもわからないので、我がクラスの知識担当、坂さか上がみ雪ゆき乃のに解説をお願いすることにした。


    「ええと、オリンピックの五輪は、五大陸をあらわしているんです。アジア、ヨーロッパ、アメリカ、アフリカ、オセアニア──それら五つの大陸と、その連帯を象徴した図案であると言われています。ちなみにオリンピックを五輪とも呼ぶのは今でこそ一般的ですが、もとは読売新聞の運動部記者が考案した略称だそうですよ」


    「ふむ、なぜわざわざ言い換えたんじゃ？」


    「『オリンピック』だと六文字必要ですが『五輪』だと二文字で済みますから。新聞は文字の書けるスペースが限られているので、略称があると便利だったのだと思います。略称の由来は言うまでもなく、沢さわ木きくんが先ほど説明したシンボルマークからきていますが、記者がたまたま読んでいたとある随筆の中に『五輪』という単語が出てきたことがヒントとなったそうです」


    「へえ、それは何についての随筆なんだ？」


    「あの……小説家の菊きく池ち寛かん先生が、宮みや本もと武む蔵さしの『五ご輪りんの書しよ』について書かれたものだそうです」


    「武蔵、関係あるではないか」


    　プリシラが俺のほうをじろりと睨にらんでくるので、俺は話を逸そらすことにした。


    「オリンピックって古代にもあったんだよな」


    「はい、いわゆる近代オリンピックが始まったのは一八九六年ですが、そのもとになったのが、紀元前九世紀から紀元後四世紀までギリシアで行われていたオリンピアの祭典です」


    「古代のそれと現代のそれとは違うのかや？」


    「徒競走や槍やり投げなどの陸上競技や、ボクシング、レスリングなどの格闘技は古代でも行われていたそうです。もちろん現代とルールは多少違いますが」


    「走ったり闘ったり、人間がその身ひとつでやることは、古代からそうそう変わらぬものな」


    「大きく異なる点でいえば、戦車競技というものがあったり、競技者が男性のみに限られていたり、その……不正行為防止のため全裸で競技をしていたり、という違いがあったそうです」


    「はだか祭りではないか！」


    　またしてもプリシラが俺をじろりと睨んだ。


    「む、昔の話だろ。今はみんな服着てるから……」


    「屈強な男たちが全裸で運動の祭典……想像するとなんかスゴい光景じゃのう」


    　プリシラがそう言うと、坂さか上がみは少し顔を赤らめた。


    「そ、そういえば、オリンピックは確かにスポーツの祭典ですが、実は芸術競技が行われたこともあるんですよ」


    「ああ、冬季五輪のフィギュアスケートとかは芸術点ってのがあるもんな」


    「いえ、スポーツをある種の芸術と見做す向きもありますが、私がいま言った芸術競技というのはそうじゃないんです。『絵画』『彫刻』『音楽』『建築』『文学』という五つの部門が、近代オリンピックの一時期には存在していたそうなんです」


    「ほう、文学まで。じゃが駆けっこならともかく、芸術の優劣をつけるのは難しいじゃろ」


    「はい、芸術点のあるスポーツなどでもたびたび点数の付け方を巡って物議が醸かもされるように、やはり芸術に優劣をつけるのはいろいろと論議を呼んだそうです。芸術部門は一九一二年のストックホルム五輪から開催され、一九四八年のロンドン五輪で終了しています」


    「もうちょっと続いてたら最初の東京オリンピックでも見られたわけか」


    「ただ採点競技としてではなく、文化プログラムとしての芸術展示は実は現在でも続いています。もちろん二〇二〇年の東京五輪でも開催される予定になっているんですよ」


    「ふむ。芸術文化のほうも興味はあるが、やっぱり妾わらわは運動の世界一を決めるほうにより興味を惹ひかれるのう。世界の頂点を決める勝負の中にこそ強烈なドラマが生まれそうじゃ」


    「ああ。世界一の人間が決まる瞬間っていうのは、観てて感動するもんだぜ」


    「世界中から集められた勇士たちが、血の滲にじむような修練を経て磨き上げた肉体を競わせる……うむむ、想像しただけで血湧き肉躍るのう！　おーし、妾わらわもオリンピックに負けぬくらいの運動の祭典を開催するぞよ！」


    　プリシラは興奮した口調でそう宣言した。


    「いいんじゃないか。でも陸上競技とかは大差ないだろうけど、こっちの世界特有の競技とかもあったりするんだろうな」


    「うむ。我が国に古くから伝わる伝統競技──パン食い競争や借り物競走、大玉転がし、綱引きから二人三脚まで、あらゆる運動競技をおこなうんじゃ！」


    「……運動の祭りは祭りでも、オリンピックってより体育祭だな」


    　でも世界トップレベルの選手が競うパン食い競争って、ちょっと見てみたいかも。
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    「沢さわ木きよ、日本の春といえば桜だと言っておったじゃろ。んでは夏の風物詩といったら何なんじゃ？」


    　プリシラが今回興味を持ったのは「日本の夏」だった。


    「夏の風物詩か。食べ物でいえば、スイカにかき氷かな」


    「ふむ、じゃがそれはどちらもこの世界にあるのう。妾わらわの好物じゃ」


    「スイカはともかく、冷凍庫のないこの世界にかき氷が？」


    「氷なんぞ冷気魔法でいくらでも作れるぞよ」


    　なるほど、この世界では科学技術の代わりに魔法でいろいろと代用ができるのだった。


    「他にも、蝉せみの鳴き声が聞こえると、本格的に夏が来たって感じるな」


    「蝉のう。しかし蝉もこの世界におるからのう、日本特有のものが知りたいぞよ」


    　プリシラがそう求めると、クラス委員長の陣じん内ない綾あやがこんなことを言った。


    「耳で感じる夏なら、風ふう鈴りんの奏でる音とかどう？」


    「ほう、風鈴というものは知らぬ。奏でるというと、楽器かや？」


    「風鈴は、人じゃなくって自然の風が鳴らすものなの。金属やガラスで作ったお椀型のものを逆さに吊つるして、風を受けるとそれがチリンチリンと涼しげな音を立てる仕組みになっているの。日本人は暑い夏にその音色で涼を感じるのよ」


    「ほう。音によって涼しさを演出するというのは繊細で味わい深い文化じゃのう。実に興味深いぞよ。聞くものがその風鈴であれば、日本の夏に見るものといえば何かあるかの？」


    「そりゃ、何と言っても花火だよ。火薬の詰まった玉を空に打ち上げて破裂させるんだ。すると、色とりどりの火花が、まるで空に咲いた花のように広がるんだ。あ、打ち上げ花火だけじゃなくて、手に持って楽しむような花火もあって」


    「火薬玉を空に……手にも持つ……。うーむ、わかったようなわからぬような」


    　プリシラは腕組みをしつつ首を傾かしげる。どうもあまりうまく伝わっていないらしい。


    「まあ確かに、花火は実際に見てこそだよな。見れば一発で魅力が伝わるんだけど。他にわかりやすい日本の夏といえば、海水浴……はいろんな国でもやってるか。甲子園……は野球から説明しないといけないし。あ、さっきスイカって言ってたけど、スイカ割りなんかどうだ？」


    「お、『夏休み』にやるものとして聞いたことがあったのう。じゃが詳しくは知らぬ、いったいどんなイベントなんじゃ？」


    「まず砂浜にスイカを置いてだな、離れたところに棒を持った人間を立たせて、そいつに目隠しをする」


    「ふむ、そしてそやつを放置して、みんなでおいしくスイカを食べると」


    「タチの悪い仲間はずれじゃねーか！　スイカ割りはみんなで楽しむイベントなんだよ！」


    「おお、それは良かったのう！　みんながおいしくスイカを食べている間、炎天下で目隠しされたまま棒を手に立たされている可か哀わい想そうなやつはいなかったんじゃな！　んで実際にはどうするのがスイカ割りなんじゃ？」


    「ったく。んで、目隠しをされた奴が、周りの声に誘導されながらスイカのほうへ歩いていって、そこだと思ったところで棒を振り下ろす。見事スイカが割れれば大成功。砂浜でのスイカ割りは夏のイメージの定番だ」


    「ほほう。で、それはどのような競技なんじゃ？　スイカを割ったら勝ち？　それとも割れ方の芸術性を競うのかや？」


    「いや、勝ち負けとかじゃ……一応、綺き麗れいに割れたら成功だけど、別に競技とかじゃなくってそういう遊びだよ。ちょっとスイカで遊んで、割ったスイカはみんなで食べようっていう」


    「単に果実を切り分けるなら刃物がよかろう。棒で割ったらせっかくの果肉が砕けてしまうぞよ。それに食べ物をオモチャにするのは感心せぬ」


    「……いいんだよ！　スイカ割りはそういうものなんだよ！　それが日本の文化なんだよ！」


    「うーむ、釈然とせぬのう。スイカ割り……なんと不合理で不可解な……」


    　プリシラはよくわからないといった風に首を傾かしげた。


    「じゃあ逆にこの世界だと、夏の風物詩と言えば何なんだ」


    「妾わらわの世界で？　そりゃ夏と言えばマンドラゴラ抜きじゃろ」


    「マンドラゴラ……抜き……？」


    「地中から引き抜いた瞬間に魔力の籠こもった悲鳴をあげるという特徴を持つ、人面魔術植物マンドラゴラを引き抜いていく遊びじゃよ。マンドラゴラの悲鳴を近くで聞いた者は気絶するゆえ、叫び声があがるギリギリまでちょびっとずつ引き抜いていくんじゃ。若者の度胸試しとして、この世界では伝統ある遊びなんじゃ。遠くにマンドラゴラの叫び声が聞こえるたびに、ああ夏じゃなあ、としみじみするんじゃよ」


    「肝試しとチキンレースを合わせたみたいなもんか……？　つーか、お前の世界もマンドラゴラをおもちゃにしてるじゃないか」


    「……いいんじゃよ！　マンドラゴラ抜きはそういうものなんじゃ！」


    「だいたいそれ、何が楽しいんだ？　不合理で不可解なのはそっちだろ」


    「んなこと言うなら目隠しして果実を叩たたき割って何が楽しいんじゃ、意味不明じゃ！」


    　俺とプリシラは顔を突つき合わせたまま、「むう」と同時に小さく唸うなった。と、その時だった。


    「ちょうどスイカを買ってきたところだ。やってみればスイカ割りの楽しさがわかるかもしれないぞ」


    　そう言って、市場から帰ってきた和泉いずみ刀とう香かがスイカと木刀をプリシラに差し出した。


    「……ふむ。確かに、他者の文化を体験せずに批判するというのは王女の振るまいとして相応ふさわしくないのう。んでは、妾が直じき々じきにそのスイカ割りとやらを体験してみようぞ！」


    　というわけで、王女のスイカ割り体験が始まった。スイカを地面に置き、三メートルほど離れた位置に、目隠しをして木刀を構かまえたプリシラが立っている。


    「よし、はじめ！」


    　和泉いずみの合図とともに、プリシラはフラフラとした足取りで進んでゆく。


    「くふふ、多少足下がおぼつかぬものの、妾わらわの心眼には全てが見えておる！　そこじゃな！」


    「ちょ──待っ、スイカはあっちだ、こっちじゃな──うわぁぁあああっ！」


    　木刀が空気を裂く音と叫び声が、同時に異世界の空に響いた。


    「ぬ、ずいぶん近くでマンドラゴラの悲鳴が。夏じゃのう」


    　しみじみとした表情で呟つぶやきながら、プリシラは目隠しを取る。


    「およ？　スイカは？　マンドラゴラは？」


    「叫んだのはマンドラゴラじゃねーよ、俺だよ！　そしてお前が割ろうとしたのは俺の頭だ！　俺の頭の中で特大の花火が炸さく裂れつしたらどうするんだよ！」


    「ふむ、難しいもんじゃな。じゃがスイカ割り、意外と楽しいのう！　もっかいやろうぞ！」


    「交代だ交代！　次は俺の番！」


    　照りつける太陽を背に、俺はプリシラから木刀を引ったくると、遠くのスイカへ視線をやりながらこう思った。──みんなで騒いでるうちテンションが高くなるこの感じ、うん、夏だな。
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    　広場の中央には炎をまとって燃えさかる櫓やぐらが据えられ、その周りに大勢の人々が集まっていた。料理の皿を持って走る子供や手を取り合って踊る男女、そんな光景を微ほほ笑えみながら眺めている老人など、老ろう若にやく男なん女によ様々な人々、炎を囲むその誰もが心から楽しそうだ。


    　俺たちが旅の途中で滞在した村では、ちょうど村祭りがおこなわれているところだった。


    「沢さわ木きよ、おぬしらの国でもこのような『祭り』はあるのかや？」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、日本の「祭り」についてだった。


    「そりゃもちろん。主に夏から秋にかけて、全国的にいろんな祭りが開催されてる。その時期に祭りが多いのは、米の収穫時期と重なってるかららしい。豊作についての神様への感謝や、農作業が一段落したところでのお祝いという意味で始まった祭りが多いんだろうな」


    「ほうほう。祭りでは具体的にはどのようなことをするんじゃ？」


    「日本は八や百お万よろずの神様がいる国だから、地域によって細かいところはいろいろと違うみたいだけど、御み輿こしを担かついで町を練り歩くっていうのが、わりと全国的にみられる祭りの形だと思う。御輿のデザインを言葉で説明するのは難しいけど、神様の乗り物で、日本の祭りの象徴のひとつだな」


    「おお、輿は妾わらわも大好き。あれはいいもんじゃ」


    「へえ、こっちの世界でもお御輿はあるんだ」


    　クラス委員長の陣じん内ない綾あやが、プリシラに訊きいた。


    「んむ。ちょいと城下にゆくときなど、城の若い衆に輿を担がせてゆくんじゃよ。座ってるだけで目的地に着くから超らくちん」


    「乗る方かよ、タクシーのノリかよ」


    　輿といえば高貴な存在が乗るものだから間違っちゃないんだろうけども。


    「で、神をまつるといえば、それに捧げる御馳ち走そうがつきものじゃろう。妾の国では牛や豚の丸焼き、焼き菓子などが振る舞われるんじゃが、日本の祭りでは何を食べるんじゃ？」


    「お前はすぐ食い物の話だな。祭りの食べ物といや、そりゃ沢山あるよ。子供の頃なんか、俺たちが楽しみにしてたのは祭りそのものってより、祭りの日に出てる屋台だったんだ」


    「屋台とな。そこで出されておる食べ物があるわけじゃな。それはいったい何じゃ」


    　プリシラは興味深そうに眼を輝かせる。


    「商店街や神社の境内なんかに、祭りの日にはズラッと屋台が建ち並ぶんだ。焼きそば、焼きイカ、焼き鳥、牛串、じゃがバター。りんご飴にチョコバナナにベビーカステラにかき氷。それに、アニメキャラがプリントされた大きな袋に入った綿菓子なんてのも定番だな。今言ったものもほんの一部だ」


    「うぐぐ、響きだけでも美う味まそうなだけに、眼の前にない食べ物の話は耳に毒じゃのう」


    　プリシラはよだれを拭ぬぐいながら、嬉しさと辛つらさの入り交じったような複雑な表情を浮かべる。


    「ま、屋台の食べ物って正直味はどれもそんな特別なものじゃないんだけど、あの祭りの空気込みだと格別の味わいがあるんだよ」


    　友達と連れだって歩き、熱気を孕はらんだ雑踏の中で祭り囃ばや子しを聴きながら口にしたソース焼きそばは、魔法が掛けられたかのように特別な味がしたものだ。


    「確かに屋台の食べ物も楽しみだったけど、お祭りといえば、私は浴衣ゆかたが着られるのが嬉しかったな。浴衣を着て外に出る機会って、花火大会かお祭りの日くらいしかないから」


    「町で浴衣とか法はつ被ぴを見かけると、祭りの季節が来たって気分になるもんな。どっちも日本の伝統的な服装なんだけど、今じゃほとんど祭りの時期にしか見かけないんだよ。祭りで見かける格好と言えば、お面をかぶった子供とかも。お面屋さんなんてのも、祭りのときくらいしか」


    「ほう、お面屋さん。ということは、食べ物以外を商う屋台もあるんじゃな」


    「ああ、お面やアクセサリーなんかを売ってたり、射的、金魚すくい、スーパーボールすくい、水風船釣りなんていう、ちょっとした遊びができる屋台も沢山あるんだ。それも子供の頃は楽しみだったんだよな」


    「なら、それらは祭祀においてどのような意味を持つんじゃ？　日本の神様はチョコバナナやスーパーボールが大好きだったりするのかや？」


    「いや……強いて言うなら商売の神様あたりと繋つながった意味があるのかもしれないけど、屋台の中身は祭りそのものとは関係ないと思う。たぶん古代にスーパーボールないし」


    「なんじゃ、はるか古代に神々がスーパーボールをすくっておったわけではないのか」


    「確かに伝統ある日本の祭りはどれも、昔は豊作を祝ったり、ご先祖様やその土地の神様を奉ったりって意味があったんだろうけど、正直なところ、俺はあんまりその辺のことは考えたことがないんだよな。昔と違って、地域の人みんなが農業に従事してるわけでもないし。でも、祭りとなると、地元の人たちが大人から子供まで集まって騒ぐってのが楽しくて」


    「ふむ。じゃがそれこそが祭りの本質かもしれぬのう。神の名にかこつけて人が騒ぎ、人同士の絆きずなを深めてゆくということが、の」


    「文化祭とか体育祭、ロックフェスなんかも広い意味ではそういうお祭りだしね」


    「こちらの世界の伝統も守りつつ、他の世界の祭りの楽しいところを取り入れるのもいいかもしれぬのう。そして、それがいずれ新たな伝統になるんじゃよな。浅あさ草くさサンバカーニバルみたいに」


    「なんでそれだけピンポイントで知ってるんだよ」


    「さっぽろ雪まつりみたいに、妾わらわの雪像を作らせるとか」


    「それも知ってんのかよ、詳しいな」


    「裸けんか祭りみたいに、民たみが全裸でけんかするとか」


    「そこは混ざってる上に間違ってるぞ。裸祭は全裸じゃないし、けんか祭りは喧けん嘩かしない」


    　ともあれ、プリシラにも日本の祭りの賑にぎやかで楽しそうな雰ふん囲い気きくらいは伝わったようだ。


    「妾も御み輿こしを担かついだり、その浴衣とかいうものを着てお面をかぶり、牛串釣りやじゃがバターすくいに興じてみたいもんじゃ」


    「後半いろいろごっちゃになってんぞ。確かにそれも楽しそうではあるが」


    「ぬ、違ったかや？　ええと、綿菓子がプリントされた袋に入った水風船じゃったっけ？」


    「綿菓子だと思って買った子供をがっかりさせる罠わなかよ」


    「祭りで上がったテンションで、妙なものや冷静に考えたらいらないものを買ってしまうというのもまた、祭りの醍だい醐ご味みというやつじゃの！」


    「確かによくある。それもまた、祭りの魔法だな……」
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    「やせドラゴン　まけるな妾わらわ　これにあり」


    　異世界の王女プリシラは、唐突に意味のわからないことを呟つぶやきはじめた。念のためあたりを見回してみたが、痩やせたドラゴンなどどこにも見当たらない。


    「プリシラ、いきなり何を言ってんだ。幻を見せる魔法でも食らったのか？」


    「やれやれ。これだから文化を知らぬ者は困るのう。沢さわ木きよ、これは『俳句』じゃよ、俳句。日本がほこる文学形式のひとつなんじゃろ」


    「ああ、俳句か。よく知ってたな」


    「五、七、五のリズムで歌を詠むんじゃろ？　楽勝じゃよ」


    　プリシラは自信ありげに胸を張る。


    「確かにそうなんだけど、重要な要素が抜けてるぞ。俳句には歌の中に季節を表す『季語』を必ず入れなきゃならないんだ」


    「むむ、季語とな。たとえば？」


    「え、それは……えーっと……先生、お願いします」


    　俺はクラス一の秀才、坂さか上がみ雪ゆき乃のに助けを求めた。


    「季語ですか。たとえば自然の美をあらわす雪月花のうち、雪は冬の、月は秋の、そして花は春の季語とされています。月というのは一年中出ているわけですが、特に秋の月が美しいとされたので秋の季語になっている、というわけです。季語は古くから伝わる『歳時記』という書物を基準としていますが、文化風俗の移り変わりに合わせて、現代でも増え続けているんです」


    「なるほどのう。ではドラゴンはいつの季語なんじゃ？」


    「いやプリシラ、そりゃこっちの世界にはドラゴンがいるかもしれないけど、俺たちの世界では架空の存在なんだから季語とか言われても──」


    「ドラゴンそのものではありませんが、春の季語に『龍天に登る』というものがあります。春分の時期に龍が天に昇って地に雨を降らせるという中国の伝説がもとになっているんです」


    「え、そうなのか」


    「ほーん。じゃあライジングドラゴンが春の季語でオーケーじゃな」


    「季語としてオーケーでも、五、七、五の中に入れるの難しくないか」


    「おお、確かに。ちょびっとくらいまけてくれぬかのう」


    「大丈夫ですよ。五、七、五のルールは絶対的なものではなく、『字余り』や『字足らず』も許容されていますから」


    「では一句。秋の空　ライジングドラゴン　まじで格好よきかな。字余り」


    　プリシラは句を詠み上げて、キメ顔を作る。


    「秋の空と春の季語じゃミスマッチじゃないのか。それにいくらなんでも字が余りすぎだ」


    「でも俳句の中には五、七、五のリズムにさえ囚とらわれない自由律俳句というものもあるんですよ。種たね田だ山さん頭とう火かという俳人の詠んだ俳句には『こんなにうまい水があふれている』とか『あたたかい白い飯が在る』などという五、七、五のリズムを完全に逸脱した句が多くあるんです」


    「そ、それで俳句なのか？」


    「おお、フリーダム俳句。妾わらわそれ好きかも」


    「それに無季の俳句というものもありますから、絶対に季語がなければならないということもないんです」


    「へえ、思ってたより俳句って自由なんだな」


    「ではさっそくの自由律で妾が一句。あたたかいパンって超うまいよね。おっ、これは名句では」


    「山さん頭とう火かの件がなかったら、俳句でも何でもないだろってけなしてやるのに……」


    「でも、やはり最初は五・七・五のリズムを守って季語を用いるという制約の中で詠んでみるほうがいいと思いますよ」


    「む、そうじゃの。やはり制約があってこそのおもしろさというものがあろう」


    「俳句の基本でいうと、あとは『切れ字』といって句の切れ目に『けり』や『かな』などを用いて句のリズムに『切れ』を作るのが望ましいともされています」


    「ふむふむ、だいたいわかったぞよ。……えっと、マンドラゴラはもちろん夏の季語じゃよな」


    「この異世界ではそうなんじゃないのか」


    　何でもこの世界では、マンドラゴラという魔法植物を引っこ抜く遊びが、若者達に人気の夏の風物詩であるらしい。


    「んでは一句できたぞよ！　夏草マンドラゴラや　若者どもが　夢のあと」


    「若者たちが過ぎ去ったひと夏の思い出を振り返る切なさが表現された句ですね」


    「そ、そうか……？」


    「古池や　グリフォン飛び込む　水の音」


    「相当でかい音がしそうだな」


    「野生のグリフォンが活いき活きと涼しげに水浴びをする様子が思い浮かびます」


    「ドラゴンに　つるべ取られて　もらい水」


    「重大な危機が近所に迫ってるのにもらい水してる場合か」


    「ドラゴンという強大な存在と暢のん気きな住民の対照的な様子がユーモラスに描写されていますね」


    「しずけさや　岩にしみいる　スライムよ」


    「人ひと気けのない岩山の、岩と岩の間にスライムが染み込むように侵入してゆく情感溢あふれる風景がありありと浮かびますね。素晴らしいです」


    　プリシラが次々と読み上げてゆく句を、坂さか上がみはひとつひとつ褒ほめ続けていった。


    「坂上にそう解説されるとけっこういい句な気がしてきた……いや、全部パクってるからいい句なのは当たり前だ！」


    　俺がそう言うと、プリシラは俺をじろりと睨にらんだ。


    「沢さわ木きよ、偉そうに批評するのなら、妾わらわにばかり詠ませておらぬで、おぬしも一句詠んでみよ」


    「え、俺？　えっと、えーっと……異世界で　修学旅行は　楽しいな」


    「駄句じゃな」


    「単純な気持ちを単純に詠んだというだけで、俳句という表現の特性である省略と余白の美が感じられませんね」


    　坂さか上がみは冷たく俺の句を斬り捨てた。


    「なんで俺には厳しいんだ……」


    「では最後に妾が自由律で一句。──おもしろいのう　俳句」


    「俳句に接したときの素直な気持ちがありのままに表現されていてお見事ですね」


    「俺のとどう違うんだよ！」
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    「さて今日は……そろそろ来る頃ではないかの」


    　異世界の王女、プリシラが空を見上げると、天高いところから、物もの凄すごい速さで一匹の飛竜が舞い降りてきた。その口には、何やら巻物のようなものが咥くわえられている。


    「お、きたきた、これじゃこれじゃ。ご苦労」


    　プリシラがその口から巻物を受け取ると、飛竜は翼を広げ、再びどこかへと飛び去っていってしまった。プリシラはその巻物を広げて中身を読み始めた。


    「ふむふむ、ほうほう。というわけで今回のテーマは中学一年生、ＰＮペンネーム『マカロン』さんが送ってくれた『漫画』じゃ！　おたよりありがとう！」


    「だからＰＮって何なんだよ、その手紙はどこから届いてるんだよ！」


    「細かいことは気にするでないというに。それより漫画じゃ漫画。妾わらわも前々から、漫画という日本を代表する文化のことは改めて学びたいと思っておったんじゃ」


    　というわけで、異世界の王女プリシラは、今回は「漫画」について学びたいらしい。


    「クールジャパンとかいって、日本の漫画やアニメなんかは海外でも評価されてるらしいけどな。でもプリシラ、お前は漫画のことは知ってるんじゃなかったのか。俺たちがこっちの世界に持ってきた漫画を読んでたし、それにいつだか『コボちゃん』うんぬん言ってたろ」


    「うむ。漫画というのは、ようはセリフ入りの絵を並べて物語る表現じゃろう」


    「一コマ漫画なんてものもあるから例外もあるけど、まあ概ねそれで合ってるな。でも、じゃあ漫画の何を知りたいんだ？」


    「漫画のことは知っておるが、それがなぜ日本という国で発展したのかということを知りたいんじゃよな。そもそも漫画という表現は日本特有なのかや？」


    「他の国にもあるぞ。日本で漫画の神様と呼ばれた手て塚づか治虫おさむが憧れて真ま似ねをしたのがアメリカの児童漫画なんだ。アメリカンコミックは今でも人気で、日本でもよくアメコミヒーローの映画が上映されてるよ。フランスでもバンド・デシネっていう漫画によく似たものがあるらしい」


    「ほう、やはり他国にもあるんじゃな。妾の世界には漫画というものはないんじゃが、こんな単純な表現をどうして今まで思いつかなかったんじゃろと思うてのう。絵画も文学もあらゆる文化にあるじゃろ。ならばそれらを組み合わせた漫画という表現も、もっと早く誕生しておってもよかったように思うんじゃよな」


    「確かに、紙とペンさえあれば成立する表現だもんな」


    「じゃろ。紙とペンと私生活を犠牲にして徹夜する漫画家及および編集者の献身さえあれば成立する表現じゃろ」


    「嫌なところに詳しいな。まあでも、日本みたいにどこの書店でも漫画コーナーが大きなスペースを占めてて、四コマ漫画も何十巻もある大長編漫画もあって、バトル、スポーツ、ギャグ、ラブコメ、学園ものからサラリーマンもの、エッセイ漫画に学習漫画まで様々なジャンルのものがあり、老ろう若にやく男なん女によあらゆる層が漫画を愛好してる国っていうと日本だけなのかも」


    「ふむ、それはなぜじゃ？　アメリカとかいう国にはサラリーマンはおらぬのか？」


    「むしろアメコミの主人公はサラリーマン兼ヒーローが結構多いはずだけど……。日本で漫画が発展した理由ってのは、それだけで一冊の本になるくらいいろんな要因があるんだろうけど、ひとつには漫画の雑誌連載っていう、一冊の中にいろんなジャンルの漫画が並んでて、かつ長い話を描ける出版形式が広く根づいていたからかも」


    「ほほう、日本以外には連載漫画というものはないのかや？」


    「海外だと一作品で一冊書き下ろしの形式が多いらしいんだ。連載もなくはないんだけど、週刊連載なんてのが当たり前にある日本ほどじゃないらしい。考えてみたら、毎週二十ページの漫画を描くなんてとんでもない仕事量だもんな。それが集まって一冊の雑誌になってるなんて」


    「なるほどのう。雑誌連載が漫画の多様性と長編化を支え、それを可能にする無茶なスケジュールの中で働く漫画家、編集者、営業、印刷所、取とり次つぎ、書店員の皆さんのはたらきによって日本の漫画文化は栄えておるというわけじゃな。そして誰より、読者の皆様ありがとう！」


    「お前はどの立場で言ってんだよ」


    「無論、王女じゃ。ものども褒ほめてつかわす、もっと妾わらわに漫画を読ませよ！」


    「偉そうなやつめ。でもいつものパターンだと『ようし、では早速妾が漫画を描いてみせるぞよ！』とか言うのかと思ったけど」


    「さしもの妾でも、漫画というものがたやすく描けぬということは想像がつくからの」


    「へえ、いつも自信満々なプリシラにしては珍しいじゃないか」


    　俺がそう言うと、プリシラは俺たちの私物である漫画の一ページを指差した。


    「たとえばこのキャラの衣服や髪をみよ。白地に黒という単色で描かれたものでありながら、よく見れば等間隔に小さな点を打って擬似的に色の濃淡を表現しておる。点てん描びようでここまで正確な間隔に点を打つという職人芸、いったいどれほどの修行を経て辿たどり着く境地なのやら……」


    「……えっとな、その模様はスクリーントーンっていう、模様が印刷されたシールを切り貼りしてるんであって、手描きじゃないんだよ。最近はパソコンでやってる人も多いらしい」


    　俺がそう言うと、プリシラはぱっと表情を明るくした。


    「ぬ、まじか！　じゃあ楽勝じゃの。妾の懸け念ねんはこの模様のみ、それさえクリアできるのであればいくらでも描いてやろうぞ。プリシラ王女の漫画が読めるのは我が国民だけ！」


    「まあ描きたいなら描きゃいいけど。ちなみにジャンルはどんなものを描くつもりなんだ？」


    「んむ。ここはやはり漫画の基本、社会風刺の一コマ漫画からはじめるぞよ！」


    「お前は王女でいずれ政治に携たずさわる立場なんだから、どっちかっていうと風刺されるほうだろ」


    「ええ……妾はユーモアを交えて社会を斬りたいのに。あと他の者が妾を風刺するとギルティ」


    「お上があんまり表現規制を厳しくすると、漫画文化が育たないぞ。この世界に漫画文化が根づくかどうかはプリシラ次第ってところもあるんだ」


    「むむ、それは困るのう……。ではかわいく風刺するのは許すかの。いつか漫画の王女様と呼ばれるように頑張らねばの。ところで、ふと思ったんじゃが」


    「ん、何だ？」


    　プリシラは、改まった顔でこう訊きいてきた。


    「紙を使ったエンタメ表現といえば、小説というものもあるじゃろ。日本では小説よりも漫画のほうが人気なのかや？」


    「え？　いや、どうだろ……。まあ、漫画のほうが間口は広いような……」


    「妾わらわたちがこうやってグダグダくっちゃべっておるのを仮に小説化、漫画化するとしてじゃよ、やっぱり漫画のほうがもっとおもしろかったりわかりやすかったりするのかのう？」


    「そ、それはどうなんだろうな……」
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    「祭りじゃ祭りじゃ！　沢さわ木きよ、祭りについて詳しく教えよ！」


    　異世界の王女プリシラは、いつになく高いテンションでまくしたてる。


    「何だよ、祭りの話はこないだしたろ？」


    「ふふん、愚か者め。妾わらわが所望するのは、祭りは祭りでもただの祭りではない。日本の学校で行われるという『文化祭』について教えよ！　なんでも日本の祭りの中でも一際楽しいものだそうではないか。いったいどんな祭りなんじゃ。いったいどのような神をまつるんじゃ」


    「強いて言うなら……青春という名の神かな」


    「あ、そういうのいらないんで。キメ顔もいらないんで。普通に説明せよ」


    　プリシラは一切リアクションを取らずに、俺の言葉を受け流した。


    「たまには俺にもはしゃがせろよ……。えっと、文化祭ってのは別に宗教的に意味のある日本古来の祭りってわけじゃなくてだな、修学旅行と同じ学校行事のひとつだよ。文化祭ってのは、生徒たちがグループごとに文化的な催もよおしをするものなんだ」


    「グループというと？」


    「部活とか、クラスとかだよ」


    「ふむ。じゃが文化的とか言われてもピンとこぬのう。具体的には何をするんじゃ？」


    「たとえばだな、うちの高校じゃ、野球部は毎年カレー屋をやってるし、サッカー部はスーパーボールすくいの屋台をやるのが伝統なんだ」


    「おぬしらほんと屋台好きじゃな。……ん、待てい、おかしいではないか。スポーツも美術や演劇と同じく立派な文化であろうが。であれば、野球部は野球の、サッカー部はサッカーの試合を披ひ露ろうするのがスジというものであろう」


    「言われてみれば……。合気道部とかは演武会をやってたけど、確かに運動部は部活の内容と関係のない催しをやってるところが多い気がする。よその学校の文化祭はまた別かもしれないけど、うちの学校じゃ運動部はだいたい部活と関係ない模擬店を出してるな」


    「それでいいんですよ。運動部は年間を通じて大会がありますし、彼らは体育祭でも活躍できる。だから文化祭の時くらいは一歩退ひいてもらいましょう。文化祭というのは、僕たちのような文化部員の晴れの舞台なんですよ」


    　そう口を挟んできたのは、鉄道研究会に所属する鉄道マニア、鉄くろがね道みち夫おだった。


    「ああ、確かに鉄研が文化祭で展示してる鉄道模型のジオラマは凄すごいんだよな」


    「演劇部の公演も、毎年たくさんの人が集まってくれるんですよ～」


    　と横から声をあげたのは、演劇部の川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ。


    「演劇部の公演は文化祭の中でも一、二を争う人気プログラムだもんな」


    「我々ボディビルディング同好会も文化祭で披露する筋肉展示会のために、一年血の滲にじむような筋トレを続けているのだ！」


    　クラス一の筋肉野郎、宗むな像かた力つとむもそう言いながら、筋肉を強調するポーズをキメた。


    「そんな展示をやってるのは知らなかったが……。というか宗むな像かたの場合は常日頃から筋肉を見せびらかしているだろう。そもそもボディビルって文化系なのか？」


    「ぶっちゃけ筋肉展示かカレー屋かなら、妾わらわはカレーという文化を取るがのう」


    「ともあれ、確かに文化祭は文化部の晴れ舞台ってところはあるな。他にも軽音学部のライブとか茶道部のお茶会とかもあるし、文芸部や漫画研究会なんかは会誌を出してる。普段どんなことをやってるのかわかりにくい文化部の活動を知ることができる数少ない機会なんだ」


    「じゃが、所詮は学生の催もよおしじゃろ？　カレーは誰が作っても美う味まいかもしれぬが、学生の演劇や演奏がそんなに良いものかのう？」


    「確かに、単に質の高いものを求めるんなら、音楽だって漫画だってプロの作ったもののほうがずっと上だよ。でも文化祭の出し物って、どれも作ったやつの顔が見える。同じ校舎で自分のすぐ側そばを歩いていたやつが作り上げたものだってことが、特別でおもしろいんだよ」


    　俺の言葉に、プリシラはほう、と感心したような声を漏もらした。


    「確かにのう。ただクオリティの高さを求めるならば、プロの店に行けばいいんじゃものな。顔見知りの仲間と一緒に楽しむ祭だからこそ楽しいというわけじゃな」


    「ま、そういうことだな」


    「よく知らないプロマッチョより顔見知りのマッチョが筋肉を見せつけてくるほうが、より筋肉の生々しさが感じられるというわけじゃな」


    「それは知らんが。そういや文化祭って、学校選びの決め手のひとつにもなってたりするんだよ。受験生が文化祭を見に来て、学校の雰ふん囲い気きなんかを知ることができるんだ」


    「部外者から中が見えにくいという意味では、学校というもの自体がそうじゃろうからの」


    「文化祭を学園祭と言うところもあるし、まさに学校を舞台にした生徒主体の祭りなんだよ」


    「なるほどのう。文化祭のことはよくわかったぞよ。妾も一度行ってみたいものじゃ。文化祭……いわば青春という名の神をまつる祝祭といえようの……」


    「あっ、さっき却下した俺のフレーズをパクりやがったな！　しかもキメ顔で言いやがって！」


    「そういや、運動部でも文化部でもない帰宅部の人間は文化祭で何をしておるんじゃ？　たとえば沢さわ木きよ、おぬしのような」


    　プリシラは俺に顔を向けて言った。


    「いいかプリシラ。文化、芸術っていうのは受け手があってこそのものだろう。俺みたいにみんなの文化活動をひたすら享受する奴も必要なんだよ！」


    「ほーん、ものは言いようじゃのう」


    「それに帰宅部は帰宅部で、クラス単位の出し物で張り切ったりするんだよ。飲食物を売ることもあれば、お化け屋敷なんかをやるところもある。クラスでお揃そろいのＴシャツ作ったりしてな」


    「揃いの衣装を作って団結心を高めるわけじゃな。で、おぬしのクラスはどんな出し物を？」


    「俺たち二年一組のロゴが入ったクラスＴシャツの販売。全然売れなかったけどな」


    　俺がそう言うと、プリシラはしばらくぽかんとした表情で固まっていた。


    「……待て待てい。Ｔシャツはあくまでもクラスの団結力を強めるための小道具であって、そこがゴールはおかしいじゃろ。そもそも、おぬしらのクラスのＴシャツを他に誰が欲しがるんじゃ」


    「そこに気づけなかったのが敗因だな！」


    「何を爽さわやかに言うとるんじゃ」


    「ちなみに、大量に余ったクラスＴシャツはクラス全員で分けたから、みんなの部屋着として使われてて、実は今も修学旅行のための寝間着として数着持ってきてるんだけど。プリシラ、クラＴ、欲しいなら一着やるけど？」


    　俺がそう訊きくと、プリシラは少し戸惑ったような表情を浮かべてから視線を逸そらし、少し頬ほおを赤らめて、小さくこう呟つぶやいた。


    「……ぶっちゃけ、ちょっと欲しいぞよ」
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    「のうのう、日本ではどういう『ペット』が飼われておるんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラは、道端の野良猫に餌えさをやりながら、そんなことを言いだした。


    「この修学旅行から帰ったら、妾わらわはまた城の中で生活することになるからのう。その退屈を紛まぎらわせるために、ペットでも飼ってみようかと思ったんじゃ」


    「ああ、そりゃいい考えかもな。日本じゃ少子化や核家族化が進んでるから、家庭での寂さびしさを紛らわせるためにペットを飼う人がどんどん増えてるんだよ」


    「おお、ペット事情を通じて垣間見える、日本社会の抱かかえる問題。それはさておき、おぬしらは何かペットを飼っておったりはせぬのか？　妾のペット選びの参考にしたいんじゃよ」


    　プリシラは俺たち一同を見回してそう訊きいてくる。


    「私の家は柴犬と三毛猫を一匹ずつ飼ってる。超かわいいの」


    　プリシラの問いに、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが応こたえた。


    「ふむ。犬に猫は妾の世界のペットとしても定番じゃのう。沢さわ木きよ、おぬしはどうじゃ」


    「俺は小学生のころにカブトムシを飼ってたことがあるな」


    「ほう、昆虫もペットといえばペットのうちじゃの」


    「あとはインコ、ハムスター、亀、兎うさぎ、熱帯魚なんてのが日本のペットのメジャーどころかな」


    「ふーむ。どれも悪くはないが……逆に決め手に欠けるのう」


    「俺たちの世界にもいる動物にこだわらず、こっちの世界の生き物、たとえばスライムとか飼ってみたらどうなんだ？」


    　この異世界では、俺たちの世界にはいない生き物がたくさんいるのだ。スライムといえばゲームでお馴な染じみの架空の生物だが、この異世界には生物としてちゃんと存在するらしい。


    「スライムのう。あれは飼育は楽らしいんじゃが、喜怒哀楽がさっぱりわからぬからのう、飼っていても張り合いがない気がするんじゃよな。それに分裂して増えるので、寿命の長さもよくわからぬし、どこまでが一つの個体なのかもわからぬ。ペットといえば名前をつけるものじゃが、朝起きてポチが二つに分裂していたら困るじゃろ」


    「俺たちの世界でいうと、粘菌をペットにしてるようなものか……。いや、そういう人も稀まれにいるらしいけど」


    「プリシラはどういうペットがいいの？　かわいいものがいいとか、人なつっこいものがいいとか、世話が楽なものがいいとか、先にプリシラがペットに望むことから絞っていったら？」


    「ふむ、ペットに望むこと……」


    　綾ちゃんに言われて、プリシラは腕組みをしながら思案しはじめた。


    「そうじゃのう、実は大臣のやつめがなまいきにも鷹たかを飼っておっての。よく肩にとまらせて自慢しておる。大臣はむかつくが、あの鷹は羨うらやましいんじゃよ。あやつの鷹より強くてかっこいいペットがいいんじゃよな」


    　仲がいいのか悪いのか、プリシラは大臣に対して対抗心を燃やしており、ペットでも負けたくないらしい。


    「鷹たかより強くてかっこいいものか……。ペットを飼うとき、かっこよさはともかく、あんまり強さを基準にはしないからなあ……。あ、そうだ、強いといえばドラゴンはどうだ。こっちの世界だと、ドラゴンをペットにしてる人もいるんじゃないのか？」


    「ふむ、犬や猫と同じくらいのサイズのドラゴンであればペットとして飼われてもおるがの」


    「じゃあ王女様ともなれば、強くて大きなドラゴンを飼うこともできるんじゃないのか？」


    　ドラゴンを連れ歩くというのは、俺たちの世界のファンタジーフィクションでは定番だし、絵としてもサマになりそうな気がする。だが、プリシラはあまり乗り気じゃないようだ。


    「んーとのう、ドラゴンの強さっちゅーのは基本的に知性の高さと比例するんじゃよ。強いドラゴンというのは人より遙かに優れた知性を持っておる。自分より賢くて強いものを飼おうというのが無茶じゃろ」


    「そう……なのか？」


    　いまいち理解が追いつかない俺に、プリシラは続けた。


    「考えてみよ。おぬしらの世界で言うと、一つ屋根の下で博はく士し号を持ったゴリラを飼おうというようなもんじゃ。インテリゴリラさんに逆らうと論破された上に片手で捻ひねりつぶされるぞよ」


    「飼うどころか逆に一家の主導権を持って行かれるな……」


    「そもそも高位のドラゴンは人語を解し操あやつるからのう。強さ賢さを抜きにしてもじゃ、互いに言葉が通じる存在を飼うっちゅーのはおかしな話じゃろ。ドラゴンやゴリラでなくとも、たとえば犬や猫であったとしても、言葉が通じる存在をペットとして飼うっちゅーのは心情として無理ではないかや？」


    「確かに、ペットと言葉が通じたらいいのにって思うことはあるけど、それが実際に通じちゃったら不都合なことのほうが多いのかもね」


    　綾あやちゃんも、プリシラに同意する。


    「楽しく会話が弾めばいいけど、自分のペットに『飯がまずいぞ』とか『何かおもしろいこと言えよ』とか『いちいち話しかけてんじゃねーよ』とか言われたらへこむもんな……」


    「逆に言えば、意思の疎通が叶かなわぬ存在であるからこそ、ペットというものは人にとっての癒いやしたりうるのじゃろうな。そして物言わぬか弱き生き物じゃからこそ、人は十全たる愛情をもってペットに接さねばいかん。たとえそれが一方通行の愛情であったとしてものう。それが命を預かる者の責任というものじゃ」


    「お、いつになく真ま面じ目めなことを言うじゃないか」


    「というわけで、妾わらわはペットを飼うのは当面、諦あきらめるぞよ」


    「え、結論それかよ」


    「餌えさやりとか忘れそうじゃし、毎日散歩連れて行くのおっくうじゃし。よく考えてみたんじゃがの、妾は人から世話を焼かれるのは得意じゃが、何かの世話をするのは向いておらぬ！」


    「胸を張って言うことか」


    「だって妾わらわ、王女じゃもの。身の回りの世話はだいたいメイドまかせ。愛玩犬も尻しつ尾ぽをまくほどの世話の焼かれっぷりなんじゃよな」


    「うまいこと言ったつもりか」


    「まあ、子供が欲しがったペットの世話をするのは最初だけで、結局両親が面倒をみてるなんて話もよく聞くしね。まずはプリシラが自分自身の世話をできるようにならないとね」


    「む、う、うむ……」


    　綾あやちゃんに言われて、プリシラは少し気恥ずかしそうに頷うなずいた。


    「んでは、まずは妾のだらけた生活態度をただすために、ペットではなく家庭教師として博はく士し号を持ったゴリラを急募！　インテリゴリラさんなら大臣の鷹たかより強いし、大臣のやつも論破＆粉砕できるぞよ！」


    「プリシラ、インテリゴリラさんは架空の動物だから……」
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    　焚たき火にくべられた薪たきぎの爆はぜるパチパチという音が、夜の闇やみに心ここ地ち良く溶けていく。異世界修学旅行の途中、俺たちは立ち寄った村の広場で、炎を囲んでくつろいでいた。


    「たまには夜に語らうのも悪くないのう。んでは今回のテーマ発表といこうかの」


    　どこに隠し持っていたのか、異世界の王女プリシラは巻物を取り出し、それを広げて読み上げ始めた。


    「中学三年生、ＰＮペンネーム『想そ空ら月つき 紗さ紅く茉ま』さんの送ってくれたテーマ、『お月見』について妾わらわに教えよ！　ほれ、ちょうど空に月が出ておる」


    　プリシラが指差す先を見上げると、天上には丸まる々まるとした満月が輝いていた。この異世界には電気の明かりがないせいか夜の闇が濃く、そのぶん青白い月明かりが眩まぶしいくらいだ。


    「いつだか『日本の春』について話してもらったとき、日本には花見という風習があると聞いたがの。沢さわ木きよ、月見というのも同様の行事なのかや？」


    「そうだな、花見は春に桜を、月見は秋に満月を見る行事だよ。月見団だん子ごやススキを供そなえて、満月を鑑賞するんだ」


    「ふむ。じゃが何なに故ゆえ秋に？　月など一年中出ておろう。……いや待て、そういえば『俳句』の時に習ったのう。とりわけ秋の月が美しいと。のう、坂さか上がみ先生」


    　プリシラはクラス一の才女、坂上雪ゆき乃のへ視線を向けた。


    「はい、特に旧暦の八月十五日から十六日の夜を十五夜といって、この夜に出る月を中ちゆう秋しゆうの名月と呼び、それが年間で最もつとも美しい月だとされているんです。現在の暦こよみでは、およそ九月の中旬ですね」


    「では、なぜ団子を供えるんじゃ？　確か花見のときは特に食べ物は決まってないんじゃろ。みんなピザとか取って食べるんじゃろ。ピザ屋が各ビニールシートを回って注文を取りに来てくれるんじゃろ」


    「いつの間に日本の花見事情に詳しくなったんだ」


    「もともとは秋の収穫への祈りとしてお芋いもをお供えしていたようですが、時代を経るにつれ、月に見立てたお団子をお供えするようになったようです。中国では中秋節といって日本より盛大にお祝いするんですが、お団子ではなく月げつ餅ぺいという、その名のとおり月に見立てた丸い円盤形のお饅まん頭じゆうを、日頃お世話になった人に配ったりするんですよ」


    「ほほう。では月見とはつまりスイーツパーティということじゃな。それ超テンションあがる。花見とやらも楽しそうじゃが、月見もまた盛り上がりそうじゃのう」


    「盛り上がる……というのはちょっと違うかもしれませんね」


    「ぬに？　なぜじゃ」


    　プリシラは不思議そうに首を傾かしげた。


    「お花見が『動』だとすれば、日本のお月見は『静』のイベントとでも言えばいいでしょうか。お花見みたいに大勢で集まってワイワイ騒ぐというより、静かに月を観賞するイメージですね」


    「ふむ、確かに月というのは静かにしみじみと見上げたい気がするのう」


    　自みずからの言葉に合わせるように、ふいと空を見上げたプリシラにつられて、俺もこの異世界の月を見上げた。俺たちの世界の月と同じようで、でも、その姿は微妙に異なっているようにも思える。そう、そこには兎うさぎがいない。


    「そういやプリシラ、俺たちの世界の月には兎がいるんだよ」


    「ははは、沢さわ木きめ、メルヘンなことを言いおるのう。天上世界に兎が生存できるわけがなかろう。それは月面の凹でこ凸ぼこが作る模様が兎の姿に見えるのであろう」


    「ファンタジー世界の住人のクセに夢のないことを言いやがって。月に兎がいないのは知ってるよ、そういう言い伝えがあるんだよ。なあ」


    　俺は同意を求めつつ、詳しい説明を促すように坂さか上がみへと顔を向けた。坂上は会釈を返しながら、すらすらと月の兎にまつわる話をしてくれる。


    「月の兎はインドの伝説がもとになっているそうです。お腹なかを空かせた帝たい釈しやく天てんのために、兎が火に飛び込んで自らを食料とした。その兎を帝釈天が月へと昇らせたという伝説です。月の模様は地域によって微妙に見え方が違うので、たとえば中東ではライオン、ヨーロッパでは蟹かにや、本を読む老婆の形に見えるんだそうです」


    「おお……ではヨーロッパではお婆ばあさんが帝釈天のためにその身を……」


    「こわいこと言うな！　ヨーロッパはまた別の伝説があるんだろ」


    「兎も美味じゃが焼き蟹もうまそうじゃよな。帝釈天も感謝しようぞ」


    「お前はすぐ食い物のほうに話を持っていく……。まあ俺たちも、日頃から親しんでる月見といえば、月見そばとか月見うどんのほうだけど」


    「むむ、それ興味ぶかい！　くわしく！」


    　何気なく言った俺の言葉に、食い意地の張ったプリシラが食いついてきた。


    「生卵を落としたそばやうどんのことだよ。ほら、卵の黄身って円くて黄色くて、まるで満月みたいだろ」


    「おお……そばやうどんの椀を世界に見立て、小さな椀の中に天地自然のありさまを再現してみせるとは……日本人の美意識というのは大したものじゃのう！　石や砂を山水に見立てる枯かれ山さん水すいの思想が食べ物の中にも息づいておるとは！　メガ風流！」


    「そんな大層なものか……。つか、風流とメガは相性が悪い気がするんだが」


    　ともあれ、プリシラにも一通り、日本の月見について伝わったようだ。


    　プリシラは、天に輝く月を見上げた。その金髪が、青白い月光を受けて淡く輝いている。


    「見事な満月も出ておることじゃし、今こ宵よいは妾わらわたちも日本式の月見をやってみようぞ」


    「それはいいけど、日本式といっても、ここには団だん子ごもススキもないぞ。あるのは月だけだ」


    「ふむ。満月に見立てるお供そなえというならピザでもいいんじゃが、ピザ屋もないしの。ではすぐ作れるゆで卵を供えようぞ。形は団子に似ておるし、日本では卵を月に見立てておるんじゃろ。あとススキとやらもないので、お馴な染じみの人面魔術植物マンドラゴラでいいじゃろ」


    「別にお馴染んじゃいねーし、よくねーし」


    「あとは兎うさぎの丸焼きもあるといいのう。そしてそれを、本を読む謎なぞの老婆が見つめていると」


    「いろいろと余計な要素が混ざってるが……。そもそも兎はお供そなえするものじゃないし」


    　俺はプリシラの言う光景を想像してみた。煌こう々こうと輝く月光のもとに積み上げられたゆで卵の山、その傍かたわらにはマンドラゴラと兎の丸焼きが並べられ、その光景を、古ぼけた書物を読む老婆が見ている。そしてみんな騒がず、無言で月を見上げながら、ゆで卵をむしゃむしゃ食べている。


    「……もはや月見というより、何らかの魔術儀式だな」


    「……うーむ、謎の老婆が余計じゃったかものう」
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    「これまでいろいろとおぬしらの世界について学んできたわけじゃが、その多くが現代のこと。ここいらで、現在の礎いしずえとなった過去にも眼を向けてみようと思うんじゃ。というわけで、今回は日本の『侍』について教えてもらうでござるぞよ！」


    　異世界の王女プリシラが、今回興味を持ったのは「侍」だった。


    「今でも野球やサッカーの日本代表をサムライジャパンとかサムライブルーとか言うしな。でもそれはいいけど、ござるぞよって何だよ、これ以上ややこしい喋しやべり方をするな。お前の口調はただでさえ時代がかってるんだから」


    「オーケイ、まじ承知したでおじゃるぞよ」


    「こんどは公く家げ言葉になってるぞ。つーかわざとやってるだろ」


    「侍といえば私をおいてほかにあるまい！」


    　木刀を片手に名乗りを上げたのは、剣術家であり武士系少女を自認する和泉いずみ刀とう香かだった。確かにこのテーマを語る上で、彼女以上の適任はいないだろう。


    「よし、んでは和泉よ、侍について尋たずねるが、そもそも侍って何なんじゃ？　武士とはどう違うんじゃ」


    「うむ、ごく簡単に言えば、武士といえば軍事を職業にする者たちのこと。侍とは『さぶらふ』という、主君の脇わきに控えるという意味の言葉からそう呼ばれたもので、仕える相手を持つ武士を特に侍といったのだ」


    「ふむ、主君の有無が重要なんじゃな。浪人生の中でも、予備校に通っている者を特に予備校生と呼ぶようなものじゃな」


    「そのたとえに浪人とか言い出すとややこしいな……」


    「もっとも江戸時代以降ならば侍と武士はほぼ同一の言葉と考えてもいいだろう。逆に言葉ができた室町時代に遡さかのぼると、武士でなく文官でありながら侍と呼ばれた人々もいるのだが、やはり現代の我々が侍と聞いてイメージするのは武をもって主君に仕えた侍だろうな」


    「では、侍というのは主を持つ軍人ということでいいんじゃな？」


    　プリシラが確認するように言うと、和泉は頷うなずいた。


    「基本的にはそうだ。しかし時代を経て侍それ自体が権力者の座につくと、侍は軍人としての性格を有しつつ、行政、司法、徴税──そういった社会を運営する立場、今でいう官僚、お役人としての仕事が主になっていったのだ。特に平和が続いた江戸時代はな」


    「市役所の職員が常に帯刀しておったと考えるとシュールじゃのう。じゃが平和な時代に、日常的に刀を装備する意味があるのかや？　戦いくさのときだけ装備すればよかろう」


    「刀、二本差しはは武士、侍という階級の象徴だったのだ。公務員を示す制服の一部だと思えばいい。まあ、そもそも日本の合戦においては刀はあまり用いられなかったのだが」


    「え、まじで？　刀って武器じゃろ？」


    「武士の道を弓馬の道とも言うように、合戦では弓、鉄砲、槍やり、投石といった遠くから敵を攻撃できる武器が主に使われたのだ。刀も使われなくはなかったが主な武器ではなかったようだ」


    「そういや今いま川がわ義よし元もとや徳とく川がわ家いえ康やすも海道一の弓取りって言われてたんだっけか」


    「ふーむ。じゃが、それではなぜ、日本刀が武士の象徴のように言われておるんじゃ？」


    「ふふふ、それはな、かっこいいからだ！」


    　和泉いずみは手にした木刀を持ってポーズを決めた。


    「それはおぬしの個人的見解じゃろ？」


    　プリシラは疑るような視線を和泉に向ける。


    「格好良さだけが理由とは言わないが、弓や槍やりより取り回しがよく日常的に身に付けやすいという点は大きかったと思うぞ。私も常に木刀を持って学校に通っているのだ」


    「だからそれはおぬし特有のファッションスタイルであろうが……。そうじゃ、ファッションと言えば、侍は特異なヘアスタイルをしていたと聞くが。妾わらわもやってみようかの？」


    「ちょんまげのことか。やるのは勝手だが、バカ殿ならぬバカ王女丸出しだぞ」


    「ちょんまげというのは、もともとは兜かぶとをかぶったときに頭が蒸れて不快なのを防ぐために、頭を剃り上げ、残った髪を結ったことが始まりとされている」


    「むう、頭を剃るのかや……。王女のヘアスタイルとしてはパンク過ぎるのう、やめておこうかの。そもそも、おしゃれというより実利的な意味があったんじゃな」


    「当初はな。そして江戸時代という兜の必要がない平和な時代が訪れたとき、その形式だけが残った。そうなってくると、ある意味でおしゃれ、正装としての意味が出てくる」


    「二本差しやちょんまげは、今で言うと背広にネクタイみたいなものか」


    「髪型含めて公務員の正装というわけじゃな。ときに沢さわ木きよ、さりげなく妾をバカ王女呼ばわりするとは無礼千万。王女を侮ぶ辱じよくした咎とがで、切腹を申しつけるぞよ！」


    「ちょ、待てよ、そんなことで死刑宣告されてたまるか！」


    「ぬ、切腹って死ぬのかや？　侍といえば切腹、ハラキリと聞くので申しつけてみたかっただけなんじゃが」


    「言ってみたかっただけで申しつけるな。切腹っていうのはな、自分で自分の腹を刀で切るんだよ」


    　俺は自分のお腹なかの前で、ハラキリのジェスチャーをしてみせた。


    「おお……セルフサービスの処刑とはなんと斬新な」


    「セルフサービス言うな」


    「切腹とは、時には責任を取るための方法であり、時には意思表示の方法であり、また処刑の方法でもあったのだ。確かに現在の我々の感覚からは理解しがたいし、世界で見ても稀まれなものではあるが、当時としては切腹とは武士階級にのみ許された名誉ある死に方だったそうだ」


    「むう、倫理観や死生観は場所や時代によって違うゆえ、是ぜ非ひは何とも言えぬが……。サムライブルーが真っ赤に染まる光景は無惨じゃの……。なにもサッカーに負けたくらいで……」


    「だから今は切腹やってねーから、江戸時代までだから。つーかワールドカップごとに切腹してたら選手が育たないだろ」


    「おお、安心したぞよ。ふむ、侍──じつに特異で興味深い存在でござるのう。社会の中でのありかたも、刀という装備も……特にそのヘアスタイルがまじでクールにござる」


    「結局一番食いついたのが髪型かよ」


    「ところで沢さわ木きよ、おぬしへの罰はまだ終わっておらぬぞよ。誰か剃かみ刀そりをこれへ！」


    「待てバカ王女、切腹はしないし、そもそも剃刀で切腹なんかできるか」


    　そう抗議すると、プリシラは人差し指を俺の腹──ではなく、頭へ向けて言った。


    「伝説のヘアスタイルちょんまげとやら、ぜひともこの眼で見てみたい。ということで切腹は勘弁してやるので、ちょんまげの罰を申しつけるぞよ！　さあ頭を出すんじゃ！」


    「ちょんまげは罰じゃねえよ！」
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    「これまで春と夏について聞いてきたので、今回は『日本の秋』について教わろうかの」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、春、夏に続く「日本の秋」についてだった。


    「日本の秋といえば、食欲の秋、スポーツの秋、読書の秋、でもって芸術の秋ともいうな」


    「ふむ。なぜじゃ？　育ち盛りの妾わらわは一年中食欲旺盛じゃし、スポーツ、読書、芸術などの趣味とて季節を限定するものでもあるまい」


    「なぜ……って言われても……。いやでも、確かにプリシラの言う通りだ。何々の秋、ってのを定番のフレーズとして当たり前に受け容いれてたけど、そういやなんでだろう」


    「頼りない奴じゃのう。仕方ない、うんちく回ならば解説の先生を呼ぼうぞ」


    　プリシラが手をパンパンと打ち鳴らすと、眼鏡めがねをキラリと光らせて、クラス一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のが姿を現した。


    「食欲の秋というのは、おそらく秋に旬を迎え、収穫される穀物や野菜、果物が多いからかと」


    　さすが解説担当の坂上、現れるやいなや間髪を容れずに解説が始まった。


    「そういえば収穫を神に感謝する祭りも秋が多いのであったな。米をはじめ、美味なるものがたくさん穫れる時期に食欲が増進するのは当然じゃな。ならばスポーツはなぜに秋なんじゃ」


    「それは東京オリンピックがきっかけだという説が有力ですね。もちろん次にやって来るものではなく、前回の東京オリンピックのことですが」


    「んぬ？　ちょい待ち、オリンピックというのは夏季と冬季ではなかったのか？」


    　小首を傾かしげながら、プリシラが言った。何だかんだ言って、これまでの話をちゃんと覚えているらしい。


    　そんなプリシラに、坂上は答える。


    「冬季オリンピックに対して夏季オリンピックと呼んではいるものの、実は日本の暦こよみでいうところの秋季に開催されているものも多いんです。今でこそ日付は固定ではなくなりましたが、少し前までは十月十日が体育の日と定められていました。この十月十日って、実は東京オリンピックの開会式があった日で、国民的に運動に親しもうということで制定された祝日なんです」


    「そういえば運動会も秋に開催されることが多いよな」


    「学校の運動会が秋に多いのも、先に話題に挙がった収穫の時期と関係しているという説があります。昔は農家の数が今よりずっと多かったので、収穫が一段落して、家族全員で子供の運動会を観戦しやすい時期が選ばれたそうです。あとは暑すぎず寒すぎず、体を動かすのに負担が少ないという気候も理由のひとつかと」


    「では読書の秋はどうじゃ、書物を読むのに季節は関係あるまい」


    「韓かん愈ゆという昔の中国の詩人が詠んだ、学問を推奨する詩の中に、『秋になって涼しくなりはじめたこの時期こそ、灯火のもとで書物を開くのにふさわしい』というような意味の一節があるんです。日本人にとっては、その一説を夏なつ目め漱そう石せきが小説『三さん四し郎ろう』の中で引用したことから、読書イコール秋、というイメージが広がったと言われています」


    「確かにエアコンもない時代だと、暑すぎたり寒すぎたりじゃ本を読む気にはならないかもな。なら芸術の秋はどうなんだ？」


    「これもはっきりとした理由は定かではありませんが、日展、二科展、院展といった日本を代表する美術の公募展の開催時期が秋に集中しているからだという説があります。それに、歌に詠まれ絵に描かれるような美しい風物詩──つまり芸術のモチーフとなるものが秋には数多くあるということも理由のひとつかもしれません。たとえば先日お話させていただいた秋の月などもその一例でしょう」


    「紅葉もみじ狩りなんてのも秋の風物詩の一つだもんな」


    「モミジ狩り……あんまり綺き麗れいな感じはせんがのう。どっちかというとグロテスクではないか」


    「は？　何言ってんだ、こっちの世界の紅葉はそうなのか？」


    「モミジってあれじゃろ、鶏の足首から先じゃろ。珍味としては確かにうんまいが……」


    「そのモミジじゃねえよ。そもそも鶏の足は紅葉に形が似てるからそう呼ばれてるんだ」


    「おお、ではひょっとしてあっちのほうかの。広島銘菓・もみじ饅まん頭じゆうにその形が似ていることから名づけられたあの植物のことかや」


    「逆だ、逆。植物のほうが先だ。つーか何でお前が広島銘菓を知ってるんだ」


    「あの、紅葉狩りというのは紅葉で色づいた紅葉を鑑賞することなんです」


    「妾わらわはどっちかというともみじ饅頭狩りのほうがしたいのう」


    「観光客を襲おそっておみやげを奪う山賊みたいな響きだが……とにかく、一通り日本の『○○の秋』について説明を聞いてどうだ？　ちょっとは理解が進んだか？」


    「沢さわ木きよ、なにをすまし顔で上から言うておるんじゃ、ほとんど全部坂さか上がみ先生の手柄じゃろ」


    「ぐ……」


    「ま、日本の秋についてはよくわかったぞよ。じゃがの、ぶっちゃけ『○○の秋』って、実は何でもこじつけられるのではないか？　たとえば『昼寝の秋』。農産物の収穫が終わり、気候が安定した秋こそひと休みの昼寝に最適！　とかの」


    「確かに海水浴や雪遊びとかでもなきゃ、何をするにも気候が穏やかな時期がいいだろうしな」


    「逆にどうしても季節が限定されるものじゃと、わざわざ『海水浴の夏』とか『雪遊びの冬』とか言わぬじゃろ？　妾が思うに、気候の寒暖や日照の長短が極端な夏や冬、また日本では年次の区切りとなるという春と違い、比較的特徴が薄い秋じゃからこそ、そうやっていろんな言葉で特徴づけられておるのではなかろうか」


    「なるほどな、確かに俺も理由は知らなかったけどキャッチフレーズだけ覚えてて、秋はそういうもんなんだろうなって漠然と思ってたもんな」


    「そこで沢木よ、おぬしもキャラが薄いんじゃから、先にキャッチフレーズというか、二つ名をつけてやろうぞ。そこから逆算してキャラを立ててゆけばよい」


    「いや……いいよ。プリシラが考えるなら嫌な予感しかしない」


    「遠慮するでない。たとえば『食欲の沢さわ木き』『芸術の沢木』」


    「俺って別に大食いキャラじゃねーし、絵や音楽も得意でもないし」


    「ワガママな奴じゃのう。では特に能力を必要とせぬ『モミジ狩りの沢木』でどうじゃ？」


    「随ずい分ぶん風流だけど、趣味が紅葉もみじ狩りってのは珍しいかもな。でもそれだと秋限定じゃないか」


    「そっちではなく、鶏を見つける度に歓喜しながらその足にかじりつくという個性派ライフスタイルを提案するぞよ。これでキャラが立つこと間違いなしじゃ！」


    「残念ですが、今の日本には野生の鶏が少ないのでそのキャラづけは活いきないかと」


    「それはキャラが立ってるっていうか単にあぶない奴だし、坂さか上がみも指摘するとこおかしいし！」
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    「のうのう、沢さわ木きよ、おぬしらは子供の頃、どんな遊びをしておったんじゃ？　遊びって結構文化によって違うと思うんじゃよな。今回は日本の遊び、それも子供がやるようなものについて教えてもらおうかのう」


    　そんなわけで、異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは日本の「子供の遊び」だ。


    「日本の子供の遊びと言われて、まず一番ポピュラーなのは鬼ごっこかな」


    「ほう、鬼ごっことな。なんとも恐ろしげな響きじゃ」


    「たぶんお前がいまイメージしたものとは違うだろうけどな。いいか、鬼ごっこってのはだな」


    「待て待て、いきなり答えを聞いてもつまらぬ。ちょいまち、妾わらわが想像して当ててみようぞ。ふむ、鬼ごっこ……」


    　プリシラは腕組みすると、鬼、鬼、とブツブツ呟つぶやきはじめた。頭の中で鬼ごっこを想像しているらしい。


    「わかったぞよ！　鬼ごっこというのは、武器を持って徒党を組み、近隣の村を襲おそって財宝を奪う遊びじゃな。むう、なんと非道でバイオレンスな。まさに鬼じゃ！」


    「うん、そういうこと言うと思った。予想どおりだ」


    「当たったので景品をくれい」


    　プリシラは両手を俺に差し出す。


    「当たってねーし、仮に当たったとして景品をやると言ったか」


    「ちぇ。では鬼ごっことはなんじゃ、正解を教えよ」


    「鬼ごっこってのはだな、最低二人、普通は四、五人以上でやるものでな、簡単にいうと追いかけっこだ。追いかける側を鬼、逃げる側を子と呼ぶ。鬼が子に触ったら、鬼と子が入れ替わる──ってのが基本形だな。バリエーションもいろいろあるけど、ありすぎて説明してたら日が暮れるくらいだ」


    「ふむ、で、鬼ごっこはどうなったら誰が勝ちなんじゃ？」


    「え？」


    「いや、追いかけあって鬼が延々と交代していくわけじゃろ？　これじゃと無限に続かぬか？　どこでどうなったら勝負がつくんじゃ？」


    「……そういや、鬼ごっこの勝敗なんて考えたことがなかったな。いつも疲れたり、休み時間が終わったりすると自然と終わってて、勝ちとか負けとか……いや、それでいいんだよ、追いかけあってるその時間が楽しければ！」


    「どことなく虚無的な感じもするが、確かに遊びというのは楽しく時間を潰つぶすというのが本質やもしれぬのう。鬼ごっこは体を動かす遊びじゃが、頭を使うものは何かないのかや？」


    「それだと代表的なのは、しりとりだろうな」


    「ほう。武器を持って徒党を組み、近隣の尻を襲って財宝を奪う遊びじゃな」


    「お前、違うとわかっててわざと言ってるだろう。だいたい近隣の尻って何だよ」


    「では景品をくれい」


    「だからなんでだよ！　ったく。しりとりってのはだな、二人以上で対戦する遊びで、互いに単語をひとつずつ言っていくんだ。で、一番最初に言う単語は何でもいいんだけど、次の人からは、前の人が言った単語の最後の文字が最初にくる単語じゃなきゃいけない。で、言えなくなるか、最後に『ん』のつく言葉を言ったら負けなんだ」


    「ふむ。ちょっとやってみたほうが理解できそうじゃな。妾わらわの名前からいこうぞ、プリシラ」


    「よし、じゃあ俺はラッパ」


    「パララッパ」


    「待て、パララッパって何だよ」


    「パララッパ科の多年草ではないか。よく道端に生はえておる」


    「……そう、なのか。じゃあパだな、パンダ」


    「ダルルメニパ」


    「何だよそれは！」


    「菓子じゃよ、あのサクサクして香ばしくて甘いやつ」


    「……ダメだ、やめよう。異世界の人間相手にしりとりはできない。単語について共通認識がないと勝負が成立しない」


    「うむ。実は適当に文字を並べただけでパララッパもダルルメニパも存在せぬ。ただパで終わり続けたら、おぬしが次の単語に困るかと思って」


    「お前なあ……」


    「そうじゃ、女の子特有の遊びなどはあったりするのかや？」


    「今は昔ほど男女差はないっていうけど、やっぱりままごとは女の子の遊びって感じだな」


    「それはどんな遊びなんじゃ？」


    「ごっこ遊びの一種で、まあ基本的には家族を演じるんだよな。お父さん、お母さん、子供、それからペットとか」


    「鬼は？」


    「一般家庭に鬼はいないだろ。いたらむしろ斬新でおもしろいけど」


    「およ？　家庭によっては鬼嫁とか鬼姑とかおると聞くがの」


    「仮にいたとしても、ままごとに反映させなくていいよ……」


    「んで、そのままごととやらの勝ち負けは？　ペットの役を振られたら負けかや？」


    「ままごとに勝ち負けはないよ。いや、確かに他の子がお父さんお母さんを演じてる中でのペット役は何か負けっぽいけど……」


    「ふーむ。妾はバトル要素のない遊びはあんまりやらなんだのう。やっぱり勝ち負けがはっきりする遊びが好きじゃったな」


    「そうだ、逆にプリシラ、お前は子供の頃どんな遊びをしてたんだ？」


    「妾わらわの子供の頃の遊び？　そうじゃのう。妾は王女ゆえずっと宮廷育ちで、年の近い友人もおらず、専もつぱら家臣たちと遊んでおった。子供の頃の遊びと言うても、相手はみな大人ばかりじゃったな」


    「そうか、それはちょっと淋さびしいな……」


    「そんな中でも妾のお気に入りの遊びは、鬼退治ごっこじゃったな」


    「かなり鬼ごっこに響きが似てるけど、どんな遊びなんだ？」


    「うむ。鬼退治ごっこというのはじゃな、妾が鬼を退治する勇者となり、騎士団長らに家来役を命じ、大臣のやつめを鬼に見立て、武器を持って大臣の部屋を襲おそうんじゃ。そしてやつが楽しみに隠していたおやつを財宝に見立て、それを無む理り矢や理り奪う遊びじゃ。毎回妾の勝ちじゃったのう！」


    「なんて非道でバイオレンスな遊びなんだ……。ていうかお前のほうが鬼だよ」
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    「喉のどが渇かわいたな。自販機でもあればいいんだけど、ここ異世界だしな……」


    　俺がそう何気なく言うと、異世界の王女プリシラは眼を輝かせて食い付いてきた。


    「自販機？　沢さわ木きよ、なんじゃそりゃ、日本の文化かや？」


    「そういや、世界中にあるけど日本は特に多いって言うな。正確には自動販売機って言うんだけど、自動でものを売る機械なんだよ。飲み物を売るものが一番多いけど、他にもパンとかアイスとか、カップ麺やハンバーガーが買える自販機もある。食べ物以外だと新聞や、ちょっとしたおもちゃ、煙草たばこなんかを売るものも」


    「ふーむ。商いが自動化されておるとはおもしろいのう」


    「ちなみに世界最古の自販機は二千年以上前のエジプトで開発されたものらしい。投入されたコインの重みを利用して内部の仕掛けを動かし、聖水を販売したんだとか」


    「ほほう。その唐突な豆知識、クイズ番組を見て覚えたとみたぞよ」


    「い、いいだろ別に！」


    「ま、人間ちゅーのは昔から技術で楽をしようとしてきたんじゃのう。じゃが二千年前のエジプトならいざ知らず、日本はコンビニとかいうハイパーなよろず屋があちこちにあるんじゃろ？　ならコンビニで買えばよいのではないかや」


    「自販機は設置するのにそれほどのスペースが要らないし、電気さえあればほっといても一日中ものを売り続けられるから、住宅街のど真ん中とかコンビニの店先にだって置いてあったりするんだ。売る方にとっても買う方にとっても便利なんだよ。あ、コンビニといえばドアも自動で開閉するんだぞ」


    「おお、ドアまで自動！　そういえば、寿司も自動で回るくらいハイテクの国なんじゃったよな。もっと日本の自動について知りたいぞよ！　寿司の回転の他には何が自動なんじゃ？」


    　そんなわけで、今回はプリシラに「自動なあれこれ」について教えることになった。


    「いきなり『自動』って言われてもな……自販機や自動ドア以外に何かあったかな」


    「いろいろあるじゃない」


    　俺が悩んでいると、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが助け船を出してくれた。


    「自販機は街中だけど、家庭内でもいろんな物が自動化されてるわよ。洗濯機はボタン一つで全自動だし、今は自動食器洗浄機なんかもあるでしょ。最近じゃ全自動のロボット掃除機まで」


    「そうか、人間の代わりをしてくれる機械と考えたらたくさんあるな。目覚まし時計だって起こしてくれる人の役割を自動でやってると言える。エスカレーターやエレベーターも、階段の上り下りを機械にやってもらってるようなものだ。空港とかには自動で動く歩道なんてのも」


    「歩くことまで機械任せかや。そういえば自動車とかいう乗り物もあると聞くが」


    「自動車はまだ運転は人間がしなきゃならないんだけど、まさに今自動運転の車が開発されてるらしくって、俺たちが大人になる頃には目的地まで全自動で行ける自動車ができてるかも」


    　自動のあれこれを並べると、プリシラは感心しつつも複雑な表情を浮かべた。


    「家事はまだしも、ドアの開閉や歩行の代行まで機械が自動でやるとはのう。確かに高度な文明じゃが、そうやって何もかもを機械任せにしておったら、人間の力が失われるのではないかや。それどころか、そのうち機械文明の反乱が起きても知らぬぞよ」


    「自販機も知らん奴が、そんな昔のＳＦ小説みたいなこと言うなよ」


    「今まで人間たちの奴隷同然に働かされてきた機械たちが、ついに傲ごう慢まんなる人間に牙を剥むくんじゃ！　冷たいジュースのボタンを押したのに熱々のお汁しる粉こが出てきたり！　お笑い番組を録画予約したはずなのに教養ドキュメンタリーが録画されてしまったり！　電子レンジの自動解凍にかけた冷凍食品の中心部がシャリシャリのままだったり！」


    「機械文明の反乱、けっこうスケール小さいな。全部、微妙にがっかりすることばっかだが。そうだ、魔法文明の世界では、自動なものってないのか？」


    　この異世界では魔法による文明が発達している。なら、魔法を使った自動なものがあったっておかしくはない。そう思って聞いてみると、プリシラはこんなことを言いだした。


    「実はの、妾わらわの世界でもけっこう前に、魔法使いが土を捏こねて作った自動人形、ゴーレムに家事をやらせるのが流は行やったんじゃよ。炊事洗濯掃除と、なんでもゴーレムにやらせておったそうな」


    「へえ、やっぱり魔法文明でも似たようなことは考えるんだな。ゴーレムをロボットと考えれば、むしろ俺たちの世界より先に進んでる気もするな」


    「じゃがある日、おそるべき魔法文明の反乱が……」


    「ゴーレムたちが反乱を起こしたのか」


    　俺の問いに、プリシラは小さく首を振った。


    「んにゃ、ゴーレムたちは真ま面じ目めに働いておった。じゃが洗濯物には泥が付く、料理にも泥が入る、掃除を任せた端から泥で汚れる。そのような事態が頻ひん発ぱつしたんじゃ。よく考えたらゴーレムって土じゃからの」


    「それは先に気づけよ……。つーか反乱じゃねーし」


    「そんなわけで、結局大半の家事代行ゴーレムが土に戻されて、この世界の人間たちは自動に頼り切ることのおそろしさを思い知ったんじゃ」


    「まあ、ありきたりな結論になっちゃうけど、機械にしろ魔法にしろ、便利な技術も人間の使い方次第、付き合い方次第なんだろうな」


    「とはいえ、一度自動化されたものの楽さに慣れちゃうと、なかなかもとには戻れないものよね。全ての洗濯物を手洗いするなんて今じゃ考えられないし、自動食洗機やロボット掃除機が一度家庭に入ってきちゃうとなかなかもとには戻れないし」


    「確かに俺もこの異世界でうっかり自販機を探しちゃうことあるもんな。その便利さに慣れきっちゃってるんだ」


    「確かに自動化は民たみにとっては便利じゃろうなあ。が、妾の生活にはあんまし関係ないのう」


    「そうなのか？　あればあったで便利だと思うけど」


    「妾わらわってお城暮らしの王女じゃからの。炊事洗濯掃除は全てメイド任せ、欲しいものは家臣に命じれば持ってきてもらえるし、ドアすらメイドが先回りして開けてくれるしのう。確かに人力ではあるが、妾にとっては身の回りの全てが全自動みたいなもんなんじゃよ」


    「そういやお前、この修学旅行を始める前まではそういう暮らしをしてたんだよな」


    「実は、妾もそれではいかんと思っておるんじゃよ。身の回りのことくらいは自分でやらねばとな。じゃが一度この身に染みついたぐーたら癖はなかなか抜けず、自分からは容易に矯正できぬ。一度自動に慣れるとなかなか元には戻れぬ、というのはまさにおぬしらの言うとおりじゃ」


    　プリシラは腕組みをすると、大きく溜ため息いきを吐ついた。


    「全自動で自動に頼らぬようにしてくれる機械はないもんかのう」


    「……なんか一周して哲学的な話になってきたな」
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    　俺たちは街の広場で、吟ぎん遊ゆう詩し人じんの奏でる竪たて琴ごとの音と、朗々と歌い上げられる異世界の詩うたに聞き入っていた。歌詞の意味するところは今ひとつよくわからないが、その旋せん律りつは十分に俺たちの心を揺さぶるものだった。音楽は文化の壁を超えるということを、俺たちは実感していた。


    「吟遊詩人──異世界のストリートミュージシャンってとこか」


    「おぬしらの世界でも歌は人気の娯楽なんじゃろ？」


    　異世界の王女、プリシラが俺たちにそう聞いてくる。


    「日本人は音楽を聴くのも大好きだけど、自分でもちょー歌うよ。なんてったって、カラオケを発明した国だかんね」


    　そう言って、仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あがプリシラの肩を叩たたいた。仲村渠はいわゆるギャルファッションで遊び人といった風に見えるが、実はなかなかのしっかり者で、プリシラとも仲がいい。


    「確かに、日本の音楽文化を語る上でカラオケは外せないな」


    「おお、鶏肉に衣ころもを付けて高温の油でカラッと揚げたやつ」


    「じゃあ沢さわ木き、そもそもカラオケってなんでカラオケって言うか知ってる？」


    「いや……言われてみればなんでだろ。そもそも何語なんだ？」


    　首を傾かしげる俺と、仲村渠の間に、プリシラがぐっと割って入ってきた。


    「待て待てい！　王女がボケたんじゃから拾おうぞ！」


    　プリシラは不満そうに頬ほおを膨ふくらませて仲村渠を見上げる。


    「ああ、ごめんごめん。それ、からあげね。カラオケボックスでもよくメニューにあるよ」


    「おおっ、妾わらわ、俄然からあげボックスに興味が湧いてきたぞよ！　その話、詳しく聞こう！」


    「からあげボックスも普通にフードメニューにありそうだからややこしいな……」


    　とにかくそんなわけで、今回は「カラオケ」についてプリシラに教えることになった。


    「カラオケボックスっていうのは、簡単に言うと歌を歌う場所なんだよね」


    「うぬ？　歌なんぞ歌いたいときに歌いたい場所で歌えばよかろう」


    「あたしたちの世界の歌って、今はほとんど伴奏の曲に合わせて歌うものばっかなのね。でも、歌ごとに伴奏を用意するのって大変だからさ。人を雇うのも大変だし、誰もがさっきの吟遊詩人さんみたいに自分で楽器を演奏できるわけじゃないし」


    「ふむ、確かにのう、歌は上じよう手ず下へ手たこそあれ誰でも歌えるが、楽器はそうはいかぬ」


    　プリシラは、先ほどまで竪琴をかき鳴らしていた吟遊詩人へと視線をやった。


    「そこで、どんな歌の曲でも演奏してくれる機械が置いてあるのがカラオケボックスってわけ。あと好きな歌でも意外と歌詞って全部覚えてないものなんだけど、その機械は伴奏といっしょに歌詞を出してくれるんだ。で、それに合わせて歌うのがカラオケなの」


    「ほほう。王宮にお抱かかえの楽団を擁する妾にとってはあんまり関係ない話じゃが、確かに庶民が伴奏つきで歌おうと思ったとき、その都つ度ど楽団を呼ぶわけにもいかぬであろうからな」


    「さりげなく金持ち自慢しやがって」


    「や、でもいまプリっちが言ったことが、カラオケの語源にも関係してんの」


    「え、からあげが？」


    「そこはもう広げなくてよくない？　えっとね、昔のテレビ番組って、かかってる音楽が生演奏だったものが多かったらしいのね。特に歌番組なんかだと、歌手の人のバックに演奏者がズラッと控えてて、歌に合わせて実際に楽器を演奏してたんだって」


    「ふむ。妾わらわの世界だとそれが普通なんじゃがな」


    「俺たちの世界でも、オペラとかだとそんな感じだよな」


    「でも、それだとどうしても大がかりになっちゃうでしょ。そんなわけで、だんだんと演奏部分だけを録音したテープを使うようになったらしいんだけど、それを『空からオーケストラ』の意味でカラオケって呼んだんだって。ま、いわゆる業界用語だよね」


    「おお、ザギンでシースー的な！　その業界用語が転じて、伴奏だけを流す装置がカラオケと名づけられたわけじゃな」


    「ん、そゆこと」


    「なかなかおもしろい話じゃのう。ではいよいよ、本題のからあげについて詳しく」


    　プリシラはずいと身を乗り出した。


    「本題はもう終わってるよ」


    「あはは。まあ本題ってわけじゃないけど、そこも多少は重要かな。カラオケボックスって防音のために基本的に個室でね、でもって簡単な食事や飲み物なんかも注文できるから、歌を歌うだけじゃなくて、人が集まるときのコミュニケーション場所としても重宝されてんの。高校生のお小遣いでも入れるから、放課後に友達と遊ぶときによく行くし、テスト終わりや文化祭なんかの打ち上げでもカラオケが多いんだ」


    「なるほどのう。人と人とが交流する場としても重宝されておるんじゃな。では歌いたくない妾も、みなと歓談しながら揚げ物をむさぼっておればよいわけじゃな」


    「なんだよ。プリシラは歌わないのか？　お前はなんでもぐいぐい前に出てくるタイプだろう」


    「……歌手でもないのに人前で歌を歌うなど恥ずかしいぞよ」


    　プリシラは恥ずかしそうに、ふいと横を向いてしまった。


    「まあ、今でこそ老ろう若にやく男なん女によが楽しむ娯楽になってるけど、カラオケが発明された当初は旅館の宴会場とかスナックとかにしか置いてなくて、お酒の入った大人の娯楽って感じだったらしいよ。酔っ払ってでもないと、素人しろうとが人前で自分の歌を披ひ露ろうする気にはならなかったんじゃない」


    「そういや、俺も最初にカラオケ行ったときは緊張したっけ」


    「それが今じゃどこの街にもカラオケボックスがあって、中高生だけで歌いに行ったりもするんだから、カラオケが日本人の歌に対する接し方をガラっと変えちゃったってことだよね。それどころか世界中で愛されてる日本発の文化になってるらしいよ。アメリカでも中国でも『カラオケ』で通じるんだって。だからプリっちも慣れればすぐガンガン歌えるよ！」


    「ふむ。では妾わらわもいつか王立カラオケボックスを作って、歌いまくろうかのう」


    「お前は慣れたら今度はマイクを握にぎって離さなくなりそうだな。あれ、そういやプリシラ、いつだかアイドルになります宣言してなかったか？　アイドルは人前で歌も歌わなきゃならないだろう」


    　俺がそう言うと、プリシラは少し顔を赤らめながら、小さな声で呟つぶやいた。


    「……それは口パクでなんとかなると思ったんじゃ」


    「カラオケよりさらに先の業界システムは知ってるのかよ」
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    「はいどーもどーも、毎度お馴な染じみ国民のアイドル、プリンセスプリシラちゃんです」


    「毎度ありがとうございます、初めての人は覚えて帰って、クラスの潤滑油こと沢さわ木き浩こう介すけです」


    「誰が潤滑油か、おぬしなんかクラスのあぶらとり紙で十分じゃよ」


    「クラスのあぶらとり紙、そのこころは？」


    「鼻のあぶらを取るでしょう」


    「何もかかってないじゃねーか！　それはあぶらとり紙の説明だろ！」


    「というわけで妾わらわたちは今回『漫才』というものをやらせてもらうんじゃが」


    「なるほど、じゃあ今回、異世界の王女であるプリシラが学ぶのは『漫才』なわけだ」


    「何を説明口調で言うておるんじゃ、妙なやつじゃのう。まあとにかく、漫才をやりながら漫才を学ぶという複雑な趣旨なんじゃが、そもそも漫才ってなんなんじゃ？」


    「基本的にはこうやって会話のかけ合いをしながらお客さんを笑わせるという演芸なんだ。漫才という芸の特徴は、演者にボケとツッコミっていう役割分担がされてることだな」


    「ほうほう、ボケとツッコミ。ぶっちゃけ知っておるが知らない体ていで聞こうぞ」


    「ボケっていうのは突飛なこととか変わったことを言う役。ツッコミっていうのは常識的な視点からボケの発言のおかしさを指摘することで、そのおもしろさをより際立てる役なんだよ」


    「ほーん。じゃが説明だけではイマイチよくわからんのう。ちょっと実際にやってみようぞ。常識のある妾がツッコミをやるので、沢木君、ボケてみなさい」


    「常識のある、ってところが引っかかるが、まあいいだろ。でも、いきなりボケろと言われても難しいんだよなあ。それに漫才ってのは漠然とおもしろい話をするんじゃなくて『クイズ』とか『誘ゆう拐かい』とか『出前』とか、何かひとつテーマを絞って、そのテーマに関連したかけ合いの中で話を展開していくのがセオリーなんだ」


    「ほうほう、んではテーマを『漫才』にして漫才をやってみようぞ」


    「よしきた。いや世の中にはおもしろいものがいろいろとありますけど、やっぱり漫才、これはおもしろい」


    「ほう、漫才とな。じゃが妾はプリンセスゆえ漫才というものがよくわからぬ。ちょっと実際にやってみようぞ。妾がツッコミをやるので、沢木君、ちょっとボケてみようか」


    「でもいきなりボケろと言われても……」


    「そうじゃな。ではテーマを一つ設定してみようぞ。テーマは『漫才』でいってみよ」


    「ほいきた。日本の演芸というのはいろいろとありますけれど、たとえば漫才。あれはおもしろいですよね」


    「ほう、妾は日本文化、とりわけおもしろいものには目がないゆえ、その漫才とやらについて知りたいのう。じゃが説明されるよりやってみたほうがわかりやすかろう。そしてテーマを絞ったほうが話の組み立てがしやすかろうの。ではテーマは『漫才』で」


    「オーケイ。話芸というものはいろいろとありますが、やっぱり漫才──ってループしてるだろ！」


    「おお、これがツッコミじゃな」


    「ていうか最初に決めたボケとツッコミの役割が逆転しちゃってる。やっぱりプリシラがボケで俺がツッコミのほうがしっくりくるな」


    「ふむ、確かに妾わらわの磨き抜かれたセンスはボケ向きやもしれぬ。ではテーマを決めよ」


    「じゃあテーマは『修学旅行』で」


    「よかろう。ではショートコント『修学旅行』！　いやぁ、修学旅行は楽しいのう！　……むう、修学旅行中なのに無性にピザが食べたくなってしまったぞよ。ピ、ポ、パ。もしもし、ミックスピザの出前をお願いしたいんじゃが」


    「漫才じゃなくてショートコントって言っちゃってるし、それは完全にピザの出前ネタの出だしだし！　修学旅行関係ないし！」


    「そういやコントと漫才の違いはなんなんじゃ？」


    「コントっていうのは簡単に言うと、笑える芝居、寸劇のことだよ。漫才は基本的にその場に立って喋しやべりの掛け合いだけで進めていくけど、コントってのは時に衣装や小道具まで使って、役を演じながら身振りや動作なんかも交えて笑わせるものなんだ。まあ最近だと、そのどっちとも取れるような漫才コントって形式も増えてきてるみたいだけど」


    「ふむ。では今日のところは漫才形式でやってみようぞ。学生生活最大のイベントといえば修学旅行じゃが、あれはいろんな行き先があるようじゃのう」


    「やっぱり定番は東京や京都なんかの国内都市だけど、中にはアメリカや中国なんて海外へ行く学校もあったりなんかして」


    「沢さわ木き君、キミは修学旅行どこに行ったんじゃ？」


    「それがびっくりしますよ。じつはね、行き先は異世界なんです」


    「いやいや、おかしいおかしい。異世界に修学旅行なんか聞いたことないぞよ。キミ絶対嘘うそ吐ついてるじゃろ」


    「これが嘘みたいな本当の話なんですよ。普通に京都へ修学旅行へ行く筈だったんですが、何の因果か異世界で修学旅行をすることになっちゃったんです」


    「よし信じる。信じたらお腹なかがすいた。もしもし、ミックスピザを四枚」


    「強引に出前ネタに持っていくのやめろ！　もうちょっと異世界修学旅行に興味を持てよ！」


    「落ち着けい。ピザは修学旅行で泊まる宿の部屋に注文したんじゃ」


    「なんだ、ならいいか。──よくねえよ！」


    「お、これがノリツッコミってやつじゃの。じゃあ話を戻すぞよ。修学旅行といえば、旅行先でしか見られないもの、会えないものっちゅーのが楽しみじゃろうな」


    「東京のスカイツリー、京都の鹿ろく苑おん寺じ金きん閣かく、本場大阪の漫才や奈良の鹿なんかも修学旅行の機会に見て触れるといい思い出になりますね」


    「おお、観光資源が演芸や生き物というパターンもあるんじゃな」


    「そういえば俺たちも修学旅行の最中、異世界にしかいない生き物に出会いましてね、それがとても印象的だったんですよ」


    「ほほう。異世界で印象的な生き物といえばドラゴンかや？　それともスライムかのう？」


    「それがタチの悪いやつでしてね。口は悪い、すぐに手を出す、食いしん坊でワガママで自己中で、困ったもんですよ。そのくせやけに人ひと懐なつっこい。それだけに修学旅行の思い出としては強烈なんですけどね、帰った後も忘れられそうにないですよ」


    「うむむ、そりゃいったいなんて生き物なんじゃ。妾わらわも気をつけねばいかん。教えてくれい」


    「ええ、異世界の王女、プリシラっていうやつなんですけどね」


    「キミとはもうやっとれんぞよ！」


    「「どうもありがとうございました～」」
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    「今回は日本の学校教育とは切っても切れぬという。『偏差値』なるものについて聞こうぞ！」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を示したのは、よりにもよって「偏差値」だった。


    「いや……別のテーマにしないか？　修学旅行中くらい偏差値のことは忘れたいよ。学校の事でも他に楽しいことがいろいろあるのに」


    「むむ、偏差値とは忌いむべき言葉なのかや。じゃがおもしろいもの楽しいことばかりを学ぶのも、よい学習とは言えぬ。妾わらわは覚悟しておるゆえ遠慮なく、恐るべき偏差値について教えよ！」


    「試験もないやつが偏差値を知ってどうしようってんだよ、縁がないお前が羨うらやましいよ」


    「ほう、試験のう。偏差値とは、値あたいと言うからにはなんらかの数値なんじゃろ。じゃが、どうやら試験の点数とも違うと聞く。その値はいったいどのようにして導き出されるものなんじゃ」


    「え？　いや、えーと……実は俺もよくわかってないんだけど……」


    「なに、沢さわ木きよ、きさま偏差値のことをよく知らぬままに偏差値を嫌っておるのか！　偏差値が気の毒じゃ……。偏差値の気持ちにもなってみよ！」


    「偏差値に気持ちはねえよ。えっと……じゃあ、坂さか上がみ、説明をよろしく頼む」


    　偏差値の説明は、学年でトップの成績を修める、すなわち最高の偏差値をほこる優等生、坂上雪ゆき乃のに任せることにした──のだが。


    「ごめんなさい。私、あまり偏差値って気にしたことがないので、よくわからないんですよ」


    「坂上は常に偏差値七十以上をキープしてるって噂うわさだけど」


    「えっ、偏差値って七十以下があるんですか!?」


    「レベルが高すぎて偏差値を意識すらしてないのか……。じゃあ綾あやちゃん、お願い」


    　結局坂上の代わりに、クラス委員長の陣じん内ない綾に偏差値の説明をしてもらうことになった。


    「えっとね、簡単に言うと偏差値っていうのは、テストの得点から平均点を引いた数値に十を掛けて標準偏差で割って五十を足した値なの」


    「ひょ、ひょーじゅんへんさ。ああ、あれじゃな、あのあれのことじゃな。あの小こ粋いきな……」


    「知ったかぶるな、眼が泳いでるぞ。安心しろ、俺もわからん」


    「標準偏差というのは簡単に言うと、ばらつき具合のこと。導き出す公式は覚えなくてもいいけど、偏差値というものが点数のばらつき具合にかかわることは知っておいて」


    「ば、ばらつきぐあい。おお、あの南米にある国……」


    「なんでばらつき具合がわからなくてパラグアイがわかるんだよ、実はわかってんだろ」


    「たとえば十人中九人が三十点の中で一人だけ百点を取るのと、十人中九人が八十点の中で一人だけ百点を取るのとでは、そのすごさが違うっていうのは感覚的にわかるでしょ？」


    「おお、そりゃ前者の百点のほうがすごいのう。なるほど、全体の点数のばらつき具合が違うから、同じ百点でもすごさが違うわけじゃな」


    「うん。同じ百点でも、前者のほうが偏差値が高くなるの。偏差値っていうのは単純な点数じゃなくて、全体の中でどれくらいの位置にいるのかっていうのを、五十を真ん中にそこからどれだけ離れてるのかで表すものなのよ」


    「ふむ。ではキュートな王女たる妾わらわは偏差値十万くらいかのう」


    「あのなプリシラ、王女なことは偏差値に関係ないし、偏差値は高くても七十ちょいだぞ」


    「え？　私、偏差値が百三十だったときありますよ？」


    　俺の隣で、興味深そうに偏差値についての話を聞いていた坂さか上がみが言った。


    「百三十って……坂上ともあろう者が、そんなプリシラみたいな見み栄えの張り方をしなくても」


    「全体の人数にもよるけど、一人だけ百点で他の全員が零点とか一桁の点数だったなら、偏差値が百を超えることもあるし、逆にマイナスの偏差値が出ることもあるにはあるのよ」


    「そ、そうなんだ。マイナス偏差値って考えただけでもおそろしいな……」


    「でも、そんな極端な偏差値が出る場合は試験問題自体が相当な悪問で、基本的には二十から八十の間にほとんどの人が収まるようになってるの。まあ、確かに偏差値のことを考えるとうんざりする時もあるけれど、ちゃんと向き合えば私たちのためになるものなのよ」


    「ケッ、偏差値の高い優等生は言うことが違うのう！　そんなヤツに妾たちのような落ちこぼれの気持ちはわかってもらえないんじゃ！　妾たちは腐ったみかんではないんじゃ！」


    「おいプリシラ、いきなりなんだその口調は」


    「偏差値に物申すのはこういうキャラがいいと思っての。偏差値で妾の価値は測れぬ！　方程式や年号の暗記がなんの役に立つんじゃ！　小説や新聞なんか読んでも意味がないんじゃ！」


    「なんで偏差値を知らないのにそういうところには詳しいんだ……。あと余計なことは言うな」


    「で、偏差値ってぶっちゃけなんの役に立つんじゃ？　単純に点数を比べるのではいかんのかや」


    「えっとね、日本の教育現場に偏差値が導入されるまでは、大抵の学校では生徒が志望校に受かりそうかどうかを校内テストの得点順位で判断してたんだって。たとえば学年で十位までなら地域でトップの学校に受かる、三十位までなら二番手の学校に受かる──なんてふうに」


    「なるほどのう、まあ妥当なやりかたではないのかや」


    「でもね、生徒の学力は毎年微妙に違ってくる。ある年に学年で十番の生徒が、別の年に二十番だった生徒よりも学力があるとは限らないでしょ」


    「ふむ。みかんも年によって甘い酸っぱいがあるからのう、人間も学力のばらつきはあろう」


    「そこで、ある中学校の先生が偏差値によって生徒の成績を比べ始めたの。もちろん偏差値も完璧ではないけど、単純な点数やその順位より正確に学力を測れる物差しなの。実力以上の学校を受験して落ちてしまったり、逆に、もっと上位の学校を狙ねらえていたのに志望校のランクを下げてしまったり──そんな受験戦争における悲劇を最小限に食い止めようとする、生徒を思う先生の気持ちが日本の学校教育に偏差値をもたらしたの。だから無む闇やみに偏差値を嫌うのはよくないわ。偏差値はあくまで学力の目安でしかない。大事なのはそれをどう使うかよ」


    　綾あやちゃんが優しく諭さとすように言うと、プリシラはオーバーアクションで泣き真ま似ねをはじめた。


    「……ううっ、先生、妾わらわが間違っておったぞよ！　偏差値は役に立つんじゃ！　小説も新聞もためになるんじゃ！　みかんは腐る直前がうまいんじゃ！」


    「……ううっ、私も間違っていました！　低い偏差値の人間がいるからこそ、高い偏差値の人間もいるんですね！　偏差値七十以下の人間だって生きてていいんです！」


    「坂さか上がみ……悪気はないんだろうけど、けっこう酷ひどいこと言ってるぞ……」


    「さあ、夕陽に向かってダッシュして、みんなで偏差値先生を胴上げしようぞ！」


    「誰だよ、偏差値先生。ま、どっちみち試験はあるんだから、学力の目安として、偏差値もないよりはあったほうがいいのかな。プリシラも今後は偏差値を参考にしたらどうだ」


    　俺がそう言うと、プリシラはにやりと笑みを浮かべた。


    「ふふ、忘れたのかや。偏差値というものはばらつき具合によって左右されるもの。妾はただひとりの王女じゃから試験などなく、ゆえに偏差値など気にする必要はないぞよ！」


    「くそっ、ずるいぞ！　偏差値先生と俺たちに謝れ！」


    「でも、ひとりならずっと偏差値五十じゃないですか？」


    「そ、それはそれで微妙な気分じゃのう……」
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    「ほーん。そりゃまさに『ドラゴンに炎』じゃな」


    「え？　ドラゴンが……なんだって？」


    　修学旅行の最中、異世界の王女プリシラと雑談を交わしていると、プリシラがよく意味のわからないことを言いだした。


    「ぬ、そちらの世界では言わぬのか？　炎に強いドラゴンに炎の魔法を放っても無駄、転じてやっても効果のないことをあらわすことわざなんじゃが」


    「ああ、ことわざなのか。確かにことわざの言い回しって、文化が違うとわかんないよな。でもその一方で、日本と同じようなことわざが海外にもあったりするし。プリシラが今言ったような意味のことわざとして日本には『のれんに腕押し』『ぬかに釘くぎ』ってのがあるんだ」


    「ほう、妾わらわにとっては『のれん』だの『ぬか』だのがよくわからぬ。同じ意味でも言い回しが違うというのはおもしろいのう。んでは今回は日本の『ことわざ』について妾に教えよ！」


    　というわけで、今回プリシラに教えることになったのは日本の「ことわざ」だった。


    「代表的なことわざっていうと、そうだな──」


    　俺が口を開きかけると、プリシラがそれを制した。


    「沢さわ木きよ、ちょっと待つんじゃ。ことわざっちゅーのは、言葉をひとひねりしてものごとを表すところに妙味があるわけじゃろ？」


    「ああ、まあそうだな」


    「じゃからまず先に、意味は省はぶいて日本のことわざだけだけを聞かせてみよ。んで、そこから妾がその意味を当ててみようぞ」


    「なるほどな、クイズ形式にするわけか。確かにそれはおもしろそうだ。じゃあ基本的なところから。『猿も木から落ちる』」


    　俺が言うと、プリシラは腕組みをしながら考え始めた。


    「ふむ。猿というのは木登りが得意な動物じゃよな。それが木から落ちるということは……わかったぞよ！　猿が木から落ちるところを目撃した物理学者が万有引力についてのヒントを得たということであろう！」


    「猿は木登りが得意って要素はどこへ行ったんだよ。そしてどんな場面で使うんだよ」


    「これはじゃな、何が大発見のきっかけになるかわからぬ、ということを表したことわざなんじゃな」


    「お、正解じゃないけど意外とそれっぽいな。じゃあ『河かつ童ぱの川流れ』。あ、河童っていうのは日本の妖怪で──この異世界風に言うと、水辺に住む泳ぎが得意な魔物ってとこかな」


    「かっぱのことならいつだか聞いたぞよ。なので答えも簡単じゃ。きゅうりを巻いたお寿司を川に流すおろかなふるまい、という意味のことわざであろう」


    「……そのことわざはどんなシチュエーションで使うんだよ」


    「そりゃ川に次々とかっぱ巻きを流そうとしているおろか者を見つけたときに『食べ物を使った環境破壊はやめよ！　それじゃ河かつ童ぱの川流れではないか！』と注意するんじゃ」


    「確かにそりゃ相当なおろか者だが、ことわざが使えるシチュエーションが限定的すぎるだろ。ていうかその謎なぞの行動が妖怪より怖いよ。とりあえず答えは保留して次いくぞ。『弘こう法ぼうにも筆の誤り』──弘法ってのは弘こう法ぼう大だい師し空くう海かいっていう昔のとても偉いお坊さんのことで、書家としても有名なんだ」


    「ふむ。こーぼー、こーぼー……。わかったぞよ！　毎回超おもしろい『コボちゃん』も、ごく稀まれによくわからぬオチの回があるということじゃな！」


    「重要な部分が完全に間違ってるのに、回答としてはだいたい合ってるような……いや、合ってない！　『コボちゃん』は毎回全部おもしろいからな！」


    「なぜ空に向かって『コボちゃん』を讃たたえとるんじゃ？」


    「余計なことは気にするな。じゃあ答え合わせをするぞ。実は俺が言った三つのことわざは全部同じ意味で、どんな名人でもときには失敗をすることがある、という意味のことわざなんだ」


    「最後のやつは合っておるではないか！　四コマ漫画の天才・植うえ田だまさし先生でもごく稀に──」


    「合ってない、『コボちゃん』は全部おもしろい！　確かにわかりにくいオチの時もあるが、よく考えてその意味に気づいたときは、より一層おもしろいんだ！」


    「わかったから虚こ空くうに向かって叫ぶのはやめよ。ところで、こーぼーはどんな筆の誤りをおかしたんじゃ？　最さい澄ちようをディスってＳＮＳが炎上したのかや？」


    「確かにＳＮＳの炎上も大抵は筆の誤りだろうけど、弘法大師の時代にＳＮＳはないし、空海知らない奴が最澄知ってんじゃねえよ。そもそもことわざなんだから、特定の誤りってわけじゃ……」


    　と、そこで、横合いから優等生の坂さか上がみ雪ゆき乃のが助け船を出してくれた。


    「あの、『今こん昔じやく物もの語がたり集しゆう』に収められている話の中に、嵯さ峨が天皇の勅命によって弘法大師が応天門の額を書いたとき、『応』の点を一つ書き忘れてしまったというものがあるんです」


    「おっ、さすがの豆知識。妾わらわの世界のことわざで言うところの『賢者はものしり』じゃな！」


    「そのことわざ作ったやつ、たぶんあんまり頭よくねーな」


    「実はこの逸話には続きがあってですね、この時、弘法大師は額に向かって筆を投げつけ、点を打って直したそうなんです。このことから『弘法にも筆の誤り』は、優れた人は間違いを犯したとしても、その直し方も常人とはかけ離れてすごい、という意味をも含んでいるという説もあるんです」


    「ほほう。じゃが、ことわざっちゅーのはものごとをズバッと気の利いた言い回しで斬るところに良さがあるわけじゃろ。意味が複数あるっちゅーのはむしろ使いにくそうじゃの」


    「そういや『犬も歩けば棒に当たる』も、ヘタに行動すると災難に遭うってのと、行動すれば思わぬいいことがある、って二つの解釈があるらしいな」


    「そりゃもう真逆ではないか。まあ『猿も木から落ちる』も、猿にとっては災難じゃが、物理学者目線では万有引力を発見できて超ラッキーじゃしの」


    「その解釈はお前が考えたやつだろ」


    「王女たるもの、解釈に留まらず、後世に残ることわざを考えてみたいもんじゃのう」


    「弘こう法ぼう大だい師しの例もそうですけど、貴人や賢者の言行がことわざになった例も多々ありますしね」


    　坂さか上がみがそう言うと、プリシラはことわざ作りに乗り気になったらしい。しばらく腕組みをして何やら考えていたが、やがて、こほんと咳せき払ばらいをすると、自分の考えたことわざを並べ立てていった。


    「そうじゃのう……。花よりプリシラ。妾わらわの顔も三度。笑う門かどには王女が来たる。王女に金棒。米がなければお寿司を食べればいいのに。……うーむ、どれももう一押しって感じじゃの」


    「最後のやつはことわざなのか？　無理に工夫しようとせず、もっと素直にやったらどうだ」


    　俺の言葉を聞いているのかいないのか、プリシラはしばらくブツブツと小声でことわざの案を呟つぶやいていたが、やがて何かを思いついたように顔を上げ、自信に満ちた表情で言った。


    「──かわいい王女には、修学旅行をさせよ！」
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    「なるほど……！　これは確かに人間を堕落させかねぬ、おそるべき発明じゃ……」


    　興奮と戸惑い、二つの感情を含んだ声が室内に響く。


    「じゃが、妾わらわは王女として毅き然ぜんたる態度でこんな誘惑など……床に寝っ転がるなどというはしたない真ま似ねは……ああ、ダメじゃ……吸い込まれる……この魅力に、この魔力に抗あらがえぬ……」


    　異世界の王女プリシラはそう呟つぶやきながら、体を布ふ団とんへと潜り込ませていく。


    「これがこたつ……！　日本人が生み出したおそるべき装置の力なのかや……！」


    　そう、今プリシラが驚嘆しつつその身を潜り込ませているのは、冬の日本の風物詩、こたつだった。ちょっと最近冷え込んできたので、こたつをこの異世界で再現してみたのだ。ちなみに熱源は電気ではなく、魔法の力を使っている。


    「ああ、これはいかん、これはすばらしい。これはまじでやばい。こたつが妾のこころを優しく溶かして、夢の世界へと誘ってゆくぞよ……。もう今回は、何か日本のことについて教わるとかそういうことはよいではないか。こたつにもぐってしみじみしようぞ……」


    　プリシラは、こたつの上に置かれたみかんを剥むきながらそんなことを言う。


    「まあプリシラがいいならそれでいいけどさ、日本の冬の良さはこたつだけじゃないんだぜ」


    　そう言いながら、俺もプリシラの向かい側へと座って、こたつへ足を潜り込ませた。


    「むむ、確かにそれは気になるのう……。んでは沢さわ木きよ、今回は『日本の冬』について聞こうかの」


    　こたつの中で俺の足を蹴けりつつ、みかんの房を口に放り込んで、プリシラは言った。


    「冬といや、なんと言っても正月を挟んで年度が切り替わるのが一番の行事かな。それにクリスマスや節分も冬だ。それから学校でも期末テストに冬休み、マラソン大会もなぜか冬にやる学校が多いんだよな。それから雪や氷を使った、冬ならではのスポーツなんてのもいろいろと──」


    「ほうほう……ふむふむ……むにゃむにゃ……」


    「おいプリシラ、聞いてるのか」


    　とろんとした表情を浮かべているプリシラの足を、俺はこたつの中で軽く蹴った。


    「お、おう！　聞いておるぞよ。そうじゃな、偏差値というものも向き合い方次第じゃな」


    「それはこないだの話だろ、今は『日本の冬』についてだ」


    「わかっておるわかっておる。ええと……これぞ寿司の既成概念を打ち破るプリシラ寿司！」


    「だからいつの話だよ！　寿司の話はもうだいぶ前だろ！」


    「ううむ、妾は話を聞こうとしておるのじゃが、こたつめが妾の意識を夢の世界へと……」


    　プリシラは眠そうな表情でこたつの天板に体を投げ出す。と、その時だった。


    「あ、こたつだ～。いいですね～」


    　のんびりとした声で言いながら、クラスメートの川かわ中なか島じま真ま弓ゆみがこたつへと入って来た。


    「おお、川中島よ。なんぞこたつの誘惑を撥はね除けるような、日本の冬の話でもしてくれぬか」


    「それは無理です～、人類はこたつには勝てません！　だから、逆にこたつをもっと楽しむ方法をお教えします。それが日本の冬を楽しむことにもつながるはずです～」


    　川かわ中なか島じまはこたつの上のみかんを手に取りながら、のんびりとした口調で言う。


    「やはり人はこたつに勝てぬか……。勝てぬならば味方にするよりないのう」


    「そのとおりです。こたつはひとりだけで楽しむものにあらず、家族や友達、大勢で共有できるものです。こたつに入って窓の外の雪景色を楽しみながら、みんなでテレビを観たり、トランプなどで遊んだり、みんなであたたかいものを食べたり──特にお鍋なんか最高ですね～」


    「ふむ、確かに寒い冬にあったかい煮物はうまいが、鍋で煮る料理なら妾わらわの世界にもあるぞよ」


    「日本で言う鍋料理ってのは、食べる人の眼の前で、大きな鍋で食材を煮ながら、そこに直接箸はしをつけて食べるところに特徴があるんだ。鍋をつつく、なんて言い方をするんだよ」


    「ほほう。そりゃおもしろいのう」


    「具材も味つけもバリエーションが様々にあるんですよ～。寄せ鍋、水炊き、もつ鍋、蟹かに鍋、石いし狩かり鍋、ちゃんこ鍋、カレー鍋に豆乳鍋に闇やみ鍋に～」


    「闇鍋？　何やら邪悪な響きじゃの。察するに闇属性の食材ばかりで作る鍋とみたぞよ」


    「俺らの世界の食材に属性とかないよ。なんだよ闇属性の食材って」


    「密漁した魚介類とか、私有地で無断で摘つんだ山菜とか、脱税した金で買った肉とかじゃの」


    「確かに闇だが、闇属性ってそういうことなのか……？」


    「闇鍋っていうのはですね～。各自材料を持ち寄って、真っ暗な部屋で何を入れたか内緒のまま鍋を作るんですよ～。箸をつけたものは絶対に食べるのがルールなんです～。変わった食材を持ち寄る人がいると大変なことになっちゃうんですよ～」


    「ほほう、はがねのつるぎとかを入れるお調子者がいたら大変じゃのう」


    「武器を入れるな。そいつの心が闇だよ。変な食材でもせいぜいあんことかだ」


    「じゃが、鍋のダシにつるぎから鉄分が染み出て意外と体によいかも」


    「そういう問題じゃねーよ。まあ闇鍋はともかく、川中島の言うとおり、寒い冬にみんなでひとつの鍋を囲むっていうのは日本の冬の風物詩だな。特にこたつを囲んでなんてのは一層いい」


    「では今日の夕飯は日本式に、こたつに入って鍋を囲もうぞ。闇じゃないやつを。今日の気分としては、蟹かに属性か鶏とり属性がいいのう。もつ属性は好みが分かれそうじゃな」


    「普通に蟹鍋か鶏の水炊きって言え。そういや、プリシラは鍋奉行になりそうな感じだよな」


    「ほう、鍋奉行。なにそれつよい？　年収どれくらいじゃ？」


    「食材を入れるタイミングや煮る具合、鍋の調理を仕切る人のことをそう言うんですよ～」


    「ふむ。じゃが妾は奉行などではないのう。妾は差し詰め鍋王女。王女は奉行をも含めた民たみを優しく見守る者。鍋という世界のゆくすえを見守る者じゃ」


    「何をする役割なのかいまいちよくわからんが」


    「鍋王女はこたつでぬくぬくひと眠りしながら夢の中で鍋の完成を祈っておるゆえ、おいしい鍋ができたら起こすがよいぞ。そしてお腹なか一杯になったら、鍋王女は再び世界を見守る役目に」


    　プリシラはそう言うと、こたつに深く潜り込んで、ごろりと横になった。


    「沢さわ木きよ、おぬしは鍋王女が鍋聖戦士に任命するゆえ、はやく鶏とりの水炊きを作るんじゃ」


    「私も鍋王女がいいです～」


    　川かわ中なか島じまもそう言うと、プリシラと同じようにこたつに深く潜り込んでいく。


    「ん……？　ちょっと待て、鍋王女って要は準備も片づけもせず鍋を食うだけってことだろ！」


    「ああ……。こたつに鍋に……日本の冬は最高じゃのう……。むにゃ……」
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    「沢さわ木きよ、見てみよ！　どうじゃ？　どうじゃ？　似合うであろ！」


    　プリシラは、はしゃぎながらその場でくるりと回ってみせた。


    「お前、その格好──」


    　そのプリシラの格好に、俺は思わず眼を見開いて言葉を失った。


    「妾わらわも一度『和服』なるものを着てみたくてのう！」


    　プリシラは胸を張りながら、腰に巻かれた帯に手を当てた。そう、いまプリシラが着ているのはまさに和服と呼ぶべき衣服──いわゆる振ふり袖そでというやつだ。


    「以前『学校制服』については聞いたが、日本の伝統的な服装というものも知りたくての。じゃが衣服は実物を見ぬとよくわからぬゆえ、前々から仕立屋に頼んで作らせておったんじゃ」


    「生地も仕立ても本物と同じってわけにはいかないけど、けっこー雰ふん囲い気き出てるっしょ」


    　着物姿のプリシラを見て満足そうに言うのは、クラスメートの仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あ。仲村渠はファッションに詳しいので、おそらく彼女が仕立てに協力したのだろう。確かに、プリシラの振袖姿はなかなかサマになっていた。


    「この和服というもの、実にアヴァンギャルドにしてまじでクール！　妾は気に入ったぞよ。おぬしらにすれば日常的なものじゃろうが、妾にとっては実に新鮮じゃ」


    「あ、いや、プリシラ。俺たちも日常的に和服を着てるわけじゃないんだよ」


    「ぬ？　和服は日本の伝統的な衣装なんじゃろ」


    　プリシラは不思議そうに首を傾かしげた。


    「実は今の日本じゃほとんどの人が洋服っていう──簡単に言うと外国から入って来たスタイルの衣服が一般的になってて、普段着として和服を着る人はすごく少ないんだ」


    「年配の人に少しいるくらいだよね。若い世代でも、夏祭りとか花火大会とかなら浴衣ゆかたや甚じん平べいを着る人はいるけど。あたしなんかはそういう時に浴衣が着られることが楽しみだったり」


    「男でも、成人式とか結婚式とか、そういう晴れの舞台では紋付き袴はかまの人もけっこういるな」


    「おお、成人式では特攻服という和服を着る若者もいるとか」


    「……確かに日本でしか見られない服装かもしれないけど、特攻服は和服じゃないし、そういう若者はごく一部だ」


    「そうなのかや？　ともあれ、和服というものは、特別なイベントごとのときだけに着る服装となっておるわけかや。なんだかもったいないのう。なぜに和服は廃すたれてしまったんじゃ？」


    「百四十年くらい前の文明開化のとき以来、衣服に限らず、食生活から建築様式から、どんどん西洋化が進んでいっちゃったんだよな。文化って全部つながってるもんだからさ」


    「女性の社会進出ってのも関係あるかも。女性の和服って、動き回るのに向いたつくりのものって少ないんだ。沢木はわかると思うけど、明治時代や大正時代の女学生の制服って袴のイメージあるっしょ。あれも女学生が動きやすいようにってんで、基本的には男性の服装だった袴が採用されたんだって。袴は和服だけど、従来の女性の和服よりは動きやすいかんね」


    「む、確かに言われてみれば、こりゃ足まわりがいささか窮きゆう屈くつではあるのう」


    　プリシラはやりにくそうに、その場で足踏みをしてみせた。


    「これでは打点の高いドロップキックがやりにくいぞよ」


    「洋服でもドロップキックをしなきゃならない状況が少ないだろ」


    「あとは鶏が先か卵が先かって話になっちゃうけど、着る人が少なくなったから値段も上がったり、売ってる店が少なくなったり、着付けの知識を持ってる人が少なくなっちゃったり──でも一番の理由は、みんなが洋服着てる中で和服を着ることへの心理的ハードルの高さかもね」


    「ふーむ。いろいろ理由はあるんじゃろうし、文化風俗の移り変わりは世の常とはいえ、古くからの伝統が廃すたれてゆくというのはなんとなくもの悲しいものがあるのう」


    　プリシラは神妙な顔で腕組みをする。


    「でも、今でも和服が完全になくなっちゃったわけじゃないからね。たとえば職業によっては和服のイメージのほうが強いものがあるの。なんと言っても落語家さんは和服だよね。あとは将しよう棋ぎや囲い碁ごの棋士もけっこう和服のイメージがあるかな。どっちも日本の伝統的な職業だから」


    「神主さんや巫み女こさん、お坊さんや尼あまさんなんかも、広い意味では和服姿でおこなう仕事だよな」


    「ほほう、やはり昔ながらの伝統を受け継つぐ人間は和服なんじゃな」


    「伝統といや、柔道着とか弓道着とか、ああいう伝統武道のユニフォームも和服っちゃ和服だ」


    「そういえば、茶道や華道をやってる子も和服着るって言ってたなー。お琴やかるたなんかも、普段の練習はジャージでも、発表会や試合の時とかは和服着るんだって」


    「ほうほう。んでは、まだまだいろんなところで和服は着られておるんじゃな。和服愛好家の妾わらわとしては安心したぞよ」


    「今日初めて着たくせに愛好家を名乗るなんて図々しい奴だな。まあでも、日本の伝統文化を異世界人が気に入ってくれるのはやっぱり嬉しいもんだな」


    　俺がそう言うと、和服姿のプリシラは胸を張った。


    「妾はクールジャパンを愛する王女じゃぞ」


    　よく見るそのポーズも、和服姿というだけで随ずい分ぶんと新鮮だ。


    「そうじゃ、沢さわ木きよ、仕立屋に頼んでおぬしのぶんの和服もしつらえてやるゆえ、それを着てみせよ。男の和服も実際に見てみたいぞよ」


    「へえ、そりゃ嬉しいな。実は俺、和服って七五三の時の衣装か、温泉旅館に泊まったときの浴衣ゆかたくらいしか着たことがなくってさ。まさか異世界で和服を着られるとは思わなかったよ」


    「妾の気前の良さに感謝するがよい。せっかく男の和服を作るんじゃから、できるだけ男らしいやつがいいのう」


    「あ、ちょっと待て、いくら男らしいって言っても時代劇の侍が着てる裃かみしもみたいなやつはちょっと勘弁してくれよ。ちゃんと現代日本でも着られてるような和服がいい。あ、特攻服もダメだぞ！　何度も言うけどあれは和服じゃないからな！」


    「ちぇ、実物を見てみたかったのにのう。ではどんな和服がいいかの……」


    　プリシラは残念そうに唇を尖とがらせる。危ないところだった。


    「んじゃ、あたしが決めたげる。そうね、現代にも受け継つがれてる男らしい和服って言ったらやっぱりあれよね。デザインもシンプルながら洗練されてて異世界でもウケそう」


    　仲村渠なかんだかりはニヤニヤしながら、なにやらプリシラに耳打ちをする。


    「よし、それじゃ！　日本の伝統を受け継ぐ屈強な男たちが着用しているという、まわしとか言うスタイルの和服を早急に作らせようぞ！　沢さわ木きはそれを着て修学旅行を続けるがよい！」


    「待て！　それは男らしすぎだ！」
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    　外では雪が降り積もる中、異世界の王女プリシラは、暖かな室内でこたつに足を突つっ込んでいた。こたつの暖かさに僅わずかに頬ほおを上気させながら、プリシラは手にした一枚の手紙を読み上げる。


    「今回おたよりをくれたのは中学二年生、ＰＮペンネーム『としょかんのねこ』さん。世界を越えてまじサンキュー！　どういう仕組みかは知らぬが、電子メールって世界を越えて届くもんなんじゃのう。そして送ってくれたテーマは『ウィンタースポーツ』じゃ！」


    　というわけで、プリシラが今回学ぶことにしたのは「ウィンタースポーツ」だった。おたよりが届く仕組みについてはもうスルーすることにした。


    「と、おたよりが来たから言ってみたものの、ウィンタースポーツのう。寒い冬にわざわざ体を動かさずともよいのではないかや。こたつで丸くなるのが冬の正しい過ごし方なんじゃぞ」


    　プリシラは手紙を置くと、こたつに両手を突っ込んで、天板に体をあずけた。


    「お前、こたつのこと知ったのつい最近だろ。それに、冬には冬なりの楽しいスポーツがあるんだよ」


    「こたつエンジョイ自由形？　なら妾わらわぜったい優勝できると思う。妾ほどこたつを愛している者はおらぬ」


    「一回こたつから離れろ、話題的にも物理的にも」


    　俺にそう言われ、プリシラはゆっくりと、こたつの天板から体を起こす。


    「ま、妾は聡明で記憶力抜群な王女じゃから、実はオリンピックの回にチラッと聞いたことを覚えておるんじゃよな。冬季オリンピックではスキー、スケート、しゃぶしゃぶ、カーリング、石いし狩かり鍋、水炊き、リュージュなどといった競技が行われるんじゃよな。わざわざ寒い冬にやるくらいじゃから、こたつにも負けぬくらい、さぞ魅力的なものなんじゃろう」


    「半分くらい鍋の情報と混ざってるが、だいたい合ってる」


    「では沢さわ木きよ、たとえばスキーってのはどんな鍋、もといスポーツなんじゃ？」


    「スキーってのはな、細長い板を左右の足の裏に固定して、ストックっていう杖を左右の手に持って、雪の積もった斜面を滑るんだ。そうすると凄すごいスピードで雪の上を滑っていけるだろ」


    「ほう、雪の上を猛スピードで。手の込んだ処刑じゃのう」


    「処刑じゃねーよ！　スポーツだ！　猛スピードで雪の上を滑るのが気持ちいいんだよ。で、競技になると、滑る速さを競ったり、ジャンプして飛距離を競ったりもするんだ」


    「ふうむ……。んじゃスケートというのは？」


    「底に刃がついた靴くつを履いて氷の上を滑るんだ。それだけでも楽しいんだけど、競技としては、その滑る速さとか、滑り方の美しさを競うんだ」


    「底に刃のついた靴……戦いにくそうな武器じゃのう。手にはめたほうがよくないかの？」


    「だから戦うための武器じゃないっての。確かに子供がふざけてよく手にはめるけど」


    「スケートというのもいまひとつイメージできぬのう。薄切りにした牛肉を熱湯にくぐらせてポン酢かごまだれでいただくのは鮮明にイメージできるんじゃが」


    「しゃぶしゃぶの話はしてねーよ、つーか鍋についての理解は早い奴だな」


    「んではカーリングというのは？」


    「氷の上に円が描いてあってだな、そこに石を滑らせていって陣地の取り合いをするんだ。で、その石が滑りやすくなるよう、石の軌道にある氷をブラシで擦こすっていくんだよ」


    　俺はそう説明するが、プリシラは釈然としないといった表情で首を捻ひねった。


    「うーむ。おぬしらの世界で広くおこなわれているというからには、どれもおもしろいものなんじゃろうが……この眼で見ぬと今ひとつおもしろさが想像できぬのう。ちょっと試しにやってみせよ」


    「そんなこと言われても、説明したように、スキーだと板とストックがいるし、スケートだと刃のついた靴くつがいるし、そういう専用の道具がないとな……」


    「おぬしの両足の靴の裏に、剣の刃を立ててくくりつければよいのでは？　剣ならあるぞよ、両刃じゃがの」


    「靴の裏に両刃の剣をくっつけて立ったら、滑る前に足が真っ二つになっちゃうだろうが」


    「おお、シンプルな処刑じゃのう」


    「だからウィンタースポーツを処刑の方向に持っていこうとするのはやめろ」


    　しかし確かに、スキー板もスケート靴も見たことがないプリシラに、ウィンタースポーツの楽しさを説明するのは難しそうだった。


    「カーリングだってストーンやブラシが必要だし……改めて考えてみると、異世界でウィンタースポーツをやろうとすると、道具を揃そろえるところがまず大変だな……」


    　俺がどうプリシラにウィンタースポーツの楽しさを伝えようかと考えあぐねていると、クラス委員長の陣じん内ない綾あやがやってきて、俺とプリシラの間に座った。


    「おお、委員長よ、沢さわ木きが処刑もウィンタースポーツの実演も嫌だとワガママを言うんじゃ」


    「ウィンタースポーツかあ。わかりにくいなら、プリシラもいっしょにやってみたら？　スポーツの楽しさなんて聞いてもわかんないわ、実際にやるのが一番でしょ」


    　綾ちゃんはプリシラに顔を向けて言う。


    「いや、そりゃ自分でやるのが一番だろうけど、でも道具がないとウィンタースポーツは難しいんじゃないか？　確かに外に雪や氷はあるけど、スキー板もスケート靴もないし」


    「そう？　雪さえあればできるスポーツがあるじゃない」


    　綾ちゃんはプリシラの耳元に顔を寄せると、何やら囁ささやいた。すると、プリシラはぱっと顔を輝かせ、あれほど気に入っていたこたつからさっと足を抜くと、外へと駆けていった。


    「綾ちゃん、プリシラに何を？」


    「日本を代表するウィンタースポーツを教えてあげたの」


    「それって──あぶっ！」


    　聞き返そうとした俺の顔面に、何かがぶつかって弾はじけた。一瞬の衝撃のあと、痛み──ではなく、冷たさが顔に広がっていく。戸惑いながら眼を開けた視線の先に、プリシラが満面の笑みで仁に王おう立ちをしていた。


    「ふふふ、王女手ずからの処刑、もといウィンタースポーツの王様、雪合戦の開幕じゃ！」


    「この野郎！」


    　俺はプリシラが投げつけてきた雪玉の欠片かけらを集めて固めると、プリシラ向かって投げ返した。


    「ぬわっ！」


    　プリシラの顔の中央に炸さく裂れつした雪玉は白い花火のように弾けて、その金髪を鮮やかに彩る。


    「な、王女に向かって何すんじゃあ！　雪合戦で王女に反撃してはいかん！」


    「そんな都合のいい合戦があるか！　だいたいお前の奇襲がルール違反だ！」


    「二人とも、雪合戦は外でやる、ってルールは守ってね」


    　そんな綾あやちゃんの言葉を尻目に、俺とプリシラは雪玉を補充しに、一面の雪原へと駆けていった。
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    「ときに沢さわ木きよ、おぬしらの世界では『クリスマス』なる祭りがあるそうじゃの」


    　異世界の王女プリシラは、脈絡なくそんなことを言い出した。


    「ああ、クリスマスについて知りたいのか？」


    「んにゃ。妾わらわはクリスマスについては既におおよそのことを聞き及およんでおる。日本でもクリスマスなる祭りは盛んに祝われておるそうじゃが、本来はキリスト教なる宗教の祭りじゃろ。じゃが現代日本では神聖な宗教性は薄れ、商業主義に染まったものになっておるそうな」


    「ひねくれた子供みたいなことを……」


    「じゃが『祭り』の回でも言うたように、祭りというものが人と人との絆きずなを強めるためのものであることも確かじゃ。おぬしらがどうしてもと言うなら──優しく聡明なプリシラ王女様、どうかその慈悲のこころをもって、ぼくたちと一緒にクリスマスパーティをやってください──と頼むのであれば、一緒に御馳ち走そうを食べて楽しく騒いでやらぬこともない」


    　プリシラはキリリとした表情で胸を張って言った。


    「……ったく、そういうことか。クリスマスパーティがしたいなら素直にそう言えよ」


    「妾がやりたいわけではないぞよ！　あくまでもおぬしらの世界の風習を重んじて──」


    「わかったわかった。ぜひクリスマスパーティをやらせてください、王女様」


    「んむ、よきにはからえ。で、クリスマスといえばあれじゃよな。サンタクロース」


    「へえ、サンタのことも知ってるのか」


    「うむ。よそ様の世界の文化じゃから妾がどうこういうことではないが、あのサンタというやつは、妾の世界の価値観ではずいぶん妙な存在じゃのう」


    「妙？　確かに煙突から入って来るとかよくわからないとこもあるけど」


    「サンタクロース──それはトナカイの引くソリに乗って、赤い帽子をかぶり、プレゼントの入った大きな袋を背負い、白いヒゲをたくわえ、蓑みのをまとって鬼の面をつけ、包丁を片手に民家を訪ね、『お菓子をくれなきゃ豆をぶつけるぞ！』と住民を脅すおそるべき男じゃろ」


    「クリスマスになまはげとハロウィンと節分が混ざってるぞ」


    「包丁を持っておるのに脅迫の手段が豆をぶつけるって意味わからんのう。どう考えても攻撃力は豆のほうが低いじゃろ」


    「だからそんなわけのわからん奴はいねーよ」


    「じゃがお菓子強盗という非道なことをしておきながら、子供が寝静まったあと枕元にプレゼントをそっと置いてくれるツンデレ具合がサンタの人気の秘密かもの」


    「もともとのサンタにツンデレ要素はないが、そこは合ってる。確かに子供の頃はサンタが来てプレゼントをくれるかどうかワクワクドキドキしながら布ふ団とんに入ったよ」


    「まあプレゼントボックスの中身はぎっしり詰まった豆なんじゃがな」


    「そいつは何がしたいんだよ！　子供はガッカリだよ！」


    「豆はうまいではないか。おやつに最適」


    「確かにそうかもしれんが、大抵の子供はプレゼントにはおもちゃを期待してるんだよ」


    「豆以外に欲しいプレゼントがあるなら、前もって短冊に書いてクリスマスツリーに吊つるしておかぬといかんぞよ」


    「七たな夕ばたまで混ぜるな。……まあ、全国の小さな子供を持ったご家庭では、子供が欲しがってるクリスマスプレゼントをそれとなく聞き出すのが大変だとも聞くけどな」


    「おお、サンタの正体は、実はそれぞれの家庭の親じゃと聞いたことがあるのう」


    「そこは触れちゃいけないとこっていうか、夢を壊しちゃいけないからあんまり……」


    「確かに、自分の両親が隣家からお菓子を強奪しているなどと子供が知ったらショックじゃな」


    「だからその設定は、お前の間違ったサンタクロース像での話だろ」


    「むう、随ずい分ぶんと、イメージしておったサンタと違うのう。んではサンタはひとまずおいといて、クリスマスパーティには何が必要なんじゃ？」


    「クリスマスパーティといっても、普通に飲み食いして騒ぐくらいで、特別なことといえばクリスマスツリーを飾るくらいかなあ。あ、御馳ち走そうはケーキとチキンを食べることが多いかな。と言っても海外ではまた違うみたいだけど」


    「そういえばクリスマスにチキンを食べるのは日本式だそうじゃの。まあ日本では手に入りにくいじゃろうからの、トナカイの肉」


    「トナカイ食わねーよ！　プレゼントを運んだ後に食べられるなんて、お前の中のクリスマスでのトナカイの立場が悲しすぎだ！　海外のクリスマスで食べるのは七面鳥だ！」


    「ふむ。んでは七面鳥とチキン、両方食べようぞ。さっそく宿の主人に料理を頼んでくるゆえ、おぬしはクラスの皆を集めてパーティの準備をはじめるがよい」


    　そう言ってプリシラは部屋を出て行こうとしたが、何かを思い出したように立ち止まると、俺のほうへと戻って来た。


    「沢さわ木きよ、これをやろう」


    　プリシラは少し照れたようにそっぽを向きつつ、俺にリボンのついた小箱を押しつけた。


    「え、なんだこれ？」


    　受け取った小箱は、ずっしりとした重さがある。


    「妾わらわからのクリスマスプレゼントじゃよ。……おぬしらには随分といろんなことを教えてもらったからのう。礼と言うほどのものではないが、メリークリスマス、じゃ」


    　少し俯うつむいたまま、プリシラは恥ずかしそうに言う。


    「プレゼント──もらっていいのか」


    「もちろんじゃ。何を贈るかは迷ったんじゃがの。そういえば『和菓子』の回に、日本人はあれが大好きだと教わったことを思い出しての、沢木にはこれがよいと決めたんじゃ」


    「和菓子の回っていうと……ひょっとして……あんこや醤しよう油ゆの原料の……」


    「うむ！　プレゼントボックスの中身はぎっしり詰まった豆じゃ！　……ガッカリかの？」


    　プリシラがその顔にわずかな不安を滲にじませたので、俺は笑顔でこう応こたえた。


    「ありがとうよ！　俺は豆が大好きだから嬉しいよ！　メリークリスマス！」


    　俺がそう言うと、プリシラは一瞬ぱっと表情を輝かせ、しかし、すぐに恥ずかしそうに、ふいと顔を逸そらした。


    「……ん、豆を喜んでもらえてよかったぞよ」


    　プリシラは、そう小さく言って、顔を上げた。


    「べ、べつにおぬしだけにプレゼントを渡すわけではないぞよ。他のみんなにも、ひとりひとりに素敵なアクセサリーや洒落しやれたドレス、絵画に彫刻、宝石のついた短剣や金貨詰め合わせなどの豪華なプレゼントを用意してあるんじゃが、喜んでもらえるかのう」


    「……プリシラの気持ちは素直に嬉しいが、なんか釈然としない……」
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    「沢さわ木きよ、日本の『年末年始』の過ごし方ってどんなじゃ？　やはり年間を通しての大きな節目として、何か特別なことがあるのではないかや？」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを言い出した。


    「確かに大おお晦日みそかから正月あたりは、一年の中でも特別って感じはあるな」


    「ではここはひとつ、日本の『年末年始』の過ごし方をシミュレートしてみようぞ。さあ、クリスマスも終わって今年も残すところあと少しとなったぞよ」


    　そんなわけで、今回は日本の「年末年始」の過ごし方をプリシラに教えることになった。


    「年末ともなると、大人は忙しくなるんだろうけど、俺たちみたいな学生は基本的に冬休みが続いてるからな。受験生だとまた話は違ってくるけど、そうでもなきゃ、ゆっくりと冬休みを漫喫してることが多いかな」


    「ふむ。じゃが、ぐーたらする中にもやはり年末ならではのことがあるのではないかや？」


    「年末年始の特別なことっていうと、やっぱりテレビ番組の編成が普段と違ってくることかな。新聞のテレビ欄にズラッと並んだスペシャル番組を見比べながら、どれを見ようか考えるのは年末年始のお楽しみのひとつだな」


    「年末のテレビ番組ならば、妾わらわは例の二組に分かれての合戦が見てみたいのう」


    「ああ、各局いろいろとスペシャル番組があるけど、やっぱり年末の番組といえばあれになるかな。プリシラもあの番組のことは知ってるんだな」


    「うむ。妾も一度、あの伝説の番組を観ながら年越しをしたいもんじゃ。笑いを我慢する組とそれを笑わせる組の二組に分かれ、絶対に笑ってはいけない試練が24時間続く笑いの大合戦……」


    「……俺の想定してたのは歌合戦のほうだけど、確かにプリシラの好みはそっちかもな」


    「そんな年末特番を観ているうちに、いよいよ今年も残すところあと少しになってきたぞよ」


    「なら年越し蕎そ麦ばと除夜の鐘だな。地域のお寺が鐘を衝く音が響いてきて、その百八つの鐘の音を聞きながら蕎麦をすするんだ。百八というのは一説には人間の煩ぼん悩のうの数と言われてて──」


    「デデーン！　沢木、アウト～」


    「なんだよいきなり！　そもそも笑ってねーだろ！」


    「今のは笑ってはいけないやつではなく、除夜の鐘ってこんな音かのう、という想像じゃよ」


    「どこの世界にデデーンって鳴る鐘があるんだよ。つーか仮にそうだとして、何で俺が名指しでアウトって言われなきゃならないんだよ」


    「そんなことを言うておるうちに年が明けたぞよ。新たな一年のはじまりじゃな！」


    「あけましておめでとうございます。──っていうのが、日本の新年の挨あい拶さつなんだ」


    「ほほう。あけましておめでとうございます、じゃな」


    「でもって、正月に直接会わない人にも年賀の挨拶はするんだ。俺たちの世代はメールやＳＮＳで済ませちゃうことも多いけど、まだまだ年賀状っていう葉書での挨拶も根強いんだ」


    「手段が何にせよ、年始に人との縁を確認し直せるというのはよい慣習じゃのう。さて、年賀の挨あい拶さつが終わったなら、いよいよ食事じゃな。やはり年始には御馳ち走そうが出るんじゃろ」


    「正月の食べ物といえば、なんと言ってもおせち料理だな。まめに働くように黒豆の煮物とか、よろこぶにかけて昆こ布ぶ巻まきとか、縁起物の食材を使った料理ばかりがお重に詰め込まれてるんだ」


    「ふむ、日本の伝統料理は興味深いが、そんな駄だ洒落じやれでは妾わらわは笑わぬ。セーフ！」


    「別に笑わせようとしてるわけじゃないっての」


    「んで、おせち料理に舌した鼓つづみを打ったら、次はどうするんじゃ？」


    「正月ならではのことといえば、あとは初はつ詣もうでくらいかな。他には親戚が集まったりくらいか」


    「ふむ。沢さわ木きよ、何か大事なことを忘れておらぬか。日本の中高生にとって最大のお楽しみを」


    「お楽しみ？　……ああ、羽根つきとか福笑いなんていう正月の遊びが──」


    「きょうびの中高生が福笑いをエンジョイするわけがなかろう！　日本の中高生にとって、正月における最大の関心事といえばお年玉がどれくらいもらえるかであろうが！」


    「……確かにそうかもしれないが、福笑いも年に一回なら意外と楽しいんだぞ」


    「で、お年玉っていったいなんなんじゃ？　妾も一度、日本の中高生が夢中になるという、お年玉なるものをもらってみたいぞよ。さぞ素晴らしいものであろうな」


    「日本の年末特番は知ってるくせに、お年玉が何かは知らないのかよ」


    「というわけで沢木よ、妾にお年玉を与える栄誉を与えるぞよ」


    　プリシラはそう言って、掌てのひらを俺に向かって差し出してきた。


    「与える栄誉を与えられたくねーよ」


    「おっと、ボールを掌に落として『ハイ落とし玉』という、センスが三十年前で止まっている親戚のおじさんの持ちネタみたいなことは許さんぞよ。それが許されるのは昭和までじゃ」


    「なんでお年玉そのものを知らずに、親戚のおじさんの持ちネタは知ってるんだよ。つーかお年玉はやらないっての。そもそもお年玉っていうのは年長者が子供にあげるもので──」


    「デデーン！　沢木、アウト～。アウトなので尻にプリンセスキックの刑」


    「ルールがさっぱりわかんねえ！」


    「絶対に王女に逆らってはいけない24時なので、妾にお年玉をくれないからアウト～」


    「ただの暴君が支配する独裁国家じゃねーか。ったく、わかったよ。じゃあ市場で餅もち米を買って、みんなで餅つきをやろう。餅つきも年末年始の恒例行事みたいなもんだし」


    「ぬ？　妾はお年玉をくれと言うておるんじゃぞ。ごまかすでない」


    「お年玉って、要は額が普段より多めのお小遣いなんだよ。俺たちにはありがたいけど、スーパーセレブのプリシラにとっては別に嬉しくないだろ？」


    「なんじゃ、お年玉とは金のことかや。確かに妾は王女じゃから、現金にはときめかぬのう」


    　お年玉の正体を知ると、プリシラはがっかりしたように手を引っ込めた。


    「だろ？　でも江戸時代のお年玉は、子供へのお祝いとして、お金じゃなくて餅や刀なんかをあげてたんだってよ。だからプリシラには餅もちをやろう。クリスマスプレゼントのお返しだ」


    「ふむ！　実は妾わらわ、噂うわさは聞けど餅なるものを食うたことがない！　デデーン！　優勝は餅組！」


    「餅組ってなんだよ、つか優勝もなんだよ。テンション上がりすぎて何言ってるかわかんないぞ」


    　何はともあれ、餅に心を掴つかまれたプリシラは上機嫌になったようだ。


    「よし、これで日本式・年末年始のシミュレーションも完璧じゃな。きっとよい年越しができるであろう。それでは皆の者、よいお餅を！　……違ったぞよ、よいお年を！」


    　プリシラは顔を上げて遠くの空を見ながら、誰かに向かってそう言った。


    　俺もプリシラに並んで異世界の空を見上げながら、その向こうの誰かに向かって思った。


    　──本年度も大変お世話になりました。よいお年をお迎えください。来年度もどうかよろしく。
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    「あけましておめでとうございます！」


    　異世界の王女プリシラは、俺の顔を見るなり、そう挨あい拶さつしてきた。


    「お、おめでとうございます。今年もよろしくお願いします」


    　思わず俺も、そう挨拶を返してしまう。


    「──というのが、日本の新年の挨拶じゃったよな」


    「ああ、そうだよ。でも、別にこの世界じゃ年が明けたわけじゃないんだろ？」


    　俺たちがもといた世界じゃ、ひょっとしたらもう年が明けているのかもしれないが、今いるこの異世界の暦こよみはまた別なはずだ。


    「こないだ年末年始をシミュレートしたおかげで、なんだか新年気分なんじゃよな」


    「そういや年が明けたら何なに年どしになるんだったっけ……。酉とり年だったかな、それとも……」


    　それは独り言のつもりだったが、プリシラはそこに食いついてきた。


    「トリ年ってなんじゃ？　からあげに関して何か一つボケたほうがいいかの？」


    「いらんいらん。俺たちの世界の干え支との話だよ」


    「ほう、『干支』って確か、こないだ教わった年賀状とかいう年始の挨拶状に記す動物なんじゃよな？　それについてもうちっと詳しく聞こうかのう」


    　そんなわけで、プリシラが今回興味を持ったのは「干支」についてだった。


    「干支ってのはそんなに難しいものじゃない。十二年周期で、十二匹の動物が一年ずつ順番にあてられていくんだ。で、その十二匹は何だと思う？」


    「どこかで聞いた覚えがあるのう。んーと、鳥じゃろ、虎じゃろ、牛じゃろ。これで三匹」


    　プリシラは動物の名をあげながら、ひとつずつ指を折って数えてゆく。


    「へえ、順番はめちゃくちゃだが、今のところ合ってるぞ」


    「あとドラゴンに、鳥に、んーと……そうじゃ、魚じゃ。これで六匹」


    「ドラゴンは辰たつでいいとして、鳥は一回言ったろ。あと十二支に魚はいない」


    「そうじゃったか？　それからライオンじゃろ、もう一匹鳥じゃろ……おっと、巨人を忘れちゃいかんの！　あと海兵隊じゃろ、ハムじゃろ、んで星。これで十二支が勢せい揃ぞろいじゃな！」


    「……道理で鳥が多いと思った。そりゃ日本プロ野球の十二球団だ。つーかそっちを言うにしても、ハムはおかしいだろ、そこだけオーナー企業の方になってる」


    「確かにそうじゃな。まず何より、偉大なる読売新聞を入れるべきじゃった。妾わらわとしたことが」


    「オーナー企業に焦点を当てろって言ってんじゃねーよ！　ハムよりファイターの方に……いや、どっちに焦点を当てたところでそれは十二支じゃないんだよ！　いいか、十二支の正解は、子ね・丑うし・寅とら・卯う・辰・巳み・午うま・未ひつじ・申さる・酉・戌いぬ・亥い。まず子ってのはネズミのことでな」


    　俺は順を追って、プリシラに十二支を説明してやった。


    「──ふむふむ、理解したぞよ。では、何のために年代わりで動物がやってくるんじゃ？」


    「え、なんでって……ラッキーカラーならぬラッキーアニマルみたいな……？　たぶん……」


    　しどろもどろな俺の説明に、プリシラは眉まゆ根ねを寄せた。


    「むむ、インチキ知識を教えられそうな予感。これは沢さわ木きなどに頼るより、うんちく先生を召還したほうがよさそうじゃな。出でよ、うんちく眼鏡めがねっ娘！　そしてうんちくを述べるがよい！」


    　というわけで、プリシラはクラス一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のを呼んできた。


    「十二支というのはもともとは古い中国の思想から来ていて、これは甲こう・乙おつ・丙へい・丁てい・戊ぼ・己き・庚こう・辛しん・壬じん・癸きの十じつ干かんというものとセットになったものなんです。十干も十二支と同じく暦こよみにあてられ、たとえば最初の年が『甲きのえ子ね』、その翌年は『乙きのと丑うし』、その翌年が『丙ひのえ寅とら』というように、十二支と十干がひとつずつ進んでいくんです」


    　呼ばれてくるなり、坂上はすらすらと十干十二支についての解説を始めた。さすが、伊達だてに眼鏡は掛けていない。


    「そしてこの十二と十の最小公倍数が六十なので、十干十二支は六十年で一周します。現代のように西暦が普及する前は、この六十年周期が時代を区切るひとつの単位だったんです」


    「む、いきなり難易度が上がったのう。妾わらわにもわかりやすいように、十二支を野球の十二球団で、十干とやらをサッカーのＪ１チームでたとえてくれぬか」


    「安心しろプリシラ、俺もギリギリついていってるくらいだ。そしてそのたとえは余計にややこしくなるからやめといたほうがいい。Ｊ１のチーム数もっと多いし」


    「確かに干え支とはまだ生まれ年でそれを意識したり、年賀状などで親しみがありますが、十干のほうは現在ではほとんど意識されることはないですね」


    　耳慣れない十干に俺が戸惑っているのを見て、坂上がそう言った。


    「でも現代の日本にも、いろいろとその痕跡が残っていたりもするんですよ。たとえば歴史の授業で習う壬じん申しんの乱や戊ぼ辰しん戦争、辛しん亥がい革命などというのは、壬申の年や戊辰の年に起こったからそう名づけられているんです」


    「妾それ習ってないから野球で説明を頼むぞよ」


    「西暦一九二四年に、のちに日本野球史に大きくかかわる運動場が開設されました。この一九二四年は十干十二支でいうところの甲こう子しの年──そう、その運動場こそ、今にその姿を残す高校野球の聖地、甲子園だったのです」


    「うぐ、しつこい小ボケのつもりじゃったのに、本当に野球で説明されてしまったぞよ……」


    「他にも、日本では六十歳を迎えることを還暦といいますが、これは十干十二支であらわされる六十年をひと周りして最初に還かえった、ということからだそうです」


    「ふーむ。既に実用の場では使われなくなったものが、それでも今なお痕跡を残しておるというのはおもしろいもんじゃの」


    「そういや逆に、プリシラの世界にもそういう干支みたいなものはないのか？」


    「うむ。実は妾の世界にもその十干十二支によく似た仕組みがあってのう。世界を構築する七つの元素と、世界を守護する十一の聖獣と、世界を取り巻く十三の自然現象とを、毎年それぞれあてていくんじゃ。ちなみに今年は光と竜と太陽の年、ということになる。でもって実は、それらを一周した者を還暦として祝い讃たたえるのも同じなんじゃよ」


    「へえ。でも俺たちの世界みたいに六十年で還暦じゃないよな。えっと、何年になるんだ？　六十年よりちょっと長くなりそう……かな？」


    「七、十一、十三はそれぞれ素数なので、最小公倍数はそれらをかけ合わせた数字ですね、つまり……」


    　俺の頭では追いつかないが、坂さか上がみは既にその数字を暗算しているらしい。


    　その答え合わせをするように、プリシラが言った。


    「うむ。妾わらわの世界の還暦は千と一年じゃから、それを迎えられるのは千年竜と呼ばれる長命のドラゴンくらいじゃの」
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    「さてさて、今回はまたおたよりが来ておるんじゃ」


    　異世界の王女プリシラは、どこからか大きな石版を引っ張り出してきて、そこに刻きざまれた文字を読み上げていった。


    「ふむふむ、ほうほう……。今回のテーマは中学三年生、ＰＮペンネーム『たねまき向日葵ひまわり』さんと、中学一年生、ＰＮ『キツキツキヤ』さんが送ってくれた『受験』じゃ！　おたよりありがとう！」


    「受験か……。俺たちはいま高校二年生だから、春が来たら、いよいよ受験生なんだよな」


    「受験っちゅーのは試験のスペシャルなやつじゃろ。どの学校に入れるのかが決まるという」


    「そうだな。大げさに言えば、その結果でそこから先の人生が大きく変わっちゃうようなことだ。どんな学校に入れるかってのも大事だけど、そこでどんな奴に出会えるかってことのほうがもっと大事だろうな。もし別の高校に入ってたら、いま一緒に修学旅行を楽しんでるクラスメートたちとも出会えてないわけだし」


    「ふむ。沢さわ木きも高校受験に合格した結果、いまがあるわけじゃな。妾わらわは王女ゆえに受験というものに縁はないが、しかしおぬしらの世界の若者にとっては己おのれの人生がかかった一大勝負じゃということはわかるぞよ。もし不合格であったしても、そこから先の人生で挽回のチャンスはいくらでもあるじゃろうが、できることなら志望校に受かるのが一番よいことじゃろうな」


    「それはもちろんそうだな」


    「そんな大勝負に挑む受験生たちは、健康状態に気を配り、あたたかくして風邪をひかないようにすべきじゃな。頭の働きも、やはり肉体の健康あってこそ充分に発揮できるというものじゃ。睡眠時間もたっぷりとって、食事も消化のよいものを中心にちゃんと栄養を摂らねばな」


    「なんだ、プリシラのくせに、ずいぶん普通のことを言うじゃないか」


    　毎回無む理り矢や理りにでも小ボケを挟んでくるプリシラが、今回はボケるそぶりさえみせない。


    「今回は普通が大事なんじゃ。沢木よ、おぬしも受験について普通のことを言うんじゃ」


    「普通？　普通ってなんだよ」


    「いいから受験について普通のことを言うがよい。普通じゃぞ、あくまでも普通のことを」


    「受験について普通のこと……。えっと、ケアレスミスが一番もったいないからな、回答欄のズレなんかには細心の注意をはらわないといけないよな。……こんなのでいいのか？」


    「うむ、普通じゃな。よしよし」


    　俺の言葉に、プリシラは満足そうに頷うなずく。


    「普通普通って、今日はなんでそんなに普通のことにこだわるんだ？　いつもはもっと妙なことを言ったり──」


    　そんな俺の言葉を遮さえぎるように、プリシラは俺の口の前に掌てのひらを突つきつけた。


    「余計なことは言うでない。あと何か普通のことはないかのう。えっと、本番当日は何が起こるかわからんのじゃから、筆記用具はちゃんと予備を用意しておいたほうがよいのう。試験会場への道のりはちゃんと下見をした上で、時間に余裕をもって家を出るんじゃ。受験の日に限って交通機関が遅れたり止まったりすることもあるからのう」


    「……プリシラ、今日は熱でもあるのか？」


    　俺がいぶかしげな視線をプリシラに向けたときだった。クラス委員長であり、俺の幼なじみでもある陣じん内ない綾あやが、俺たちのもとへやってきた。


    「二人とも、なんの話をしてたの？」


    「綾ちゃん、プリシラがおかしいんだ。今日は普通のことしか言わないんだ」


    「普通？　確かに、いつもはプリシラが何か変なことを言ったりボケたりして、浩こう介すけがそれにつっこむっていうパターンが基本よね」


    「パターンとか言うでない。委員長よ、今回は事情があっての、今回ばかりは普通のことを言わねばならんのじゃ。なんせ、今回のテーマは『受験』じゃからの」


    「受験……あっ、そっか。なるほどね。だから普通のことばっかり言ってるんだ」


    　綾ちゃんは納得したようにポンと手を打った。


    「え？　プリシラが普通のことばっか言うのと、テーマが受験なことが何か関係が？」


    　なおも困惑する俺に、プリシラはあきれたような視線を向ける。


    「やれやれ、一から十まで説明せねばいかんのかや。あっ、受験生はちゃんと問題文を最初から最後まできっちり読むんじゃぞ。選択肢の中から正しいものを選ぶのか、それとも間違っているものを選ぶのかなどは、うっかり間違いやすいからのう。それに、問題文の中にヒントが隠されていることもよくあるからの」


    「また普通のこと言ってる……。なんで『受験』がテーマだと、普通のことばっか言わなきゃならないんだよ」


    「沢さわ木きよ、みなまで言わねばわからぬのか。よいか、今回ばかりはヘタな小ボケをかましておもしろくないなどということはゆるされぬ──つまり、スベってはいかんのじゃ！　受験だけに！」


    　プリシラはキリリとした表情で、そう言い放った。


    「そ、そういうことか……。それは確かにプリシラの言う通りだ……」


    「今回以外はべつに小ボケがおもしろくなくても許されるんじゃがな」


    「それが許してもらえてるかどうかは知らんが」


    「というわけでおぬしも何か受験に向けて普通のことを言うんじゃ。ボケてはいかんぞよ」


    「普通……一つの課目でミスをしたりとか、複数日に分れた試験の初日でミスをしたりとかってことがあっても、あとに引き摺ずらないことが大事だよな。いくら後悔したって終わった試験の解答は書き換えられないんだから、気持ちを切り替えて、ミスしたぶんを取り返すほうに集中したほうがいい。……ど、どうだ、普通だろ」


    「うむ、普通じゃ、ごくごく普通の心得じゃ。だがそれが大事なんじゃな」


    「定期試験や模試では当たり前にできてたことを、本番ではうっかりミスしちゃうなんてこともよくあるから、最後まで気を抜かずに、問題文も自分の回答も何度も見直すことが大事よね」


    「さすが委員長が言う普通のことは普通に大切じゃな。さて、普通のこともたくさん言うたゆえ、今回はこのへんにしておこうかの」


    「最後まで普通だな。でも、最後まで普通ということは──」


    　俺はプリシラに顔を向けて、にやりと笑った。プリシラもこちらに笑みを返す。


    「うむ！　『受験』の話にオチがない──つまり落ちないんじゃな！　んでは受験生の皆、後悔のないように、合格目指してラストスパート頑張るんじゃぞ。春には桜が咲くといいのう！」

  


  
    [image: ]

  


  
    　異世界の王女プリシラは、いつになく真ま面じ目めな顔つきで、こんなことを言い出した。


    「沢さわ木きよ。改めて説明するまでもないが、妾わらわはいずれ女王として国を統治する身。そこで今回は、国家の根幹をなす柱のひとつである法について、その中でも日本の学生を厳しく律しておるという『校則』とやらについて学ぼうと思うんじゃ！」


    　そんなわけで、今回プリシラには日本の学校の「校則」について教えることになった。


    「えっとな、プリシラ。校則っていうのは確かに規則だけど、国の定めた法律じゃなくて、学校が定めた学校の中でのルールなんだよ。たとえば廊下を走っちゃいけないなんて法律はないけど、学校によっちゃ校則でそう定められている」


    「ほほう。では妾の世界でいえば、王国の定めた法とは別に、それぞれの村にそれぞれの掟おきてがあるようなもんじゃな」


    「そうだな、学校によって校則は違ったりするからな。で、校則ってのは大きく分けると、学校を運営する上での決まりと、生徒がやっちゃいけないことに関する決まりの二種類なんだ」


    「ほうほう。学校を運営する上での決まりっちゅーのは？」


    「部活を作るためには最低何人の部員と顧問が必要だとか、生徒会の選挙はどういうふうに行うだとか、そういった学校の中の組織や行事に関するルールを定めたものなんだ」


    「国の運営について定めた法のようなものじゃな。なら、やってはいけないことというのはどんなことが定められておるんじゃ？」


    「これも学校や時代によっていろいろ変わってはくるんだけど、たとえば無断で屋上に入っちゃいけないとか、下校中の買い食いは禁止だとか。あと、学校に持ってきていい持ち物、制服の着こなし、髪型についての規則なんかもある」


    　俺がそう言うと、プリシラは少し驚いたように眉まゆを上げた。


    「服装はまだわかるが、髪型まで定められておるのかや」


    「今はそういう学校はほとんどないけど、男子は丸刈りか短髪、女子はおかっぱか三つ編み以外の髪型を認めない、なんて校則がある時代があったんだってさ」


    「ほう。妾も国民の髪型をツーブロックに統一する国法を定めてみようかのう」


    「法律で強制的にオシャレ感を出すな。まあ、今じゃ髪型まで強制するのはどうかっていうことで、よっぽど奇抜な髪型や髪の色でもなきゃ指導されないようにはなってきてるんだ」


    「確かにツーブロックは似合う者と似合わぬ者がおるからの」


    「似合う似合わないの問題じゃないっての」


    「そうじゃ、法には違反したときの罰がつきものじゃろ。その辺はどうなっておるんじゃ？」


    「学校によって微妙に違ったりもするけど、うちの学校じゃ軽い順に、反省文、自宅謹慎、停学、んで一番重い処分が退学、つまり学校を辞めさせられるんだ」


    「ふーむ。反省文、自宅謹慎、停学、切腹、退学……なるほどのう」


    　途中にひとつ、武士への罰が含まれている気がしたが、俺はスルーすることにした。


    「そういやプリシラ、いつか王立学校を作りたいなんて言ってたよな。お前が学校を作ったら、どんな校則を定めるんだ？」


    「おお、確かに学校を作ったら校則も定めねばのう」


    　そう言うと、プリシラは腕組みをして校則について考えはじめた。


    「まず服装に関してじゃが、『登下校の際は武器と防具を忘れずに装備すること』。これは基本じゃな」


    「俺たちの世界じゃむしろ武器を校内に持ち込むのが校則違反なんだけど、まあこっちの世界じゃ常識も違うもんな」


    「うむ、おぬしらの世界とまったく同じ校則を定めても、むしろ齟そ齬ごが起きるであろうからな。それから……『鎧よろいの脛すね当ての丈は二十センチ以上とする』。おしゃれで過剰に短くして防御力を下げる生徒がおるからのう」


    「スカート丈みたいに言うな」


    「あとは『校内で爆裂魔法を使ってはいけない』『保護者の同伴なしにダンジョンに立ち入ってはいけない』『知らない魔王に声をかけられてもついていかない』というところかの」


    「魔王な時点で、知ってる魔王でもついて行っちゃダメだろ」


    「そうじゃ、おぬしらの世界の校則でも、いいものは採用するつもりじゃぞ。たしか『士道に背そむいた者は切腹』という校則があったじゃろ、あれはナイスな校則」


    「待て、それは校則じゃなくて新撰組の隊規だ」


    「ふむ。ではＡ組、Ｂ組、Ｃ組、新撰組、Ｄ組……というふうにクラス分けをすればよいのでは」


    「なんの解決になってるんだよ。絶対に新撰組に入れられたくねえし」


    「新撰組の生徒は校則で髪型も決まっておる。『新撰組は頭髪を全員ツーブロックとする』」


    「お前のツーブロックへのこだわりはなんなんだよ！　新撰組ならそこは髷まげだろ！　いや、っていうか新撰組をやめろ！」


    「入学時には他のクラスと同じだけの人数がいたのに、年度末にはなぜか新撰組だけ人数が他のクラスの半分に……」


    「なぜかじゃねーよ、切腹させられてんだよ！」


    「でもそのかわり、新撰組だけクラスの結束が固くて、運動会とかで強いんじゃよ？」


    「結果に対しての犠牲が大きすぎるだろ……」


    「法も校則も重要じゃが、厳しすぎてはいかんということじゃな」


    「何をいい教訓を得た、みたいにまとめてるんだよ。だいたいよく考えたら、お前がまず校則を守れてないからな。お前のそのだらしない格好は厳密に言えば校則違反だ」


    　プリシラはいま俺たちの学校のジャージを借りて着ているが、厳しい生活指導の先生に見つかれば叱られそうなくらい、だらけた着こなしをしている。


    「へへん、妾わらわは学校に通ってないから校則なんか関係ないぞよ」


    「いいかプリシラ、確かにお前は学校には通ってないが、俺たちと修学旅行の最中だ」


    「それがどうしたっちゅーんじゃ」


    「校則ってのは何も校内だけで適用されるものじゃない。課外活動のときも──つまり、修学旅行中もなんだよ！　うちの学校の生活指導の先生は、魔王より怖いぞ！」


    　俺が脅かすと、プリシラは慌てて居住まいを正し、こう言った。


    「は、反省文を提出するから、切腹は勘弁してほしいぞよ……」
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    「プリシラ、何を難しい顔をしてるんだ？」


    　俺が声をかけると、異世界の王女プリシラは、腕組みをしたまま顔を上げた。


    「妾わらわはいま、日本の『文学』に関する疑問があるんじゃよな。じゃが、おぬしは文学的な顔をしておらぬから、文学少女ならぬ文学王女たる妾の力にはなれそうにないのう」


    「文学的な顔ってなんだよ。まあ確かに俺も文学って言われても困るけど、質問の内容によっては答えてやれるかもしれないぞ」


    「ふーむ。では沢さわ木きよ、そっちの世界の『文学』について、改めて妾に教えよ！」


    「文学って……要は小説だろ」


    「なら文学と小説は同じなのかや？」


    「いや、えっと、小説の中でも高尚なのが文学……かな？」


    「なら高尚とか低俗とかは誰が決めるんじゃ？　文科省？　都知事？　編集長？　王女？」


    「え、いや、えーっと……」


    　プリシラの詰問に答えあぐねていると、側そばを馬に乗った騎士が通りがかった。騎士とはいっても、それは女騎士の装備を身に付けた俺たちのクラスメート、宝たから田だ舞まいだ。


    「そうだ、宝田は文芸部だったよな。俺に代わってプリシラの質問に答えてやってくれよ」


    　俺がそう声をかけると、宝田は馬の足を止めて、嫌そうな視線をこちらに向けた。


    「……なんで私がこいつにものを教えなきゃいけないのよ」


    「まあまあ。俺がいい加減なことを教えるより、文学というものについて一いつ家か言げんあるやつが教えるほうがいいと思うんだ」


    「チッ……」


    　宝田は俺たちに聞こえるように舌打ちをしたものの、その場から去って行く気配はない。一応、話はしてくれるようだ。


    「文学というのは、一般的には、言葉を用いて表現された芸術のことよ。高尚だとか低俗だとか、そんなことは関係がない。まあ、文学の定義自体は諸説あって決定的なものはないけれど」


    「ほーん。高尚とか低俗とかは関係ないんじゃなあ」


    　プリシラが何か言いたげに、横目でこちらを見てくる。


    「そもそも確かに小説は文学の一形態だけど、イコールじゃない。散文で書かれた物語──小説なんて、文学の中じゃ新しいほう。詩や戯曲のほうが古くから親しまれてきた文学なのよ」


    「え、そうなのか？」


    「考えてもみなさいよ。紙の大量生産技術が確立し、活版印刷が普及するまでは、『言葉を形あるものとして保存し、それを第三者に伝える』という行為はとてもコストのかかることだったのよ。その点、口伝えのお伽とぎ噺ばなしや詩歌、戯曲をもとにした演劇なんかは、その内容を演じる人間を媒介として、大勢の人が享受できる表現でしょう。それに、そもそも近代に至るまで、庶民が文字を読み書きできないのは普通のことだった。だから小説のように読む文学ではなく、聞く文学が庶民の楽しみだったのよ」


    「ほう、妾わらわの世界でも本はそれなりに流通しておるが、確かに一般市民の娯楽としては、吟ぎん遊ゆう詩し人じんが歌物語やフリースタイルラップで語り伝える英雄譚たんのほうが広く親しまれておる」


    「ラップはともかく、『平へい家け物もの語がたり』とかも弾ひき語りで伝えられてきたらしいもんな」


    「まあ日本は昔から識字率が高かったから、読む文学も、貴族から庶民にまで親しまれてきたんだけど。『源げん氏じ物語』なんて世界最古の長編小説とも言われているくらいだし」


    　最初は嫌々という態度を滲にじませていた宝たから田だだったが、いつの間にか素直に解説をしてくれている。プリシラもまた、宝田の言葉に素直に耳を傾かたむけていた。


    「おっ、そういや『俳句』も日本特有の文学だって教わったのう」


    「確かに俳句や短歌も短冊に書いたりはするけど、声に出して詠み上げるものだもんな」


    「言葉を声に出す表現も文学ならば、ノーベル文学賞を吟遊詩人のボブ・ディランさんが受賞するのもさほど不自然なことではないということなんじゃな」


    「異世界人のあんたがノーベル賞やボブ・ディランを知ってることよりは不自然ではないわ」


    「ＳＮＳへの投稿なんかも言葉を用いた表現だけど、あれも文学といえるのか？」


    「考え方はいろいろとあるけど、日記文学や随筆というものが文学とされている以上、それらを文学ととらえることだってできると私は思うわ。平安時代の『枕まくらの草そう子し』や鎌倉時代の『徒つれ然づれ草ぐさ』だって、その内容は現代人がブログに書くようなこととさして変わりはないもの」


    「ふむ。では妾が書き溜めておる『プリンセスのグルメ日記』『王宮のすべらない話セレクション』『沢さわ木き浩こう介すけの観察記録』なども文学じゃな」


    「『ファーブル昆虫記』も一種の記録文学だし、文学と言えないこともないとは思うけど」


    「待て、プリシラ。俺の観察記録をいつから書いていやがる」


    「日本では古来より様々な形式の文学が親しまれ、それが今にも続いておるんじゃな。文学王女としては、この世界でも日本に負けぬくらい多様な文学の発展を期さねばいかんの」


    「その多様さの中に俺の観察記録を含めるなよな」


    　俺の抗議を無視して、プリシラは宝田に顔を向けた。


    「そうじゃ、実は先ほどから妾が悩んでおったのも、まさにその日本で花開いたという、とある現代文学の形式に関することなんじゃが」


    「……何よ、この際だからサービスで教えてあげるわ」


    「では質問！　ライトノベルっていったい何なんじゃ？　その定義は？」


    「そ、それは──」


    　プリシラの質問に、宝田は一瞬驚いた表情をみせてから、眉まゆ根ねを寄せてしかめっ面つらをつくり黙り込んだ。そんな宝田に、プリシラは疑問を投げかけ続ける。


    「むろん、おぬしが先ほど言うたように文学そのものの定義とはあやふやなものなんじゃろう。じゃが、戯曲とは、俳句とは、小説とは──と個別に一定の定義が可能なように、ライトノベルというものもまた、なんらかの定義づけは可能なのではないかや？　イラストの有無？　しかし挿絵がある小説は多々あろう。では内容かや？　しかし純文学のようなテイストのものから、ＳＦ、ファンタジー、ミステリ、伝奇、歴史、アクションにサスペンスにコメディにラブストーリーにと、多岐に渡る題材とジャンルを網羅するとも聞く。まるで鵺ぬえのように掴つかみ所がない正体不明の言葉ゆえ、なにをもってライトノベルとするのか詳しく聞きたいんじゃ！」


    　プリシラの矢や継つぎ早の質問を受ける宝たから田だは、先ほどまでの饒じよう舌ぜつが嘘うそのように黙り込んでいたが、やがてプリシラから視線を逸そらすと、口を開いた。


    「……真実はあなたの心の中にだけある。作者の数だけ、そして読者の数だけライトノベルがある。……考えるな、感じるのよ」


    　そう小さく呟つぶやくと、馬を駆って風のように走り去っていってしまった。


    「うん……？　考えるな、感じろ……ああっ！　宝田のやつめ、それっぽい戯ざれ言ごとでごまかして逃げおったぞよ！　待てい！　ライトノベルって何なんじゃ！」


    「相当めんどくさい質問だったんだろうな……」
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    　俺たち修学旅行生の一行が、滞在していた街の食堂で昼食を取っていたときだった。


    「そういえば、以前からおぬしらの世界の学校について、ひとつ気になっていたことがあったんじゃが」


    　異世界の王女プリシラは、パンを千ち切ぎって口に運びながら、そう切り出してきた。


    「気になることって？」


    　自分の分のパンを手に取りながら、俺はそう聞き返す。


    「日本の学校っちゅーのは、朝から昼過ぎまで授業があるわけじゃろ？　でもって、部活とやらに入っている者は、夕方まで学校におるとか」


    「ああ、そうだよ」


    「それでは、お腹なかが空すいて仕方がないのではないかや。朝食だけでは頭も体も保もつまい」


    「気になってたことって、そんなことかよ。大丈夫だ、ちゃんと昼休みに食事の時間があって、学校の食堂や購買部で食事を買うか、家から弁当を持ってきて食べるかするんだよ。あ、それと、高校生になった今じゃなくなったけど、小学校や中学校の時は『給食』を食べてたな」


    「ほう、キューショクとな！　妙に食欲をそそる料理名じゃのう、妾わらわもぜひ食べてみたいぞよ。沢さわ木きよ、詳しく教えよ！」


    　食卓に身を乗り出しながら、プリシラは興味をそそられたように眼を輝かせる。


    「料理名じゃないっての。給食っていうのは、学校が全生徒に対して一律に食事を提供する制度のことだよ。校内に調理施設があるところもあれば、専門の業者さんが作ったものを学校に運んでくる場合もあるんだけど」


    「専門の業者が運んでくる……おっ、妾それ知っておるぞよ。それは伝説の出前とかいうシステムじゃな。妾、寿司とかピザとか注文したいのう」


    「違うっての、メニューはあらかじめ決まってて、学校の全員が同じものを食べるんだよ。生徒だけじゃなく、先生もな。みんなが給食を食べてるときに、お前だけ出前の寿司を食べてたらひんしゅくを買うぞ」


    「毎日の献立表があって、それを見て、人気メニューの日を待つのが楽しみだったのよ」


    　プリシラの隣で、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが言う。


    「ほう、給食の人気メニューはなんじゃ？」


    「やっぱりカレーライスは定番の人気メニューだな。あと、たまにデザートのプリンが出たりして、そういうときは争奪戦が起こったりするんだ」


    「ああ、あったあった。プリンとか揚げパンとかのときよね」


    「戦いくさとはおだやかではないのう」


    「全部を取り合うわけじゃないのよ。プリンとかパンみたいに一個ずつ配られるものは、欠席している人がいると余りが出るでしょ。それをジャンケンなんかで取り合うの」


    「不要な争いを避けるためにも、余りは王女に捧げるという決まりがあればいいんじゃが」


    「バカなこと言うな。──って言いたいところだけど、ケンカにならないようにってんで、余り物は先生が食べるようなクラスもあったとか」


    「妾わらわが思うに、それは先生が食べたいだけではないのかのう。なぜなら妾がそうじゃから」


    「逆に不人気メニューのときはそれが大量に余ったりして、食缶いっぱいのそれを給食室に戻しに行くときの罪悪感もあったなあ……」


    「食い物を残すというのはけしからん話じゃの。妾など生まれてこの方、食事を残したことはないぞよ」


    　プリシラは胸を張って言う。確かにプリシラはなんでもよく食べる。


    「俺も基本的には残さないほうだったんだけど、組み合わせ的に食が進まないってことはあったな」


    「組み合わせとはどういうことじゃ？」


    「給食ってのは必要な栄養をバランスよく取れるように計算されて献立が作られてるらしいんだけど、そのせいか、たまに家庭や外食店なんかでは見かけないような組み合わせで料理が出てくることもあるんだよ。麻婆豆腐にパンとか、焼きそばとごはんとか」


    「私は牛乳とごはんの組み合わせが苦手だったな。パンのときはいいんだけど、ごはんのときも飲み物が牛乳っていうのは、給食くらいのものよね」


    「うーむ。確かに、マグロの寿司と牛乳の組み合わせは、さしもの妾もちょっと辛つらいかものう」


    「給食で出る寿司はいなり寿司くらいだから安心しろ。まあそれも牛乳と合うかって言われると微妙だけども」


    「給食といえば、配膳も生徒がするのよ。当番制の持ち回りでね。給食室から教室まで料理を運んで、クラスのみんなに分けていくの」


    「ほほう。では妾のカレーライスは特盛り、むかつくやつのカレーライスはカレー抜きのライスのみ、ということも可能なわけじゃな」


    「可能じゃねーよ」


    「妾の八宝菜はうずらの卵を山盛り、むかつくやつの八宝菜はとろみオンリーということも」


    「だからちゃんと公平に分けろっての。とろみオンリーだと八宝でも菜でもねーだろ。つーか給食を知らない奴が、給食の八宝菜のうずらの卵が人気なことを知ってんじゃねーよ」


    「王女様だからこそ、みんなのものを公平に分配しなきゃいけないんじゃない？」


    　綾あやちゃんが言うと、プリシラは感心したような表情をみせた。


    「おお……。日本の学校教育は給食という制度を通じて、公おおやけに対する責任というものを教えておるわけじゃな」


    「そんなに深い話でもないと思うが……」


    　こうして一通り給食のことを聞き終えると、プリシラは食卓を囲むクラス一同を見回した。


    「給食なるものを体験したことはないが、妾はこの修学旅行の食事を通じて学んだことがあるぞよ。食事というものは、大勢で食べたほうが美う味まいということじゃ。給食という制度は、それを学ぶためにこそあるのではないかのう」


    　そう言って、プリシラはパンとハムを口に放り込んだ。


    「プリシラのくせに、たまにはいいことを言うじゃないか」


    「あと、妙な組み合わせのメニューを強制的に食べさせることで、世の中には理不尽なことに耐えなければならない時もあると学ばせているのではないかのう」


    「いいこと言ったとこで止めときゃよかったのに……」
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    「のうのう、沢さわ木きよ、『バレンタインデー』っていったい……あっ」


    　異世界の王女プリシラは、言いかけた途中で口ごもった。


    「……えっと、そうじゃな、今回は『煮干の日』について教わろうかの！」


    「……煮干の日？」


    「うむ。何でもそちらの世界では、全国煮干協会が二月十四日を煮干の日と定めておるそうなんじゃが、それについて詳しく聞きたいぞよ。あと、日本ふんどし協会が二月十四日をふんどしの日と定めておるそうなんじゃが、そちらについてでもかまわぬぞよ」


    「むしろその情報を初めて知ったよ。２１４でニボシ、フンドシの語呂合わせか……。つーか普通にバレンタインデーでいいよ、なんで急に話題を変えたんだ」


    「他意はないぞよ。ただおぬしはバレンタインデーに辛つらい思い出があるのではないかと察し、古傷をえぐるのはやめようと決めた王女の思いやりじゃ。感謝せよ」


    「……別にバレンタインデーに辛い思い出はないっての」


    　俺がそう言い返すと、プリシラはわざとらしく驚いたように目を見開いた。


    「おお、それは意外。おぬしはてっきり、クリスマスプレゼントやお年玉は素直に受け取るのに、バレンタインデーに限って『あれはお菓子会社の陰いん謀ぼうなんだ、あんな文化はもともと日本にはなかったんだ』とか壁に向かってブツブツ言うタイプのやつじゃとばかり思うておったが」


    「お前、バレンタインデーにも、というかバレンタインデーを憎むタイプの人間の言動にやけに詳しいな……。それなら別に教わることなんかないだろ」


    「そんなことはないぞよ。妾わらわはバレンタインデーという未知なる風習に興きよう味み津しん々しんなんじゃよな。もっと詳しく知りたいぞよ。えっと、意中の異性にチョコを贈る日ということでよいのかや？」


    「ああ。海外のバレンタインデーは男女問わず、お互いに贈り物をし合うのが主流らしいし、贈り物もチョコに限るわけじゃないらしいけど、日本のバレンタインデーは基本的に、女性が意中の男性に対してチョコレートを贈る日なんだ」


    「ほう、そんな日にチョコをもらったことがないのに、辛つらい思い出はないというのかや？」


    「俺だってバレンタインチョコくらいもらったことあるっつーの！」


    　俺が言い返すと、プリシラはまたわざとらしく、大げさなジェスチャーで驚きを表現する。


    「おお、おぬしはてっきり『手作りチョコとか言うけど市販のチョコレートを買ってきて溶かして型に入れて固めてるだけじゃねーか、手作りって言うならカカオの木を育てるところからしてみやがれ！』とか空っぽの下駄箱の中にブツブツ言うタイプじゃとばかり！」


    「だから俺にバレンタインデーを憎んでいるキャラ付けはやめろ！」


    「なら誰から貰ったんじゃ？　親族や店員さんからのサービスチョコはノーカンじゃぞ？」


    「いいかプリシラ。さっき説明したのはあくまで本命チョコというやつで、日本にはそれとはまた別に、義理チョコっていうシステムがあってな……」


    「ほう、義理チョコってなんじゃ？　よもや、別に好きとかそういうわけではないが、日頃付き合いのある知人に季節の挨あい拶さつとして渡す、人間関係を円滑にするための儀礼的なチョコではあるまいなあ。近しい人々との和を重んずる日本特有のシステムではあるまいなあ」


    「やっぱり詳しいじゃねーか！　そういう日本特有のシステムだよ！」


    「おお、板チョコならぬ、義理と人情の板挟みチョコ！　んで、おぬしには誰が義理を果たしてくれたんじゃ？」


    「それは……」


    　俺が答えかけたとき、クラス委員長であり俺の幼なじみでもある陣じん内ない綾あやが先に口を開いた。


    「私、小三まで浩こう介すけにチョコあげてたけど」


    「ほう。小三までということは、沢さわ木きのやつが小四のときに何か義理を欠くようなことをしたのかや？」


    「小四のときもあげようとしたんだけど、いらないって言われたからそれっきり」


    「なるほどの、いらないというやつにあげる義理もないのう」


    「ち、違うんだよ。小学生男子は、女子との関わり合いを恥ずかしく思っちゃうものなんだよ！　照れてただけなんだよ！　そういう少年期の心の動きを理解してあげよう！」


    「言われた小学生女子のほうはけっこう傷ついたんだけど」


    「あ、あの、今年から完全にウェルカムなのでその辺はひとつ」


    「ふーん」


    「と、とにかく、ほら、ちゃんと女子からもらってるだろ！」


    　綾ちゃんの冷たい視線から逃れるように、俺はプリシラに言った。


    「異性を異性として意識する前のチョコもノーカンではないかのう。まあ、おまけしといてやろうかの」


    「……なにがおまけかよくわからんが、ありがとよ。で、プリシラはなんでバレンタインデーについて知りたがってたんだ。誰かチョコを渡したい相手でもいるのか？」


    「逆じゃ。妾わらわは以前、おぬしらからチョコレートなる菓子をもらって、そのあまりのうまさに感動したんじゃ。チョコがただでもらえる日など、ときめかずにはおれまい」


    「もらうほう視点かよ。しかも、単に食い物としての興味かよ」


    「まあ最近じゃ友チョコって言って、女の子の友達同士でチョコを渡すのも流は行やってるしね」


    　綾ちゃんがそう言うと、プリシラはぱっと顔を輝かせた。


    「おお、ギブミー友チョコ！　そして、女子同士に友チョコなる風習ができたのならば、男同士の友情を確かめ合うために互いにふんどしを送り合うことを、友ふんとして定着させられぬかのう？」


    「それは日本ふんどし協会以外に誰が得するんだよ」


    「ま、チョコにせよふんどしにせよ、恋情にせよ義理にせよ、人と人との繋つながりを確認し合うためのきっかけとして考えれば、バレンタインデーというのはなかなかよい風習かもの。チョコはうまいし。我が国にも導入しようかのう。実際のところ、沢さわ木きはバレンタインデーってあってよかったと思うかの？」


    　俺の顔を覗のぞき込むようにして、プリシラはそう訊きいてきた。


    「……まあ、チョコがもらえないとがっかりするのは確かだけど、なんだかんだで、毎年ちょっと希望を持って登校するあの感覚は嫌いじゃないな」


    「確かに学校中がザワザワとした変な空気に包まれる一日ではあるわよね。男女どっちも妙にソワソワして。特に男子は下校時間になってもすぐ帰らずに、何をするでもなく教室に残ってたり、下駄箱の周りをうろうろしたり」


    「女子はそういうとこ、よく見てるよな……」


    「歓喜か絶望か、その裁定の下される審判の日というわけじゃな。で、実際どうなんじゃ、委員長。今年のバレンタインは沢木にチョコやるのかや？」


    「ちょ、プリシラ、お前、何を訊いて──」


    　いきなり発されたプリシラのとんでもない質問に、俺は焦あせりつつ、綾あやちゃんへと顔を向ける。


    「んー、浩こう介すけ、その答え、それいま聞きたい？」


    　綾ちゃんは意地悪げな眼をこちらに向けて、微笑を浮かべた。


    「えっと……審判の日まで、希望を持ちたいです……」
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    「さて、今週もはじまりました異世界修学旅行ＤＸデラツクス、妾わらわはナビゲーターのプリンセス・プリシラです。今週も読者の皆様からおたよりをいただいておるぞよ。ありがたいが、ちょいと長いので要約させてもらうぞよ。え～、『日本には昔から混浴があります』ふむふむ。『今は少なくなったけど、混浴っていいものです』ほうほう。『プリシラの国には混浴ってあるのかな？』ほーん。というわけで今回二百文字以上にわたって混浴への熱い想いがこもったおたよりを送ってくれたのは中学三年生、ＰＮペンネーム『紅ぐ蓮れんの花』さん。ではおたよりを採用したので、アシスタントの沢さわ木き君、番組特製タオルをこの方に発送して……」


    「発送しねーし、そんなものはないし、そもそも番組ってなんだよ」


    　一人でペラペラと喋しやべり続けていた異世界の王女プリシラに、俺はようやくつっこんだ。


    「ラジオＤＪ風にいきたかったのにのう。ま、、そもそもこの世界からものは送れぬしの」


    「あれ、おたよりはどうやって届いてるんだ……？」


    「で、妾の世界に混浴はあるのかという質問の答えじゃが。答えは妾の活躍が満載の『異世界修学旅行』の四巻を本屋さんに行って買えばわかっちゃうかも！　一巻から七巻も買えばもっといろんなことがわかっちゃうかも！」


    「ＣＭもやめ──いや、それはやってよし」


    「うむ」


    　俺とプリシラは眼を合わせて頷うなずき合った。


    「さて、では今回のテーマは混浴っていうか『風呂』でいこうかの。日本の風呂について紹介してくれるのは、ゲストのこの方」


    「風呂といえばこの私、和泉いずみ刀とう香かだ！」


    　プリシラの紹介とともに、クラスメートの和泉刀香が元気よく現れた。


    「和泉も別に風呂の専門家とかじゃないだろ」


    「何を言う！　クラスで私以上に風呂を愛している人間はいない！」


    「まあ、和泉は江戸文化とかには詳しいんだよな。銭湯って江戸時代からあったんだろ？」


    「うむ。それどころか、高度経済成長期に各家庭に風呂があるのが当たり前になるまでは、一般家庭にとって風呂というのは大衆浴場、今で言う銭湯のことだったのだ。そして、この銭湯は江戸時代から湯屋という名で存在し、さらに江戸期の湯屋は基本的に混浴だった。だから幕末までは庶民にとって、風呂＝銭湯＝混浴、と言っても過言ではない」


    「ほう、おたよりにあるとおり、日本には昔から混浴文化が存在したんじゃな。ちゅーかこのおたよりはなんでこんなに混浴にこだわっておるんじゃろ。風呂でよかったのでは」


    「そこはもういいだろ、きっと混浴に熱い想いがあるんだよ」


    「黒船に乗って幕末の日本へやって来た、かのペリー提督も、銭湯が混浴であることを知って『マジか!?』と言ったとか言わないとか」


    「それはウソじゃな。ペリーなら『リアリィ!?』と英語で言ったはずじゃ」


    「そこはどうでもいいだろ！」


    「『ラッキー！』って言ったかものう」


    「それはない！」


    「まあ実際になんと言ったかは知らないが、ペリーの著書『日本遠征記』に銭湯のくだりが挿絵つきで出てくるくらいだから、相当に衝撃をうけたことは推察できる。ぶっちゃけあまり好意的には書かれていないのだが、まあ文化の違いというやつだな。一時期は幕府によって取り締まられたりもしているのだが、銭湯の混浴文化は結局明治の初め頃まで続いていたそうだ」


    「混浴はさておき、首まで湯に浸かってリラックスする気持ちよさってのは、今も昔も変わらなかったんだろうな」


    「ところが風呂と言っても、江戸の初期までは蒸し風呂が主流で、湯船などなかったのだ」


    「む、ムシ風呂……」


    　プリシラはなぜか自分の肩を抱いて、身をぶるりと震ふるわせた。


    「カブトムシ、クワガタ、カマキリ、ダンゴムシ、ミミズ、ゴカイ、ムカデ……うおおおお、想像しただけで背筋がぞわっとするぞよ……」


    「待てプリシラ、お前なんか違うムシ風呂を想像してるだろ」


    「ぬ？　蟲むし風呂ではないのかや？」


    　プリシラはきょとんとした表情で和泉いずみへ顔を向けた。


    「締め切った部屋の中で、釜の中に湯を沸かしたり、焼けた石に水を掛けたりして蒸気を発生させ、それを浴びながら垢をこすり落とすというタイプの風呂、それが蒸し風呂だ」


    「なんじゃ、要はサウナかや。なら安心したぞよ。文化の違い恐るべしじゃと思ったぞよ。じゃが、なぜ湯船の風呂ではなかったんじゃ？　サウナも悪くないが、妾わらわはゆったりと湯船に浸かるのが好きじゃのう」


    「うむ。私も同感だが、その時代はまだ水やそれを湧かす薪まきが貴重で、少しの湯で温まりつつ体をキレイにする風呂が模索されていたのだ」


    「そうか、蛇口を捻ひねればお湯が出るって時代じゃないもんな」


    「それでも、少しずつ日本の風呂事情は改良され続けていく。蒸し風呂の次には『戸棚風呂』といって、膝ひざまでは湯に浸かって体を温め、上半身は蒸し風呂で垢を落とす、というタイプの風呂が一時期流は行やっていった。そんな時代を経て、効率よく湯を沸かす方法や井戸を掘る技術などが発達し、ようやく現代の我々が風呂と聞いてイメージする、浴槽に張った湯に浸かるという『据え風呂』の時代に至るわけだ」


    「ふーむ。銭湯というのは今の日本でも人気なのかや？」


    「現代はそれぞれの家に浴槽があるのが当たり前になったから、単に風呂に入るだけの銭湯は少なくなってきているな。だがスーパー銭湯や温泉は依然としてレジャーとして人気なのだから、日本人の風呂好きは筋金入りというわけだ。ところで、こちらの世界の風呂事情はどうなのだ？」


    「我が国民も日本人に負けぬくらいの風呂好きじゃぞ。王族から庶民まで、みんな風呂は大好きじゃ。サウナもあるが、基本的には首まで湯に浸かってリラックスするんじゃよ」


    「へえ。でも江戸時代でも水の確保や燃料が問題になってたのに、その辺はどうなんだ」


    「そんなもん、水の魔法で水を引いて、炎の魔法で湧かせばいいだけじゃろ？」


    　俺の問いに、当たり前だという風に、プリシラは言った。


    「そうか、ＲＰＧとかだと炎の魔法も水の魔法も敵を攻撃するばっかりだけど、そんな便利なものがあれば普通に風呂を沸かすよなあ。ていうか俺たちはもう何度もこっちの世界の風呂に入ってたけど、風呂の仕組みまで考えてなかったよ」


    「水流を操作してのジェットバスや泡風呂もあれば、電撃魔法を弱めに使った電気風呂などもあるぞよ」


    「もうスーパー銭湯だな」


    「んで風呂上がりにはフルーツ牛乳をクピっと一本じゃ。もう言うことないのう」


    「フルーツ牛乳まであるのか！　リアリィ!?」


    「……沢さわ木きよ、魔法風呂よりフルーツ牛乳が存在することに一番驚くのかや」
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    「のう、沢さわ木きよ。『ＳＮＳ』ってなんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、「ＳＮＳ」、いわゆるソーシャルネットワーキングサービスのことらしい。


    「あれ、プリシラ、前にＳＮＳがどうこう言ってなかったか？」


    　俺が言うと、プリシラは小馬鹿にするように鼻を小さく鳴らした。


    「やれやれ。そんなもの、その場のフィーリングで知ったかぶってごまかしておったに決まっておろう！　剣と魔法とファンタジーの世界に生きるこの妾わらわが、そんな横文字の概念など知っておるとでも思うておったのか！」


    　プリシラはそう言って、胸を張ってふんぞり返る。


    「なんで偉そうなんだよ。つーかファンタジーも横文字の概念だろ」


    「おおっ、たしかに。じゃが、妾はＳＮＳについては本当に詳しく知らぬぞよ。主にＷｅｂサービスを媒介として情報や個人を繋つなぎ社会的ネットワークを作り上げる、ソーシャル・ネットワーキング・サービスのことなどちーともわからぬわ！」


    「わかってんじゃねーか、詳しいだろ」


    「ほーん。沢木よ、おぬしは妾が本当にＳＮＳについてわかっておるとでも思っておるのか？」


    　プリシラはずいと顔を近づけて、俺を疑わしげに見る。


    「な、なんだよ。ちゃんとわかってたじゃないか」


    「よいか。世の中にはわからなくてもなんとなくのフィーリングで切り抜けられることがたくさんあるんじゃよ。なんとなーくわかったつもりになっておることって意外と多いんじゃ。んでは尋たずねるが、おぬしはＳＮＳというものをちゃんと理解しておるのかや？」


    「い、いや、そりゃだいたいは……だからえっと、さっきプリシラが言った通り、Ｗｅｂ上で……ソーシャルな……社会的なネットワークを……」


    　しどろもどろの俺に、プリシラはさらにずい、と詰め寄ってくる。


    「では『Ｗｅｂ』ってなんじゃらほい。『社会的ネットワーク』ってどういうことじゃ？　それぞれファンタジー世界の住人にもわかるように五十文字以内で答えよ。配点各十点。それらの回答を踏まえた上で、ＳＮＳとはどのようなものかを百文字以内で説明せよ。配点三十点」


    「ちょ、ちょっと待て」


    「そいから、現代社会においてＳＮＳというものが生み出すメリット、デメリットをそれぞれ挙げた上で、自分はＳＮＳを必要だと思うかどうかを、おもしろいオチをつけつつ四百文字以内で論ぜよ。配点五十点。はいスタート！」


    「ま、待て。えっと、Ｗｅｂっていうのはあの、インターネット的な……」


    「ファンタジー世界の人間にインターネットという言葉をぶつける度胸は褒ほめてやろうぞ。じゃがそれでは説明になっておらぬし、さらには的とかつけてぼかす始末。それでは部分点もちょっとしかやれぬ」


    「確かによくわかってないままフワッと理解してたかもしれない……。そもそもインターネットっていうのも説明しろって言われると難しいし……」


    「じゃろ？　よくわかっていない言葉を、よくわかっていない言葉で説明できるからといって、それはわかっておることにはならぬのじゃ」


    「確かに……。プリシラのくせに、珍しくまっとうなことを言うじゃないか」


    「じゃがまあ、だいたいのことをフワッとした理解のままでもやっていけるからこそ、世の中が回っておるというのもまた事実じゃよな。実際、ひとくちにＳＮＳというてもいろんなものがあるんじゃろ？　であればフワッと理解のほうがむしろよいのかもしれぬ」


    「そうなんだよ、同じＳＮＳって呼ばれてるサービスでも、中身が大きく違ってたりするんだよ」


    「妾わらわがぼんやりと想像するに、なんとなーく、日々思ったことを世界に向けてつぶやけたりとか、なんとなーく知り合い同士の日記を読めたりとか、なんとなーく有名人がアップしたオシャレなランチの写真を眺められたりとか。だいたいそういうものなんじゃろ？」


    「ああ、そうだな。だいたいそんな感じだ」


    「ま、だいたいしかわからぬが、そのおもしろさは充分に伝わるぞよ。離れた世界におる遠くの人間のことが身近に感じられるしくみって、おもしろそうじゃのう」


    「確かに、有名人とか、引っ越しちゃった昔の友達とか、実際には会ったこともないけど趣味が近い人とか、そういう近くにいない人とも繋つながれるところはいいところだな。逆に、身近な人間とより密なつきあいができたり、普段とは違う意外な一面を発見できたりっていうのもＳＮＳのおもしろいところかな」


    「ふむ。なーんかおぬしはＳＮＳ上では知的ぶってカッコつけてそうな感じじゃのう」


    「そ、そんなことは……。ま、確かに現実の自分とはちょっと違う自分を演じがちって話もよく聞くけど」


    「プロフ写真にバリバリの画像加工を施ほどこしたものを使ったりとか、何かからパクった言葉や意見をさも自分が考えたみたいに言ってみたりとかじゃな」


    「いや……まあそういう人もいるかもしれないけど」


    「モデルさんでも、そんな毎回毎回、彩りが綺き麗れいなオシャレランチを食べてないはずじゃぞ。写りのいいごはんのときだけアップしとるに決まってるんじゃ。味み噌そ汁かけごはんとか食べてる時もあるはずなんじゃ」


    「まあそれは確かに……」


    「逆に、ＳＮＳ上のふるまいがイメージと違ったからといって相手を責めるのもいかんのう。普段おもしろいことを求められる仕事なんじゃから、芸人さんが別におもしろくない普通のことをつぶやいたっていいではないか。そんな毎回毎回、おもしろいつぶやきができるはずないんじゃ」


    「そういやＳＮＳ上だと現実よりずっと攻撃的になったり、人との距離感がおかしくなったりしちゃう人もいるんだよな」


    「やはり、ＳＮＳというのはあくまでも現実の延長であるという意識を持たねばいかんのじゃな。ＳＮＳはネットワーク上に作られた異世界ではない。あくまでも個々人が生きる社会──家庭であり、地域であり、学校であり、社会であり──そういった身近な世界の延長線上にあるものでしかないのじゃ。リアルな世界でやってもらって嬉しいことはＳＮＳ上でも他人にしてあげると喜ばれるし、現実世界でやって怒られるようなことは、ＳＮＳ上でもやってはいかんぞよ。むしろソーシャルでネットワークなぶん、炎上っちゅーやつも起こるからのう。あくまでも現実の延長線上として人との繋つながりを楽しむなら、ＳＮＳは素晴らしいしくみなんじゃ。いいね！　……おっ、四百文字以内におさまったぞよ」


    「さっき自分で出題した問題の解答やってたのかよ。けどおもしろいオチがついてないから部分点を減らすぞ」


    「なんの、この妾わらわの素晴らしい模範解答をＳＮＳに投稿すれば、一気に拡散されて『いいね！』が山ほど手に入るぞよ！　そして、おもしろいオチは投稿を見た皆さんから募集すればいいんじゃ！　これこそが無数の人と繋がれるＳＮＳのメリットじゃからのう！　カモン集合知によるおもしろいオチ！」


    「いやお前、やっぱめちゃめちゃＳＮＳに詳しいだろ！」
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    「妾わらわはこれまで、日本の学校について様々なことを教わってきた。学校という制度そのものについてはじまり、『制服』、『部活』、『文化祭』、『受験』、『給食』などのう」


    　異世界の王女プリシラは、これまでに学んだ学校に関するキーワードを挙げていく。


    「じゃが、学校という場所そのものについては、いまだによくわからんところがあるんじゃよな。てことで沢さわ木きよ、今日は『学校の施設』について妾に教えよ。いつか王立学校を妾が作るときの参考にしたいんじゃ」


    　そんなわけで、プリシラが今回興味を持ったのは、「学校の施設」ということらしい。


    「学校の施設か。あんまり改めて意識したことはないなあ」


    「でも私たちにしてみれば、学校の風景って慣れちゃってて当たり前のものだけど、プリシラには想像もつかないんじゃない」


    　クラス委員長の陣じん内ない綾あやはそう言って、学校の風景を思い出すように眼を閉じた。


    「やっぱり一番長い時間を過ごすのは『教室』ということになるわね。黒板っていう、大きな板が教室の前面に備え付けてあって、先生がそこにチョークっていう筆記具で文字を書きながら授業を進めていくの」


    「黒板というのは聞いたことがないが、ひょっとして、あのドアの上の方に挟んで先生の頭に落とす、黒板消しという罠わなと何か関係があるのかや？」


    「黒板消しは罠じゃねーし、なんでその日本の伝統的なイタズラだけピンポイントで知ってるんだよ……。黒板のすぐ前には教卓があって、それに向かい合うように生徒の座る机がズラッと並んでるんだ」


    「その席は選べるのかや？　妾、窓際がいいのう。アンニュイな表情で外を見てたいぞよ」


    「いや、大抵の場合は先生が決めたり、くじ引きで決めたりだな。ただ、眼が悪いとか正当な理由があれば、それを申告して前のほうの席に座らせてもらえたりもするんだ」


    「ほーん。妾、授業中にお腹なかが空すいたら弁当を食べたいので、後ろのほうの席がよいぞよ」


    「そう正直に申告したら最前列だな」


    「そういうのが普通の教室だとしたら、特定の課目のときに使う『美術室』『音楽室』『化学室』『生物室』なんていう特別教室もあるの」


    「なんかチラッと聞いたことがあるのう。たしか、ベートーヴェンやモーツァルトのホルマリン漬けとかが飾ってあるんじゃっけ？」


    「音楽室と生物室が間違って混ざった結果、怖すぎだ！」


    「ここまで教室の話ばかりじゃが、ほかの施設はどんなものがあるんじゃ？」


    「たとえば『図書室』なんかはどこの学校にもあるな。たくさんの本が所蔵されてて、いくら読んでもいいし、それを借りることもできるんだ」


    「妾は読書家なので、本が読み放題というのは嬉しいのう。もちろん飲み放題のドリンクバーや、食べ放題のソフトクリームマシンもあるんじゃよな？」


    「漫画喫茶やネットカフェじゃないんだから、そんなものはない」


    「どこの学校にもあるといえば『保健室』もそうね。養護の先生が常駐してて、怪け我がの手当てをしてもらったり、体調が悪くなったときに寝るベッドなんかがあるの」


    「ふむ、体を休める場所は大事じゃよな。ならサウナはあるかや？　マッサージチェアは？　液晶テレビは？　当然朝食バイキングはあるんじゃろうな」


    「全力でくつろごうとするな、ビジネスホテルじゃねーよ」


    「むう、では出張でクタクタに疲れたサラリーマンは、いったいどこで休息を取ればいいというんじゃ！」


    「学校の保健室じゃないことだけは確かだ」


    「他には体を動かすための場所として、『運動場』と『体育館』。全ての学校にあるわけじゃないけど、『プール』や『柔道場』なんかがあるところも」


    「おお、妾わらわは運動は大好きじゃ。妾の王立学校にもぜひ作ろうぞ」


    「そういや『部室』も忘れちゃいけない。それぞれの部活動が、自分たちの部屋を持てるんだ」


    「ほう。野球部は野球用具を、将しよう棋ぎ部は将棋盤と駒を、漫画研究会は漫画を、ソフト部はソフトクリームマシンを部室に置いておるわけじゃな。なるほど、マシンはここにあったんじゃな」


    「お前の思うソフト部、間違ってるからな。あ、そうだ、あんまり積極的に近寄りたくないけど、先生たちの集まる『職員室』も学校の重要な施設だ」


    「先生のアジトということは、そこのドアに黒板消しを仕掛ければ効率よく仕留められるのでは？　やはり罠わなは獲物が集まるところに仕掛けねばのう」


    「職員室のドアに黒板消しを挟むくらいアグレッシブなやつは『生徒指導室』行きだ」


    「それを飛び越えて『校長室』への呼び出しかもね。あとは『放送室』とか『生徒会室』とか『視聴覚室』に『パソコン室』なんてのもあるわよね。そうそう、『給食』のときにも少し話をしたけど、『食堂』や『給食室』なんかも」


    　そうやって改めてひとつひとつ考えてみると、学校というものは様々な施設の集合体なのだと気づかされる。プリシラもまだ見ぬ日本の学校を頭に思い浮かべているようだ。


    「ふーむ、ひと通り話を聞いたが、なかなかに充実しておるのう。数多くの席があり、本もたくさん自由に読み放題、ベッドもあって寝られるし、パソコンも使える。食事をすることもできるし、職員だけの部屋もある。ううむ……最近のネットカフェはすごいのう！」


    「何を思い浮かべてたんだよ！　学校の話だろ！」


    「おお、日本の学校もすごいのう！　妾も通ってみたいぞよ！　ていうか作ってみたいぞよ！」


    　とにかく、プリシラは一応、学校の施設について一通り理解はしたらしい。


    「毎日のように通うところだから、改めて意識することって少ないけど──よく考えると、学校って一度卒業しちゃうとなかなか来られない場所なのよね」


    　綾あやちゃんは学校を懐なつかしむような、少し淋さびしそうな表情で言う。


    「確かにそうだなあ。今通ってる学校の教室も、いつか思い出の風景になっちゃうんだよな。そう考えると、教室みたいに当たり前の風景でも、意識して少しでも多く覚えておきたいな」


    　俺がそう呟つぶやくと、プリシラは笑顔で俺にこう言った。


    「では妾わらわは、沢さわ木きが一年でも二年でも、他の生徒よりずっと長く学校にいられるように祈ってあげるぞよ！」


    「ああ、ありがと──いや、留年はちょっと……。限りある残りの学校生活を大切にするよ……」
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    「押忍！　沢さわ木きよ、妾わらわは今回は久々に日本の伝統文化を学びたいぞよ！　『武道』についてよろしく！」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは「武道」だった。


    「そうか、寿司や和服みたいに形あるものだけが伝統文化じゃないもんな」


    「となれば、私の出番というわけだな！」


    　トレードマークの木刀を片手に意気揚々と現れたのは、剣術や柔術をはじめとして武芸百般を修めるサムライガール、和泉いずみ刀とう香かだ。テーマが「武道」なら、彼女以上の適任者もいない。


    「さて、伝統文化といえば確かにそうなのだが、現代日本で『武道』と呼ばれているものの多くは、現代から百五十年くらい前の、明治時代以降に成立したものがほとんどなのだ」


    「うぬ？　こないだ習った『侍』というのは三～四百年以上前からおる、武芸に秀ひいでた者たちではなかったのかや。剣道や弓道をやっておったんじゃろ？」


    　プリシラが首を傾かしげながら言うと、和泉は微笑を浮かべつつ答えた。


    「明治時代までは、闘うための技術は『武術』とか『武芸』、あるいは『兵法』というのが一般的だったのだ。それが明治以後、剣術から剣道や居合道へ、弓術から弓道へ、柔術から柔道や合気道へ、唐から手てから空手道へ。様々な『武術』が『武道』へと変わっていった」


    「ほう。ではその違いはなんなんじゃ？」


    「実のところ、明確な定義はないのだ。剣術も剣道も、剣を用いた技を修練するという意味では同じだしな」


    「ふーむ。喫茶店とカフェの違いみたいなことかのう。昔から街にある、ヒゲを生やしたいい感じのマスターが経営してるほうが喫茶店で、オシャレ感のある新しい店がカフェと呼ばれる的なことかの。どっちもコーヒーの飲める店じゃが、なーんとなく違うという」


    「いい感じのマスターって言ってる時点でお前の主観だろ。ヒゲを生やしたカフェの店主だっているし」


    「あえて言うなら、道ということになるかな。主に武人が職業技能として学んでいた『武術』に対し、体育と精神修養の道として一般人にまで普及していったのが『武道』と言えるだろう」


    「術と道、のう。確かに言われてみれば、一般市民が闘う方法を学ぶ必要ってあんましないからのう。では、明治という時代を境に変わっていったのはなぜなんじゃ？」


    「実は明治期の文明開化の折りに一度、日本武術は存亡の危機を迎えていたのだ。当時の日本では西洋の文明をなんでも取り入れようという運動が起こると同時に、日本の伝統的な文化が軽視され、衰退していった。そんな消えゆく伝統文化の中に、剣術や柔術などがあったのだ」


    「アメリカからやってきたおしゃれカフェが増えてみんながそっちに行ってしまうので、昔ながらの街の喫茶店が苦戦する的なことじゃの。カフェでノートＰＣをッターンってやりたいし」


    「だがそんな中でも、伝統武術を存続・再興させようという志ある人々が立ち上がった。見世物興行や大道芸のようなことで食いつなぎつつ人の耳じ目もくを惹ひき、どんな時代にも武を必要とする警察組織や軍隊に採用され、また一般人に対しても、闘う術すべを学ぶだけではない人間教育の道として普及を果たし、そうして日本の武は今日まで命脈を保たもってきたのだ」


    「今でも警察官や自衛官は武道を学んでるし、学校でも体育の必修に柔道や剣道があるもんな」


    「えっと、えっと、喫茶店で例えると……地元の人々に喫茶店のマスターがお得意の手品を見せて客を集め、警察や市役所の出入り業者となり、さらにコーヒーの淹れ方教室を開催し……なるほど、チェーン店のカフェに対抗するための草の根活動が実を結んだというわけじゃな」


    「マスターの手品の時点でもうたとえに無理があるぞ」


    「特に日本の武道のありかたに大きな影響を与えたのが、明治期に創始された柔道であり、その創始者・嘉か納のう治じ五ご郎ろうだと言われている。彼は日本初のオリンピック委員でもあり、柔道のみならず、体育という概念を日本に広めた『日本体育の父』とも呼ばれている人物なのだ」


    「おお、オリンピック！　世界的な大運動会なんじゃよな」


    「来たる二〇二〇年の東京オリンピックでは、柔道に次ぐ日本武道として空手が正式種目として採用されているだろう。この空手も、嘉納治五郎が当て身の技を学んで柔道へ取り入れようと、当時はまだ沖縄の地方武術でしかなかった唐から手ての使い手を本土に招いて演武会を開いたことが、本土へ進出し普及していく契機となったのだ」


    「ライバル店とも技術交流を図り、宣伝もおこなうマスター……立派じゃのう」


    「プリシラ、あくまでもそのたとえを続けるんだな」


    「空手の道着は柔道の道着とよく似ているが、それも当然で、もともと空手には決まった道着がなかったところを、柔道の道着を参考に空手着が作られたのだ。段級制度や色帯の制度も同様に柔道から取り入れられたものだ。こういった制度は空手以外の武道にも受け継つがれている」


    「他の店に参考にされるくらいの、機能的なユニフォームや経営ノウハウがあったんじゃな」


    「嘉納治五郎は古流の柔術や剣術、沖縄の唐手などを学ぶ一方で、西洋のボクシングやレスリング、さらには体育という概念も学び、それらを柔道に取り入れつつ普及させていった。柔道は日本の伝統武術と西洋の近代体育のハイブリッドというわけだ。さらに武道による人間教育という考え方を定着させたこと、そして武道を競技スポーツと結びつけた功績はとても大きい」


    「温故知新というやつじゃな。古き良き喫茶店の焙煎技術や雰ふん囲い気きのよさを活いかしつつ、時代に合わせてキャラメルモカフラペチーノも飲めるし無料Wi-Fiも飛んでる的なことじゃな！　そして他の店舗をリスペクトし、またリスペクトされる名店！　サンキュー、ヒゲのマスター！」


    「確かに嘉納治五郎はヒゲをたくわえた偉大な達人マスターであった。日本武道の恩人だな」


    「うまくまとまったんだかまとまってないんだか……」


    「妾わらわは喫茶店とカフェのたとえが完走できたのでもう満足じゃ」


    「お前の道は何が目的だったんだよ」


    「かくして『武道』は日本文化として確固たる地位を築き、明治以後も少林寺拳法や日本拳法など新たな武道がいくつも誕生し、日本は現在も世界有数の武道大国となっているのだ」


    「確かに今でもいろんな武道の町道場がそこらじゅうにあるし、学校の部活にもいろいろあるもんな」


    「さらには伝統的な『武術』も『武道』ともに現代に残っている。剣術と剣道を併修している修行者も少なくないのだ。それもまた、日本的なありかたと言えるかもしれないな」


    　ひと通り話を聞き終えたプリシラは、真剣な顔で深々と頷うなずいた。


    「武道というのは単に闘うための技というだけでなく、人間形成、教育の道となっておるところがすばらしいのう。妾わらわもプリンセス道十段を目指して精進せねば」


    「プリンセス道？」


    「妾の創始した武道じゃよ。必殺技は、むかつく奴の尻を後ろから蹴けること！」


    「新しい武道を創始するより、まずお前の人間形成が足りてねーぞ。……いてっ！　尻を蹴るな！」
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    「おいどんが王女プリシラでごわす……。あちきはプリンセスでありんす……。ううむ、あんまりしっくりこぬのう」


    　異世界の王女プリシラは、首を捻ひねりながら独り言を繰くり返していた。


    「プリシラ、一人で何を悩んでるんだ？」


    「む、沢さわ木きかや。あのな、妾わらわって『妾』じゃろ？　んで沢木よ、おぬしは『俺』じゃろ？」


    「何をわけのわからんことを言ってるんだ」


    「やれやれ、にぶいやつじゃの。自分のことを何と呼ぶかという、『一人称』の話じゃよ」


    「ああ、そういうことか。まあ男子は基本的に『俺』か『僕』の二択だな。でも凄すごく小さいころは自分自身の名前で呼んでたりするし、大人になると『私』とか『儂わし』とか言う人も。俺も幼稚園の頃までは『僕』だったな」


    「日本語って一人称がかなり多い言語だっていうもんね。洋画とか観てると、字幕では『俺』『僕』『私』『儂』なんてバリエーションがあっても、英語の台詞せりふでは全部『Ｉ』だしさ」


    　と、クラスメートの仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あが話に入って来た。


    「あたしは『あたし』だし、委員長とか坂さか上がみさんは『私わたし』でしょ。あと、『うち』って言う子もそこそこいるね。でも、『妾』はいないなあ」


    「そこでじゃ。妾も自分の一人称を変えてみるのもおもしろいかもしれぬと思うての」


    「確かに『妾』以外の一人称を使ってるプリシラって新鮮かもな」


    「んでは、コホン。──わたくし、王女のプリシラと申します。以後お見知りおきを」


    　一人称が「わたくし」のプリシラは、普段のだらけた姿が嘘うそのように気品に満ち溢あふれていた。


    「おおっ、一人称と言葉づかいを変えただけでプリシラが本物の王女みたいに見えるぞ！」


    「妾はもとから本物じゃっちゅーに！」


    「プリシラ、一人称と態度がもとに戻ってるぞ」


    「あっ。わたくしとしたことが、つい。おほほ。尻を蹴けるのはあとにしてさしあげますわ」


    　プリシラは口元に手を当てて上品に笑う。


    「やはり淑女レデイの一人称はわたくしですわね。でもわたくし、いちど殿方の一人称も使ってみたく思いますわ」


    「へー、いいじゃん。僕っ娘こってやつ？　そういう子も稀まれにだけどいるよね」


    　仲村渠が言うと、プリシラはこほんと咳せき払ばらいをして、「わたくし」のモードからがらりと表情を変えて俺たちを睨にらみつけた。


    「おう、ワイや！　毎度お馴な染じみ世界一のプリンセス、プリシラや！　こら何見とんねん、見せモンちゃうぞ！　見るんやったら銭出さんかい！」


    　プリシラは両手をポケットに突つっ込み、肩をいからせてすごんでみせた。


    「……似合ってるけど、むしろそれが似合うのはちょっと王女として問題があるんじゃ」


    「じゃあ次いってみよっか」


    　仲村渠なかんだかりが促うながすと、プリシラはそれに応こたえて頷うなずいた。


    「アタイの名前はプリシラだよ！　ここいらはアタイの領土シマなんだよ！　何見てンだよ！」


    　プリシラはヤンキー座りで、金髪を掻かき上げながら俺たちを睨にらみ上げた。


    「これが昔のスケバンが使ってたっていう、『アタイ』かぁ」


    「これもハマってるが、さっきとキャラの方向性があんまり変わってない気がする……」


    「拙せつ者しやはプリンセスでござるぞよ！」


    「それは前にやったから新鮮味がないな。次のやつ」


    　促されるままに、プリシラは一人称を次々と変えていく。


    「乃だい公こうはプリシラ様だ！　うわははは！」


    「あてはプリシラいいます。旦那はん、ぶぶ漬けいかがどすか」


    「お控えなすって、手て前まえ、生国と発しまするは王都の王宮、名はプリシラ、稼業は王女、どちらさんも以後万事万端宜しくお頼み申します」


    「オッス！　オラプリシラ！　いっちょ増税してみっか！」


    　プリシラはいろんな一人称を試し、その度になぜか口調や性格まで変わっていった。


    「次はけっこう自信があるんじゃ。──吾わが輩はいは王女である。女王ではまだない」


    　プリシラはシニカルな表情で、淡々と言った。


    「あっ、それなんかカッコいい！　意外と『吾輩』アリじゃん？」


    「親譲りの王女で子供の時から得ばかりしている。王宮にいる時分城の二階から飛び降りて一週間ほど大臣が腰を抜かしたことがある」


    「それは漱そう石せきの別の作品だ。っていうか趣旨が変わってるぞ。でも、もとが『妾わらわ』だから、ちょっとくらい浮き世離れした一人称のほうが似合うのかもな」


    「我が名は王女プリシラ。愚民どもよ、我われに従え……。貴様らの血税を我に捧げるのだ……」


    「なんで『我』って一人称だと魔王感が出るんだろう。二人称も貴様になってるし」


    「『貴様』ってもともとは目上の相手に使う尊敬語らしいんだけどね。あと『妾』も、もともとは女性の使う謙譲語だったらしいよ」


    「そういや『拙者』とか『小しよう生せい』とか『愚僧』とかも謙譲語の一人称なんだよな。プリシラも『愚王女』ってのはどうだ」


    「なんで自分で自分をディスらんといかんのじゃ。それになんか『グオージョ』ってイタリア料理か怪獣の名前みたいじゃし」


    「お前は怪獣みたいなもんだろ」


    　と俺が言った瞬間、「わたくし」のモードではないプリシラから回し蹴げりが飛んできた。


    「てことで、ひと通りいろいろとやってみたが……やっぱり妾には『妾』が一番しっくりくるのう」


    　あれだけくるくると変わった表情も元通りにして、プリシラは言う。


    「そもそも一人称を変えるのはいいとして、なんで口調や性格まで変わるんだよ」


    「でもさ、言葉には魂が宿るとか言うじゃん？　もとからそういう性格だからそういう一人称を選ぶのか、そういう一人称を使ってるうちに性格が変わってくるのかはわかんないけど、一人称が『俺』と『僕』の男子、『私』と『あたし』と『うち』の女子じゃ、なーんとなくそれぞれ性格が違ってくる気がするんだよね」


    「確かにそれはあるかもしれぬのう。妾わらわも『妾』と言うておるうちに、それに似つかわしい性格になってきたのやもしれぬ」


    「お前は『ワイ』もけっこう似合ってたけどな。ていうかそもそも、『妾』って一人称に似つかわしい性格なのかどうか……」


    「沢さわ木きもこれから一人称を変えてみてはどうじゃ」


    「俺が？　と言ったって、男子高校生の一人称なんてほぼ『俺』か『僕』の二択だと思うけど」


    「いやいや、他にも色々あるはずじゃぞ。そうじゃな、妾的には『麿まろ』とかおすすめ」


    「麿は遠慮しておくでおじゃる。あっ、口調がつい……」
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    「ぬああっ！　また妾わらわがドベかや！」


    　異世界の王女プリシラは、手元に一枚残ったジョーカーをテーブルに投げ出して頭を抱かかえた。異世界修学旅行の空あき時間に、俺たちはトランプでババ抜きをして遊んでいたのだ。


    「プリシラは顔に出すぎるんだよな」


    　俺がそう言うと、プリシラはテーブルに突つっ伏したまま俺を睨にらみ返してくる。


    「ぐむむ。もうこんなババを仲間はずれにする陰湿なゲームはやめじゃ！　他のゲームを……そうじゃ、沢さわ木きよ、今回は『日本のゲーム』について妾に教えよ」


    「テレビゲームのことか？」


    「んにゃ。確かにそちらにも興味はあるが、今回はそういうデジタルなやつでなく、昔からあるアナログなやつについて知りたいのう。こういうトランプみたいなやつ」


    　プリシラはジョーカーを拾い上げて言う。


    「トランプも日本に入ってきてもうだいぶたつはずだけど、もっと前からあるものっていうと、たとえば『かるた』とかかな」


    「かるた……。ふむ、名前だけでは想像もつかぬの」


    「かるたもカードゲームなんだけど、読み札と取り札の二種類があってだな、読み人が読み札を読み上げて、その内容に対応した取り札を取り合っていくゲームなんだ。中でも『百人一首』って種類のかるたは、短歌の上の句と下の句が、それぞれ読み札と取り札に別れてるんだ」


    「ほーん。歌を札にして取り合うというのは風流じゃのう」


    「他に日本のカードゲームといえば『花札』ってやつもある。絵札が『松に鶴』とか『芒すすきに月』とか『柳に短冊』とか、日本的な絵柄なんだよ」


    「ほう、名前からして風流じゃな。日本的な組み合わせというなら『カツにカレー』も当然あろうな」


    「確かに日本的な組み合わせだが、花札の絵柄にそんなもんねーよ」


    「上の句がカレーなら下の句はカツじゃろう。『君がため 厨くりやにいでて カレーをよそう ライスの上に カツをのせつつ』はいっ！」


    　プリシラは自作の短歌を詠んで、テーブルの上のトランプをぱしんと叩たたいた。


    「じゃあお前の世界の百人一首はそういう歌を集めて作れよ。つーか花札の話どこやった」


    「カードゲーム以外だと、日本にはどんなゲームがあるんじゃ？」


    「他には……いきなり言われると思い浮かばないな。えーっと……丸まる山やま、何があったっけ？」


    　俺は答えあぐねて、クラスの中でも一番ゲームに詳しい丸山へと話を振った。丸山はアナログデジタルを問わず、あらゆるゲームに詳しいのだ。


    「そうだな……たとえば『囲い碁ご』や『将しよう棋ぎ』というものがある。どちらも升ます目めの入った盤を使ったゲームだが、ざっくりと説明すると、囲碁は白と黒の石で盤上の陣地を取り合うゲームで、将棋はそれぞれに特性を持った駒を動かして、相手の王様を取るゲームなのだ」


    「ほほう、その将しよう棋ぎというやつに似たゲームは妾わらわの世界にもあるぞよ。兵士、僧侶、魔術師、王子、王女、ドラゴン、おじさん等、いろんな駒を使って相手の国を倒すゲームなんじゃよ」


    「なんでおじさんだけ職業とかじゃなくて素のおじさんなんだよ」


    「おじさんは最弱の駒で、特にドラゴンの前には完全に無力なんじゃ」


    「そりゃそうだろ。まあ駒に魔術師やドラゴンがあるところはこっちの世界っぽいな」


    「日本の将棋にも『龍りゆう王おう』や『龍りゆう馬ま』という駒があるぞ」


    「ふむ、日本の将棋というからには他国にもあるのかや？」


    「将棋はインド発祥というのが定説になっているが、それが世界各国に広がっていった。現在、将棋式のゲームで一番メジャーなのは『チェス』だろう。そんな世界の将棋の中でも日本将棋の特徴は二つ、一つは取った相手の駒を自分のものとして使えること」


    「そういや、そのルールがあるからこそ日本将棋は複雑で、コンピュータはチェスのプロにはもう何年も前に勝ってたけど、将棋のプロには最近まで勝てなかったんだよな」


    　俺の言葉に、丸まる山やまは頷うなずく。


    「そしてもう一つの特徴は、一部の駒が敵陣まで攻め入ると『成る』といってパワーアップすることだ。『龍王』や『龍馬』はそれぞれ飛車と角という駒が成ることで盤上に現れる駒なのだ」


    「おお、それはクラスチェンジといって妾の世界の将棋にもあるぞよ。兵士は騎士に、僧侶は大だい僧そう正じように、魔術師は大魔導師に、王子は王に、王女は女王に、ドラゴンは竜神に、そしておじさんは闇やみの力に目覚めたおじさんに」


    「おじさんに何があったんだよ」


    「ただのおじさんが剣と魔法と竜が入り乱れる戦場に放り込まれてそれでも生きのびたら、闇の力にくらい目覚めんとやってられんじゃろ。闇の力に目覚めたおじさんは最強の駒なんじゃ」


    「ゲームバランスが取れてるんだか何なんだか」


    「ともあれ、似たゲームでも微妙に駒やルールが違うというのはおもしろいのう。海外から伝わったものでも、そのままのかたちに留まらず、日本で独自の発展を遂げていったんじゃの」


    「先ほど話に出たかるたも、語源はポルトガル語だとされている。ポルトガル人のおこなっていたカード遊びを参考に、かるたや花札のような、カードを使った日本特有のゲームが生まれていったそうだ」


    「へえ、その場合は『カードを使って遊ぶ』っていう概念を海外から輸入したってことか。今だと当たり前すぎて何とも思わないけど、当時は画期的な発明だったのかもな」


    「ふむ、妾もそういう日本の遊びを参考にして、この世界独自のゲームを作ってみようかの」


    　プリシラは手の中でトランプを弄もてあそびながらしばらく考え、やがて口を開いた。


    「妾はカツカレーからゲームの着想を得たぞよ！」


    「そこからかよ！　今までの日本のゲームの話はなんだったんだよ！」


    「心配するでない、百人一首からもヒントを得ておる。まず様々な種類の上のカレーを用意してじゃな、どんな下のトッピングが合うかをワイワイいいながらみんなで楽しむゲームはどうかの。妾わらわ、ビーフカレーにカツとチーズがいい！」


    「それはゲームというより、単なるカレーパーティじゃないのか」


    「む、じゃ、じゃあ将しよう棋ぎも参考に、戦って倒した相手のカレーを取れるルールも追加で」


    「カレーパーティが殺伐としたカレーパーティになっただけだ！　ゲーム要素がないだろうが」


    「えっと、じゃあカードゲームにするんじゃ。攻撃力や防御力をそれぞれのカレーに設定して、それを強化するトッピングカードを……こういうの今の日本で流は行やってるんじゃろ？」


    「攻撃力は辛からさだとして、カレーの防御力って何なんだよ。つーかそれならもうカレーの必要なくないか？」


    「はっ！　確かに、それなら色んな種類のおじさんのカードでいいのう！　光に導かれしおじさん、闇やみの力に目覚めしおじさん、プレーンおじさん等々、全二千種類のおじさんのカードを作って……」


    「なんでおじさんが固定なんだよ！」
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    「沢さわ木きよ、『卒業』って、どんな感じなんじゃ……？」


    　異世界の王女プリシラは、いつになく憂いを帯おびた表情を浮かべながら、空を見上げて言った。


    「おぬしらも、いつか学校を卒業してゆくのであろう」


    「ああ。俺たちはいま高校二年生だから、来年のことだけどな。でもだいぶ先だと思ってたら、すぐにその日が来ちゃうような気もするな」


    　プリシラの隣に腰かけながら、俺はそう答えた。


    「高校の卒業式はまだ先のことだけど、俺はこれまで幼稚園、小学校、中学校と卒業を経験してきた。同級生、後輩、先生、教室、部室、通学路──それまで毎日通ってた場所や、毎日会ってた人と離れていくってのは、やっぱり特別な感情が湧き起こってくるんだよ」


    「ふむ……。学校というものに通ったことがない妾わらわには実感できぬことじゃが……愛着ある場所との、ともに日々を過ごした人との別れの日というのは、やはり特別なものがあろう。じゃが、いつか必ず卒業するからこそ──長い人生の間でほんのひととき通り過ぎる期間であるからこそ、学生時代というものは、青春時代というものは素晴らしいものなのではないのかや？」


    「……かもな。今はまだ、よくはわからないけど」


    「学校生活も連載小説も、いつか必ず終わるんじゃ。じゃが仮に終わってしまったとしても、その記憶は必ず心の片隅に残……残るのかのう？　意外とそんなに残らぬのやも」


    「哀しいこと言うなよ……」


    「じゃがの、普段は通り過ぎて来たもののことなど忘れていても、長い人生の中でふと思い出すことがあるはずなんじゃ。折りに触れて蘇よみがえるその思い出こそが、かけがえのない財産となろう。学校生活も、修学旅行も、そして連載小説も」


    「ん？　なぜさっきからちょいちょい連載小説にこだわってるんだ」


    「はて、そういえばなんでじゃろ？　まあ、もののたとえというやつじゃ」


    「まあ連載小説はいいとして、確かに修学旅行もいつかは終わるものだよな。それに、考えてみれば修学旅行って、普通は高校のもので最後なんだよな。てことは、この異世界修学旅行が、俺たちにとって最後の修学旅行だ」


    「……そして、この修学旅行にも終わりはあるんじゃ。修学旅行が終われば、おぬしらはもとの世界へ帰っていくんじゃよな……。妾の住むこの世界を卒業していくんじゃよな……。そんな日がいつかは来てしまうんじゃな……」


    　プリシラはそっぽを向いて、小さな声で言った。それがどんな表情で言われた言葉なのか、俺にはわからない。


    　俺たちは、いずれこの異世界での修学旅行を終えて、もとの世界に──日本へと還かえっていくのだ。それはつまり、この異世界の王女であるプリシラとの別れを意味している。


    「──まさかプリシラ、今日で修学旅行は終わりだって言うんじゃ」


    「新聞連載が？」


    「……いや、修学旅行が。だいぶダイナミックな聞き間違いだぞ」


    「ふむ、そうそう、修学旅行の終わり──。うむ、いつかはそんな日が──」


    　プリシラはこれまで俺たちと一緒に、旅の中で様々なことを学んできた。もうこれで修学旅行は十分だと思ってしまったのかもしれない。俺が心配そうにプリシラの表情を窺うかがうと、プリシラはけろりとした顔で、不思議そうに俺のほうを見返してきた。


    「待て待て、何をこれでお別れみたいな雰ふん囲い気きを出しておるんじゃ？」


    「いや、だって、さっきからそんな感じの空気が……。しんみりと『卒業』について聞きたいなんて言い出すし」


    「妾わらわは単に『卒業』ってどんな感じなんじゃろ、と思って尋たずねてみただけじゃ。妾たちの修学旅行はまだまだ終わらぬぞよ！」


    　プリシラは立ち上がると、拳こぶしを天に向かって高く突つき上げた。


    「妾はもっとたくさん知りたいことがある。もっとたくさん学びたいことがある。世界が未知なるもので溢あふれている限り、修学旅行は終わらないんじゃ！」


    「プリシラ……。そうか、そうだよな。俺たちの異世界修学旅行は、まだまだ終わらないんだ」


    　プリシラの表情は好奇心に満ち溢れ、空を映すその眼は、まだ見ぬ未来へ向けて輝いていた。


    「ま、それはあくまで気持ちの上での話で、実際に日程が来ると嫌でも終わるんじゃがの。学校生活も、修学旅行も、連載小説も」


    「せっかくいい感じの台詞せりふが言えたんだから、そこで止めとけよ！　つーか、だからなんでいちいち連載小説の話をぶっこんできたり、最終回感を醸かもし出したりするんだよ！」


    「そういや何でじゃろな。……むむ？　ちょうどこの回の掲載が、三月末の卒業シーズンだった？　何かそんな天の声が聞こえたような聞こえなかったような……」


    　惚ほうけた表情で、プリシラは空を見上げて言った。


    　俺はあえて、それには何もつっこまない。


    「ま、とりあえずはまだその日程が来ておらぬゆえ、妾たちの修学旅行はまだ最終回ではないんじゃ。まだもうちっと続くんじゃ。つーことで、これからもよろしくの！」


    　プリシラは空を見上げると、その青空の向こう側の誰かに向けて言うように、高らかに宣言した。


    「んでんで、早速の質問じゃ。おぬしらの世界では卒業式で、女子が男子の制服の第二ボタンをもらうって風習があるそうじゃが、それはいったい何でなんじゃ？」


    「それはな……ま、あとでゆっくり説明してやるよ。修学旅行はまだ続くんだ」


    「ん、そうじゃの。妾たちの修学旅行はまだ始まったばかりなんじゃ！」


    「それもだいぶ最終回感ある台詞だけどな」


    　俺がそう呟つぶやいたときだった。


    「浩こう介すけ！　プリシラ！　二人とも何やってるの！　みんな出発の支度済ませてるわよ！」


    　遠くからそう声をあげて、クラス委員長の陣じん内ない綾あやが俺たちのほうへ手を振っていた。


    「おお、ではさっそく次の目的地へと出発じゃ！　この場所を卒業して、次の目的地を目指す旅へとの！」


    　プリシラは俺を置いて、綾ちゃんのほうへ勢いよく駆け出していった。プリシラが金髪を振り乱しながら駆けてゆく、そのはるか先の青空を俺は見上げた。


    　いつかこの空の向こうに、もとの世界に俺たちは還かえっていく。いつかこの異世界修学旅行も、遠い日の思い出になっていく。でも俺はもう少し、このワガママで、そして好奇心に溢あふれた異世界の王女様と一緒の修学旅行を楽しんでいきたい。


    　いつか必ずやってくる、別れのその日まで──俺たちの異世界修学旅行は、続く。


    　俺がそんなことを思っていると、道の先でプリシラがこちらを振り返って、笑顔で叫んだ。


    「こら、沢さわ木きよ！　なんか終わりそうな雰ふん囲い気きを醸かもし出すのはやめよと言うに！　ほら、さっさと次に行くぞよ！　卒業は終わりではない！　未知なる新たな世界の始まりなんじゃ！」


    　異世界の王女は、まだ見ぬ世界へと、新たな旅路へと力強く走り出して行った。
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    「おっす！　妾わらわの名前はプリシラ！　この世界で王女やってます！　今後ともよろしく！」


    　異世界の王女プリシラは、いきなり大声でそんなことを言い放った。


    「……プリシラ、いきなり改まってどうしたんだ」


    「おお、妾にそんなことを言うのは、二年一組の修学旅行委員にして、これといって特徴のない男子生徒、沢さわ木き浩こう介すけではないか！」


    「だから何なんだよその鬱うつ陶とうしい説明口調は」


    「なに、こないだ『卒業』の話をしたじゃろ。んでは『入学』ってどんな感じなんじゃろうと思っての。仮に、仮にじゃよ、これが新聞連載で四月のしょっぱなの掲載回じゃとしたら、ここから入る読者もいるじゃろうからな」


    「仮に、これが新聞連載の四月の初しよっ端ぱなの回だとしたら、確かにな」


    　俺とプリシラは顔を見合わせ、深々と頷うなずいた。


    「んで、入学となればまず自己紹介じゃろ？」


    「まあ確かに、それまでとガラッと環境が変わるわけだからな。新しいクラスメートと互いがどんな人間かを知らせ合うってのが最初だな」


    「じゃろ、そこで改めて自己紹介とかをしてみようと思ったんじゃよ。何というかこう、妾たちの修学旅行に始めて参加する者がおるという体ていでの！」


    「自己紹介っていうと……。俺、高校二年生の沢木浩介は、修学旅行をしていたクラスメートたちとともに、突とつ如じよ、中世ファンタジー風の異世界へと飛ばされてしまった。だったら、この異世界でも修学旅行を続けてやる！　そんなわけで、俺たちは異世界の王女プリシラとともに、異世界修学旅行に出発したのだった！　……みたいな？」


    「それはもう自己紹介っていうか半分あらすじ紹介じゃがの。んでんで？　その異世界修学旅行ってどんなのじゃろ？　仮に本になってたら定価とかも知りたいかも～」


    「なんか露骨になってきたな……。そういうことは、そのへんに載ってるんじゃないのか？」


    「これは出身中学とか部活とかを聞く感じの、ごく普通の質問じゃよ。で、そのへんって？」


    　プリシラはとぼけた顔で、あたりをキョロキョロと見回した。これが仮に新聞連載だったとしたら、その辺に告知が載っていたのだろうというような見回し方だった。


    「ま、妾たちはそんな感じで修学旅行を続けておるんじゃがの。沢木たち日本からやって来た二年一組が、この世界で魔法やドラゴンなど日本には存在しないものと触れ合っていろいろと学んでいく一方で、妾もまた日本の高校生から、『日本』という、妾にとっての異世界のことを学んでいく。これがこの修学旅行の趣旨であり醍だい醐ご味みというわけじゃな！」


    「……やっぱり、なーんかさっきから言ってることが説明くさいんだよな」


    「入学ガイダンスじゃからそこは我慢せよ。そんなわけで、妾に教えたいものごと、テーマなんかも募集中なんじゃ。そのへんに宛先なんかが出ておるような気がするのう」


    「俺もさっき同じこと言ったからつっこみづらいけど、そのへんってどのへんだよ」


    「んーと、ぶっちゃけ、読売中高生新聞宛あてに……」


    「けっこうぶっちゃけたな！」


    「これは難しい魔法の話になってしまうから詳細は説明できぬが、そんな感じでおたよりを送ってもらえると、ふしぎな力を経由して、この世界の妾わらわのもとに届くしくみになっておるんじゃ。ここだけの話、意外と採用率は高めなんじゃよ」


    「ふしぎな力スゲーな……。そういや、これまでどんなテーマについて話してきたっけ。そういうのを振り返っておくと、これからのテーマ募集も来やすいんじゃないか」


    「学校に関連するテーマってけっこう多かったわよね。『学校制服』『部活』『文化祭』『給食』とか」


    「おお、いきなり現れて、わかりやすくガイダンスを展開するのは、二年一組のクラス委員長にして沢さわ木きの幼なじみでもある陣じん内ない綾あやではないか！」


    「あ、うん。紹介ありがと。ちなみにこのテーマ募集は連載当時のものだからそこは注意ね」


    「さすが委員長、その辺のフォローも隙がないのう。さて、振り返ってみると、確かに学校絡みのテーマは多かったのう。妾は王女ゆえ、学校というものに通ったことがない。それゆえ、日本の中学高校の学校生活がどのようなものかは、とても興味があるんじゃ」


    「日本の伝統文化もいろいろと学んだよな。『寿司』『俳句』『侍』『和服』『武道』なんかの」


    「うむ、日本という国は長き歴史を持ち、古来よりの伝統が今に息づく国であるそうな。そんな数々の日本文化を学ぶことは、妾にとって実に興味深かったぞよ」


    「といって、古いことばかりでもなかったわよね。『コンビニ』『スマートフォン』『アイドル』『漫画』『カラオケ』『ＳＮＳ』なんていう、私たちが普段から接してるようなものについてもいろいろと扱ったもんね」


    「おお、現代日本の文化はどれも羨うらやましいものばっかじゃったな。妾もスマホを持ってコンビニに行って漫画を買いたいぞよ」


    「季節のイベントなんかもけっこう扱ったよな。『オリンピック』『お祭り』『クリスマス』『バレンタインデー』なんていう」


    「日本には年間を通していろんなイベントがあるんじゃったよな。他にも『怪談』『漫才』『ことわざ』『自動なあれこれ』など、いろんな角度から日本のものごとを学んできたのう」


    　プリシラはこれまで扱ったテーマを指折り数えながら、ふむふむと頷うなずく。


    「逆にこれからプリシラが学んでみたいことって何だ？　どんなテーマが来ると嬉しいんだ？」


    「んーと、そうじゃのう。えっと、あのあれ。『一般相対性理論』『リーマン予想』『構造主義』……妾はそのような人類の叡えい智ちについて興味しんしん」


    「見み栄えを張るな、正直に言え。そういうテーマが送られてきたらどうするんだよ」


    「ふむ、妾にはともかくおぬしらにはちびっと難しいやもしれぬの。では『カレー』『ラーメン』『カツ丼』なんかを、ぜひふしぎな力で送ってきてほしいもんじゃ。夕食どきに」


    「出前の注文を聞いてるんじゃないんだぞ。その興味は食べたいってことだろうが」


    「では、『僕は入学してからまだうまくクラスに溶け込めていません。どうやったら友達が作れるのかは自分で解決しようと思うので、キーマカレーを送ります。みなさんで召し上がってください』みたいなやつを希望するぞよ」


    「それは学習テーマって言うか人生相談……に見せかけてやっぱりカレーじゃねーかよ！　なんで一回フェイントかけたんだよ！　つーかカレーの現物はこの異世界には送れないの！」


    「カレーといってもキーマカレーじゃよ？」


    「なんで挽肉が入ってたら世界を超えて送れるって発想になるんだよ！　ふしぎな力で送れるのは手紙だけ！」


    「なんでおぬしのほうがふしぎな力について詳しいんじゃよ……。じゃあじゃあ……」


    　俺とプリシラがくだらないことを言い合っている間に、綾あやちゃんが空を見上げて言った。


    「えっと、私たちはこんな感じでゆるゆると修学旅行を続けていますので、皆さんこれからもよろしくお願いしますね」


    「というわけで、みんなの考えたおいしいカレーのレシピを記したおたより、待ってるぞよ～」


    「なるほど、それなら文字だから送れるな！　……いやおい！」
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    「のうのう、沢さわ木きよ、『高校デビュー』って何じゃ？　楽しいことなら妾わらわもしてみたいぞよ」


    　日本文化に興きよう味み津しん々しんな異世界の王女プリシラは、出し抜けにそんなことを言い出した。


    「また妙なところに興味を示したな……。『高校デビュー』ってのは簡単に言うと、中学から高校へ進学するときに自分のキャラを大幅に変えてみるってことだな」


    「ふむ。中学までは服装も折り目正しく眼鏡めがねに三つ編みで品行方正じゃった少女が、高校進学を機にコンタクトに変えて髪を染めてつけまつけてイケイケアゲアゲのパリピとしてはじけていくようなことかのう」


    「それはちょっと極端だが、まあそういうことだな」


    「中学まではガリガリのもやしっ子じゃった少年が、高校からは筋肉ビキビキのマッチョマンになって、りんごを握にぎり潰つぶしながらタンクトップで登校してしまうようなことじゃな」


    「春休みに何があったんだよ。服装は変えられても筋肉は短期間で変えられないだろ」


    「通販で買ったつけ筋肉をつけたのでは」


    「そんな謎なぞアイテムは日本にねえよ」


    「んで、なぜ高校なんじゃ？　中学デビューはないのかや？」


    　そんなプリシラの問いには、俺の幼なじみでありクラス委員長でもある陣じん内ない綾あやが答えた。


    「私立校は別だけど、公立小学校から公立中学校への進学だと、地元の子ばかりで顔ぶれがあまり変わらないの。その点、高校だといろんな地域の中学校から集まってくるから、キャラ変えもやりやすいのよ」


    「なるほどの。知り合いばっかりじゃと『お前小学校までガリガリだったのに、中学からいきなりムキムキになってるの不自然だろ！　それつけ筋肉だろ！』とか言われてしまうからのう。成長期という言い訳も無理があるぞよ」


    「だから筋肉デビューする奴はいねーし、つけ筋肉なんてものもない！」


    「ま、とにかく高校デビューの意味についてはわかったぞよ。妾には今のところ必要のないことじゃが、進学を機に自分のイメージチェンジを図るというのはおもしろいのう。おしゃれキャラ、おもしろキャラ、スポーツマンキャラ、不良キャラ、秀才キャラ、モテキャラ……それまでとは違う自分になれるチャンスじゃな」


    「いや、高校デビューって結構難しいんだぞ。無理して身の丈に合わないキャラを演じようとしたって、どうせすぐにボロが出るんだよ。無難にありのままの自分でいくのがいいんだよ」


    　俺がそう言うと、プリシラは珍しく、感心したように頷うなずいた。


    「おお、確かにそうかもしれぬのう。身の丈に合わぬおもしろちょいワルモテモテおしゃれスポーツマンキャラを演じようとしてボロを出してしまって、切ない高校生活を送るハメになった奴の言葉には説得力があるのう」


    「そんな無理めのキャラを演じようとしたことはないし、俺の高校生活は切ないことになってねーよ！　だいたい俺の場合、同じ高校に幼稚園からずっと一緒の幼なじみがいるんだから、そういう無理のあるキャラ作りをしたってすぐバレちゃうんだよ」


    　俺は同意を求めるように、幼なじみへと顔を向けた。


    「うん、確かに無理なキャラ変えはしてなかったよね。でも私、浩こう介すけが高校入学前の春休みに、髪を切る場所を、中学まで行ってた床屋さんから駅前の美容室に変えたのは知ってる」


    「おお、ささやかな高校デビュー！　ははーん、高校進学を機に髪型を微妙に変えてモテようとしたんじゃな！」


    「い、いいだろ別に！　結果的に全然モテなかったし！」


    「でも、高校デビューなんてそれくらいでいいんじゃない。あんまり急激にキャラを変えちゃうと、浩介の言うように、やっぱりどこかで無理が出ると思うの」


    「ふーむ。それはそれで正しい意見かもしれぬ」


    　綾あやちゃんの言葉にプリシラは頷うなずきつつも、少し考えるように腕組みをし、やがてこんなことを言った。


    「じゃがの、妾わらわはこうも思うんじゃ。中学から高校にと大きく環境が変わったとき、それを機に自分自身をも大きく変えたいと思うことは何も悪いことではないじゃろ。『ありのままの自分』ってなんとなく耳触りがよいが、それって結局、ラクチンなやりかたに身を任せるということでもあるじゃろ。今までの自分を変えたいというのならば、多少無理をしてでも、己おのれの身の丈を超えたキャラを演じるという挑戦も意義のあることではないかや」


    「でもそれが本当の自分と違っちゃうと、あとで困らないか？」


    「目標とするキャラを演じていくうちに、それが本当になるということもあるじゃろ。つけまつけてるうちに言動もギャルっぽくなるとか、おもしろくない小ボケも繰くり返してくうちにおもしろいことが言えるようになるとかの。思い切って理想の自分を演じ、そこに現実の己を近づけてゆくのもまた、高校デビューの醍だい醐ご味みというやつではないじゃろか。それで失敗しても、何度でも再デビューすりゃいいんじゃよ」


    「そうね、プリシラの言うことも一理あるかも」


    「なるほどな。考えてみれば、髪型や服装を変えるだけじゃなくて、中学まで運動オンチだった奴が厳しい運動部に入るのも、バカキャラだった奴が勉強に打ち込むのも、口ベタだった奴が積極的にクラスメートに話しかけるのも、高校デビューっちゃ高校デビューだもんな」


    　俺もそう同意したとき、鼻先にプリシラの人差し指がピシッと突つき付けられた。


    「ってことで、沢さわ木きよ。妾がおぬしの高校再デビューのためのプランを考えてやるぞよ！」


    「再デビュー？　いいよ、どうせつけ筋肉つけろとか言うんだろ」


    「つけ筋肉？　何じゃその謎なぞアイテムは。まず、そういう妙なことを言うキャラを変えねばの」


    「お前が言いだしたんだろ！　だいたい俺は今の高校生活が十分楽しいから再デビューなんてしなくていいんだよ！」


    　俺が断るとプリシラはつまらなそうな顔をしたが、横から綾ちゃんがこんなことを言った。


    「じゃあ異世界デビューっていうのはどう？　この異世界へとやってきたのをきっかけにイメージチェンジしてみるとか」


    「そうか、ある意味中学から高校より大きく環境変わってるんだもんな。じゃあせっかくだし、勇者キャラで異世界デビューとかしちゃったりして」


    「待て待て。日本にいたときはどこにでもいる普通の高校生じゃったのに、異世界に来ていきなり勇者になるのはおかしいじゃろ！」


    「さっきと言ってること違うだろ！　理想の自分に挑戦させろよ！」


    　俺が反論すると、プリシラは真顔でこう言った。


    「そこまで覚悟があるのならば、勇者キャラを目指すことも止めはせぬぞよ。じゃがの、おもしろキャラで高校デビューしてスベりまくっても、何度でも再デビューのチャンスはあるがのう。勇者キャラでデビューしてボロが出ると、魔物にやられて死んじゃうぞよ？」


    「異世界ではありのままの自分でいようっと……」
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    「のう、沢さわ木きよ。妾わらわは日本の中学や高校に存在するという伝説の人間関係『先輩・後輩』っちゅーやつを体験してみたいんじゃが」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを言い出した。


    「別にそりゃ日本の学校だけのものじゃなく、この世界にもあるんだろうけど……。でもそうか、確かに王女っていうプリシラの立場だと、先輩も後輩もないもんな」


    「そうなんじゃ。城の中でもメイドどうし、衛兵どうしで先輩・後輩の関係性なんかを横目で見ておると、なんか羨うらやましいなと思うんじゃよな。先輩は後輩を厳しく指導しつつもその成長を願い、後輩はそんな先輩の背中を見ていつか追いつこうと励はげんでゆく──青春じゃのう」


    「プリシラはやっぱり先輩ぶってみたいわけか？」


    「んにゃ、妾は王女という立場ゆえ、常に人の上に立って命令するばかり。じゃから、先輩を仰あおぎ見る後輩って立場はどんなもんかと憧れるときがあるんじゃよな」


    「なるほど。実は俺も一度、後輩ってやつを持ってみたかったんだよ」


    「うん？　おぬしはいま高二じゃろ？　なら高一は後輩ではないのかや」


    「もちろん同じ学校に通ってる以上、言葉の上では学年が違えば先輩・後輩なんだけどさ。やっぱり先輩・後輩の関係って、基本的には部活とか委員会活動とか、そういう集団の中でのものなんだよ。俺は帰宅部だから、そういうのがなくって」


    「なるほどのう。確かに、そこそこ密な付き合いがある上での先輩・後輩じゃものな」


    「よし、じゃあ今日は俺がプリシラの先輩になってやるよ！」


    「ええ……まじで……？」


    　俺の申し出に対し、プリシラは露骨に嫌な顔をした。


    「妾はもっとリーダーシップに溢あふれて人間的に尊敬できて頼りがいがあって腹筋がバキバキに割れている先輩がよかったのに……。まあ芸事の世界には『師匠は選べても兄弟子は選べない』という言葉があるそうじゃがの、それと同じで、学校や部活は選べても先輩は選べぬということじゃな。むしろこういう理不尽さこそが、先輩・後輩という関係性の醍だい醐ご味みやもしれぬのう」


    「俺が先輩だと理不尽なのかよ」


    「それに、頼りない先輩をサポートすることもまた後輩という立場のおもしろさやもしれぬ。よし、沢木よ。いや沢木先輩！　おぬしが先輩ということでひとつ我慢してやろうぞ！」


    「なんて態度のでかいやつが後輩になってしまったんだ……」


    　そんなわけで、俺とプリシラの先輩・後輩ごっこが始まったのだった。


    「……」


    「……」


    「のう、先輩」


    「なんだよ、後輩」


    「先輩・後輩っちゅーのは、何をすればいいんじゃろ？　何もせずに突つっ立っておるだけでは、妾わらわがちっとも後輩感を漫喫できぬぞよ」


    　プリシラ後輩は不満そうに言う。


    「いや、俺も先輩慣れしてないから、どうしたものかと。漠然と先輩って言っても何をすればいいのか」


    「ふーむ。ならばやはりここは、帰宅部の先輩・後輩という体ていでどうじゃろ。たとえば、部活の先輩というものは後輩に球拾いを命じるものじゃと聞くぞよ」


    「帰宅部は球使わないっての」


    「後輩に、通学路の自販機の下に落ちてる百円玉拾いを命じたりとか？」


    「嫌な先輩だな……。そもそもこの世界に自販機ないだろ」


    「あと先輩というものは、後輩にパンや飲み物を買ってこいと命じたりするそうじゃが」


    「それは校内で部活をしてる最中に腹が減るからだろ。帰宅部は腹が減ったら途中のコンビニに立ち寄って自分で買い食いするから、わざわざ買いに行かせる必要がないんだよ」


    「先輩より短いスカート丈にするなと叱ったりもするそうじゃが」


    「そりゃ女子どうしの先輩・後輩の話だろ」


    「じゃあ妾は後輩として沢さわ木き先輩に何をすればいいんじゃ？」


    「いや……別に……。じゃあ今から宿に帰るから、俺の少し後ろをついてこいよ」


    「うぬぬ、もっとビシビシ雑用を命じたり指導したりしてくれぬと後輩のやり甲が斐いがないぞよ！　後輩命令じゃ、もっと妾が後輩感を感じられるようにせよ！　妾にパンを買ってこいと命令せよ！　そして買ってきたパンの種類が気に入らぬと理不尽なことを言うんじゃ！」


    「命令しろって命令すんなよ、上下関係がこんがらがるだろ。うーん、先輩・後輩の関係ってのは、やっぱりすぐに真ま似ねできるものじゃないんだな」


    「むう……。考えてみれば、先輩というのは誰かの後輩であった時期をくぐりぬけてきたからこそ、後輩の上に立つ資格があるんじゃよな。雑用にパシリにと先輩の命令に従い続けた一年生を経て、三年生からは押さえつけられ一年生からは突つき上げられる中間管理職的二年生を経験し、ようやく三年生になって大きな顔ができるんじゃな」


    「そうだよな、自分の後輩が欲しかったら、まずは自分自身が誰かの後輩になっておくべきだったんだ。俺も大学に入ったら、なんかサークルか部活に入ってみようかな」


    「妾もお忍びで城下町の魔術教室にでも入ってみたら、ちゃんと誰かの後輩になれるかものう。そうじゃ、先輩・後輩といえば、次の世代に何かを受け継ついでいくってのもいいんじゃよな。妾の城でも、先輩メイドが後輩にエプロンを渡したり、先輩衛兵が後輩に武具を授さずけたり、そういうのがグッとくるんじゃよ。先輩の魂とともに、そういうものが受け継がれていくんじゃ」


    「手渡しできるものだけじゃなくて、部室なんかも先輩から後輩へと受け継がれていくものだもんな」


    「帰宅部じゃとそういうものもないからのう。先輩が卒業に際して後輩に渡せるものといえばせいぜい、自販機の下に落ちてた小銭とかかの？」


    「だから帰宅部は小銭拾いしないっつーの。帰宅部が後輩に渡せるものか、そうだな……。プリシラ後輩、明日からはお前が俺の使っていた通学路を受け継ついでいくんだ！」


    「おお、先輩！　わかったぞよ、沢さわ木き先輩から受け継いだこの通学路を明日から妾わらわが使い、そしてまた次世代の帰宅部員へと託してゆくぞよ！　……ん？　いや冷静に考えたらダメじゃろこれ」


    「なんでだよ。帰宅部の先輩が後輩に託すものといったらやっぱり通学路だろ」


    　俺が言うと、プリシラは呆あきれ顔でこう答えた。


    「せっかく感動的な別れをしたのに台無しじゃろ。先輩が使っていた通学路を使って帰宅したら、先輩の家についてしまうではないか」
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    「今回はいきなりのおたより紹介！　中学一年生、ＰＮペンネーム『スク楽！』さんから！　『プリシラに、日本の「カワイイ」について教えたいです』ということじゃ。おたよりサンキュー！　というわけで今回は、この世界のカワイイの象徴たる妾わらわが、日本のカワイイについて学ぶわけじゃな」


    　異世界の王女プリシラは、日本からふしぎな力で届いたおたよりを読み上げた。


    「『日本のカワイイ』か。男子高校生の俺にとっては難しいテーマだ」


    「沢さわ木きよ、案ずるでない。このようなテーマでおぬしを頼りになどしておらぬ。ということでカワイイの専門家を呼んであるぞよ。どうぞっ」


    　プリシラの合図とともに、クラスメートの仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あが現れた。


    「やっほー。てかあたしでいいの？」


    「いい、いい、カワイイ！　カーワーイーイー！」


    　プリシラはハイテンションではやしたてる。確かに仲村渠はファッション誌の読者モデルをしているだけあって、カワイイについて語るには適任かもしれない。


    「カワイイかー。でも一口にカワイイって言っても、その辺の感覚って人それぞれだかんね」


    「ふむ。じゃが、ある程度普遍性を持ったカワイさってあるじゃろ？　たとえば子犬や子猫って百人中九十九人がカワイイって言うのではないかや？　子パンダ、子ドラゴン、子ひとくいオロチ、子歩き猛毒キノコ、子ゾンビ犬、子巨大クラーケン、小悪魔系女子……おそるべき魔物たちも小さな子供のうちはカワイイもんじゃ」


    「後半ちょっとカワイイのかどうかよくわからんし、小悪魔系女子は意味が違うだろ。まあ確かに動物の子供はカワイイけど、それはたぶん世界共通の感覚で、別に日本特有の『カワイイ』ってわけでもないからな。おたよりの趣旨とはちょっとズレてないか」


    「そういう日本特有の『カワイイ』に気づけるのって、むしろ海外の人かもしんないね。最近じゃ日本のポップカルチャー特有のかわいさを『cute』とか『pretty』とかじゃなく、そのまま『kawaii』って言ったりもするらしいよ」


    「ほうほう。日本文化を外側から観る者としては、妾と共通するところもあるやもしれぬの。たとえばどんなものが海外の人々からは『kawaii』とされておるんじゃ？」


    「たとえば日本の漫画、アニメ、ゲームなんかに出てくるキャラクターのデザインって、海外の人から見ると新鮮でカワイイんだって。髪や服装がやたらとカラフルで凝こったデザインだったり、そもそもの画風も海外のものとは大きく違ってたり」


    「俺たちはもう生まれながらに日本のキャラクターに囲まれてるから、それが当たり前だと思っちゃってるもんな」


    「妾も初めて『コボちゃん』を知ったとき、極限まで無駄が排されたソリッドな画風と、シニカルでクールな作風に大きな感銘を受けたものじゃ。それでいてカワイイんじゃよな。確かにあのようなものは妾の世界にはないのう」


    「シニカルでクールはいいとして、カワイイのか……？　いや、それも俺たちが『コボちゃん』を当たり前のものとして受け容いれているからだろうか……」


    「あとはファッションなんかもそうだよね。着物とか簪かんざしなんていう日本の伝統的なファッションはカワイイし、逆に現代日本で独自に発達した原はら宿じゆく系のポップなファッションも、日本のカワイイものとして人気みたい」


    「妾わらわも全体的に原宿系ファッションじゃからの、その感覚はわかるぞよ」


    「何が原宿系だ。お前ずっと、うちの学校のジャージ着てるだろ」


    「ジャージはともかく、中高生の制服も海外の人からカワイイと思われてるみたいだよ。デザインもカワイイし、日本の漫画やアニメに出てくるキャラが着てる服だってのもあるのかもね」


    「それはおもしろいのう。アニメで触れるのが先じゃと、日本の学生がみなコスプレをしておるように見えるのやもしれぬな」


    「制服といえば、海外のセレブやファッションモデルの間で、ランドセルがプチブームになってたこともあったっけ。あれも海外の人たちからするとカワイイんだろうね」


    「ランドセルとな。初めて聞くものじゃが、セレブが好むものなら妾にも似合うじゃろな」


    「いや、それは日本の小学生の装備でだな……」


    「カワイイ日本のポップカルチャーといえば、日本のアイドルも海外からすると独特なところがあっておもしろカワイイんだって。アイドルも生身のキャラクターみたいなものだし、日本のポップファッションの体現者だからね」


    「おお、妾も一度はトップアイドルを目指した身、日本アイドルのすごさもわかるぞよ」


    「お前は目指したその日に引退しただろ」


    「それから、忘れちゃいけないのが日本の食べ物ね。見た目が綺き麗れいだっていうのはよく言われることなんだけど、カワイイってなると手まり寿司とか、和菓子とかかな。あとは駄菓子なんかもカワイイんだって」


    「花や動物を象かたどった和菓子なんて、日本人の俺たちが見ても綺麗だなんて思うもんな」


    「おお、和菓子については以前教わったの。中でも子スライムを象った水みず信しん玄げん餅もちっちゅー透明なやつがカワイイらしいのう。知らぬ者は今すぐ画像検索するんじゃ！」


    「確かに水信玄餅は綺麗だが、別に子スライムを象ったわけじゃないぞ」


    「妾はまだ実物を見たことがないが、羊よう羹かんというやつも実にカワイイんじゃろ。光沢のある深い黒色の直方体……。ううむ、想像するだにカワイイぞよ……」


    　プリシラは羊羹を想像しながらうっとりとした表情を浮かべた。


    「やっぱり微妙に俺たちと感覚が違う気がする……」


    「それに海外からの観光客のお土産みやげで食品サンプルが人気だったりするらしいから、普通の食べ物だってカワイイって思われてるのかもね。カレーライスの携帯ストラップとか、スパゲティの髪飾りなんてのもあったりしてカワイイの」


    「おおっ、妾わらわは羊よう羹かんの食品サンプルと豆腐の食品サンプルを部屋に飾りたいのう！」


    「その感覚もわからん……。単なる白と黒の直方体だろ……」


    「あはは。でもその微妙に感覚がズレてたり、逆に文化の違う人なのに感覚が合致したりするのがおもしろいところだよね。あたしたちが当たり前だと思ってるものが海外の人にとっては新鮮だったり、あたしたちがカワイイと思ってるものを海外の人も同じようにカワイイと思ってくれたり」


    「うむうむ。妾も『日本のカワイイ』への理解をだいぶ深めたぞよ。妾もジャージを着て、頭に簪かんざしを刺し、ランドセルを背負い、右手に『コボちゃん』の単行本、左手に羊羹の食品サンプルを携たずさえ、アイドルのポップソングを口ずさみながら小悪魔系女子を気取りつつ原はら宿じゆくを闊かつ歩ぽすることで日本のカワイイを満喫したいぞよ！」


    「それはカワイイとは何か違うような……」


    　俺が首を傾かしげると、その隣で仲村渠なかんだかりが親指を立てながら笑顔で言った。


    「原宿ならそういう人、たくさんいると思うよ。カワイイ！」
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    「なーんかやる気が出んのう……。今日は一日、ぐでぐでだら～っとしてようかの……」


    　異世界の王女プリシラは、普段の元気な様子とはうって変わって、だるそうにそう呟つぶやいた。


    「どうしたんだよプリシラ。伸びたラーメンみたいなこと言って」


    「沢さわ木きよ、妾わらわがぐでぐでするのを邪魔するでない……。つか、伸びたラーメンって喋しやべるのかや？」


    「屁理屈を言うな。ぐでぐでだらだら言ってるからだよ。何だよ、いつもはそろそろ、何か日本のことについて教えてくれなんて言い出す頃なのに。体の調子でも悪いのか？」


    　俺がそう尋たずねると、プリシラはぐでっとしたまま、だるそうに応こたえた。


    「……体のどこがどうというわけではないんじゃがの。なーんかだるくて、なーんかめんどくさくて、なーんか気分が憂ゆう鬱うつで、なーんかやる気が出んのじゃよな……」


    「まるで『五月病』だな」


    　俺が何気なく口にした言葉に、ぐでぐでしていたプリシラが少し顔を上げた。


    「何じゃその病やまいは。聞き慣れぬ病名じゃが、おぬしらの世界の病かや」


    「五月病は体の病気じゃなくて、心の病気とでも言えばいいのかな。ちょうど今のプリシラみたいに、気分が落ち込んでやる気がでなくなる状態をいうんだ」


    「ふむ。では、なぜに五月病というんじゃ？　気分が落ち込むのは何も五月に限らぬじゃろ？」


    　なんだか妙な流れからではあるものの、好奇心を刺激されたらしく、プリシラはゆっくりと体を起こした。そんなわけで、今回はプリシラに『五月病』について教えることになった。


    「ほら、前に日本では四月がいろんなことの区切りになるんだって話をしたろ」


    「うむ。年度の区切りであり、入学式や入社式があるんじゃよな。じゃが、なぜそれで気分が落ち込むんじゃ？　いろんなものごとが始まるのはワクワクするし、しかも始まるのは四月であって五月ではないじゃろ？」


    「確かにいろんなことが始まる前は、特に中学や高校に入学するって時は、環境が変わるってことへの期待が膨ふくらむよ。でもそれが期待通りにいけばいいんだけど、そうじゃなかったら……」


    　俺の言葉に、プリシラは少し考えるような仕草をした。


    「……ふむ、確かに、期待に胸を膨らませて入学してはみたものの、うまくクラスに馴な染じめなかったりすると、期待が高かったぶんのガッカリも大きいのう。そんな新しい環境でうまくいかないことに落ち込み始めたりするのはひと月後、つまり五月くらいというわけかや」


    「それに加えて、五月ってのは『ゴールデンウィーク』があるんだ」


    「お、それは妾も知っておるぞよ。嘘うそを吐ついてもよい日とはおもしろいことを考えるのう。じゃが練り込んだ嘘が盛大にスベってしまうと、落ち込んでしまうのも無理はないかもの」


    「それは四月一日の『エイプリルフール』だ。ゴールデンウィークっていうのは四月末から五月の頭にかけて、土日と祝祭日を合わせての連休が固まる時期をいうんだよ」


    「なぜそれが五月病の原因になるんじゃ。休むのは心の健康にいいことではないのかや？」


    「ああ、確かに休めるってはいいことでもあるんだけどさ、でも辛つらいときに座り込んで休んじゃうと、もう立ち上がりたくなくなっちゃうこともあるだろ」


    「ふむ。連休で一息つけてしまうことで、逆にもうこのまま学校に行きたくない、会社に行きたくない、ずっと休んでいたい、という感じになってしまうわけじゃな。では特効薬とかはないのかや？　妾わらわは五月病というわけではないが、なんとなくやる気が出ぬのは同じじゃからの。そういう状態を脱する薬があれば欲しいぞよ」


    「五月病の薬って言われてもなあ。ようはやる気の出し方ってことなんだろうけど……」


    「なんじゃ、薬はないのかや。……ああ、またやる気がなくなってきたぞよ……。ぐで～」


    　プリシラがまたぐでぐでし始めたその時、陽気なオーラを発しながら一人の少年が現れた。


    「プリシラ王女、俺が来たからにはもう安心だ！　やる気の出し方をコーチングしてさしあげよう！　この一いつ色しき高たか志しがね！」


    　それは常にポジティブで意識が高いことだけが取り柄のクラスメート、一色高志だった。


    「……やる気がないときに、やる気に満ち溢あふれた意識の高いやつが近くにおると、鬱うつ陶とうしくて余計にだるくなるんじゃよな……。ぐで～」


    「確かにそれはちょっとわかる……。何か俺もぐでっとしたくなってきた……」


    　一色の高いテンションにあてられて、俺もプリシラの隣にぐでっと座り込んだ。


    「いいか二人とも！　やる気を出すために最適な方法は、やる気を出すことなんだ！」


    　俺たちの低いテンションを無視して、一色は明るい大声をあげる。


    「……何言うとるんじゃ。そりゃ速く走るのに最適な方法は、速く走ることだ！　と言うような話ではないか」


    　プリシラは面倒くさそうに、顔だけを上げて一色に言う。


    「まあ聞いてくれ。やる気というものは、少しずつやる気を出すことによってどんどん脳がやる気物質を出してくれるものなんだ。雪の積もった斜面に小さな雪玉を転がしてやれば、やがてそれが巨大な雪玉になっていくように、やる気もまた、最初の小さなやる気がどんどんと大きなやる気を呼び込んでいくものなんだ！　最初のスタートをきることが大事なんだ！」


    「……一色に言われると何か胡散臭いけど、その理論は脳科学の番組で観たことあるな」


    　俺が小さな声で言うと、一色は大きくガッツポーズのジェスチャーをする。暑苦しい。


    「最初はほんの少しのやる気でいいんだ。布ふ団とんから出るだけのやる気。立ち上がって着替えるだけのやる気。とりあえず家から出るだけのやる気。クラスメートに挨あい拶さつするだけのやる気。ほんの少しずつ小さなやる気を出していくうちに、自然と次の段階に必要なやる気は出るんだ。少しずつでいい、でも確実に、最初の小さなやる気を出していくことが大事なんだ！」


    　今度は一色の勢いに感化されてきたのか、プリシラの眼にも僅わずかに力強い光が宿ってきた。


    「むむ……。こやつ毎日お馬鹿さんなエブリデイフールじゃと思っておったのに、意外といいことを言うではないか。ようし、妾わらわも小さなやる気を出していくぞよ！」


    「その意気だ！　ファイトだガッツだポジティブシンキングだ！」


    「おっしゃあ！　おおっ、みるみるやる気が湧いてきたぞよ！　呼吸をするやる気！　まばたきするやる気！　心臓を動かすやる気！」


    「その辺はやる気がなくても動いてくれるだろ。自分の意志でやることについてやる気を出せ。……でもプリシラ、いつの間にか元気が出てきたみたいだな」


    　表情は陰いん鬱うつで、姿勢もぐでぐでだらだらしていたプリシラが、いつの間にか背筋を伸ばして元気のいい、いつものプリシラに戻っていた。


    「およ？　確かに、五月病について学ぶやる気を出しているうちに何か元気が出てきたぞよ」


    「いいぞいいぞその調子だ！　もちろん最小のやる気を出すためには体の健康が必要だから、本当に辛つらいときには休むことも大事だぞ！」


    「よし！　んでは妾は王女として国民の祝日を制定するやる気を出しまくって、延々と祝日が続くプリンセスウィークを制定するぞよ！　これで思う存分、ダラダラと休みまくれるのう！」


    「それはやる気を出してるんだか、休みたいんだか……」
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    「沢さわ木きよ、日本には『落語』なる演芸があると聞いたが、そりゃどういうものなんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、『落語』だった。


    「落語か。いや俺も漠然とは知ってるんだけど、そんなに詳しくは……」


    「落語というのは日本の伝統的な話芸で、おもに江戸時代を舞台にした物語を、『噺はなし家か』という演者がたった一人で様々な人物を演じ分けながら語っていくものなのだ」


    　落語の解説をしてくれたのは、日本の伝統文化を愛するクラスメート、和泉いずみ刀とう香かだった。


    「ほう。おもしろい物語というものは、魅力的なヒーローやヒロインが大活躍するものと相場が決まっておるが、落語というのはどんなキャラが活躍するんじゃ？」


    「落語の主要な登場人物というのは……そうだな。うっかり者に慌て者、馬鹿者に乱暴者、ケチに浪費家、怠なまけ者に嘘うそ吐つき、見み栄えっ張りにいばりん坊に……」


    「待て待て。なんだかろくでもない連中ばっかのように思えるぞよ。確かにそういうキャラも物語には必要じゃろうが、そういうダメな連中って普通は脇わき役とか悪役じゃろ。そんな連中がメインキャラの物語が娯楽として楽しめるのかや？　スーパーヒーローは出てこぬのか？」


    　プリシラの言葉に、和泉はにやりと笑みを浮かべて頷うなずいた。


    「確かにそうだな。落語には完全無欠のヒーローなんて出てこない。落語の登場人物たちは、ほとんどがどこかに欠点のある人たち──私たちの身の回りにもいるような、私たち自身がそうであるような人々ばかり。そして同時に、欠点を抱かかえながらもどこか憎めない人々でもある。欠点をも含めてこそ人間であり、欠点があってなお愛すべき存在であるということを、落語は笑いに包みながら教えてくれるものなのだ」


    「ふむ……。そう聞くと、何やら懐ふところの深い話芸であると思えてくるのう」


    「確かに自分を含めてクラスメートを見回してみても、完璧なやつなんていないけど、ダメなところがあったって、それを含めての友達だったりするもんな」


    「──とまあ、そのような深みもありつつ、そう難しく考えず、単純に笑い話として楽しめるというところもまた落語の懐の深さというわけだな」


    「ふむふむ。妾わらわはがぜん、落語というものに興味が湧いてきたぞよ。有名どころのストーリーをざっとダイジェストで教えてくれぬか」


    「ああ、私は噺家さんのように落語を演じることはできないが、ストーリーくらいなら説明しよう。よし、では『粗そ忽こつ長なが屋や』。粗忽というのは慌て者という意味だ。ある日、身元不明の行き倒れに遭遇した八五郎。行き倒れの顔を見るなり、それは朝に会った自分の友人、熊五郎だと言い出す。行き倒れの男は昨夜からそこで倒れていたのだから別人のはずなのだが、八五郎は本人に死んだことを知らせてやらねばと熊五郎をのもとを訪ねる。当然生きている熊五郎に対し、お前は粗忽者だから死んだことに気づいてないんだと八五郎が言いだして──」


    「おお、あるあるネタじゃの」


    「……おいプリシラ、どこがあるあるネタなんだよ」


    「つまりこれは、自みずからの死に気づかずさまよえる霊魂の話じゃろ。魔力が高い者がぽっくりいくと、たまにそうなってしまうんじゃよな。あるある」


    「……いや、プリシラ、そういうことじゃなくてだな」


    「『首くび提ちよう灯ちん』。とある夜、侍と酔っ払いの町人が喧けん嘩かとなり、侍が刀で酔っ払いの首をスパっとやった。斬られた町人、胴から離れそうな首を手にオロオロしていると、悪いことは重なるもので、そんなとき火事に出くわしてしまう。町人は提灯の代わりに自分の首を掲げて──」


    「ようは町人じゃと思っていたら、あの自分の首を持った有名な魔物、デュラハンだったから首を斬っても倒せなかったという話じゃな。魔物の正体を見極められぬ未熟な冒険者によくある話じゃ。あるある」


    「『らくだ』。らくだというあだ名の長屋の嫌われ者が死んでしまい、らくだの兄貴分がその香典を集めるために、その死体を動かして踊らせるという嫌がらせを長屋の人々に仕掛け──」


    「妾わらわの世界でも、邪悪な死霊使いが死者を操あやつって民たみを困らせるという事件があったんじゃよな。実在の事件を題材にした社会風刺ネタじゃの。これもあるある」


    「『火か焔えん太だい鼓こ』。商売の下へ手たな古道具屋が、とても売れそうにないボロボロの太鼓を仕入れてきた。ところがこの太鼓が──」


    「あるある。っていうか妾の城の宝物庫にある。火焔を発する伝説のアイテムじゃの」


    「『饅まん頭じゆうこわい』。長屋に住む若者たちが自分の怖いものを言い合う中で、一人の男が自分は饅頭がこわいと言いだし──」


    「饅頭の魔物というのは妾も知らぬのう。饅頭がこわいならケーキを食べればいいのに」


    　そうやって、和泉いずみは次々と落語のストーリーをプリシラに語って聞かせた。『寿じゆ限げ無む』『時そば』『芝しば浜はま』『死神』『厩うまや火か事じ』『品しな川がわ心しん中じゆう』『頭あたま山やま』等々……。異世界文化と江戸文化のギャップがあり、どこまで正確に伝わっているかはわからないが、プリシラは次々と語られる落語のストーリーを楽しそうに聞いていた。


    「──なるほどのう。確かに先に聞いたとおり、どこにでもいるような人々の人情の機微が描かれておるところがよいのう。江戸にも多くの魔物がいたということも知れてよかったぞよ」


    「魔物の部分はプリシラの勘違いだとは思うが……でも俺も落語っていうとなんとなく、江戸を舞台にした笑える話って思ってたけど、それだけじゃなくて、泣ける話があるかと思えばブラックな話があったり、シュールな話もあったり、話の幅が思ってたよりずっと広いんだな」


    「ああ。滑稽噺だけでなく、人情噺、芝居噺、中には怪談噺もある。さらに、それらを演じる噺はなし家かによって、同じ噺でもまったく異なった味わいが生まれてくるというところもおもしろいのだ」


    「妾の世界を舞台にした落語もあるといいのう。なにか翻案できぬかの？」


    「ふむ、落語の噺の中には、ヨーロッパ等の海外文学を翻案して、日本を舞台にしたものもある。ならば、江戸を異世界に置き換えた落語というのも作れるのではないかな」


    「なるほどな。侍を騎士に、殿様を王様に、ってな風に置き換えれば異世界落語になりそうだ」


    「ならば『目め黒ぐろのさんま』という噺はどうかな。遠乗りに出かけた殿様が途中で腹を空すかし、庶民に焼いたさんまをご馳ち走そうになる。目黒といえば海が遠いから新鮮なものではなかったのだが、初めて食べたさんまの美う味まさに感激した殿様は、後日さんまが食べたいと言い出す。家臣は魚うお河が岸しから新鮮なさんまを仕入れるが、扱いに慣れないものだから脂を抜いて身をグズグズにして出したので、ひどくまずい。ここで殿様の『さんまは目黒に限る』という台詞せりふが下げ、つまりオチになる。そう、オチがあるから落語というわけだ」


    「殿様の世間知らずさと、それに振り回される家臣のドタバタがおかしみになってるわけだ」


    「他にも『松曳ひき』『将しよう棋ぎの殿様』など、ワガママな殿様に家臣が振り回される噺がいろいろある。これをプリシラ王女に家臣が振り回される噺にすれば、この異世界でも通用するのでは？」


    　和泉いずみが少し意地悪そうな表情を浮かべて、プリシラに言った。


    「む？　世間知らずのワガママ殿様を妾わらわに置き換えて……？　や、いかん、それはいかんぞよ！　妾のイメージ戦略上問題があるぞよ！」


    　プリシラは焦あせったような表情を浮かべると、俺たちの顔を見返して、こう言った。


    「──やっぱり落語は、日本に限るぞよ」
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    「今回は日本の魔物について教わろうと思うんじゃ！」


    　異世界の王女プリシラがそう言って広げたのは、日本史の資料集だった。そのページには江戸時代の美術として「百ひやつ鬼き夜や行こう図ず」が掲載されている。


    「沢さわ木きよ、『落語』の話のときには日本に魔物はおらぬと言っておったが、ちゃーんと資料が残っておるではないか。やはり江戸時代には魔物がおったのであろう」


    「魔物……いや、これは『妖怪』を描いたものだよ」


    「よーかい？」


    「妖怪ってのは……プリシラにわかりやすく言うと、日本風の魔物というか……」


    「つまり、江戸時代には妖怪という魔物がいたということではないか！」


    「いや、そういうことじゃなくって……。この世界のドラゴンや妖よう精せいみたいに実際には存在しないんだけど、想像上の……あっ、宝たから田だ、いいところに。俺の代わりに、プリシラに妖怪について説明してやってくれよ」


    　俺が声をかけたのはクラスメートの宝田舞まい。彼女はファンタジー小説の愛好家であり、ファンタジー関連の知識は人一倍あるのだ。


    「私が詳しいのはあくまでも西洋のファンタジーであって、日本の妖怪は専門外」


    「まあまあ、そうは言っても俺よりは詳しいだろ？」


    　俺が食い下がると、宝田は嫌そうな顔をしながらも口を開いた。


    「……そもそも一口に日本の妖怪と言ってもややこしいのよ。神話や伝承に登場する神々、怪物、精せい霊れい、その他数多あまたの想像上の存在は、それらが語り継つがれてきた場所の歴史や文化と根強く結び付いているわ。日本では天地自然に遍く存在する八や百お万よろずの神々を祀まつる神道の思想が、単に善悪では分類できない妖怪という存在が生み出される背景になったとも──」


    「専門外と言う割りにうんちくが長いのう……。そういう細かい背景説明はいらぬから、日本の妖怪とやらについて具体的に教えてくれい。たとえばどういう奴がおるんじゃ？」


    「ちょ、人に説明をもとめておいて──」


    「メジャーどころでいうと、天てん狗ぐとか河かつ童ぱなんかかな。それからぬりかべ、ろくろ首、子泣き爺じじいに砂かけ婆ばばあ、一いつ反たん木綿にのっぺらぼう、輪入道に九きゆう尾びの狐……」


    　俺は子供の頃から慣れ親しんだ日本の妖怪をプリシラに紹介していった。


    「おお、河童は『ことわざ』のときに、のっぺらぼうは『怪談』のときに名を聞いたのう」


    「人間が寝てる間に枕をひっくり返す、まくら返し、なんていうよくわからない妖怪もいたな」


    「なんじゃそれ。攻撃が地味すぎじゃろ、ちょっぴり首が疲れるくらいではないか」


    「古来日本には、夢を見ているときに魂が肉体を離れるという考え方があり、寝ているときに枕を返すということはその人間の魂を脅おびやかすよくない行為とされてたのよ」


    　宝田はそっぽを向いたまま、妖怪のうんちくを教えてくれる。


    「ほう、一応それなりの脅きよう威いがあるんじゃの。じゃが、寝てる間に枕をひっくり返すほど寝相が悪いのを、妖怪のせいにしてるだけではないのかや」


    「あ、でも妖怪のせいにする、ってのは意味があったんだと思うぞ。河かつ童ぱなんかも、危険な水辺に近寄らせないために、河童がいるってことにしたって説があるらしいんだ。山奥とか水辺とか、夜の暗くら闇やみなんてのは危ない場所だから、そこに妖怪が潜ひそんでるってことにすれば危険に近づかなくなるからな」


    「なんじゃ、妖怪に濡ぬれ衣ぎぬを着せたのかや。なんか妖怪が可か哀わい想そうじゃの」


    「起こりうる危機の象徴としてだけでなく、人間の力ではどうしようもない自然災害や病やまい、理不尽な不幸を妖怪のせいにすることで、心の安定や社会の安定を保たもってきたということもあるわ。悪いことが起こったのは妖怪のせい──だから、仕方がない、と」


    「ほう、なるほどのう。日本の妖怪というものは、人間社会の負の部分が投影されて生み出された存在──負の部分を妖怪に押し付けることで、人間が暮らしやすくなるための知恵だったんじゃな。部屋の中でテレビのリモコンがなくなっても、『妖怪・リモコンかくし』のせいじゃと思えば、イライラも多少紛まぎれるからのう。妖怪が隠したんじゃから仕方ないぞよ」


    「なんか難しい話だと思ったけど、そう言われるとわかるな……。って、妖怪がよくわかってなかったやつが、なんでリモコンが見つからないあるあるネタがわかるんだよ」


    「『妖怪・イヤホンのコード絡ませ』とか、『妖怪・二、三枚だけと思って袋を空あけて気づいたらポテチの袋が空っぽ大天てん狗ぐ』も厄やつ介かいじゃの。じゃが妖怪のせいじゃからのう」


    「名前なげーし、大天狗のくせにやること小さいな」


    「でも、そういったこともまた、妖怪というものの一側面にすぎないわ」


    「うぬ？　どういうことじゃ？」


    「たとえば沢さわ木き、あんたが妖怪の名前を覚えるきっかけになったのは何？　あんたは別に、日々の暮らしの中で困ったことを天狗や河童のせいにしたことなんてないでしょ」


    「そりゃそうだよ。一番最初に妖怪に触れたのは絵本かな。あとは漫画とかゲームとかいろいろと」


    「江戸時代でもそうだったのよ。当時の絵師が、人々を楽しませるための『キャラクター』として創作し、それが今に伝わっているような妖怪もゴロゴロいるのよ。人を怖がらせるような恐ろしい妖怪もいれば、今でいうゆるキャラみたいな妖怪もいるわ」


    「確かに、よく見るとどことなくコミカルで愛嬌があるのう。見ているだけで楽しいぞよ」


    　プリシラはさっきの百ひやつ鬼き夜や行こう図ずを再び眺めて言う。


    「江戸時代の絵師──今で言うと、漫画家がオリジナルキャラを作ってたみたいなもんか」


    「そうよ。完全なオリジナルでなくとも、口承で伝わっていた妖怪に絵師が姿形を与えたことで、人々に広く認知されたような妖怪もいるわ。たぶん沢木が知っているような妖怪の中にも、絵師が創作した妖怪がたくさん──。極端な話になると、昭和の妖怪ブームのときに創作された妖怪なのに、昔から伝承があるように思われてる妖怪だっているくらいよ」


    「それはそれで、なんか妖怪のしわざじみた話だな……。妖怪って結局、何なんだろう」


    　俺が問うと、宝たから田だはそっぽを向いたまま、淡々と言った。


    「何をもって妖怪とするかの定義は難しいわ。でも、どんな妖怪にも、ひとつだけ共通点がある」


    　そこで僅わずかに間をあけ、宝田は続けた。


    「──それは、人間が考えたものだということよ。人を脅おびやかす妖怪にしろ、楽しませる妖怪にしろ、それは全て人間が生み出したもの。だから妖怪は人間のありさまを映す鏡でもあるのよ」


    　そんな宝田の言葉に、プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「なるほどのう、人あるところに妖怪あり、じゃな。であれば現代日本にも妖怪は生きておるし、それどころか新種の妖怪も次々と生まれておるのかもしれぬな。『妖怪・目覚まし時計止め』とか、『妖怪・テストの前日に限って部屋を片づけたくさせる入道』とか、『妖怪・ついつい必要のないスマホアプリに課金しちゃう小僧』とか、あちこちにいそうじゃ。妖怪のしわざじゃから仕方ないのう」


    「何でもかんでも妖怪のせいにするな！　……いや、たまには妖怪のせいにもしたくなるけど」
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    「『学校あるある』のコーナー！」


    　異世界の王女プリシラは、唐突にそんなタイトルコールをはじめた。


    「プリシラがいきなりわけのわからんことを言いはじめるのにはもう慣れたけど、学校あるあるって何だよ」


    「なんじゃ沢さわ木きよ。あるあるネタも知らぬのか。あるあるネタというのは、多数の人間が共感できるような共通経験をもとにした……」


    「いや、あるあるネタは知ってるよ。でも、日本の学校でのあるあるネタがプリシラにわかるのか？」


    「そこじゃよ。妾わらわは学校のあるあるネタを通して、日本の学校風景に触れてみたいんじゃよな。おぬしらがあるある！　って共感できるネタでも、妾にとってはきっと新鮮だったりするじゃろう。そのギャップがおもしろいと思うんじゃよ。ってことで、さあ、あるあるネタを言うんじゃ！」


    　プリシラは俺たちクラス一同を見回して、そう言った。


    「学校のあるあるネタっていうと……。ドラマやアニメの学園ものだと屋上のシーンがよくあるのに、実際には屋上への扉が閉め切られてる、とか。こんなのでいいのか？」


    「ほう。何があるあるなのかよくわからぬが、そこがおもしろい。続けよ」


    「えっと、テストの選択問題で三、四個、同じ答えが続くとなんか不安になる……とか？　ウ、ウ、ウ、ウ、って四連続でウが来たら、一個くらいイに変えてみようかって思ったり……」


    「ほう、それはなんとなくわかるような気もするのう」


    「テストあるあるだと、テスト前の時期にクラスメートと勉強の度合いを確認し合って、お互いに全然勉強してないなんて言って牽けん制せいし合ったり。それで安心してると、勉強してないって言ってたはずのやつがめちゃくちゃ点数よかったりとか」


    「ふむふむ。それも人間心理としてわかる気がするのう」


    「テ、テストあるあるなら……」


    　おずおずと手を挙げたのは、学校一の優等生である坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    「テストの回答が終わって、見直しも終わると、いつも時間が三十分くらい余るじゃないですか。あの時間って手持ち無ぶ沙さ汰たですよね。暇ひまだから勉強でもしようかな、と思っても教科書を出したらカンニングを疑われてしまいますし。そういうことってありますよね」


    「ほう。そんなあるあるもあるんじゃな」


    「それはない！　あるとしても超優等生あるあるであって、一般生徒はテスト時間がないないことに苦しんでるんだよ！」


    「す、すみません……」


    「ふむ。一口に学校あるあると言っても、人によって違ったりもするんじゃの」


    「これも学校あるあるっていうか個人的なヤツかもだけど、あたし名字を初見でちゃんと読んでもらえる率低いんだよね」


    　そう言ったのは、確かに難読名字である仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あだった。


    「新学期に、新しいクラスメートの難読な名字や名前でザワザワするってのはあるあるでいいんじゃないかな」


    「名字だけじゃなくて、最近じゃ名前もすごく凝こった読み方の子が増えてるみたいだしね。あと逆に、よくある名字の子が、たとえば佐さ藤とうさんが学年に二人いたりすると、○○なほうの佐藤、××なほうの佐藤、なんて呼ばれたりするのもあるあるかな」


    「おっきいほうの佐藤とちっちゃいほうの佐藤とか、眼鏡めがねかけてるほうの佐藤とかけてないほうの佐藤、とかな」


    「炎に強い佐藤と炎に弱い佐藤、とかそういう感じかの」


    「佐藤は、っていうか人間はだいたい炎に弱いんだよ。むしろ炎に強い佐藤が何者なんだよ」


    「プレーンな鈴すず木きと毒属性の鈴木とかの」


    「確かに二組の鈴木に比べて三組の鈴木は毒舌だけど……」


    「そうじゃ、修学旅行あるあるとかはどうじゃ？」


    　プリシラが言うと、剣術少女の和泉いずみ刀とう香かが手を挙げた。


    「修学旅行先の売店で木刀を買って先生に注意されるやつがいる！　これは修学旅行の鉄板あるあるだ！」


    「あるあるネタっていうか自己紹介では？」


    　プリシラの指摘通り、和泉の手には売店で買った木刀が握にぎられている。


    「あと奈良への修学旅行だと、鹿にあげる鹿煎せん餅べいを自分で食べるやつが一定数いるのだ。ぬかの味しかしなくて人間にはおいしくなかった！」


    「一定数って、おぬしもその一定数に入っておるではないか」


    「あと夜は当然、部屋で枕投げ合戦だ。そして先生が見回りに来た瞬間、全員寝たふりをするのだ！　ま、だいたい先生にはバレているのだがな！」


    「確かに全部あるあるだけど、それは全部男子の修学旅行あるあるなような……。そういや、先生に関するあるあるネタも多いんだよな。『皆さんが静かになるまで○分かかりました』って台詞せりふとか。『今日は×日だから出席番号×番、答えなさい』とか」


    「出席番号32番あたりが得しそうじゃのう」


    「『先生、トイレ』『先生はトイレではありません』なんていうやりとりも定番のあるあるネタだし。校長先生の話が長いなんてのは、もうあるあるネタの域を超えてる気も」


    「あ、あの……先生あるあるでいうと、先生のことを『お母さん』と呼んでしまう、というのはどうでしょう……」


    　さっきテストあるあるを否定された坂さか上がみが、もう一度チャレンジしてきた。


    「あるある！　それはある！　あれ男子がやっちゃうと特にキツいんだよな……」


    「おおっ、そのあるあるネタは妾わらわもわかるぞよ！」


    「何だプリシラ、大臣のことを母上って呼んじゃったりしたのか？」


    　俺が言うと、プリシラは小さく首を振った。


    「妾ではない。この世界にはの、かつて魔王をお母さんと呼んでしまった勇者の伝説が語り継つがれておるんじゃ。『お母さん！　貴様を倒してこの世界に平和を取り戻してみせる！　……あっ』という勇者の言葉が、今も世界中の人々に語り継がれておる」


    「語り継いでやるなよ、そこは編集でカットしろよ。っていうか、魔王は魔王で気まずかっただろうな……。ていうかそれはあるあるネタじゃなくて相当なレアケースだろう」


    　俺が言うと、プリシラは不服そうに言い返してきた。


    「いや、それはラスボスあるあるのはずじゃ。ラスボスが主人公に『実は私はお前の父だ』って言いだすはのはラスボスあるあるじゃろ？」


    「そ、それは確かに、あの映画とかあの漫画とか、いろいろあるけど……」


    「ならば、ラスボスをお母さんと呼んでしまうのは、その逆パターンだと思えばどうじゃ。あるあるじゃろ？」


    「あ、あるのか……？　いや、それはやっぱりないない！」
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    「これは、妾わらわのもとに届いた、本当にあったおたより……」


    　異世界の王女プリシラは、いつになく低い声で語り始めた。


    「高校一年生、ＰＮペンネーム『うりむー』さんが送ってくれた、本当にあったおたよりなんじゃ……。『プリシラに学校の七不思議について教えたい』ということなんじゃ……」


    　そんなわけで、今回プリシラが興味を持ったのは「学校の七不思議」だった。


    「ところで沢さわ木きよ、これなんで七なんじゃ？　二不思議でも七百七十七不思議でもよかろう？」


    「え、数のことを言われても……」


    　俺が答えに困っていると、学校一の秀才、坂さか上がみ雪ゆき乃のが口を開いた。


    「七不思議という言葉は『学校の七不思議』に限ったことではないんです。歴史上で七不思議という言葉が使われた最もつとも古い例は、紀元前二世紀、古代ギリシアの数学者フィロンが選んだ『世界の七不思議』、すなわち、バビロンの空中庭園、ギザの大ピラミッド、オリンピアのゼウス像、アレクサンドリアの大灯台、エフェソスのアルテミス神殿、ロドス島の巨像、ハルカリナッソスのマウソロス霊れい廟びよう──それら七つの大建造物を指した言葉です」


    　坂上はスラスラと淀よどみなく、世界の七不思議とやらの説明を一息に喋しやべった。


    「相変わらず、カンペもなくよくスラスラと出てくるな……」


    「名前を聞いただけでワクワクするぞよ！　それはどんな感じに不思議で怖い話なんじゃ？」


    「それがですね、実はこれは翻訳の問題がありまして、本来は英語でいうと『Seven Wonders of the World』、つまり『世界の素晴らしい七景観』というような意味だったのですが、それが『世界の七不思議』と翻訳されたものが日本で定着してしまったんです」


    「つまり元は、単に古代世界における必見観光地セレクションみたいなものだったってことか」


    「はい。ただ日本国内でも昔から『諏す訪わ大たい社しや七不思議』や『遠えん州しゆう七不思議』など、日本各地に七不思議の伝承が残されています。これらは、それぞれの地域に伝わる不思議な現象や物語についての伝承なんです。そういう意味ではこちらは『学校の七不思議』に近いですね」


    「ほうほう。昔から不思議といえば七なんじゃな。では七である理由は何なんじゃ？」


    「確かに、海外でも日本でも七って数字なのは、それこそ不思議だよな」


    「偶然──と言いたいところですが、実は『諏訪大社七不思議』にしても『遠州七不思議』にしても、七つを超える不思議が伝えられているんです。にもかかわらず七不思議と呼ばれる。学校の怪談も無数にあっても、七不思議に落ち着きますよね」


    「そういや一週間も七日だし、ラッキーセブンなんてことを言ったりもするよな」


    「理由ははっきりとはわかりませんが、七という数字には不思議なことと親和性があるのかもしれません。人間が丁度いいと感じる数字なのかもしれませんね」


    「ふむ。はっきりと理由はわからぬというところも、不思議話の入り口としてはむしろおもしろいのう。ではそろそろ、『学校の七不思議』について聞こうかの！」


    「ああ、とは言っても、プリシラはもう幾いくつか学校の七不思議を知ってるはずなんだよな」


    「うむ。なぜか先生のことをお母さんと呼んでしまう怪異現象とかのう。不思議じゃよな」


    「そりゃこないだの学校あるあるネタの話だろ。そうじゃなくて、もっと前に日本の『怪談』について教えてやったろ。学校に関する怪談を七つ集めたのが、学校の七不思議なんだよ」


    「おお、そっちかや。覚えておるぞよ。確か夜中になると、校庭にある銅像が勝手に動くとか。確か二にの宮みや金きん次じ郎ろうとかいう、薪たきぎを背負いながら歩きスマホして、でもって体の右半分が内臓丸見えで人体のしくみがわかるやつの銅像じゃよな？」


    「三分の一しか合ってねえよ。その像はどういう教訓を生徒に伝えたいんだよ」


    「歩きスマホをすると事故って内臓が出るぞ、という教訓では？」


    「ある意味ためになるけど怖すぎだろ。内臓が見えてるのは人体模型だよ」


    「お、確かその人体模型っちゅーのが夜中に校舎をさまよい歩くという怪談もあったのう。これも学校の七不思議でいいんじゃろ」


    「ああ。他にも、真夜中だけ階段の数が十三段になるとか、音楽室のピアノが勝手に鳴るとか、ベートーベンの肖像画の眼が動くとか」


    「あの、肖像画といえば……」


    「坂さか上がみも何か肖像画についての七不思議を知ってるのか？」


    「はい。美術室に画家の、化学室に科学者の肖像画が飾られているわけでもないのに、どうして音楽室だけ音楽家の肖像画が飾られているのでしょうか。不思議ですよね……」


    「確かによく考えたら不思議だけど、それは怪談じゃないし……」


    「そもそも音楽家の肖像画に教育効果はあるんでしょうか。これはは私の勘ですが、何らかの利権が絡んでいるような気がしますね……」


    「そ、そっちの不思議は掘り下げなくていい！　プリシラ、他の七不思議は覚えてるか？」


    　坂上が余計な不思議に言及しようとするので、俺は慌ててプリシラへ話を振った。


    「んーと、そうじゃ、あとトイレにも何かおったのう。トイレのなんとかさん。えーっと、えーっと……そうじゃ、トイレの尊そん徳とくさん！」


    「それも二宮金次郎のことだろ！　七不思議のうちの二つが金次郎関連って多いだろ」


    「じゃあ、えーと、あ、トイレのルートヴィヒさんじゃっけ？」


    「なんでベートーベンの名前を知ってるんだよ。つーかそれもかぶってるだろ」


    「あっ、思い出したぞよ。花はな子こさんじゃ。バビロンの空中庭園の花子さんじゃな！」


    「なんで場所を思いっきり変えたんだよ！　バビロンと花子さんミスマッチだろ！　トイレでいいんだよ！」


    「バビロンのトイレの……」


    「バビロンからいったん離れろ！　単なるトイレの花子さんだ！」


    「バビロンのトイレのほうが不思議感あるのに……」


    「不思議すぎだ。学校の七不思議っていうのは、身近な学校が舞台だから怖いんだよ」


    「ふむ、それは一理あるやものう」


    「学校や年代によって学校の七不思議には様々にバリエーションがありますが、トイレの花はな子こさんはかなり多くの学校の七不思議に伝えられる、定番の怪談のようですね」


    「ほほう。他に学校の七不思議の定番ネタというと、どういうものがあるんじゃ？」


    「そうだな。七不思議のうち伝わっているのは六つだけで、七番目の不思議については語られない──っていうのも、学校の七不思議の定番だな」


    「うぬ？　それでは七不思議ではなく六不思議ではないか」


    「六つまでしか内容が知られていないところでは、七つ目の不思議を知ると災いが起こる──なんて風に言われてるんだ。とてつもなく恐ろしい災いが──」


    　俺が低い声でそう言うと、プリシラは少し顔を引きつらせた。


    「ちょ、ちょっと待つんじゃ。妾わらわはいまいくつ聞いたっけ。えっと、『歩く二にの宮みや金きん次じ郎ろう像』『増える十三階段』『ひとりでに鳴るピアノ』『眼が動くベートーベンの肖像画』……」


    　プリシラは指折り、自分が聞いた学校の七不思議を数えていった。


    「それからえっと、『さまよう人体模型』『トイレの花子さん』『先生のことをお母さんと呼んでしまう怪異現象』……ぎゃあっ！　どうしよう、七つ聞いてしまったぞよ……！」


    「安心しろ、何か違うやつが混ざってる」
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    「むう……。こう激しい『雨』じゃと、今日は宿に留まっておるしかなさそうじゃのう……」


    　異世界の王女プリシラは、窓の外を覗のぞいて不満そうに言う。外はどしゃ降りで、激しい雨音が宿の壁越しに響いていた。


    「そうじゃ、沢さわ木きよ、おぬしらの世界でも雨は降るのかや？」


    「そりゃ降るよ。日本は世界の中でも降水量が多い国だって聞いたことがある。特に六月あたりは梅雨つゆって言って、一年の中でも特に雨がよく降るんだ」


    「ふむ、梅雨とな……。これまで様々な日本文化のことを聞いてきたが、そういえば気候風土についてはまだあんまり聞いておらなんだのう」


    　プリシラは腕組みをすると、雨が降り続く窓外へと眼をやり、何かを決意するように頷うなずいた。


    「よし、では今回は『ラーメン』について教わろうかのう！」


    　そんなわけで、異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは「ラーメン」──。


    「日本の気候とか雨についてとかじゃないのかよ！　今までの話の流れは何だったんだよ！」


    　俺が抗議すると、プリシラはやれやれといった風に首を振った。


    「雨など、どこの世界でも水が降ってくるだけのことじゃろ。話が広がらぬわ。その点ラーメンはしょうゆ・みそ・しお・とんこつと、バリエーションが幅広いと聞くぞよ」


    「……まあ確かに俺も、雨よりラーメンのほうが話が広がりそうな気はするけど……」


    「でもある意味じゃ、日本の雨の種類ってとても多いのよ」


    　そう言ったのは、クラス委員長の陣じん内ない綾あやだった。


    「雨の種類が多いとはどういうことじゃ。何味？　いちご？　メロン？　とんこつ？」


    「味の違いじゃないけどね。同じ雨でもいろんな呼び方があるの。時雨しぐれ、五月雨さみだれ、霖りん雨う、驟しゆう雨う、夕ゆう立だち、秋あき雨さめ、氷ひ雨さめ、宿しゆく雨う、瑞ずい雨う、狐の嫁入り──。どれも全て雨といえば雨でしかない。でも、降る時間だったり、季節だったり、勢いだったり──様々な条件の違いで、同じ雨でも多彩な呼び方があるの」


    「別に味が違うわけでもないのに、なんでそんなにいろんな名前があるんじゃ？」


    「やっぱり、さっき浩こう介すけが言ったように日本は比較的雨が多い国だというのがひとつ。それから、日本人は伝統的に身の回りの自然を言葉にすることを好んできたというのもあると思うわ」


    「おお、そういえば『俳句』もまさにそういう精神のたまものじゃものな」


    「ただそういうことは何も日本に限ったことじゃなくて、たとえば極寒のツンドラ地帯に住むイヌイットの人々は、雪や氷を表す言葉をたくさん持っているらしいわ。遊牧民族の言葉では、馬や羊といった家畜に幾いく種類もの呼び名があるそうよ。一歳の馬、二歳の馬、三歳の馬でそれぞれ呼び名が違ったりなんてこともあるみたい」


    「日本でいうと、出世魚みたいなもんかな。プリシラ、出世魚はわかるか？」


    「わからいでか。ネギトロ、赤身、中トロ、大トロ、あぶり大トロ。出世するごとに皿の模様と値段も変わるんじゃよな」


    「知ったかぶるな、そりゃ回転寿司の話だろ」


    　とはいえ、いつの間にか回転寿司について詳しくなっているあたり、プリシラの好奇心と知識欲はやっぱり見上げたものではある。


    「たとえばブリはワカシ、イナダ、ワラサ、ブリ、って順に、成長するごとに名前が変わっていくんだ。そういう魚を出世魚って言うんだよ。日本人は魚をよく食べるから、魚の名前が細かく分かれてるんだろうな」


    「まあ、マグロを食べない国の人にとっては赤身も中トロも大トロも同じマグロで区別しないでしょうから、プリシラの言うこともある意味同じことではあるんだろうけどね」


    　綾あやちゃんの言葉に、プリシラはうんうんと頷うなずいてみせた。


    「わかったぞよ。つまり日本人にとっての雨や魚、イヌイットにとっての雪や氷、遊牧民にとっての馬や羊──それぞれの文化において人々と密接にかかわるものほど、言葉のグラデーションが多彩だということじゃな」


    「プリシラってたまに、いきなり賢くなるよな……」


    「ふふん！　ファミレスのカレーはたいてい一種類しかないが、カレー専門店のカレーはたくさん種類があるようなことじゃな！」


    「そのたとえはあんまり賢い感じがしないし、合ってるのかどうかもよくわからない……。そうだ、雨の話にグラデーションといえば、虹の色の数も国によって違うなんて言うよな。異世界でも虹は出るのか？」


    「もちろんじゃが、国によって色が違うなどということがあるのかや？」


    「日本は七色、アメリカは六色というのが一般的で、五色や四色、中には二色とみる文化圏もあるみたい。プリシラの国では虹は何色ってことになってるの？」


    　綾ちゃんの言葉に、プリシラは眼を丸くしてこう言った。


    「何を言うておるんじゃ。虹の色は二百五十六色と相場が決まっておるじゃろ」


    「異世界の虹はグラデーションがハンパねーな……」


    「ふーむ。妾わらわにとってはそっちが当たり前なんじゃがのう。そうじゃ、雨といえば、妾の世界では傘か雨あま合がつ羽ぱくらいしか雨をしのぐ道具がないんじゃ。それだけ雨が多くかつ技術大国である日本ならば、いかした雨具があるんじゃろ？」


    「いや……。日本でもアメリカでもどこの国でも、人類が雨をしのぐには傘か雨合羽くらいしかないんだ……。むしろこの異世界なら魔法で雨をはじくくらいのことはできないのかよ」


    「日本こそテクノロジーで、雨をはじくバリアを張るくらいのことはできぬのか」


    「確かに、傘って何百年もずっと傘よね。でもヨーロッパなんかじゃ、激しい雨じゃなきゃ、そもそも傘を差さないって文化らしいわよ」


    「なんと、ヨーロッパでは雨をはじく魔法が完成していたのかや」


    「そうじゃなくて、短い雨が多かったり、乾燥気候で濡ぬれてもすぐ乾きやすかったり、いろんな理由があるんだろうけど──まあそれも文化の違いよね」


    「ふむふむ。身の回りの自然の捉え方も、それをあらわす言葉の彩りも、様々にあるんじゃな。最初はどうなるかと思うたが、雨の話だけでも意外とおもしろいもんじゃのう。ラーメンの話はまた次じゃな。……お、ちょうど雨も上がったようじゃ」


    　プリシラの呟つぶやきに、ふと窓の外へ眼をやると、いつしか降りしきる雨は上がり、代わりに眩まぶしいほどの陽ひ射ざしが降り注いでいた。


    「ねえ、浩こう介すけ。見て」


    「え？」


    　綾あやちゃんに促うながされて、俺は窓の外を覗のぞき込み、そして思わず息を呑のんだ。雨上がりの濡ぬれた大地と、冴さえ渡る青空の間に──。


    「くっきり七色──いや……」


    　異世界の天地の間に、二百五十六色の鮮やかな虹がかかっていた。
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    「今回は、日本の歴史の闇やみに生まれ影に生きる孤高の存在、『忍者』について教わるぞよ！」


    　そんなわけで、異世界の王女プリシラが興味を持ったのは「忍者」だった。


    「忍者か。となると、『侍』のときと同じく和泉いずみあたりかな……」


    「忍者のコトなら拙せつ者しやに任せてくだサイ！」


    　俺とプリシラが和泉の姿を捜していたとき、突然現れたのは、アメリカ出身のクラスメート、マイケル・サンダースだった。


    「おぬしはアメリカ人じゃろ。カリフォルニアロールの回に呼ぶゆえ今回は下がれい」


    「『寿司』の回も終わったのに、そんな限定的な回はこの先ないと思うが……」


    「チッチッチッ。いいデスか。確かに忍者は日本のモノですガ、我々アメリカ人も映画にコミックにと登場する忍者が大好キ。武術、格闘術としての忍術ジムだってありマス。本場中国より三国志に詳しい日本人がたくさんいるようニ、伊い賀がや甲こう賀がより忍者に詳しいアメリカ人がいても不思議なことではないのデス」


    「ふーむ。沢さわ木きよ、おぬしはどう思う？」


    「一理あるんじゃないか。日本文化を学ぼうとする異世界の王女もいることだしな」


    　俺が言うと、プリシラはこちらを横目で見て、ふむ、と呟つぶやいた。


    「……よかろう。ではまず、忍者のトレードマーク、手裏剣について解説してみよ」


    　プリシラに促うながされ、マイケルの忍者講義がはじまった。


    「いいでショウ。デスガ手裏剣は別ニ、忍者だけの武器ではありまセン。拳銃を使うのがスパイだけではないように、手裏剣もまた当時の一般的な武具の一つであったにすぎないのデス。俗に言う武芸十八般にも、剣術や弓術と並んで手裏剣術が数えられていマス」


    「じゃあ何で忍者の武器といえば手裏剣、って印象になってるんだ？」


    「諸説ありマスが、手裏剣という隠し道具、毒の塗ぬれる飛び道具ハ、一般的な武士の使う武器としては卑ひ怯きようであるという考え方があったのデス。忍者もメインの武器でなく逃走時に使う緊急用として少しダケ持っていたそうデスガ、自分の名誉どころカ、どんな手段を使ってモ正体を明かさないコトが必須の忍者に、手裏剣のイメージがピッタリだったのかもしれまセン」


    「やっぱり忍者のイメージといえば、漆黒の忍者装束に手裏剣じゃものな」


    「プリシラがどこでそのイメージを仕入れたかはともかく、確かに俺もそんなイメージだな」


    「ところが、忍者装束も普段は着まセン。忍者の基本活動ハ敵の領地に忍び込む潜入活動デス。となれば、農民や武士、商人や虚こ無む僧そう、旅芸人ナド、その場に応じて不自然ではナイ格好をする必要がアリマス。忍者装束は人目を避けてアクティブに潜入するときの戦闘服デ、普段から忍者装束を着てるナド、常に全身タイツを着たスパイみたいなものデス」


    「確かにそれは怪しさ爆発じゃの。ポリスメンからの職務質問は確実じゃの」


    「そもそも忍者装束、基本ブラックじゃありまセン。柿かき渋しぶ色いろデス」


    「何じゃと、色も違うのかや」


    「これも諸説ありマスが、一つには黒く染められた衣服は高価だったという理由。そしてもう一つ、昼間は言うまでもありまセンが、闇やみ夜よの黒装束って意外と目立つのデス。土や木々に溶け込むことを考えれバ、柿かき渋しぶ色いろが最適だったということなのでショウ」


    「柿渋色って、何かイメージ違うなあ」


    「ま、忍者の勤務状況はブラック中のブラックですがネ！　ＨＡＨＡＨＡ、ディスイズ、アメリカンジョーク！」


    「それはむしろジャパニーズジョークのような気がせんでもないがのう。にしても、うーむ。何か忍者のイメージが微妙に崩れてきたのう」


    「そもそも異世界人が何で忍者のイメージを持ってたのかが謎なぞだが……」


    「そうじゃ、忍者といえば忍術じゃろ！　火か遁とん、土ど遁とん、水すい遁とん！　そういう派手なやつの話を！」


    「イエス。忍者といえば、かつては忍術使いという呼称のほうが一般的であったホド、特別な術を使う存在として知られていまシタ。ではプリシラ王女、火遁、土遁、水遁の術とはどういうものダト？」


    「火か焔えんをボワッと出して敵をやっつけるのが火遁じゃろ。土を操あやつって敵をやっつけるのが土遁。小麦を練ってスープに入れた食べ物がすいとん」


    「そういう小ボケいらないデス。デハ木もく遁とん、金きん遁とんハ？」


    「ぐぬ、プリンセスの小ボケにツッコミさえしないとは……。樹木を操って相手を倒すのが木遁で、金遁……は聞いたことがないのう。金をばらまいてその隙に逃げるのが金遁かの？」


    　プリシラの答えを聞き終えると、マイケルはハンと鼻を鳴らした。


    「そういうのは講談、映画、漫画に小説といったフィクションの中で創出されたモノ。そもそも『遁』というのは身を隠すとか逃れるとかいう意味デス。攻撃じゃないんデス」


    「漫画やゲームに出てくるとたいてい攻撃だもんな。それもほとんど魔法みたいな」


    「火矢や火薬を用いた術を火遁とすることもあるようデスが、基本的ニハ火遁は火をつけて逃げる、水遁ハ水を利用して逃げる、木遁ハ木々に隠れる、土遁ハ地形を利用して隠れる、というような術だとされていマス」


    「なんか夢がないのう……。つーか火遁って放火ではないか」


    「ちなみに金遁だけ正解デス。お金をバラ撒まいて相手が気を取られてる間に逃げマス。もっと言うと相手を買収しマス。鐘を叩たたきまくって敵の気を引く術だという説もありマスが、現金バラ撒くほうが効果的っぽいデスよネ。コレハ現代でも使えマス。マネーイズパワー！」


    「一番夢がない術だけ正解なのかよ」


    「妾わらわ、金遁の術ならできそうじゃの」


    「ノー、聡明で美しいプリシラ王女ナラ、その威光だけで相手の眼を眩くらませることが可能デス」


    「な、なんじゃいきなり本当のことを。そんな見え透いたおだてに乗るような妾ではないぞ。それはさておき、そなたに金遁の褒美を取らせようぞ」


    「思いっきり乗りまくってるじゃないかよ。つーか金きん遁とんは褒美じゃねえし」


    「……ト、コレは五車の術がうちの一つ、喜車の術デス。相手をおだてて喜ばせてその隙を突つくデス。間抜け王女には簡単に掛かりマス」


    「な、なんじゃとこの！」


    「これは怒車の術。相手を怒らせて隙を突きマス。コノように喜怒哀楽に恐を加えた五つノ感情を揺さぶることによって相手をコントロールする術ヲ、五車の術と言いマス。ぶっちゃけ現代でもめちゃめちゃ有効デスね」


    「そうかそうか、大した術じゃな。ところで忍者というのは、権力者の命令とあらばどんなことでも従わねばならぬ哀しき存在でもあったそうじゃの。ブラックであったそうじゃの」


    　プリシラにじろりと睨にらみ付けられ、マイケルはたじろいだ様子で後あと退ずさった。


    「ほ、ホワッツ？　ソウダ、くノ一という言葉が女忍者という意味で使われはじめたのは実は意外と最近のことで、江戸時代には単に女性のことを指し……」


    「話を逸そらすでない。プリンセスをおちょくった罪によって、土ど遁とんの刑に処すぞよ。首まで土に埋まって反省するがよい」


    「オウ……。怒車の術デ土砂に埋められル……コレも忍びの哀しきサダメ……」


    「何をうまいこと言おうとしてるんだよ。つーか土遁は刑じゃねーし」
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    「のう、沢さわ木きよ。これまで日本の娯楽についていろいろ教わってきたが、妾わらわの世界でも親しまれている娯楽である演劇はどうじゃ？　日本独自の演劇というものはあるのかのう？」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを言い出した。


    「日本独自の演劇っていうと……」


    「能や狂言など、いろいろと古くから日本独自の演劇形式がありますが、やっぱり庶民の演劇といえば『歌か舞ぶ伎き』ですね～」


    　俺が答えに詰まっていたとき、のんびりとした口調で会話に入って来たのは、俺たちのクラスメートにして天才演劇少女として名高い川かわ中なか島じま真ま弓ゆみだった。


    「ほう、ではその歌舞伎というやつについて教えてくれい」


    　そんなわけで、今回プリシラが興味を持ったのは「歌舞伎」だった。


    「歌舞伎という演劇の大きな特徴の一つは、男性のみで演じられるものだということです」


    「ほう。逆宝たから塚づかじゃの。あ、宝塚歌劇団も日本独自の演劇文化じゃよな」


    「歌舞伎は知らなくても宝塚は知ってるのか……」


    　相変わらず、プリシラの日本についての知識はアンバランスだ。


    「実は歌舞伎でも、子役の中には女の子が交じっていたりもするんです。でも、一定の年齢を過ぎると役者はみんな男性ばかりなんです。女性の役を演ずる男性の役者を女おんな方がたといって、これは特別な修練が必要だとされています」


    「男子校の演劇部で、女性役を男子部員が演じてたりするようなもんじゃの。じゃが、なぜ男ばかりで演じられるんじゃ？　昔の日本には男子校しかなかったのかや？」


    「それは歌舞伎が辿たどってきた歴史と関係があるんです。歌舞伎という演劇は、そもそもは出雲いずも阿国のおくにという女性が創始した『かぶき踊り』がはじまりであるとされているんです」


    「んにゅ？　歌舞伎というのは男だけで演ずるものであると言うたではないか」


    　プリシラは腕組みをして首を傾かしげた。


    「そこが歌舞伎という芸能のおもしろいところなんですね～。出雲阿国の『かぶき踊り』はまたたく間に流は行やっていったんですが、徳とく川がわ幕府がこれを風紀を乱すものとして禁止したんです。詳細は説明しませんが、どうもこれはちょっとセクシーなやつだったようですね」


    「ふむ、お上かみはエロスには厳しいからのう」


    「そうなると次は『若衆歌舞伎』というものが流行りました。これは年若い少年が演ずるかぶき踊りです」


    「ほほう。今の日本でいう、美少年が大量に出てくる[image: ]次元ミュージカルみたいなものじゃな。あれもまた実に日本的な文化じゃよな」


    「だから何でそういうことは知って……もうつっこむのめんどくさいからいいや」


    「ところがこれも幕府が禁止するんです～」


    「なんと、頭の固い幕府は[image: ]次元に理解を示さなかったというのかや。むしろクールジャパンとして支援すべきじゃろ！」


    「じゃなくて、禁止されたのは『若衆歌か舞ぶ伎き』ですね～。そこで次にブームになったのが、成人男性のみで演じられる『野郎歌舞伎』であり、これが現在まで続く歌舞伎のもとになったと言われています～」


    「さらにそれも規制されて、次は人間ですらない二次元のバーチャル歌舞伎になるんじゃな。KTuberじゃな」


    「それは未来に行きすぎだ。まあ、そのうち出てきてもおかしくないけど……」


    「歌舞伎はその後、江戸と上かみ方がたでそれぞれ独自の発展を遂げました。江戸では『荒事』という、見み栄えや六ろつ方ぽうなどといった演技や、隈くま取りのようなメイクまでを含めた、荒々しいスタイルの歌舞伎が好まれました。今風にいうとアクション活劇ですね～」


    「おっ、妾わらわそういうの好きじゃな。江戸でそういうのが人気だった理由はあるのかや？」


    「江戸っていうのは、農村部と比べて男女比が極端に偏かたよった都市だったんです～。農村から出稼ぎに来る人々は大半が男性ですし、武士はもとより寺社関係などもほとんどが男性ですから」


    「ふむ。男子校とまではいかずとも、江戸とは工業高校みたいな感じだったんじゃな」


    「そういうわけで、江戸では男性的な荒々しい歌舞伎が好まれたと言われています。一方、上方の方ではですねぇ」


    「上方というのは今でいう大阪じゃろ。ということはお笑いが発達したに違いあるまい」


    「確かに現代では関西といえばお笑いですね～。でも江戸時代には、武士の都市である江戸に対して、上方は商人の都市だったんです。そんな上方では柔らかく人情味のある『和事』というスタイルの歌舞伎が好まれたんです。今風にいうと、ラブストーリーやヒューマンドラマですね～」


    「ふむ。上方とは商業高校みたいな感じだったんじゃな」


    「そのたとえはちょっと違うと思うが……」


    「そのように、歌舞伎は日本の大都市部で庶民の娯楽として親しまれ、たびたび幕府から風紀を乱すとしてあれこれ規制されつつも、現代に至るまで日本を代表する演劇形式として愛されてきたんです～」


    「なんと。初期だけでなく、歌舞伎はずっとお上に眼をつけられてきたのかや」


    「はい。歌舞伎と並んで日本の伝統演芸である能や狂言が、武家や公く家げに愛され、権力からの庇護を受けてきた演劇であったのに対して、歌舞伎というのはあくまでも庶民のための演劇であり、権力者側からは社会の風紀を乱す存在として見られていた部分があるんです～」


    「今だと漫画やゲーム、バラエティ番組なんかの内容が目をつけられるようなもんかな」


    「歌舞伎にはフィクションだけでなく実際の事件を題材にした、ある種ドキュメンタリー演劇のようなものもあったんですけど、途中から幕府が実際の事件を題材にしちゃいけないって決まりを作ったんです。そこで当時の人々は忠ちゆう臣しん蔵ぐらを題材にした歌舞伎を上演する際に、舞台を江戸から南北朝時代になるように翻案して、登場人物の名前も変えて、お上かみから咎とがめられないようにしたりと、常に権力側からの締め付けに気を配りつつ表現を続けてきたんです～」


    「忠ちゆう臣しん蔵ぐらってある意味、幕府批判の話だもんな」


    「妾わらわはそのちゅーしんぐらとかいうの知らぬから、話がよくわからんぞよ」


    「プリシラのワガママを風刺した劇をやるときに、王女の名前をプリツラにする、みたいなことだよ」


    「あからさますぎて、むしろストレートに実名でやられるよりむかつくんじゃが。そもそも妾は庶民の文化に口出しなどせぬぞよ」


    「ただこれは結果論ですけど、幕府から締め付けられなければ、歌か舞ぶ伎きという演劇は現在も残るものとはまったく違ったものになっていたと思いますよ～」


    「まず女おんな方がたって存在が生まれなかっただろうな。演劇に限らず、規制とか、予算や技術の不足とか、マイナスの要素の中で工夫することで新たな表現が生まれることってきっとあるもんな」


    　俺がそう言うと、プリシラは歌舞伎の見み栄えを切るように、眼をかっと見開いてこう言い放った。


    「つまりこの世界にも歌舞伎のような独特な演劇の発展を望むのであれば──王女の名のもとに、演劇は徹底的に規制・弾圧していけばいいんじゃな！　演劇の発展のために！」


    「屈折したことしてないで普通に保護しろ。プリツラ王女が成敗される劇ばっか作られるぞ」

  


  
    [image: ]

  


  
    「のうのう、沢さわ木きよ。日本の高校生は『アルバイト』なる労働に勤いそしんでおると聞くが、それはまことかや」


    　今回、異世界の王女プリシラは、「アルバイト」に興味を持ったらしい。


    「ああ。全員ってわけじゃないけど、けっこうバイトしてるやつはいるな」


    「そこが疑問なんじゃよ。たいていの中高生は両親に扶養してもらっておるんじゃろ？　家計を助けるためであれば感心なことじゃが、でなければ学業に専念したほうがよいのでは？」


    「いや……まあ、小遣いを稼ぐためにってのが多いとは思うけど……」


    「むう……遊ぶ金欲しさについカッとなって労働を！」


    「何か悪いことみたいに言うな！　いいだろ、高校生が遊ぶ金欲しさにバイトしたって！　つーかプリシラ、今思い出したけど、お前『コンビニ』の話の時にバイトしたいって言ってたろ」


    「おお！　労働を通じて学べることは、学校で学べることとはまた違うであろうからのう！」


    「変わり身の早いやつめ……」


    「そうじゃ、妾わらわもお忍びでバイトでもしてみようかの。王女として、民たみがどのように日々働いているかを肌で体験することこそ、よい政治につながると思うんじゃよな」


    「まあ確かにそれはいいことだな。王宮暮らしじゃわからないこともあるだろうし」


    「で、日本の高校生のバイトというと、代表的なのはどんな仕事なんじゃ？」


    「やっぱり多いのはハンバーガーショップやドーナツショップみたいなファストフード店、それからコンビニかカラオケボックスってとこかな」


    「ふむ。ぜーんぶこの世界にはないぞよ。というかその存在自体をおぬしらから教わったくらいじゃからの」


    「だよなあ……。そもそもバイトって概念はあるのか？」


    「それがじゃの、このへんでは武器屋や道具屋でも農業と兼業が多くての、農繁期には臨時の店番を募集しておったりもするんじゃ」


    「なるほど、じゃあ仮に武器屋でバイトをするってことで考えてみたらどうだ」


    「妾のようなバトルアックスより重いものを持ったことがない、かよわい乙女でも働けるかのう？」


    「普通は箸はしだろ。バトルアックスなら十分だよ」


    「よし、では働くぞよ！　んで、バイトってのは、どうやってはじめるんじゃ？　募集の張り紙を見つけたら、たのもー！　つって突撃すればよいのかや？」


    　そんなわけで、俺はプリシラに、アルバイトについて教えることになった。


    「日本だと、大抵の場合は履歴書ってやつを書いて持ってくんだ。住所氏名年齢、それから学歴とか職歴とか。志望動機、趣味や特技、賞罰なんかを書く欄があったりもするな」


    「ふむふむ。住所、王宮。氏名、プリシラ……。王位継承権ってのは資格に入るのかのう？」


    「待て待て。思いっきり身分がバレるだろ。さすがに王女は雇ってくれないと思うぞ」


    「うーむ。ではそのあたりの個人情報は嘘うそを書かざるを得ぬか。趣味や特技は本当のことを書いてもよいかのう？」


    「まあその辺はそんなに重視されないと思うし、あんまり変なことじゃなきゃいいと思うぞ」


    「趣味はスイーツ食べ比べ、昼寝」


    「それならむしろ書かないほうがいい気が……」


    「特技は立法・行政じゃな。あと賞罰、よく与える……と」


    「待て、よく与えるって何だよ。お前がもらったことのある賞罰を書くんだよ」


    「妾わらわは賞も罰も受ける立場ではないぞよ。民たみに褒賞や刑罰を言い渡すのが王族の仕事なんじゃが。もし必要であらば、妾が妾に最優秀プリシラ賞を授与してもよいぞよ」


    「よく考えたら特技が立法・行政ってのも、何か単にやばい奴が履歴書書いてきたって感じだな……」


    「事実なんじゃが、仕方ないのう。ではその辺も保留で」


    「じゃあ次は志望動機だ。採用面接のときに、志望動機についてつっこまれることもよくあるらしいぞ。そうだ、ちょっと模擬面接をやってみるか」


    「おお、面接というのもあるんじゃの。どんと来い」


    　そんなわけで、俺が武器屋の店長役として、模擬の採用面接をやってみることになった。


    「ではプリシラさん。当店でのアルバイトを志望する理由は？」


    「遊ぶ金欲しさ！」


    「正直すぎる！」


    「妾は正直に志望動機を言ったまで。それに、おぬしがそれでいいとさっき言ったではないか」


    「いやプリシラ、そこはそれというか……。住所や氏名と違って、志望動機なんて心の中のことなんだから真偽を確かめようがないだろ。だからみんなちょっとでも自分を良く見せようとするのが普通なんだよ」


    「かと言うて、コンビニのバイトがみんな、あのレジで商品をピッとすることにやりがいを感じておるわけではなかろう。お目当ては時給じゃろう」


    「現実はそうかもしれないけどだな、そこは接客の仕事が好きでとか言うんだよ」


    「うーむ……。では、コホン。えー、私は武器が好きで好きで仕方ないのであります！」


    「お、いいぞ。そうそう、そういう業務内容に関係あるのがいいんだ」


    「特に鋭い刃物を手にするともう我を忘れて振り回してしまうほど好きなのであります！」


    「不採用！」


    「ホワイ」


    「何がホワイだ……。じゃあたとえばハンバーガーショップの面接にだな、『私はハンバーガーが好きで好きで仕方なくて、ハンバーガーを見るとすぐにかじり付いてしまうんです』って奴が面接に来たらどうする」


    「何というバーガー愛！　採用！　時給ベース百円アップで！」


    「違うだろ！　不採用だよ！」


    「ていうかぶっちゃけ、就職ならともかくバイトの場合、志望動機とかより、どれだけシフトに入れるかとかのほうが重視されるんではないかのう？」


    「いきなりリアルなことを言うな」


    　こうして模擬面接はグダグダで終わったものの、プリシラは表情を引き締めて顔を上げた。


    「このバイト経験を通じてよくわかったぞよ。やはり賃金を受け取って働くということは、自分の思いどおりにいくことばかりでなく、ときに理不尽なことも我慢せねばいかんのじゃな」


    「何がバイト経験だ、お前は履歴書書いて模擬面接しただけで働いてねーだろ……」


    「よし、労働について学んだ妾わらわは、我が国の労働基準法をアルバイターのために見直すぞよ！」


    　プリシラは勢いよく拳こぶしを振り上げて、そう宣言した。


    「お、そういう立法・行政こそまさに王女の仕事だな。アルバイトって立場が弱いから、法律で守るのはいいことだと思うぞ」


    「うむ。バイトの応募時には住所氏名や志望動機を偽ってもよい、と法改正を……」


    「そこかよ！」
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    「ほほう。これはなかなか風ふ情ぜいがあるではないか」


    　地面に突つき立てた笹を見上げながら、異世界の王女プリシラは満足げに頷うなずく。笹の葉には、いくつもの短冊が吊つるされ、夜風になびいていた。プリシラが実際にどんなものか見てみたいというので、七たな夕ばたの飾り付けをみんなでやってみせたのだ。


    「俺も懐なつかしいよ。考えてみたら、七夕に願い事を書いた短冊を飾るのって、もうだいぶ長いことやってない気がする。小学校低学年のときに、学校でやって以来かなあ」


    「ふむ、沢さわ木きよ、七夕というのは子供の行事なのかや？　妾わらわはてっきり老ろう若にやく男なん女によが参加するものじゃとばかり思うておったぞよ」


    「別に子供限定ってわけでもないはずだけど、言われてみれば、ひな祭りも、端たん午ごの節句も、ちゃんと祝ったのは小さな頃だったような気がするな」


    　笹に吊された短冊を見上げながら、俺は幼い頃の記憶を思い出していた。


    「そういえば、私も幼稚園の頃はひな祭りにひな人形を出してもらってましたけど、小学校低学年の頃から飾らなくなってしまいました」


    　そう言ったのは、クラス一の秀才、坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    「その端午の節句だの、ひな祭りだのというのも日本の伝統行事なのかや？」


    「ああ。ひな祭りは『桃の節句』ともいって、三月三日にひな人形を飾って、女の子の成長を祝うんだ。端午の節句は五月五日、こっちは五月人形や鯉のぼりなんかを飾って、男の子の成長を祝う日なんだよ」


    「ふむふむ。どちらもフィギュアを飾って子供の成長を祝うと」


    「フィギュア言うな。なんか別の絵面を想像しちゃうだろ」


    「そういや確か、七夕というのはおぬしらの世界の暦こよみで七月七日じゃったよな、それもゾロ目じゃの。それらの行事がゾロ目の日におこなわれるのは何か関係があるのかや？　それに『桃の節句』と『端午の節句』、両方が『節句』なる行事だそうじゃが」


    　プリシラは小首を傾かしげながら、坂上へと目配せをした。もうこのパターンには慣れたもので、坂上は小さく微笑すると、すらすらと説明をはじめた。


    「一月七日の『人じん日じつ』、三月三日の『上じよう巳し』、五月五日の『端午』、七月七日の『七しち夕せき』、九月九日の『重ちよう陽よう』。この五つを五節句というんです。今でも『端午の節句』はよく耳にしますよね。『上巳の節句』は現代では『桃の節句』と呼ばれることのほうが多いですね。ちなみに『七しち夕せきの節句』は『笹の節句』とも言いますが、今では七たな夕ばたとだけ言うことが多いでしょうか」


    「へえ。桃の節句と端午の節句は対になったものなんだろうと思ってたけど、七夕も節句ってくくりに入る行事だったのか」


    「ちなみにゾロ目の日でいうと、二月二日はツインテールの日、四月四日はあんぱんの日、六月六日はワイパーの日で、この三つはべつに関係ないんじゃ」


    「ノイズになる情報を積極的に交ぜてくるんじゃねえ。つーか何で他の記念日に詳しいんだよ」


    「これらの五節句は、もともとは中国から伝わった季節の行事なんです。本来はもちろん旧暦の暦こよみですが、日にちが奇数のゾロ目になっているのも中国の思想が根底にあるんです」


    「ほう。そういや『十二支』のときもそうじゃったのう」


    「『端たん午ご』とは午の月のはじめという意味なので、十二支も無関係ではないですね」


    「おっ、言ってみたらなんかかすったぞよ！　ラッキー」


    「ただ、中国から伝わったものそのままではなく、私たちが知る現代の節句は日本の歴史の中で変質したものなんです。たとえば端午の節句は、もともとは五月の田植え前に女性が家に籠こもって神に祈る祭祀であったと言われています。このとき菖蒲しようぶで邪気を払っていたそうなのですが、この菖蒲が尚しよう武ぶ、つまり武芸を重んずることに通じるということで、武家政権であった鎌倉時代に男児の祭祀へと変わったと言われているんです」


    「……なんかものっすごい真ま面じ目めな話じゃったのに、いきなりダジャレかや。気が抜けたぞよ」


    「確かにダジャレといえばダジャレなんですけど、日本は古来から言こと霊だまといって、言葉の持つ力を重んじていたので、日本の伝統行事の中にこういうことはよくあるんですよ」


    「伝統行事のダジャレといえば、お節せち料理なんかも、マメに働くよう黒豆とか、みんなが喜ぶように昆こ布ぶ巻まきとか入れたり……あれ、ひょっとしてお節料理の節って」


    「はい。もともとは節日に供される料理がお節料理と呼ばれていたらしく、一月一日の元日は五節句とはまた別ですが、一年の中でも重要な節日とされていたんです」


    「そういやさっきそこが気になっておったんじゃよな。一月一日の元日ではなく、一月七日の『人じん日じつ』というのが五節句のひとつなんじゃろ」


    「そもそも『人日』って聞いたことないな。現代日本じゃもう廃すたれちゃったのか？」


    「いえ、たぶん知っているはずですよ。『人日の節句』は『七草の節句』とも言いまして、七なな草くさ粥がゆを食べて一年の豊作と無病息災を祝う日なんです」


    「ああ！　七草粥を食べる日ってあるもんな！　あの日も節句だったのか」


    「ふむ。その粥にはもちろん草のフィギュアが入っておるんじゃな？」


    「草のフィギュアって何だよ、お前フィギュア言いたいだけだろ。えっと、『重ちよう陽ようの節句』ってのも聞き慣れないけど」


    「確かに現代日本では一番馴な染じみが薄いのが、九月九日の『重陽の節句』だと思います。これは『菊の節句』とも呼ばれ、かつては菊を観賞しながら宴うたげが催もよおされたそうです。ちょうど時期が農産物の収穫期ということもあって、それらの祭祀に取り込まれて馴染みがなくなったという説が有力ですね」


    　ひと通り五節句の説明を聞き終えると、プリシラは揺れる笹の葉を見上げながら言った。


    「伝統というものが移り変わりの中にあり、ときに廃れてゆくのも世のならいではあろうが、自分たちの伝統を振り返ってみるというのも大切なことじゃの」


    「俺も七たな夕ばたなんて知ってると思ってたけど、けっこう知らないこともあったしな」


    「そういえば七たな夕ばたには、茄な子すや胡瓜きゆうりに棒を刺して馬や牛に見立てたフィギュアを飾るのでよかったんじゃっけ？」


    「それは精しよう霊りよう馬まつってお盆の飾りだし、だからフィギュアじゃねーし」


    「七夕でも、一部の地域では七夕人形を飾る風習があるそうですよ」


    「おお。なら『重ちよう陽ようの節句』には……」


    「ええと、『重陽の節句』の時期は、各地で菊で作ったフィギュアが展示される催もよおしが開かれていますね」


    「おおっ、菊のフィギュアって言いたかったのに先回りされたぞよ！　しかも実際にあるとは。おそるべしクールジャパン！」


    「菊で作ったフィギュア……？　そりゃ菊人形だろ！　いや、合ってはいるけど！」
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    「ヤッホー！」


    『ヤッホー！』


    　異世界の王女プリシラの叫び声が、山々の間で響き合い、山彦となって返ってくる。


    　異世界修学旅行を続ける中で、俺たちはいま、見晴らしのいい高い山に登っていた。


    「異世界でも山彦の掛け声はヤッホーなんだな」


    「うむ！　それにしても沢さわ木きよ、山の上で大声を出すのは気持ちのいいもんじゃのう。どれ、もう一回叫んでみようかの」


    　プリシラは大きく息を吸い込むと、大声で叫んだ。


    「読者からのおたよりは～!?」


    「おいおい、プリシラ。何を山に質問してるんだよ。そんなことしたって同じ言葉が返ってくるだけで……」


    「しっ、静かにするんじゃ」


    　プリシラは人差し指を唇に当て、もう片方の手を耳に当てて山彦を待つ。


    　すると、ややあって、山と山の間からこんな声が響いてきた。


    『プリシラに「日本百名山」について教えたいです～！』


    「ほうほう。『日本百名山』とな。いいのう、妾わらわはこう見えても山登りは好きじゃしの」


    「ちょ、ちょっと待て、今の山彦おかしくないか？」


    「何がじゃ？　あっ、これも聞いておかねば。ＰＮペンネームは～!?」


    　プリシラは再び山に向かって叫ぶと、耳に手を当てて谺こだまが返ってくるのを待った。


    『ＰＮは～、R～Nchan（=。[image: ]。）[image: ]です～！』


    「ほうほう。おたよりサンキューじゃ～！　っていうことで今回はの」


    「やっぱりちょっと待て！　百歩譲っておたよりが返ってくるのはいいとして、今のＰＮの顔文字的なやつはどういう仕組みなんだよ！」


    「さて、今回は『日本百名山』について学ぼうかのう！」


    「スルーかよ……」


    　そんなわけで、今回は「日本百名山」についてプリシラに教えることになった。


    「山は高いな大きいな！　そんな高い山を解説するのに相応ふさわしいのは高い意識を持つこの俺、一いつ色しき高たか志しだ！　イヤッホーォオオ！」


    「むう、爽さわやかな山の緑に囲まれておるところに、暑苦しいのが……」


    　むやみにテンションの高い一色に、プリシラは露骨にうんざりとした顔をした。


    「まあまあ。俺はあんまり山に詳しくないし、というわけで一色、頼むぞ」


    「まかせろっ！　そもそも『日本百名山』というのは、小説家であり随筆家であり、そして登山家でもあった深ふか田だ久きゆう弥やさんという方が著した随筆のタイトルなのだ！」


    　そんな一色の説明に、プリシラがはっとしたように顔を上げた。


    「ええっ、まさかそれは過去にあの偉大なる読売文学賞を受賞しているのでは！」


    「フフフ、流石はプリシラ王女。その通りだ！」


    「プリシラって、ちょいちょい読売グループ関係の知識をぶっこんでくるよな」


    「はて？　そんなこと意識したこともなかったのう。妾わらわは単に、そういう名著ならそういう名誉ある賞を受賞しているのではと思ったまで。さあ、山の話を続けよ」


    「『日本百名山』はその名の通り、日本にある百の名峰を紹介したものなんだけど、山だらけの国である日本の山の数は、ゆうに一万五千を超えると言われている。その中で、著者である深ふか田だ氏が登頂したことがあり、かつ標高千五百メートル以上の山の中から、品格・歴史・個性の三つを兼ね備えた山が選ばれているんだ！」


    「ふむ。品格・歴史・個性というと、ぶっちゃけかなり個人の主観が入りそうな基準じゃのう。『日本百ラーメン』みたいな本であっても、あの店が入ってないこの店が入ってないというのはあるじゃろ。麺・具・スープの三つが優れた店とか言われても、人それぞれ好みがあるしの」


    「確かにそうだけれど、まあ日本の名峰と呼ばれる山々は基本的に網羅されてると思うぜ。それに、この百名山に満足できなかったら、自分でその山を見つければいいのさ！　キミも自分だけの百名山を見つけてくれよなっ！　それじゃ、また来週～！」


    「待てい！　なんかそれっぽいことを言って終わらすでない！　しかも来週に引き継つぐな！　まだ百名山のひとつも聞いておらぬぞよ！」


    「それに気づくとは流石はプリシラ王女！　確かに俺も、山国である日本に聳そびえる数々の名峰を紹介したい！　だがそうすると、来週どころか来年までかかってしまう。そこで、この山が百名山に入ることは、まず誰からも文句はつかないだろうって山をひとつだけ紹介しよう！　百名山どころか、日本一の、日本の象徴とさえ言えるような山をね！」


    「ほう、日本一の山とな。沢さわ木きは心当たりがあるかや？」


    　プリシラは俺の方へと顔を向けた。俺はそんなに山に詳しいわけじゃないけど、日本一の山と言われれば、思いつくものはあの山しかない。


    「そりゃ、日本一の山と言えば──富士山だよ」


    　俺がそう言うと、プリシラはなぜか戸惑いと怯おびえが入り交じったような表情を浮かべた。


    「フ、フジとな……。読売の話をしたあとにそんな話して大丈夫かの？　毎日朝日が昇るフジサンの話とか……」


    「意識することでむしろ妙な感じになっちゃってるだろ！　富士山の話は普通にしていいんだよ！」


    「そ、そうなのかや。よし、大丈夫なのであれば続けよ」


    　プリシラはほっとしたように胸を撫なで下ろした。


    「富士山は標高三千七百七十六メートル、これは日本一の高さなんだ。でも富士山は高さだけじゃない。その美しさからも愛されていて、葛かつ飾しか北ほく斎さいの『富ふ嶽がく三さん十じゆう六ろつ景けい』をはじめ、数々の芸術作品の題材にもなっている。さらに古来から霊峰、つまり神様が宿る山として信仰の対象にもなってきた。富士山は名実ともに、日本を象徴する山なんだ！」


    「ほほう。そこまですごい山であれば、情報を聞くだけでなく、ぜひ一度登ってみたいもんじゃのう。さぞ山彦も日本一のものであろうしの」


    「いや、いくらすごい山でも、山彦はどこも同じだと思うけど……」


    　そんな俺の指摘をよそに、プリシラは再び遠くの山に向かって叫んだ。


    「今回もいろいろと日本のことを知ることができたぞよ！　こんな風に妾わらわに教えたいものごとがある人は～？」


    『読売中高生新聞までテーマを送ってね～／（^o^）＼ ＼^o^／←富士山』


    「また山彦が顔文字使ってるし！　ていうかそもそも山彦なのかこれ!?」


    『そうだ、その募集は連載時のもので、現在は募集してないから注意してね～！　 ＼^o^／』


    「おお、そこまで気をつかえるとは、やはりこの山の山彦はなかなかのもんじゃの。富士山にも負けぬかも。みんなも自分だけの山彦を見つけて、日本百名山彦を作ってみよう！　んじゃ、また来週の～！」


    「山彦ってそういうもんじゃないだろ！」
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    「沢さわ木きよ、今回妾わらわは日本の学校の『テスト』について教わろうと思うんじゃ」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを言い出した。


    「テスト？　何でまた。もっと楽しい話題にしようぜ。俺なんて、この異世界じゃ定期テストの心配をしなくていいことが嬉しいのに」


    「そこじゃよ。妾はこれまで日本の学校について楽しいことばかり教わってきたが、それだけではいかんと思っての。楽しくないこと辛つらいことについても学ぶのが、真の学びというものであろう」


    　プリシラは真ま面じ目めな顔でそう言って、胸を張った。


    「私はテスト大好きですけどね。自分の努力の成果が確認できるんですよ、最高に楽しいじゃないですか」


    　そう言ったのは、クラス一どころか学校一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のだ。


    「ほう、テストが大好きな者もおるのではないか」


    「そりゃスポーツ万能のやつが、体育祭や球技大会が楽しみって言うようなもんでさ……」


    　確かに中にはテストが楽しみなやつがいるのかもしれないが、やっぱり大半の中高生は、学校もテストさえなければ……なんて思っているんじゃないだろうか。


    「そもそも妾からすると、テストなるものがどういうものか想像がつかんのじゃよな。たとえば日本史の試験じゃと、『江戸時代がどういうものか、三千文字以内で答えよ』とか書いてあるのかや？」


    「ないことはないですが、そこまでざっくりした設問は、もう小論文の試験問題ですね。大学入試などではそんな設問もありますが、学校の定期試験は百人以上の回答をひとりの先生が採点しなければならないので、回答がひとつに定まらない論述形式の問題はそんなに多くないんですよ。採点が大変ですから」


    「おっ、なるほどのう。確かに試験を受ける側の都合だけでなく、試験を出して採点する側の都合もあるというわけじゃの」


    「そうか、先生側の事情は考えたこともなかったな」


    「そこで、問題形式で多いのが、多肢選択問題ですね。問題に対して答えの候補がいくつかあって、正しい答えを選ぶんです。たとえば『日本の首都を以下の中から選べ』１：東京、２：京都、３：大阪、４：名古屋……というような感じで。五十万人以上が受けるセンター試験は、全ての問題がこの形式なんです。これだと機械で一気に採点できますし、採点者による点数のブレもないですからね」


    「ほうほう。出される側としても、選択肢の中から選べるぶんヒントがあって嬉しいのう。選択問題の記号は数字で決まっておるのか？」


    「いえ、アイウエオのときもあれば、ＡＢＣＤＥとアルファベットのときもあります」


    「古文の先生だとイロハニホ……なんて風に、いろは仮名の順番に記号を割り振ることもあるよな」


    「ふむ。ではこんな感じかの？　『問、三重県の県庁所在地を答えよ。イ：オオツ、ロ：スリ・ジャヤワルダナプラ・コッテ、ハ：ツ、ニ：クルンテープ・マハーナコーン・アモーンラッタナコーシン・マヒンタラーユッタヤー・マハーディロック・ポップ・ノッパラット・ラーチャタニーブリーロム・ウドムラーチャニウェートマハーサターン・アモーンピマーン・アワターンサティット・サッカタッティヤウィサヌカムプラシット』正解はハのツじゃ」


    「選択肢がわかりにくい！　正解を見逃しそうになるだろ！　それに正解がわかっててもつい回答欄にツって書いちゃいそうになるし！」


    「いわゆる引っかけ問題というやつじゃな」


    「引っかけ方がひねくれすぎだ。せめて日本の地名は『大おお津つ』とか『津つ』とか漢字で書いてくれよ」


    「ちなみにロの選択肢はスリランカの首都、ニの選択肢はタイの首都・バンコクの正式名称ですね」


    「ていうか、何でプリシラがスリランカやタイの首都を知ってるんだよ」


    「ふふふ、妾わらわはおぬしらがこの世界に持ってきた教科書を読み込んでおるからのう。定期テストを受けても、沢さわ木きなどには負けぬやも。よし、もっとテストに詳しくなるぞよ。多肢選択問題の他にはどんな形式があるんじゃ？」


    「そうですね、国語のテストだと問題文の本文中に傍線が引いてあって、その傍線部についての読解を何文字以内で、なんて問題もよくありますね」


    「ああ、この時の登場人物の心境を述べよ、みたいなやつだな。ああいうの苦手なんだよな、答えなんて無限にあるだろって思っちゃうんだよ」


    「ほう。『毎日の授業だけでなく、事前の授業計画に教材の作成にと激務で、休日もほとんど部活動の顧問で潰つぶされ、保護者への対応にも追われ、今も徹夜でこの試験問題を作成している作者の気持ちについて答えよ』みたいなやつかの？」


    「……その作者って問題文の作品の作者じゃなくて、テスト自体の作者……っていうか先生だろ！　先生の気持ちを答えさせる問題はねーよ！　仮にあったとしても答えづらいよ！」


    「うーん。『早く寝たい』とか『ビールが飲みたい』とか『時間がないから去年の問題を使い回そう』とかですかね」


    「坂さか上がみも真ま面じ目めに答えようとしなくていいよ！　先生だって人間なんだよ！」


    　俺がそうつっこんでいると、プリシラは俺の顔を見て言った。


    「そうじゃよ。先生も一生懸命、おぬしらのためにテストを作っておるんじゃ。テスト勉強が辛つらいのもわかるがの、たまにはテストを出す側の気持ちになって、授業をちゃんと聞き、予習復習をした上で試験に臨むということもやってみたらどうじゃ。先生とて、何もおぬしらが憎くてテストを出しておるわけではあるまい」


    「王女にはテストがないからって、正論を言いやがって……」


    「ふふん、人間、自分と関係のないことについては正論が言えるもんじゃ！」


    　プリシラは両手を腰に当て、胸を張って堂々と言い放った。


    「……まあでも、確かにそうだな。一夜漬けばっかりだと自分の実力もつかないだろうし」


    「うむうむ。あ、国語のテストといえば、漢字の書き取りというのもあるそうじゃな」


    「以下のカタカナを漢字にせよ、という形式がほとんどですね。この前のテストだと、『教職はゲキムだ』『ツイシの前だけ質問に来る生徒』『部活のコモンは時間外手当がつかない』なんて問題が出てました」


    「おぬしらの学校、先生は先生で、テスト問題にストレスを滲にじませすぎじゃのう」


    「……うん、先生も大変なんだよな……。俺もテスト勉強頑張ろうっと……」
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    「のうのう、沢さわ木きよ。妾わらわたちはいま、この妾の世界で修学旅行をしておるわけじゃがの。では、おぬしらがもといた世界の修学旅行では、どんなスポットが人気だったんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを俺に訊きいてきた。


    「修学旅行の人気スポットか。そうだな、訪れる場所としては神じん社じや仏ぶつ閣かくや史跡が多いんだけど、生徒に一番人気っていうと、やっぱり遊園地かな。全部の学校が行くわけじゃないけど、最近は修学旅行のコースに組み込まれることが多いんだよ」


    「ふむ。じゃが遊園地って遊ぶ場所じゃろ。そんな場所が修学旅行のコースに組み込まれるというのはちと疑問じゃのう。そこでいったいどのような学を修められるというんじゃ？　まあ、その疑問は妾が遊園地をよく知らぬからやもしれぬしの、そこんとこ詳しく聞きたいのう」


    　そんなわけで、プリシラが今回興味を持ったのは「遊園地」だった。


    「ではさっそく質問なんじゃがの、どうして千葉県にあるのにとうきょ……」


    「よし、じゃあ遊園地の歴史について学ぼうか！」


    　プリシラが余計なことを言いかけたのを察知した俺は、慌てて早口で言った。


    「人の話を遮さえぎるでない！　そうじゃ、他にも質問があるんじゃよ。園内をうろうろしている動物を擬人化したキャラの中にの、んむぐ！」


    　俺は慌ててプリシラの口を手で塞ふさいだ。


    「中に人なんか入ってない！　つーかお前けっこう遊園地に詳しいだろ！」


    「んぐ、むぐ！　ぷはっ、いきなり何すんじゃ！」


    　プリシラは俺の手を払いのけて憤る。


    「人って何じゃ！　妾はただ、ああいうキャラの中にもペットを飼っている設定のキャラがおるが、擬人化された動物が動物のペットを飼っておるというのは、なんか複雑ではないかと思っただけなんじゃ！」


    「ああ……。いや、それはそれで、あんまり触れちゃいけないところだと思うが……。と、とにかく今回は遊園地の歴史について学ぼうぜ！」


    「なーんかこう、話題を誘導しようとしておるのう……。まあよい、妾の世界にはまだ遊園地がないからの、おぬしらの世界の遊園地の歴史を学んで、いずれはこの世界にもプリシラランドを建設するための参考としようぞ」


    「エンターテイメントの歴史なら私に任せなさい！」


    　そう言って名乗りを上げたのは、自みずからもマジシャンとしてエンターテイメントの世界で活躍するクラスメート、天てん堂どうまほろだった。


    「いいこと。どうしてあのテーマパークが千葉県にあるのに東京を冠しているかというと──」


    「その話はもういいから！　遊園地の歴史について教えてくれ！」


    「わ、わかったわよ……。えっと、世界最古の遊園地は諸説あるんだけど、そのひとつとして考えられているのは、一五八三年にデンマークで開園された『デュアハウスバッケン』という施設ね。これはもともと綺き麗れいな湧き水を目当てに人々が集まる公園だったの。それが、だんだんと私のようなエンターテイナーが集まって芸を披ひ露ろうしたり、動物公園ができたり、コースターや観覧車が設置されたりと、時代によって様々に形を変えながら、現代でも遊園地として存続しているわ。ちなみにここの大部分は、もともと王室の狩猟場だったものが市民に開放されたの」


    「おおっ、やはり市民の憩いの場を作るのも王家の者のつとめなんじゃな！　これはプリシラランドの建設を急がねば。では、日本の遊園地はどうなんじゃ？」


    「日本最古の遊園地は一八五三年の江戸時代に開園した『浅あさ草くさ花やしき』ね」


    「へえ、浅草花やしきって江戸時代からあったのか」


    「おおっ、ちょんまげの時代にジェットコースターが！　宙で刀が落ちたら大変じゃの」


    「コースターが設置されるのはもうちょっとあとの時代だから安心して。『浅草花やしき』はもともと名前のとおり植物園で、遊具といえばブランコしかなかったそうよ」


    「お侍さんがブランコを漕こいでおるというのも、それはそれでなかなかいい絵面じゃのう」


    「そこに段々と人が集まるにつれ、動物が展示されたり、芸人さんが集まってきたりと賑にぎやかになってきて、やがて現在の遊園地のようにいろんな乗り物が設置されるようになっていったのよ」


    「話を聞いてると、遊園地って最初は動物公園だったり植物園だったり、エンターテイナーが芸を披露したりっていう、珍しかったりおもしろかったりするものを見る場所だったんだな」


    「ええ。当時はテレビもネットもないからね、珍しいものを見るということ自体が最高の娯楽だったってわけ。最初に機械式の観覧車が設置されたのも、一八九三年、シカゴ万博でのことなの」


    「遊園地のはじまりは公園ってことだけど、やっぱり俺のイメージする遊園地といえば、観覧車やジェットコースターみたいな機械式のアトラクションだな」


    「万博というと、世界中の珍しいものが集まる催もよおしじゃな。ふむ、確かに妾わらわの世界にはテレビがないゆえ、珍しいものを直じかに見て回れるというのは、それだけで娯楽じゃのう」


    「そうなると、遊園地の主役が単に珍しいものを見るだけじゃなくて、自分で体験する乗り物に移り変わっていったのは、テレビや雑誌の普及なんてことも関係あるのかもな」


    　俺がそう言うと、天てん堂どうは感心したように頷うなずいた。


    「ひょっとしたらそうかもしれないわね。でも今は何でもＣＧで画面の中に作り出せる時代になってきたから、今度はまた、生でいろんなものを見ることの価値が高まってきてるとも言えるわ。直に見ることだって体験だからね。動物園や植物園、水族館なんかの人気も盛り返してきてるし、マジックだってテレビで見るのと生で見るのとじゃ驚きが全然違うのよ」


    「ほほう。それはおもしろいのう。そしてまた遊園地は遊園地で、ＶＲ技術などを駆使して、また新世代の娯楽体験を提供しようとしておるようじゃしの。いや、娯楽というのも奥が深いのう」


    「何でお前が現代のＶＲ事情に詳しいんだよ」


    「体験という意味で言えば、修学旅行の中で、学校の友達と一日中遊園地で遊び回るというのも、考えてみれば大人になってからでは二度と体験できぬ掛け替えのない経験じゃものな」


    「──そうね。どんなにＶＲ技術が発展したところで、きっと友達との体験には勝てないわよね」


    　プリシラの言葉に、天てん堂どうもしみじみと同意する。


    「友と遊びながら友情の大切さを噛かみ締しめつつ、直に遊園地のキャラに出会い、中のあれこれに思いを馳せつつそれはそれとして楽しむことで、少年少女はひとつ大人の階段を上って成長するわけじゃな！　ううむ、これこそ学びじゃ！　妾わらわが間違っておった。こんなに修学旅行に相応ふさわしい場はないのう！」


    「ああ、そうだな。……いや、でもキャラの中のあれこれなんてないからな！」
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    「うーむ……。これは……。しかし理論的には……。まじか……。ううむ……」


    　異世界の王女プリシラは、うんうん唸うなりながら机に向かって書き物をしていた。


    「プリシラ、何やってんだ。日記でも書いてるのか？」


    　後ろから声を掛けると、プリシラは椅い子すをくるりと回して振り返った。


    「なんじゃ、沢さわ木きかや。日記ではない。妾わらわはの、『発明』を考えておったんじゃ！」


    　そう言って、プリシラは机の上に放り出してあった本を開いて俺に示した。それは、俺たちの学校の世界史の教科書だった。


    「世界三大発明……。火薬、羅針盤、活版印刷……。そうか、お前、これに影響されて、自分でも何か発明しようと思ったんだな」


    「うむ！　教科書を読んでいると、おぬしらの世界では、様々なものが発明されては世界を大きく変えたそうではないか。蒸気機関、電球、飛行機、コンピュータ、抗生物質……。妾も何か後世に残る大発明をしたいんじゃよ！　……じゃが、どうもインスピレーションが湧いてこぬでの」


    「そりゃそういう大発明は、長い歴史の積み重ねの中で生まれたり、大勢の天才が生涯を懸けて研究して、ようやく生まれたりしたものだからな。そう簡単にはいかないよ」


    「そこでじゃ。妾はおぬしらの世界の発明についてもっと聞いてみようと思うんじゃ。そしてその発明をパク……もとい、発明からインスピレーションを受けたいんじゃ！」


    「パクるって言いかけたろ。まあ、この異世界に俺たちの世界の特許は及およばないだろうけどさ」


    　そんなわけで、プリシラが今回興味を持ったのは「発明」だった。


    「世界史の教科書に載っておる大発明はあらかたチェックしたんじゃがの、日本発で世界に広がった発明っちゅーのはないのかや？」


    「日本発？　何だろ、ゲーム機とか？　いや、でも最初はアメリカとかなのかな……？」


    　俺が答えあぐねていると、ゲームマニアで、各種デジタルガジェットにも詳しいクラスメート、丸まる山やま琢たく郎ろうが助け船を出してくれた。


    「たとえば携帯音楽プレーヤーだな。音楽を外で聴くということは今では当たり前だが、もともとは日本の家電メーカーが開発し、それが世界中に広がり、音楽への接し方を変えたとまで言われる大発明なのだ」


    「へえ。俺たちはさらにその機能がスマホに組み込まれてるのが当たり前の世代だから、それが世界に与えたインパクトは実感できないけど、当時は衝撃的な発明だったんだな」


    「あっ、音楽で思い出したぞよ！　前に教わったが、カラオケも日本の発明じゃったよな！」


    「その通りだ。アメリカでも中国でも『Karaoke』で通じるほど、世界で普及した日本発の娯楽だ」


    「ほうほう。どちらも日本発で世界の音楽文化を変えた発明じゃな」


    「他にもあるぞ。食文化でいえば、何と言ってもインスタントラーメンだ。保存がきいて、お湯でもどすだけですぐに食べられるインスタントラーメンは、今や世界中で愛されている食品だな。他にもインスタントコーヒーやレトルトカレーといった、お手軽に食事が楽しめる製品は日本人の発明なのだ」


    「ううむ……。前々から日本人の食に関する熱意は並々ならぬものがあると思うておったが、美う味まさだけでなく、簡便さも追究しておるとはあっぱれじゃのう」


    「食べ物でいえば、従来からあるものを組み合わせて新しいものを作るということもよくある。世界というよりは日本国内で愛されているものだが、カツカレー、あんパン、いちご大福……どれも奇跡のような組み合わせだろう」


    　丸まる山やまの言葉に、しかしプリシラは納得できないといった様子で首を傾かしげた。


    「うーむ……。いや、それらは確かに美味いんじゃろうがの。すでに完成された料理であるカレーに同じく完成されたカツを乗せるだけのこと、パンにあんを入れるだけのことなど、誰でも思いついたのではないのかや？　それは発明と言えるんじゃろか？　それに、よく考えたら音楽プレーヤーを小さくして持ち運ぶなんてことも、アイデア自体は大勢が考えておったのではないかや？」


    　そんなプリシラの意見に対し、丸山は優しく諭さとすように言った。


    「それが眼の前に示されたあとならば、誰でもそれを真ま似ねできる。それを考えていたという人間も山ほどいるだろう。だが、それを実際にかたちにした先駆者をこそ発明家というのだ」


    　その言葉に、プリシラははっとしたように眼を見開いた。


    「コロンブスの味付け半熟煮卵というやつじゃな！　製法が確立されたあとならば、誰でも味付け半熟煮卵を作ることはできる。じゃが、最初に半熟ゆで卵に味を付けたものこそ偉大だと、そういうことじゃな！」


    「一部の情報が間違ってるが、結論としては合ってる。いや、確かに俺も最初に食べた時、味がしっかり付いてるのに半熟ってどうやって作ったんだろうとは思ったけど」


    　ちなみに半熟の味付け煮卵は、先に半熟の茹ゆで卵を作ってから、それを調味液に漬け込んで作るそうだ。それもまた、知ってしまえば簡単なコロンブスの卵だ。


    「となると、やはり発明というのは選ばれし才能を持った者にしかできぬことなのかのう。妾わらわは偉大なる女王になる資質は持ち合わせておるが、発明家としての才能はないのやもしれぬ……。ろくなものしか思い浮かばぬぞよ……」


    　落ち込むプリシラが机の上に書いていたものを見ると、『戦ったあと食べられる剣』だの、『スケルトン素材の涼しげな鎧よろい』だの、確かにろくでもない発明のアイデアが書かれていた。


    　肩を落としてしょんぼりするプリシラに、丸山は言う。


    「かの発明王・エジソンは、己おのれの数多くの失敗を失敗とは呼ばず、『うまくいかない方法を見つけることに成功した』と言ったそうだ。挑戦しない者はけして失敗しないが、成功もしない。携帯音楽プレイヤーもインスタントラーメンも、開発段階では無数の失敗作が生まれたはずだ。だが無数の失敗の先にこそ、新たな発明は生まれるのではないだろうか」


    　そんな丸まる山やまの励はげましに、プリシラは感動したように身を震ふるわせた。


    「……そうじゃな！　よーし、妾わらわも発明王エジソンに見習って、新たな発明に挑戦して失敗しまくるぞよ！」


    「そうだな、その意気だプリシラ！」


    「そしていつか偉大な発明をなしとげ、特許についての訴訟合戦をやったり、ライバルの発明家に嫌がらせして、発明家としての栄光を掴つかむんじゃ！」


    「子供向けの伝記からは省はぶかれがちなエジソンのダークサイドは見習わなくていいんだよ！」
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    「のう、沢さわ木きよ。妾わらわはご先祖様をとても尊敬し、また丁重に祀まつっておるんじゃがの。日本でも毎年夏にご先祖様を供養する行事があると伝え聞く。それについて教えてくれぬか」


    「っていうと──ああ、『お盆』かな」


    　ご先祖様思いの異世界の王女プリシラが、今回興味を持ったのは「お盆」だった。


    「お盆っていうのは簡単に言うと、亡くなったご先祖様や生前親しくしていた人がその時期だけ現世に還かえってくるから、それを迎えて供養するための行事なんだ」


    「おお……それは何と言うか、壮絶な光景じゃのう……」


    「お盆が壮絶……？」


    「日本中の津々浦々でご先祖様が復活して、各おの々おのの家に帰り着いてゆくとは……。じゃが、どんな姿でもご先祖様はご先祖様じゃからな……」


    「待てプリシラ、お前が想像してるのは、ゾンビや骸骨姿のご先祖様が墓場から蘇よみがえる光景だろ」


    「ぬ？　違うのかや？」


    　プリシラは首を傾かしげつつ、答えを求めるように、クラス一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のへと視線を向けた。


    「ええと、そういう信仰のもとに、ご先祖様の魂をお祀りしようという行事であって、実際にご先祖様が蘇るわけではないんですよ」


    　坂上の返答に、プリシラはほっと胸を撫なで下ろした。


    「おお、安心したぞよ……。夏場のゾンビは臭におうからのう……」


    「次々とゾンビが復活してる状況で、心配するところそこか？」


    「それから、お盆といえばあれも大変なんじゃろ。『ふはは、こやつの体は先祖である我がいただいた！』的な、ご先祖様が体に取り憑ついて主導権を乗っ取られる事態が日本中で続発し大パニックになって、結果として交通渋滞が発生するやつ」


    「そうそう、お盆の寄生ラッシュは大変で……て違う！」


    「お、久々のノリツッコミじゃの」


    「プリシラ、さっきからパニックホラー方向に想像力を持っていくのをやめろ。ご先祖様を何だと思ってやがる。帰省ラッシュってのはその寄生じゃなくて、一時的に実家に帰るほうの帰省だ」


    「ほうほう。それも安心したぞよ。よく考えたらそれ寄生っていうか憑ひよう依いじゃしの。でもなんで帰省ラッシュなんちゅーもんが発生するんじゃ？」


    「ご先祖様のお墓がある故郷と離れて暮らしている家庭も多いですし、お盆の時期は多くの会社が休みになるので、その時期に故郷へ帰省する人が多いんです」


    「なるほどの。お盆というのは故郷へ帰るいいきっかけでもあるわけじゃな。そして親族一同が集まって、ご先祖様にビーフステーキと馬刺しをお供そなえするんじゃよな。帰ってこられたご先祖様に精をつけていただいて、またあの世へと送り出すんじゃろ」


    「だいぶねじれて伝わってるな……。牛と馬ってところは合ってるけど、胡瓜きゆうりで作った馬と、茄な子すで作った牛ってのが一般的なんだよ」


    　俺がそう訂正すると、プリシラは眼を見開いてわなわなと震ふるえだした。


    「なんと、胡瓜と茄子のＤＮＡを操作して牛と馬を作るじゃと……!?　それは神の禁きん忌きに踏みこむふるまい、バイオハザードが起こったらどうするんじゃ！」


    「起きねーよ！　胡瓜と茄子に棒を刺して、ご先祖様の乗る馬と牛に見立てるだけだ！」


    「あ、そういえば『節句』のときにそんな話を聞いたのう。たしか『精しよう霊りよう馬ま』っていうんじゃよな」


    「沖縄だと、ご先祖様が帰ってくるときにつく杖として、サトウキビをお供そなえするそうですよ。そういえばお盆の時期にも地域差があって、八月十五日前後が一般的ですが、東京、横浜、函はこ館だてなど一部の地域では七月十五日に、沖縄や奄あま美み地方では旧暦の七月十五日のあたりにお盆の行事を行うところがあるそうです」


    「お盆の行事も、地域によっていろんなものがあるんだよな」


    「京都の『五ご山ざんの送り火』や、長崎の『精しよう霊ろう流し』などが有名ですね。川に灯籠やお供え物を流す『灯籠流し』も日本各地で行われています」


    　そんな坂さか上がみの説明を興味深そうに聞いていたプリシラだったが、ふと顔を上げてこう聞いた。


    「そうじゃ、そもそもの話、なんで『お盆』っていうんじゃ？」


    「お盆というのは古くは『盂う蘭ら盆ぼん会え』と呼ばれていたんですが、これは古代インドの言葉、サンスクリット語における『ウランバナ』という言葉の音に漢字をあてたものだとされています」


    　毎度のことだが、打てば響くように坂上の答えが返ってくる。


    「そっか、仏教ってもともとはインドから伝わったんだもんな。じゃあその『ウランバナ』が、今で言うお盆みたいな行事を指す言葉だったんだな」


    「ええと、『ウランバナ』はもともとは『倒とう懸けん』、わかりやすく言うと『逆さ吊り』という意味ですね。またそこから転じて『非常につらい苦しみ』という意味もあります」


    「ええ……、それこそけっこうホラーではないか……。逆さ吊りのイベントじゃったのか？」


    「あの世でそういった苦しみを受けている死者を弔うための供養の行事、またその考えを元に中国で成立した『盂う蘭ら盆ぼん経きよう』という経典が、お盆の起源となったようですね」


    「ふむ、大事なのはご先祖様を供養するという部分なんじゃな」


    「また、日本のお盆は純粋な仏教由来の行事というわけでもなく、日本古来の精せい霊れい信仰、五穀豊穣の祈願など、様々なかたちの信仰が合わさって今のお盆になったと言われています。『お盆』という呼称も、先祖に対するお供え物を置くお盆が盂蘭盆会と混同されるうちに今の名前になったという説もありますし」


    　そんなお盆についての説明を一通り聞き終えると、プリシラは俺に顔を向けて言った。


    「ご先祖様を祀まつり、また生まれ育った実家へ帰り親族と顔を合わせる契機になっておるというのは、お盆というのはよい行事じゃの。妾わらわもまた先祖代々の墓参りに行こうと決めたぞよ」


    「そうだな。普段からご先祖様を供養するのも大事だけど、やっぱりそういう行事があるってのはいい機会になるもんな」


    「街がゾンビで溢あふれかえり、生者は次々と霊に取り憑つかれ、ＤＮＡ操作によって生み出された怪物たちが街を破壊し、人々はみな逆さ吊り。日本のお盆がそんなイベントでなくて良かったのう」


    「そんな行事が毎年あってたまるか」


    「じゃが、お盆の時期に公開される夏休み映画としてはアリではないかの？」


    　そう言うと、プリシラは映画の予告編風に語り始めた。


    「野菜の牛馬を駆って、死者たちがあの世から還かえってくる！　お供そなえ物を用意しろ！　この夏公開、『ＯＢＯＮ』。先祖を思う心に、全米が泣いた……」


    「アメリカにお盆ないけどな」
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    「いきなり今週のおたより！　中学三年生、ＰＮペンネーム『かちわれるんるん』さんから。『プリシラに、人気のプリクラ機や文房具を教えたいです！』とのことじゃ！　おたよりサンキュー！」


    　異世界の王女プリシラは、いつものようにどこからか届いたおたよりを読み上げた。


    「ところで沢さわ木きよ、このプリクラって登録商標じゃろ？　プリ○ラとか伏せ字にしなくて大丈夫かのう」


    「そこを伏せ字にするとお前の名前とかぶってややこしいだろ」


    「む、確かにそれは困るからやめようぞ。んでんで、プリクラっていうと、写真シールが作れる機械じゃよな？」


    「ああ、俺たちが生まれる前に登場した『プリント倶く楽ら部ぶ』って写真シール作成機が大ヒットしたのが、今に続くブームの始まりらしいんだ。その後、同じような機械がいろんなメーカーから出てきたけど、最初のヒット商品の略称がそのまま定着したんだな」


    「ほう、ということは意外と長い歴史があるんじゃな。昔のものとずっと同じなのかや？」


    　俺とプリシラがそんな話をしていると、クラス委員長であり俺の幼なじみでもある、陣じん内ない綾あやも話に加わってきた。


    「昔はフレームが選べるだけだったらしいんだけど、最近のは自動的に眼は大きく、顔は小さく、ついでにお肌をツルツルの美肌に加工してくれるの。さらには顔どころか脚まで美脚にしてくれるなんてものも。しかも実は、眼の大きさや肌の修正の感じも、その時々のブームに合わせて微妙に変わり続けてるらしいの」


    「ふむふむ。写真シールを作る機械というと、最初の時点で完成していて発展のしようがないのではないかと思うたが、意外と様々な点において進化し続けておるんじゃな。同じプリ○ラとして誇らしいぞよ。妾わらわも長く人々から愛されるプリ○ラにならねばのう」


    「その伏せ字、気に入ったのかよ」


    「進化といえば、文房具の進化というのもすごいのう。紙とペンは妾の世界にもあるし、これ以上大きく進化なんてせんじゃろと思うておったがの。おぬしらに見せてもらった文房具はハンパない進化を遂げておるぞよ」


    「お、うまくプリクラから文房具に話を繋つなげたな」


    「特に妾が感動したのはボールペンとかいうやつじゃ。インクを付ける必要がなく無限に書けるというのは驚きじゃ。シャーペンというのも、無限に芯が出てくるなんてまじですごいぞよ」


    「無限ってわけじゃないけど、確かにつけペンから比べるとすごい進化だろうな」


    　そんな俺の言葉に頷うなずきつつ、しかしプリシラはこんなことを言った。


    「じゃがの、ぶっちゃけ今はもう筆記用具の代わりに、全部スマホで良くないかの？」


    「……スマホ？」


    　ぽかんとする俺に、プリシラは言葉を続けた。


    「今どきの高校生はほとんどみなスマホを持っておるんじゃろ？　スマホで文字も書けるし、それどころか板書を写真に撮れば記録として十分じゃろ。何ならもう授業を全部、録音・録画すればよいではないか。あとプリクラもスマホのカメラと画像加工アプリでよくないかや？」


    「ボールペンに感動してたくせに、画像加工アプリとか知ってるのかよ……」


    「確かにそれも一理あるかもね。でも、やっぱり紙とペンは安いし、手軽だし、直接書くことで記憶の定着率が上がるなんて説もあるのよ。プリクラだって写真が手に入るだけじゃなく、みんなで一緒に機械に入るイベント感とか、シールの現物を交換したり、持ち物に貼ったりっていう体験が大切だったりするの」


    　綾あやちゃんがそう言うと、プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「なるほどの。体を通した経験こそが重要じゃという、その考え方もわかるのう」


    「それに、まだ多くの学校じゃ、授業中にデジタル機器を使うことは歓迎されないの。うちの高校でも、電子辞書が許可されてるくらいかな」


    「そういや、一昔前はシャーペンやルーズリーフを使うことさえ禁止する学校が多かったらしいよな」


    　俺の言葉に、プリシラは驚いたように声を上げた。


    「なんじゃと!?　まだスマホはゲームやネットで遊んでしまうやつが出そうじゃから禁止するのはわかるが、それらは鉛筆やノートとほとんど変わらんじゃろが」


    「一応理由はあるみたいだけど、日本の学校って保守的というか、新しいものが教育の場に持ち込まれることに対して慎重なところがあるの。でも一方で、授業にタブレット端末を導入している学校もあるし、これから先も授業風景はどんどん変わっていくのかも」


    「ふーむ。少しずつではあるが、新しいものも取り入れられていっておるんじゃな。ところでタブレットって、妾わらわもこないだおぬしらのものを触らせてもらったが、ようはでっかいスマホじゃろ？　なんでビッグスマホとかそういう名前ではないんじゃ？」


    「タブレットというのは、もともとはまだ紙が発明されてなかったり、貴重品だった時代に、記録媒体として使われていた石板や木板のことをいったの」


    「文房具の原点みたいなものだな」


    　俺がそう言うと、綾ちゃんは頷いた。


    「そんな知識が記録された板にちなんで、板状のコンピュータをタブレットＰＣと呼ぶようになったんだって。最近はペン型の入力装置を使って、紙に書くのと同じ感覚で文字や絵が書けたりするものもあるのよ」


    「ふむ。では妾の世界でも、タブレットを教育に導入してみようかの」


    「いや待てプリシラ、ボールペンさえまだ発明されてないこの世界に、タブレットなんてそもそも存在しないだろ」


    　俺がそう言うと、プリシラは自信満々にこう応こたえた。


    「妾が導入するのは、元祖タブレットこと石板じゃ！　鑿のみという入力装置で取ったノートは数千年の先にまで残るという、保存性バツグンの優れもの！　もし登下校中に炎に包まれても、弓矢で射られても、試験範囲のノートは無事なんじゃ！　あとプリクラも貼れるぞよ」


    「どんなデンジャラスな通学路なんだよ！　そしてプリクラは大たい概がいのものには貼れるよ！」


    「さらにむっちゃ重いので、持って登下校をしているうちに体も鍛えられるという効果もあるんじゃ。体を通じての学びじゃの」


    「学びっていうか筋トレそのものだが。つーか文房具の進化どころか原点回帰しちゃってるだろ」


    「じゃが、この石板タブレツトにも大きな欠点があっての」


    「……一応聞くよ。何だその欠点てのは」


    「うむ。退屈な授業中、ノートの隅にパラパラ漫画を彫ろうとすると、ぜんぶで百キロくらいの大量の石板が必要なんじゃよな」


    「パラパラ漫画っていうか、もうドミノ倒しだな」
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    「これが『花火』かや。確かに綺き麗れいなもんじゃのう」


    　異世界の王女プリシラは、俺のスマホに入っていた花火大会の動画に見入っていた。あたりは既に陽が落ちて闇やみに包まれ、その中で画面の中の花火が鮮烈な光を放っていた。


    「火薬を武器でも土木工事でもなく、芸術に用いるというのはおもしろい発想じゃのう」


    「だろ。日本人は昔から花火好きで、江戸時代から花火大会があったんだ」


    「ううむ、日本人が花火好きになるのも頷うなずけるくらい鮮やかなもんじゃの。……じゃが沢さわ木きよ、この動画、ちょっと音ズレしてないかや？」


    　プリシラは、いくつもの花火が夜空に上がっていく画面を指差して言う。


    「いいかプリシラ、音と光は速さが違うんだ。光のほうが音より速いからそのズレが──」


    「そんなこども科学教室みたいなことは言われぬでもわかっておる。じゃがそれは雷のように遠くにあるもののことであろ？　闇夜ゆえに対比物がなくてよくわからぬが、これ妾わらわの握にぎりこぶしくらいの大きさのものが、近くで爆発しておるのではないのか」


    　プリシラはスマホの画面に見入りながら、真顔で言う。


    「……そうか、プリシラは生で見たわけじゃないから距離感がわからないのか。これは空に打ち上がって広がる大きな花火なんだよ。直径……どれくらいだろ」


    「大玉と呼ばれる尺玉なら直径約三百メートル。一般の花火大会ではほぼ最大級である二尺玉なら、実に直径約五百メートルもの大輪の花を空に咲かせるのだ」


    　そう説明してくれたのは、日本古来の文化に詳しいクラスメート、和泉いずみ刀とう香かだった。


    「何じゃと！　そんなにでっかいのかや！」


    　プリシラは驚きの声を上げる。


    「実際に見たことがある俺でも、そこまで大きいとは思ってなかったよ」


    「ふーむ、大きさはわかったぞよ。では、花火の音や歓声に交じって『た～まや～！』『か～ぎや～！』って叫ぶ声がちょいちょい入っておるのは何じゃ？　なにゆえ花火会場でボール屋と鍵かぎ屋が出張販売をしておるんじゃ？」


    「それは出張販売じゃなくて、花火が上がったときの定番の掛け声なんだよ」


    「なるほどのう、ボディビル大会では他の競技にはない『キレてる！』という筋肉を褒ほめ称える独特の掛け声があるようなものじゃな。他の競技でそんな応援したら選手が怒っておるみたいじゃものな」


    「何でお前がボディビル大会特有の掛け声を知ってるんだよ」


    「んで、何でそんな掛け声になったんじゃ？　ボディビルじゃなくて花火のほうじゃぞ」


    「えっと、それはだな……なんか昔からそう決まって……歴女の和泉さん、お願いします」


    「江戸時代に、『玉屋』と『鍵屋』という屋号の花火師が、江戸で人気を二分していたのだ。それにちなんで、花火が上がったとき、江戸の庶民はそれぞれの屋号を叫んだそうだ」


    「そういや歌か舞ぶ伎きでも、『よっ、○○屋！』なんて舞台上へ掛け声を掛ける人がいるけど、あれと同じことなんだな。江戸時代の慣習が今にも受け継つがれてるってわけだ」


    「では数百年前の江戸の空を彩っておった花火と同じものを見て、同じ掛け声をあげるわけじゃな。なんか歴史のロマンを感じるのう」


    　プリシラがそう言うと、和泉いずみは小さく首を振った。


    「いや、我々が今日眼にする花火は江戸時代からずっと進化している。江戸初期の花火は球形にぱっと開くものでなく、狼煙のろしに近いものだったそうだ。色も江戸時代の花火というのは単色で、赤に青に緑に黄色にと、色とりどりの鮮やかな花火が上がるようになったのは、明治時代に海外から色を付けるための化学薬品がもたらされてからだ」


    「そういや、最近は打ち上げもコンピュータ制御されてるらしいな」


    「あとぶっちゃけ、現代の花火大会で『たまや～！』とか叫んでる人はそんなにいないのだ。そこはちょっと淋さびしくもあるな。ともあれ、花火を作る職人さん、花火を打ち上げる職人さんたちが、伝統を守るだけでなく革新し続けてきたからこそ、今の花火が見られるのだな」


    「ほう、ならばこの動画で見られるような花火は、花火職人の歴史の集大成というわけじゃな。小さな画面で見られただけでも嬉しいが、できたらいつかこの眼で見たいもんじゃのう……」


    　プリシラは改めてスマホの花火動画を見ながら、しみじみと言う。プリシラが再び動画に見入っている間に、俺は隠しておいたあるものを取り出した。


    「プリシラ、実はいいものがあるんだ。修学旅行の鞄かばんの隅っこに、夏のキャンプに持っていった花火の残りがそのまま残っててさ」


    　俺は花火セットの残りを、プリシラに手渡した。プリシラは眼を見開いてそれを受け取る。


    「おおっ！　これが花火の実物かや！　火薬を鞄に入れっぱなしとはズボラで危ないが、今回は褒ほめて使わすぞよ！」


    「手持ち花火だから打ち上げ花火みたいに派手じゃないけど、これもまた日本の花火文化のひとつなんだ」


    「て、手持ちじゃと。妾わらわごと爆発したらどうするんじゃ」


    　プリシラはひるんだように、花火セットを持つ手を自分の体から遠ざけた。


    「心配しなくても爆発はしないが、不安ならまずは線香花火からはじめてみたらどうだ。線香花火は私が知る限り、花火の中でも二番目に奥ゆかしい花火だ。ちなみに一番はへび花火だ」


    「む、へび花火とはどんなものじゃ？」


    　和泉の言葉を聞いたプリシラが、俺に顔を向けて聞いた。


    「黒い小さな塊かたまりに火を点けたら、そこから蛇のようにもりもりと黒い塊が伸びていってな……」


    「おお、まるで邪悪な魔術師の召喚術のようじゃの。で？」


    「で、って。それだけだよ。黒い塊が伸びていって、それだけ。あとは燃え尽きるだけだ」


    　へび花火の説明を聞いたプリシラは、リアクションに困ったように眉まゆ根ねを寄せた。


    「ううむ……。それはちとマニアックすぎるのう、花火の世界は奥が深いぞよ。初心者の妾は二番目に奥ゆかしいほうから入門することにしようぞ。では和泉いずみよ、火をつけてくれい」


    　プリシラが線香花火を手に促うながすと、和泉は藁わらの先に灯ともした火種を、そっと線香花火へ近づけていく。プリシラは期待と不安が入り交じった表情で、線香花火の先を見つめていた。


    　やがて、しんと静まりかえった闇やみ夜よに、ぱちぱちと弾はじける小さな音と、硝煙の臭においと、そして細やかな赤あか橙だいだい色いろの火花が弾けていった。


    「おお……確かに何と奥ゆかしい輝き……。まるで妾わらわのようじゃの……」


    　プリシラはうっとりとした表情で、暗くら闇やみに咲いた花を見つめていた。俺もそのときばかりはプリシラのあつかましい台詞せりふにつっこむことなく、黙ってその光景を見ていた。


    　異世界の夜の中で、ささやかな音を立てて輝きながら、過ぎ去った夏の名な残ごりを惜しむように、小さく儚はかない光の花はプリシラの手の中で咲き続けていた。
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    「さって、今回もおたよりが来ておるんじゃ！」


    　異世界の王女プリシラはそう言って、またどこからか届いた手紙を広げた。


    「今回、下駄箱に入っていたお手紙はこちら！」


    「もうどこからか手紙が届くシステムにはつっこまないけど、下駄箱って何だよ」


    「沢さわ木きはいちいち細かいことにうるさいのう。雰ふん囲い気きじゃよ、雰囲気。てことで今回のおたより！　中学一年生、ＰＮペンネーム『美海愛してる』さんから！　『プリシラには、女子校の『お姉さま』『妹』を教えたいです！　プリシラも女子校の姉・妹にどっぷりはまってくださいー！』ほほう、なんかそこはかとなく耽美な香りのするテーマじゃな。おたよりサンキュー！　では今回は、『男子校の兄貴・舎弟』について学ぼうかの！」


    　そんなわけで、今回プリシラが興味を持ったのは──。


    「逆だ逆！　……いや、逆ってのも違うか。とにかくおたよりは『女子校のお姉さま・妹』についてだよ」


    「お、そういえば。では今回は『女子校・男子校』についてまとめて教わろうかのう」


    「と言われても、俺はずっと共学だったからなあ。日本の学校は、数でいうと共学のほうが圧倒的に多いんだ」


    「ふむ、沢木はお姉様どころか兄貴というタイプでもないしのう」


    「お姉様といえば私だろう。確かに私も共学しか経験がないが、何と言っても私は、沢木君よりもずっと多くのバレンタインチョコを後輩女子から貰う系女子だからな！」


    　そう言って現れたのは、クラスメートの和泉いずみ刀とう香かだった。


    「俺のチョコの数は置いといて、確かに和泉みたいな凛々しい感じの女子って、同性の後輩から慕したわれてたりするもんな」


    「フフフ……後輩からお姉様と呼ばれたこともあるぞ！」


    「では同性しかおらぬ女子校では、なおのことお姉様として慕われるかものう。じゃが男子校では女性的な先輩より、ムキムキで裸の上に直に学ランをはおるような男の中の男が兄貴と慕われるのでは？」


    「それは兄貴っていうか、ただのヤベー奴だよ……」


    「そもそも、日本の男子校や女子校っていつからあるんじゃ？」


    　プリシラがそう問うと、日本の歴史と文化に詳しい和泉はスラスラと答えてくれた。


    「江戸時代には寺子屋という、読み書き算そろ盤ばんを習う教育機関があったが、これは共学だった。さらに年齢制限もなかったから、働き盛りの二十代三十代や、隠居した御老人が子供に交じって読み書きを習うなどということもあったそうだ」


    「おお、では『お姉様・妹』ならぬ、『お婆ばあ様・孫娘』みたいな関係もあったわけじゃな」


    「それは単なる子供を可愛かわいがる老人だろ」


    「また『藩校』という、それぞれの藩が設けた学校があって、武士の子弟は二十歳くらいまでそこで学問と武芸を学んだという。今で言えば国立の男子校だな」


    「ふむふむ。では男子校はよいとして、女子校は？　お姉様はいつ出てくるんじゃ？」


    「江戸時代が終わって間もない明治五年に『東京女学校』が、のちにそれを引き継ついだかたちで『東京女子師範学校』が開校され、これが日本における女子校のはしりだとされている」


    「おおっ、ついに女子校のお姉様が日本の歴史に登場するんじゃな！」


    「そういえば、歴史ある女子校ってキリスト教系の学校が多いけど、あれって何でなんだろ」


    　そんな俺の疑問にも、和泉いずみが即座に答えてくれた。


    「いくつか女子校ができたと言っても、その頃の日本では、まだまだ女性に学問など必要ないという考え方が主流だった。それに対し、既に女子教育の重要性が説かれていた西欧から布教にやって来ていたキリスト教団体が積極的に女子校を設立していった。それらの女子校が今に伝統を繋つないでいるから歴史があるのだな」


    「礼拝堂でお姉様からロザリオを受け取るのと、本堂で住職様から数珠じゆずを受け取るのとでは、だいぶイメージが違うのう。じゃが後者も趣おもむきがあって悪くないぞよ」


    「せめてお姉様の部分は揃そろえろよ、住職様だと根本的に違うだろ」


    「ともかく、そうやって男女別学の学校が日本に根づいていったんじゃな」


    「だが近年では、少子化や、社会における男女観の変化から、女子校・男子校はともに減少傾向にあるそうだ。少なからずが共学化し、今後も減り続けていくと言われている」


    「何じゃと！　それでは『お姉様・妹』と『兄貴・舎弟』が絶滅してしまうではないか！　レッドデータブックに載せて保護せねば！」


    「『兄貴・舎弟』は昭和のころにほぼ絶滅したんじゃないのか……。いや『お姉様・妹』が女子校に実在するのかどうかも俺はわかんないけど」


    「確かにその数は減少し続けておるのやもしれぬ。じゃが大切に保護していけば、妹はやがて新たなお姉様に、舎弟は新たな兄貴になって、次世代の妹・舎弟を育てていくんじゃ」


    「絶滅危惧種の出世魚みたいに言うな」


    「そしてお姉様は成長していつしかお局つぼね様に、兄貴は親分になってゆくんじゃな」


    「お局様ってあんまりいい意味では使われないし、親分に対応するのは姐御じゃないのか」


    「そういう細かいことを言う奴は立派な兄貴にはなれぬぞよ」


    　そんな俺とプリシラのやりとりを聞いていた和泉は小さく笑ってから、こう言った。


    「お姉様だ兄貴だという呼び方はともかく、先輩に憧れるという気持ちや、慕したってくる後輩を可愛かわいいと思う気持ちは、いつの時代も変わらないものではないかな。それは女子校・男子校のみならず、共学の学校でも同じことだろう」


    　そんな和泉の言葉を聞くと、プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「『お姉様・妹』も、『兄貴・舎弟』も、互いが慕い合う心があるかぎり存在し続けるんじゃな。そういう先輩後輩の絆きずなには、ちょっぴり憧れるのう。せっかく伝統があるなら、ある程度は女子校・男子校も存続すればよいのう」


    「女子校って男子からすると、ある種の憧れの場所なんだよな。女の子だけの秘密の花園って感じで。外側からの勝手な意見だけど、それが共学になるのはちょっと寂さびしい気もするな」


    　俺がそう言うと、和泉いずみが横から口を挟んだ。


    「だが女子校は男子の目がないぶん、普段の内部での立ち振る舞いは、意外とガサツでだらしなくなりがちだとも聞くぞ。まあ、それも含めて女子校のいいところなのかもしれないがな」


    「ふむ、男子校は男子校で、少女漫画を回し読みしてたりするのかものう。外部の者が勝手に描いたイメージを背負わせすぎるのもよくないぞよ」


    　和泉の言葉に、プリシラも同調する。


    「そうだな。確かに王女様ってのもイメージだけでいえば、高貴で穏やかで慎ましやかでお淑やかで、って感じだもんな。それが実際に会ってみると大違いで」


    「うむうむ。イメージと実態は意外と食い違うことが……待てい、そりゃどーいう意味じゃ！」
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    「のう、沢さわ木きよ。妾わらわこのパン残すゆえ、おぬし食べぬか？」


    　異世界の王女プリシラは、夕食に出たパンを少し千ち切ぎって口にしただけで、その残りを俺の方に差し出してきた。


    「何だよ。体調でも悪いのか？」


    「そうではない。ここんところ暴飲暴食が続いておったゆえ、ちょっぴり『ダイエット』でもしようかと思うたんじゃ」


    「ダイエット？　別に太ってるようには見えないけどな」


    　俺はプリシラの頭から爪つま先さきまでを改めて視線を這はわせるが、特に出会った時と体型が変わったようには思えない。


    「確かに今の妾の体型はパーフェクト。じゃが、脂肪は知らぬ間についてゆくもの、気づいたときにはぷよぷよなんじゃ。そうなる前に普段から気を付けねばの。てことで、日本ではどういうダイエットが実践されておるんじゃ？　スイーツバイキングダイエットとかないかのう？」


    「百歩譲ってスイーツはいいとして、バイキングの時点でもう痩やせる気ないだろ」


    　俺とプリシラがそんな話をしていたときだった。


    「話は聞かせてもらった。脂肪を減らすことなら任せてくれ」


    　そう言って俺たちの前に現れたのは、クラスメートにして超高校級のボディビルダー、体脂肪率一桁の男、宗むな像かた力つとむだった。


    「待て待て、妾はシュッと引き締まったスレンダーボディを維持したいのであって、おぬしのような体脂肪率一ケタ代なのに体重百キロ越えの、ビッキビキのマッスルボディになりたいわけではないぞよ」


    　プリシラは、両手に腰を当てて仁に王おう立ちする宗像を見上げながら言う。


    「安心しろ、ボディビルダーは筋肉の魔術師にして体脂肪の番人。脂肪をコントロールすることにかけて我々ビルダーの右に出るものはいない！」


    「どう見てもパワー系のやつに魔術師と言われても困るが、確かに体脂肪のかけらも見当たらぬその体には説得力があるのう。では、効率よくダイエットするにはどうすればいいんじゃ？」


    　こうしてプリシラは、宗像にダイエット指南を受けることになった。


    　宗像は大胸筋をピクピクさせながら、プリシラに言う。


    「いいか、痩せるためには、食事に気をつかいつつ運動することだ！」


    「……当たり前ではないか。やはりパワー系に聞いた妾が間違っておったぞよ」


    　呆あきれたように言うプリシラを見下ろしながら、宗像は白い歯を見せて笑った。


    「まあ聞くんだ。ダイエットをするにも効率のいい運動というものがある。運動には大きく分けて二種類、『有酸素運動』と『無酸素運動』というものがある。ごく簡単に言うと、ジョギングや水泳、サイクリングのように長時間無理なく続けられるのが『有酸素運動』。短距離走や高負荷の筋トレのように、短時間に大きな力を使い、とても長時間は続けられない運動を『無酸素運動』という」


    「んぬ？　運動なら何をやっても痩やせるのではないのかや？」


    「確かにどちらの運動でも脂肪は燃焼される。だが人間が運動をする場合、最初の二十分間は主に糖質がエネルギー源として使われ、脂肪がエネルギー源として燃焼されるのはそれを超えてからだと言われている。つまり脂肪を効率よく燃やすには二十分以上の運動が必要なのだ。ただし、人体は、そして筋肉はいまだ謎なぞの多い小宇宙であり、それに関する理論は更新され続けている。今挙げた理論も、あくまでも現在有力な説のひとつに過ぎないことも留意してくれ」


    　宗むな像かたのそんな説明に、プリシラは眼を見開いて驚いた。


    「な、なんと……筋肉ムキムキなのに科学的なことを喋しやべっておるじゃと……!?」


    「驚くところそこかよ。ムキムキでも科学的なことを言ったっていいだろ」


    「では体脂肪を減らすには、ゆっくりまったり長時間の運動を続けることが大事なんじゃな。確かに、短距離ダッシュや筋トレは長時間続けられぬからのう。筋トレはダイエットには向かぬということじゃな」


    「否いな、断じて否！　筋トレは全人類に必要な運動なのだ！」


    　宗像は大きな声で、プリシラの意見を否定した。


    「それはおぬしがボディビルダーじゃから筋トレを贔ひい屓きしておるんじゃろ？　妾わらわはぷよぷよボディを避けたいだけで、ムキムキになりたいわけではないぞよ」


    「ぷよぷよを避けるためにも筋肉には意味があるのだ。いいか、人間が生きていく上で必ず消費されるエネルギーのことを『基礎代謝』という。人間の内臓や筋肉は動かなくても栄養を必要とするからな。生きている限り、この『基礎代謝』ぶんの栄養は必ず消費されるのだ」


    「一日中ゴロゴロしておってもお腹なかは空すくからのう。それが基礎代謝とやらのしわざじゃな」


    「そして、基礎代謝の量は主に筋肉量に比例する故ゆえ、筋肉量を増やせば基礎代謝は上がるのだ」


    「ほうほう、内臓を増やすことはできぬが、筋肉なら増やせるから、それで基礎代謝を上げることができるというわけじゃな」


    「その通り。だから、ダイエットには有酸素運動と無酸素運動を並行しておこなうといい。たとえば最初の二十分間に筋トレとストレッチをやり、そこからジョギングのような有酸素運動を始めれば、筋肉を付けつつ脂肪も効率よく燃焼させることができる。それに、ビルダーほどの筋肉を付けろとまでは言わない。適量の筋肉は体のシルエットを美しく見せるのだぞ」


    　そんな宗像の説明を聞き終えたプリシラは、感心したように頷うなずいた。


    「ふーむ。筋肉まみれのマッチョの説明にしては、意外とためになったのう。あ、そうじゃ、運動の話ばっかじゃったが、食事のほうはどう気をつかえばいいんじゃ？」


    「食事は栄養バランスを考えて、満遍なく適量を摂るのが一番だな」


    「それもなんかすっごい普通じゃのう。もっと何を食べたらいいとか、何を食べないほうがいいとか、そういう情報はないのかや」


    「確かに、食事を制限することで痩やせることはできる。だが極端な食生活が健康を害することもある。特に成長期の我々は、偏かたよった食生活をするよりも、十分な栄養を摂った上で十分な運動をして体型を整えるほうをお勧めするぞ」


    「適度に食べて適度に運動する、その当たり前のやりかたが一番ということじゃな。じゃが、宗むな像かたよ。妾わらわはおぬしがいつもパンを残しておることを知っておるぞよ。ムキムキの体型を維持するために炭水化物を極力カットしておることをな！」


    　プリシラが指摘すると、宗像は筋肉をしぼませて眼を泳がせた。


    「ビ、ビルダーはいいのだ！　人生のための筋肉ではなく、筋肉のための人生なのだ！　だが普通の人にとって、ダイエットはあくまでも人生を豊かにするためのもの。それで健康を害しては本ほん末まつ転てん倒とうだ。ダイエットのための人生ではなく、人生のためのダイエットを心がけるべきなのだ！」


    「おお、筋肉ムキムキにしてはいいことを言うではないか！　よし、妾は運動も食事もバランスに気をつけたダイエットにはげむぞよ！　いやあ、筋肉ムキムキパワー系のやつから科学的に理に適かなった説明を受けるとは驚きじゃの！」


    「プリシラ、運動や食事のバランスも大事だけどな。筋肉ムキムキのやつに対する偏見もバランスよく改めろよ」


    「う、うむ！」
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    「のう、沢さわ木きよ。日本の子供が大好きなものは『巨人、ＳＡＹ-ＨＯ！、卵焼き』だと聞いたんじゃが本当かや？」


    　異世界の王女プリシラは、そんな妙なことを訊きいてきた。


    「ヒップホップが混じってるぞ。ＳＡＹ-ＨＯ！　じゃなくて、『相す撲もう』の力士で大たい鵬ほうっていう伝説的な横綱がいたんだよ。あと、それ五十年くらい前の話だぞ」


    「おぬしらの世界で五十年前と言えば、偉大なる読売巨人軍がイケイケの頃のはず。そんな巨人軍やみんな大好き卵焼きに横綱が肩を並べるとは、『相撲』は大人気だったんじゃな。ふむ、妾わらわも日本の『相撲』はざっくりとしか知らぬゆえ、改めて教わろうかの！」


    　プリシラは元気よく声をあげると、


    「相撲は日本の国技であり、長い伝統があるそうじゃが、そもそもいつからあるんじゃ？」


    　プリシラはクラス一の秀才、坂さか上がみ雪ゆき乃のに対してそう訊いた。


    「今の大相撲のような形式になってきたのは江戸時代ですね」


    　坂上はいつもの通り、プリシラの質問にスラスラと答える。もはやプリシラにとっての検索エンジン的な扱いだ。


    「平和な江戸時代に興業として発展したことで力士が職業として成立し、現代に続く番付もできてきます」


    「横綱の前につく第○代ってのは、江戸時代から続いてるんだもんな」


    「幕末にペリーがやってきた時は、大柄なアメリカ人から見くびられないよう、幕府が条約調印前の祝賀会に力士を大勢連れて行き、米俵を持ち上げさせたり、挑戦してきた水兵をやっつけさせたりしたそうです。ただ、ペリーの日記には、相撲はあまり好意的に書かれてはいませんが」


    「そりゃペリーも見知らぬ国で半裸の巨漢に囲まれた上に、部下をやっつけられたらきつかったんじゃろう。では、そもそも相撲の始まりはどんな感じだったんじゃ？」


    「記録に残る最古の人間同士の相撲は、紀元前二十三年、垂すい仁にん天皇の御前でおこなわれた、野の見みの宿すく禰ねと當たい麻まの蹶け速はやの戦いというのが定説ですね。これは相撲の起源と言われますが、現代の大相撲とは違い、互いに激しく傷つけ合う荒々しい戦いだったようです。双方蹴けり合って戦い、決まり手は野見宿禰が當麻蹶速の腰骨を蹴り折って殺したことだと記録されています」


    「過激な戦いだったんじゃのう。にしても、最古の人間同士の相撲という言い方は少し変ではないか、人間同士は当たり前じゃろ？　あ、金太郎と熊の件かや？」


    「実は最古の相撲の記録は、建タケ御ミ雷神カヅチノカミと建タケ御ミ名方神ナカタノカミ、つまり神様どうしの相撲なんです。建御名方神に投げ飛ばされそうになった建御雷神が自分の手を氷柱つららや剣に変えて逃れたり、逆に建御雷神が建御名方神の手を握にぎり潰つぶしてしまったり──結局勝負はつかなかったそうですが」


    「もう格闘技どころか、ファンタジー世界の魔法バトルだな。さすが神様」


    「また『相撲』という漢字が最初に登場するのは『日本書紀』なんですが、これは女性同士の相す撲もうの記述なんです」


    「あれ？　でも相撲の土俵は女によ人にん禁制だって話を聞いたことがあったような」


    　俺が首を傾かしげると、坂さか上がみはそのことについて説明をしてくれた。


    「土俵の上が女人禁制というのは明治以後に出来上がったことで、長い相撲の歴史で見ればごく最近の決まりなんです。『日本書紀』の時代はまだ土俵もないですしね。それに、江戸時代には女相撲といって、女性力士による相撲興行も行われていたんです。現代でもアマチュアスポーツとして女子相撲がありますしね」


    「ほう、ではいずれは女性が大相撲の土俵に上がることができるようになるかもしれぬな」


    「すぐには難しいでしょうが、ないとは言えないと思いますよ」


    「女人禁制の件もそうだけど、やっぱり相撲って他のスポーツとはちょっと違うよな。横綱になるためには強いだけじゃなくて品格が求められるとかさ」


    「髪型が決まっておるっちゅーのもそうじゃよな。アフロ限定のスポーツとかないじゃろ」


    「確かに相撲は伝統の様式美を守ることに重きを置いていますが、意外と革新的なこともやっているんですよ。例えばプロ野球やプロボクシングなどが西暦二〇〇〇年代に入ってからようやく始めたことを、大相撲は一九六九年には始めているんです。何だと思います？」


    　坂上は答えを求めるように、俺とプリシラへ交互に視線をやった。


    「大相撲の方がプロ野球より先に？　何だろ……」


    　俺が悩んでいると、先にプリシラが手を挙げて答えた。


    「ん、わかったぞよ！　地面に食品を撒まくことじゃな！　相撲は塩をばーっと！」


    「あれは土俵の清めのために塩を撒いてるんだよ。それに野球はそんなことしてないだろ」


    「野球は優勝したらビールをじゃんじゃん地面に撒くじゃろが」


    「確かに……いや、でもビールかけも二〇〇〇年代より前からやってるはずだし、地面に撒くのが目的じゃないし。……坂上、答えは何なんだ？」


    　俺が答えを求めると、坂上は小さく頷うなずいて正解を発表する。


    「はい、正解はビデオ判定です。相撲の判定は行司の権限が強かったり、親方衆の物言いがあったりと、人間の判断に重きを置くイメージが強いですが、実はいち早くビデオ判定を導入した競技でもあるんです。ちなみに、先ほど話題に挙がった大たい鵬ほうの連勝記録が途切れてしまった取組が誤審であったことが、ビデオ判定導入の切っ掛けになったんです」


    「ほーん。いろいろと聞いてみると、日本の相撲には伝統があると一口に言うても、実は歴史の中でいろいろと変わってきておるんじゃの。じゃが同時に一貫して相撲であるという」


    「そうですね。相撲は国技であり、命懸けの格闘であり、遊びであり、競技であり、興業であり、そして神事でさえある。日本には様々な文化がありますが、これほど多彩な側面と深い歴史を持つものはそうないかもしれません」


    　そんな坂上の言葉に、プリシラは相撲の奥深さに感じ入ったように、深々と頷いた。


    「そうだ、俺も相す撲もうについて疑問があったんだ。力士が稽けい古こや取組のときに『どすこい』って言ってる場面は見たことがないのに、なんで力士の掛け声とえいば『どすこい』ってイメージが定着してるんだろう？」


    　そんな疑問にまで、坂さか上がみはあっさりと答えてくれた。


    「あれは相撲を取るときの掛け声じゃないんです。『どすこい』っていうのは相撲甚じん句く、つまり相撲興行の中で力士が披ひ露ろうする囃はや子し歌の中に出てくる掛け声なんですよ」


    「ほう、歌の中の掛け声とな。では『どすこい』というのは、つまりあれと同じじゃな！」


    「あれって？」


    　俺が問うと、プリシラは俺の方を向いてポーズを決め、こう叫んだ。


    「ＳＡＹ-ＨＯ！」
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    「今夜も最新のミュージックシーンをあなたのもとにお届けする、ミッドナイトプリンセスのお時間です。パーソナリティはおなじみプリンセス・プリシラ。今週も妾わらわと一緒に真夜中の修学旅行を駆け抜けようぜ！　ってことでさっそく今週のリクエストを紹介しちゃうぞよ。中学一年生、ＰＮペンネーム『ポルカドットスティングレイ命♡』さんから！　『プリシラに、Ｊ-ＰＯＰや日本のバンドについて教えたいです！』おたよりサンキュー！」


    　異世界の王女プリシラは、なぜか深しん夜やラジオの音楽番組風におたよりを紹介し終えると、俺のほうへと顔を向けた。


    「さて、と。ＡＤの沢さわ木きよ、レコード取ってきて」


    「誰がＡＤだ。つーか何だよミッドナイトプリンセスって。暴走族か？」


    「番組名じゃ！　ちょっと音楽番組のＤＪ風にやってみたかっただけじゃよ。あ、でもおたよりはマジのやつなんでよろしく。んでんで、バンドってのは楽団のことじゃよな。んじゃ『Ｊ-ＰＯＰ』て何じゃ？　妾が思うにカラフルなおやつっぽい響きじゃが」


    「わかってたから音楽番組風に始めたんじゃないのかよ。ＪはJapaneseのＪで、『日本の』って意味、ポップは『ポピュラーソング』のことだよ」


    「おお、歌かや。おぬしらの世界には、クラシックだのロックだのフォークだの演歌だのと様々な音楽ジャンルがあると聞くが、その中の一つにＪ-ＰＯＰなるものがあるということかや？」


    「え？　いや、クラシックはともかく、ロックのＪ-ＰＯＰはあるしな。でも演歌は日本の歌だけどＪ-ＰＯＰとは言わないような……」


    「なーんかはっきりせんのう。結局Ｊ-ＰＯＰって何なんじゃ。妾がＪ-ＰＯＰバンドを結成するにあたって、そこんとこをまず知らねばの」


    「Ｊ-ＰＯＰって、音楽のジャンルであってジャンルじゃないみたいなとこがあるからね」


    　横からそう助け船を出してくれたのは、クラスメートの仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あだった。


    「んにゅ？　どういうことじゃ？」


    　プリシラは首を傾かしげつつ、仲村渠に問い返した。


    「えっとね、たとえば今じゃロックって音楽ジャンルは当たり前のものとして受け容いれられてるけど、それが誕生した頃にはそんな呼び方はなかったの。だけど、それまでのジャンル分けにはうまく当てはまらない激しい音楽に、誰かがロックっていう名前を付けたとき、新たな音楽ジャンルが一つ生まれたわけ」


    「それまでの図鑑のどこにも載ってない動物を見つけたときに、新種の名前を付けるみたいなことじゃな」


    「そうそう。クラシックっていうのも、直訳すると『古典』とかそんな意味でしょ。クラシックの場合はそういう音楽形式が既に存在したんだけど、ある時代から、新しいものと音楽性を比較した結果として『古典クラシツク』と呼ぶようになったわけでさ」


    「ではＪ-ＰＯＰはそういうジャンル分けどこが違うんじゃ？」


    「ロックにＲ＆Ｂ、ジャズにクラシックに、演歌に童謡、どれも音楽それ自体の様式によって呼び名が決まってるわけ。一方Ｊ-ＰＯＰっていうのは、若者向けの音楽番組をやっていたとあるラジオ局が、そこでかかっている日本の音楽を総称する言葉を考えたことが始まりだって言われてるの。そこからはじまって、九○年代あたりから、なんとなく若者向けの邦楽をそう呼ぶようになったんだって。つまりＪ-ＰＯＰっていうのは『日本の若者向けの大衆音楽』っていう、音楽性とはちょっと違うところでの分類なの」


    「それまでなかった新しい音楽にＪ-ＰＯＰと名づけたわけじゃなくて、既に存在した音楽の中から、邦楽かつ若者向けって基準で選んだものをＪ-ＰＯＰと呼ぶようになったってことか。確かに、Ｊ-ＰＯＰって呼ばれる音楽の中には、ロックもパンクもテクノもラップもＲ＆Ｂも、いろんなジャンルが含まれてるもんな」


    　そんなＪ-ＰＯＰについての説明を聞いていたプリシラは、何かを思いついたようにふと顔を上げた。


    「ひょっとして、あれと同じ感じかや。『ライトノベル』が特定の文芸ジャンルや出版形式を指すわけではなく、なんとなーくのゆるい分類の中に、バトルにラブロマンスにミステリにアクションにホラーにコメディにサスペンスにＳＦにファンタジーにと、様々な作品形式が含まれているようなもんじゃな」


    「大体合ってると思うけど、プリシラ、なんでそっちは妙に詳しいんだよ」


    「まあロックとかだって曖あい昧まいっちゃ曖昧なんだけどね。ロックの人がさ、『これはロックだ』とか『こんなものロックじゃない』とか言うじゃない？　音楽性だけじゃなく、生き方なんかについてまで。でも人によってそのロックが指し示す内容が微妙に違ってたりするからね」


    「表紙に漫画イラストが付いてるけどハードカバーの小説が、ライトノベルなのかライトノベルじゃないのかで揉もめるようなものじゃな」


    「その辺はロックと同じくらいややこしいから首を突つっ込むんじゃない」


    「文学」の回に、あの宝たから田ださえもが有耶無耶にして逃げたことを、手に負えるわけがない。


    「はは。まあ、しょせんジャンル分けなんて音楽それ自体とは別だからね。あんまりこだわらずに、肩の力を抜いて音を楽しめばいいんじゃない？　それが音楽ってもんでしょ。そういう意味じゃ、Ｊ-ＰＯＰっていう、ざっくりしたまとめ方も悪くないと思うんだ。いろんな音楽ジャンルをひとまとめにして、ロックバンドでもアイドルでもボーカロイドでも、誰が歌ってたって歌は歌、音楽は音楽、って感じでさ」


    「ボーカロイドもＪ-ＰＯＰなのに演歌は仲間はずれなのかや？」


    「や、まあ演歌は演歌で愛されてるしね。また別格っていうか」


    「ふむ。音楽は楽しんでこそ、というのはその通りじゃな。Ｊ-ＰＯＰについては把握したぞよ。ではいよいよ、妾わらわもバンドを結成するぞよ！」


    「でもプリっち、『カラオケ』の話のときに、人前で歌を歌うのが恥ずかしいとか言ってたからボーカルはできないでしょ。何のパートをやるの？」


    「妾わらわがバンドをやるとなったら、そりゃＰじゃよ」


    「Ｐ？　ボーカルが[image: ]でギターが[image: ]、ベースが[image: ]でドラムが[image: ]だよな。でもＰって何だ？　あ、ピアノか？」


    　俺がそう聞くと、プリシラは胸を張って堂々と答えた。


    「ＰはプリシラのＰでプリンセスのＰでプロデューサーのＰ！　それが妾のＪ……いや、Ｐ-ＰＯＰ！」


    「プロデューサーもプリンセスも、バンドのパートじゃねーよ」
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    「のう、沢さわ木きよ、おぬしらの世界では『株』が高値で売り買いされておると聞くが、こんなものになぜ高値が付くんじゃ？」


    　異世界の王女プリシラは、地面に生はえた切り株に腰掛けながら、俺のほうを見上げた。


    「そりゃ株は株でも切り株のことじゃなくて、『株式会社』の株だよ」


    「ほう？　『株式会社』って何じゃ？　ちゅーかそもそも『会社』って何じゃ？」


    「え、いや、それは……改めて聞かれると……」


    「『会社』っていうのは、日本の法律上の定義で言うと『営利を目的とする社団法人』、簡単に言うと『お金儲もうけを目的とした人の集まり』ってところね」


    　俺の代わりにプリシラに説明してくれたのは、クラス委員長にして俺の幼なじみ、陣じん内ない綾あやだった。綾ちゃんはお母さんが会社を経営しているので、そういったことには詳しいのだ。


    「ふむふむ。では株式ってなんじゃ？」


    　好奇心に眼を輝かせるプリシラに、綾ちゃんは株式会社についての説明を始めた。


    「世界初の株式会社は一六〇二年、オランダに設立された『東インド会社』だと言われてて、これはその名前の通り、インドやアジアとの貿易を目的とした会社なの」


    「おおぅ……何かいつにも増して教科書みたいな説明じゃのう」


    「じゃあ別の話にする？」


    　プリシラは少しひるんだ様子をみせたが、すぐに表情を引き締め直した。


    「いや、王女は逃げぬ！　学びきってみせようぞ！　んと、つまり、株式会社とは貿易を生業なりわいとする会社のことかや？」


    「そうとは限らないけど、最初の株式会社が貿易会社だったっていうところはポイントなの。当時の遠洋貿易っていうのは莫大なお金がかかる一大事業な上に、今と違って航海は命懸けで、貿易の成功率は二割以下。だからよっぽどの大商人か、国家そのものじゃないと関われなかったのよ」


    「そういやコロンブスもスペイン王室がスポンサーだったんだよな」


    　俺が言うと、綾ちゃんは頷うなずいた。


    「成功率二割以下なら、遠洋貿易というのは大博ばく打ちのようなものだったんじゃな」


    「そう、成功すれば大儲けできるけど、失敗すれば全部がパア。たとえば、金額はあくまでイメージだけど、成功率二割の航海に一億円が必要だったとして、それに成功すれば十億円の利益が見込めるとする。計算上は賭かけとしても悪くないでしょ？」


    　綾ちゃんの言葉に、プリシラは少し考えるような仕草をした。


    「……ふむ、二割の成功率で十倍のリターンならば、確かに分の悪い賭ではないのう。じゃが、まず参加費用が高すぎて、投資できる人間は限られるというわけじゃな」


    「そこで、ポンと一億円を投資できる人を一人見つけるより、百万円を投資してくれる人を百人見つけるという考え方をしてみるわけ。一億円を失ったら身の破滅だから尻込みしてた人も、百万円の投資になら乗ってくれることもあるでしょ」


    「ほう、大きな船一いつ隻せきの代わりに、百万円で作れるイカダを百枚作って次々と送り出し、数で勝負するわけじゃな。まるでバラエティ番組の企画じゃの。大陸まで辿たどり着けるのはどの芸人か!?」


    「そうじゃないだろ。百人から百万円を集めて一億円の予算で船出するってことだよな」


    「そういうこと。そして事業が成功したら、投資の額に応じて利益を分配する。百万円の人には一％、五百万円の人には五％、ってふうにね。この投資した金額に応じて配当が得られる権利を『株』というの。投資へのハードルを下げつつ、大勢の人から事業に必要な大金を集める。これが株式会社というものの根本の考え方なの」


    　ふむふむ、と小さく呟つぶやきつつ、プリシラは綾あやちゃんの説明を咀そ嚼しやくしているようだった。


    「だんだんわかってきたぞよ。航海事業だけでなく、他の事業もそうやってお金を集めて商売をはじめるようになった──それが株式会社じゃな。ビジネスという大海原への航海に出るために、株を売って出資者を募つのったということじゃの」


    「それも一回限りじゃなくて、継続的な航海のためにね。株を買う人は、船の質や目的地、船長の腕前、それに嵐なんかの天候──つまり会社の経営状態や事業内容、経営者の能力、社会情勢なんかを見て、株を買うかどうかを決めるわけ。そして株主は配当金を得るだけじゃなく、持ち株の割合に応じて、船の行き先や乗組員の人選──つまり経営方針や役員人事にも口出しできたりするの」


    「そういや、株式会社の持ち主は経営者じゃなくて株主だ、なんて聞いたことがあるな。確かに船長は船を動かしはするけど、船の持ち主はお金を出した株主だもんな」


    「株式会社っちゅーのは、今もそういう大事業ばかりなのかや？」


    「ううん、現代では小さな会社でも株式会社はあるし、全ての株式会社が第三者に株を売って資金調達してるわけでもないわ。でも巨額の資金が必要になると、『上場』といって、自社の株を証券取引所で売れるようにして資金調達するの。どんな会社でもそれができるわけじゃなく、審査が必要なんだけどね。そして、一般の人どうしでも、証券取引所を通じて持っている株を売り買いできるの。今じゃ株で儲もうけるっていうと、配当を会社から得るより、値動きする株を売り買いして利益を得るってイメージのほうが強いかもね」


    「お、それが株の売り買いじゃな！　会社が将来的に儲かりそうだと株価が上がって、損しそうだと株価が下がるっちゅーことじゃな」


    「実際にはもっと複雑な事情が絡み合うからそう単純にはいかないけれど、基本的にはそういうことね」


    「ふむふむ……よし、株式会社についてはだいたいわかったぞよ！　では妾わらわもさっそく、この世界初の株式会社を設立するぞよ！」


    　プリシラは、そう力強く宣言した。


    「またそのパターンか、それこないだもやったろ。プロデューサーの次は社長かよ」


    「確かに妾わらわもこのパターン、ちょいと食傷気味じゃが……いいや、王女は退ひかぬ！　プリシラＰのＰは社長プレジデントのＰ！　事業内容はＰ-ＰＯＰバンドの輸出！　さあ沢さわ木きよ、我が社の株を買うんじゃ！」


    「それもこないだと同じだろ。そんな失敗しそうな事業の株はいらん」


    「ちぇっ。……ところで、今ふと、とある株の値動きについて心配になってきたんじゃが」


    「何言ってんだ、いま自分がこの世界で最初の株式会社を作るって言ったばかりじゃないか。何の株も持ってないのに心配なんてないだろ？」


    　俺の言葉に、プリシラは神妙な顔でこう答えた。


    「今回情報量が多くてほとんどボケられず、真ま面じ目めに話を聞くばかりだったじゃろ。最後にあわててぶっこんだバンドうんぬんも前回のオチをひきずっておるし。これで妾の株は上がったんじゃろか、それとも下がったんじゃろか。暴落しておらぬじゃろうな……」


    「それは難しいところだな……」
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    「今週のおたよりを紹介するぞよ！　中学三年生、ＰＮペンネーム『R～Nchan（=。[image: ]。））[image: ]』さんから。おっ、この子は二度目じゃの。『プリシラに、日本の警察について教えたいです』とのことじゃ！　いつもおたよりサンキュー！」


    　異世界の王女プリシラはおたよりを読み上げると、いきなり厳しい表情になって、俺の胸ぐらを掴つかみ上げた。


    「な、いきなり何するんだよ！」


    「しらばっくれるんじゃないぞよ！　沢さわ木きよ、『日本の警察』についての情報を吐くんじゃ！」


    「取り調べで暴力は禁止だ！　それに俺は警察って言われても大した情報は知らないよ！」


    「警察のことなら、私はそれなりに詳しいつもりだぞ」


    　そう言ってトレードマークの木刀を片手に現れたのは、剣術少女にしてクラスメートの和泉いずみ刀とう香かだった。プリシラは俺の胸ぐらからぱっと手を離して、和泉のほうへ顔を向けた。


    「なるほどのう。木刀片手に大立ち回りをやらかし、警察のご厄やつ介かいに……」


    「違ぁう！　私は子供の頃、警察の剣道教室に通っていて、そのとき警察官の人たちにいろんな話を聞いたのだ！」


    「ふむ。では沢木よりは実のある警察情報が聞けるかものう」


    　そんなわけで、今回は和泉から日本の警察についての話を聞くことになった。


    「では質問じゃが、ピーポ君とかいうあのオレンジ色のやつはどういう生物なんじゃ？　ジャビット君とどっちが強い？」


    「オレンジ色の謎なぞ生物最強決定戦の話じゃないだろ、警察の話を聞け」


    「ちぇ、ピーポ君だって警察じゃのにのう。さておき、日本の警察は優秀じゃと聞くが、本当なのかや？」


    「そうだな。優秀と一口に言ってもいろんな判断基準があると思うが──たとえば制度でいうと交番だ。ＳＵＳＨＩ、ＪＵＤＯ、ＯＴＡＫＵ、ＫＡＲＡＯＫＥのように、世界でそのまま通用する日本語があるのだが、ＫＯＢＡＮもその一つに数えられている」


    「ほほう、それはどういうものなんじゃ？」


    「警察官が常駐し『交代で番にあたる』交番という建物が、日本の街の各所にあるのだ。かつては交番は通称で、警察内部の正式名称としては『派出所』と呼んでいたが、一九九四年からは交番に統一されている。この日本独自の制度は海外でも評価され、アメリカのニューヨークやハワイ、ブラジルやインドネシアなど各国で導入され、治安向上の実績を挙げているのだ」


    「おおっ、それは素晴らしい制度じゃの。妾わらわの国でも真ま似ねしようぞ。そのＯＴＡＫＵとかいうやつを！　街のいたるところにＯＴＡＫＵを配置して……」


    「違う違う、名前が違う」


    「それから、一一〇番ひゃくとおばんの通報を受けてから警官が現場に到着するまでの時間、レスポンスタイムの平均が約七分。これは相当速くて優秀だと言えるのではないかな。この速さもその交番制度が一翼を担っている」


    「ふむ、警官が駆けつけるのが速いというのも優秀さの証あかしじゃろうが……ひゃくとーばんって何じゃ？　ピーポ君の背番号？」


    「ジャビット君じゃないんだから背番号はないだろ。警察の電話番号が『一、一、〇』で、それを『ひゃくとおばん』って言うんだよ」


    「ほうほう、その番号には何か意味があるのかや？」


    「昔の電話といえばダイヤル式──いわゆる黒電話というやつだが、それぞれの番号の穴の位置関係上、ダイヤル式の電話では一が最もつとも短い時間で選べ、間違うことも少ない。警察への電話は緊急性を要するものだからな」


    「なら一、一、一番になってしかるべきではないのかや？」


    「ダイヤル式だと、一とは逆に、〇は番号を選んでからダイヤルが回るまでわずかに時間がかかる。その電話が繋つながるまでの時間に気持ちを落ち着けてもらうため、そして間違い電話を防ぐためなどと言われている。今のスマホやプッシュホンでは関係のないことだがな」


    「へえ、当たり前に受け容いれてたことでも理由ってのはあるんだな。そうだ、刑事のことをデカっていうのは何でなんだ？」


    　プリシラに便乗して、俺も気になっていることを和泉いずみに尋たずねてみた。


    「あれはな──制服を着用する一般の警官と違って、捜査のために街に溶け込む必要のある刑事は基本的に私服行動だろう」


    「それも刑事ドラマでしか知らないけど、確かに制服だと目立つもんな」


    「明治時代の刑事も制服でなく和わ外がい套とう──和風のコートを羽は織おって捜査をしていたそうなのだが、その和外套の袖そでは四角い形をした『角袖』だったそうなのだ。この『カクソデ』を引っ繰くり返して最初の文字と最後の文字を取って、刑事のことを『デカ』と呼ぶようになったとされているのだ」


    「ほう、ファッションからとはの。では容疑者のことをホシと呼ぶのは、フレームが☆形のサングラスをかけておったやつが悪事を働いておったからかのう？」


    「明治時代の悪人、ファンキーすぎだろ。現代でも相当のお調子者しかそんなサングラスかけてねーよ」


    「ホシというのは『犯人の目星を付ける』から来たという説が有力だな」


    「星形サングラスのほうがおもしろかったのに。そうじゃ、日本の警察には三日坊主とかいう催もよおしがあると聞いたが、それも気になるのう」


    「三日坊主？　ああ、一日署長か」


    「そうそう、それじゃそれじゃ」


    「一日署長ってのは、芸能人とかスポーツ選手とか、有名人が一日だけ署長になるという体ていで、警察のＰＲ活動をするんだよ。特に女性アイドルや女優さんがやることが多いかな」


    「ふむ。そして普段自分を付け狙ねらっている写真週刊誌の編集部に特殊急襲部隊ＳＡＴサツトを突撃させるんじゃな」


    「一日署長にＳＡＴの指揮権はない！　つーかそれじゃ治安を乱してるだろ！　……でも考えてみたら、タレントが一日署長になったなんてニュースは見ても、自分の地域の警察署長がどんな人かなんて気にしたことないな。警察って身近な存在だけど、知らないことも多いよな」


    　俺がそう言うと、和泉いずみも頷うなずいた。


    「そうだな、私もぶっちゃけ警察雑学以外はよく知らないのだ。だが、市民が警察の存在を意識せずとも安心して暮らせる社会であるということは、見えないところで警察の皆さんが治安を守ってくれている平和な社会だということでもあるからな」


    　そんな和泉の言葉を聞いて、プリシラは表情をきりりと引き締めた。


    「妾わらわも治安のよい国を作るために、日本の警察からもっといろんなことを学ばねばな。妾はピーポ君の頭の触覚が、社会の動きを素早く察知するためのアンテナじゃということくらいしか知らぬからのう」


    「お前はその情報だけをどのタイミングで知ったんだよ！　ていうかあれアンテナなんだ！」
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    「沢さわ木きよ、妾わらわはこれまで日本の学校について、おぬしらから様々なことを教わってきたがの。今回はついに、学校を支配するあの組織について教わろうと思うんじゃ」


    　異世界の王女プリシラは、いつになく真剣な顔付きで話しはじめた。


    「あの組織？」


    「うむ。妾も噂うわさだけは聞いたことがある。それは生徒の集団でありながら教師を凌しのぐ強大な権力を持ち、学校の頂点に君臨する恐るべき組織──『生徒会』じゃ！」


    「……まあ、漫画とかアニメでは、そういう生徒会もあるけど」


    「うぬ？　実際には違うというのかや？」


    　プリシラはきょとんとした表情で、小首を傾かしげた。


    「別に学校を支配しちゃないけど……でも言われてみれば、俺も生徒会が具体的に何をしてるのかはよく知らないんだよな」


    「ほれ見よ！　生徒会は一般生徒の知らぬ所で権力をほしいままにする闇やみの組織なんじゃ！」


    「確かに、生徒会って身近にあるのに、意外と何をやってるのかは知られてないわよね」


    　そう言ったのは、クラス委員長にして俺の幼なじみの陣じん内ない綾あやだった。


    「そういや綾ちゃん、中学の時は生徒会やってたんだよな」


    「おおっ、身近なところに闇の組織の構成員が！　生徒会はいったいどんな連中で構成されておるんじゃ？」


    「うーん。正直、生徒会って学校ごとにいろんなところが違ってて、一概にこうとは言えないのよね。生徒会の持つ権限の大きさも違えば、組織の系統も、役職の種類も違うから。あくまで一般的な役職ってことだと、生徒会長、副会長、会計、書記、庶務──ってところかな」


    「もっと錬金術師とか特攻隊長とか大首領とか、怪しい役職がいるものだと思っておったぞよ。じゃが、役職が普通なところが逆に怪しいのう。実際の活動内容は何をしておるんじゃ」


    「それも学校ごとに違うんだけど、一般的な生徒会の役割を私なりに大きく分けると、全部で三つ。まず一つが、生徒代表として、その活動をまとめる仕事。たとえば部活動の予算配分や活動場所を決めたり、文化祭や体育祭の準備を取り仕切ったり」


    「ふーむ。財の配分に民たみの統率……政治じゃの」


    「二つ目が、学校の外に対しての役割。他の学校との交流や、校外でのボランティア活動──そんなときに窓口となり、学校の生徒の代表となるのが生徒会なの」


    「むむ、外交の主体ともなるのかや」


    　プリシラは王女らしく、国の政治に置き換えて生徒会を理解しているらしい。


    「そして三つ目が、学校と生徒との間を繋つなぐという役割」


    「んにゅ？　生徒会役員も生徒じゃろ？　どうもよくわからんのう、具体例を挙げてくれぬか」


    「そうね。たとえば校則の服装規定で『靴くつ下したは白のハイソックスに限る』なんてものがあったとするでしょ。そして、その決まりを変えたいってプリシラが思ったときは、どうすればいい？」


    「反乱じゃ！　革命じゃ！　白靴くつ下したすでにダサし、黄靴下まさに履くべし！　シャレオツな黄色の靴下を履いた猛者どもを集めて黄靴下党を結成し、職員室を襲撃して征圧、臨時政府を樹立して『靴下は黄色に限る』という新たな校則を作るんじゃ！」


    「仮にも王女が武力革命を肯定していいのか。ていうか黄色の靴下限定のほうが嫌だよ」


    「おお、冷静に考えれば妾わらわも嫌じゃな。じゃが、白限定っちゅーのもなんだかのう」


    「そこで、『靴下の自由化』という生徒の意見を、生徒会が代表して学校側へ伝えるの。生徒会──特に生徒会長っていうのは選挙で選ばれるから、そういう意味でも生徒の代表だからね。ただ意見を伝えるだけじゃなくて、たとえば生徒や父兄の署名を集めたり、他校の校則を調べたりして、できるだけその提案が受け容いれてもらえるようにするわけ」


    「ふむ、生徒ひとりひとりが闇やみ雲くもに声を挙げるより、話を聞いてもらいやすいわけじゃな」


    「もちろん学校側にも意見はあるから、生徒の意見全部を通そうとするのは無理かもしれない。そこで、生徒会が今度は学校側の意見を聞いて、生徒側の意見との妥協点を探さぐっていくの。派手な色や模様の入ったものはダメでも、紺や黒の無地やワンポイントなら認めるとか。ルーズソックスはダメでもショートソックスなら認めるとか。完全自由化は無理でも、現実的な着地点を目指すわけ」


    「校則の改変とはいえ立法。となれば、やることは実際の立法手続きに似るんじゃのう」


    「校則を変えるだけじゃなくて、たとえば食堂に設置する自販機の数を増やしたいとか、イベントごとのない時期にフットサル大会や百人一首大会を開催したいとか──そういう学校の許可が必要なものごとについて、生徒からの提案を学校側に伝えて、双方の意見を調整しながら実現してさせていくのも生徒会の仕事なの」


    「ふむ、国の政治に照らせば公共事業や福祉の充実といったところかの。じゃが、生徒会が自販機メーカーと癒着して、裏金を受け取っておるというようなことはないのかの？　そういうことも政治にはつきものじゃぞ」


    「そんなことねーよ。お前はどうしても生徒会を悪の組織に持っていきたいんだな」


    「百人一首大会の開催は、普段地味な部活に活躍の場を与えるために、競技かるた部と癒着している可能性が……。見返りに蝉せみ丸まるの札を受け取っている役員がおるやも」


    「そこは別に癒着しててもいいだろ。蝉丸だけ貰って何が嬉しいんだよ」


    「生徒会っちゅーのは学校を支配する闇の権力組織じゃと思うておったが、内実を聞いてみると、むしろ地味な裏方なんじゃな」


    「そうね。実際、何やってるのか同じ学校の人にも知られてないことが多いし。でも、やってみるとけっこう楽しいのよ。普段は意識しない学校ってものの仕組みが──学校は生徒と、教職員と、その外側の世界でできてるんだ──なんてことがはっきり見えたりしてね」


    「おお、学校が見えてくるというのはおもしろそうじゃのう」


    　綾あやちゃんの言葉に、プリシラは納得したように深々と頷うなずいた。


    「ところで、ふと天のお告げが聞こえたんじゃがの」


    「お告げ？　何だよ、いつものどこからともなく届くおたより紹介か？」


    　俺が聞くと、プリシラは軽く首を傾かしげつつ、視線をやや上に向けてこう言った。


    「妾わらわもいまいちよく意味がわからんのじゃがの。『生徒会の仕事ややりがいについてもっと詳しく知りたければ、三十センチくらい上を見よ』というお告げだったんじゃが……こりゃいったいどーいう意味じゃろ？」


    　プリシラは首を傾げつつ俺を見るが、俺にもさっぱり意味がわからない。


    「三十センチ上って言われても」


    　プリシラの頭上三十センチに視線をやってみるが、そこには何もない。と、そのときだった。


    「うっ、追加のお告げが……お告げ増刊号が……」


    　プリシラはいきなり両手を頭に当てて目をつぶった。どうやらまた天のお告げらしい。


    「なになに……。ふむふむ……。読売中高生新聞連載時、三十センチくらい上のスペースに『ふたり生徒会』という漫画が連載されていたことを前提としたメタ的なオチだったので、オチの意味がわからなくなってしま……んん？　追加のお告げもわかったような、わからぬような……」


    「……俺もわからないけど、とりあえず説明は果たされたような気がするよ」
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    「毎度お騒がせしております、この度立候補しました、全国民を愛するプリンセス、プリシラです！　国民の皆様、このプリシラをよろしくお願いいたします！　妾わらわに清き一票を！」


    　異世界の王女プリシラは、声を張り上げながら笑顔で手を振っていた。


    「プリシラ、今日はいったい何やってんだよ」


    「お、沢さわ木きかや。なに、単なる選挙活動のリハーサルじゃよ。そういうわけで、妾に清き一票を！　投票した者には金貨をやろう！」


    「どこが清いんだ、票を金で買うな。ってか、何でまた急に選挙なんだ」


    　俺が聞くと、プリシラは手を振るのをやめ、俺に顔を向けた。


    「こないだ『生徒会』の話をしたが、生徒会長は選挙で決めるんじゃろ。それどころか、日本では為い政せい者しやをも選挙で決めると聞く」


    「ああ、国会議員も地方議員も知事も、選挙で選ぶわけだからな。でもこの世界だと、プリシラが世襲で次の女王様になって政治をするわけだろ」


    「うむ。大臣なども王が指名するんじゃ。じゃが、違う国の政体を学ぶことは妾の、ひいては国家のためにもなるゆえな。今から日本の選挙について研究しておこうと思っての！」


    「へえ。王女様ってだけあって、国とか政治に関することには真ま面じ目めなんだな」


    「ふふ、既にいろいろと研究したんじゃ。事務所では仏ぶつ頂ちよう面づらでもポスターでは不自然なほどの笑顔！　選挙前にはできもせぬ綺き麗れい事の公約を並べて、当選したら知らんぷり！　そんな妾に清き一票を！」


    「真面目に余計なことばっかり学ぶな！　ちゃんと選挙について勉強しろ！」


    「ふむん？　ではおぬしがちゃんと日本の『選挙』について教えてくれるんじゃな？　そうじゃ、確か日本の選挙は、ＣＤを買った数だけ投票が……」


    「それはアイドルの選挙だ。あれは選挙と言いつつ人気投票みたいなものだよ。それに、日本の選挙はひとり一票が原則なんだよ」


    「ぬ、そうなのかや。じゃが、あのＣＤを買っただけ投票できるというのは理に適かなっておるような気もするがのう。国政選挙も、税金をたくさん納めた者がより多くの選挙権を得るという仕組みにしたらどうじゃ？　多く国に貢献したものの意見が、より大きく反映されるんじゃ」


    「複数票を持てるというわけではありませんが、制限選挙といって、かつては税金を一定額以上治めた人、それも男性だけが選挙権を得られるという制度は日本にもあったんですよ」


    　そうプリシラへ言ったのは、学年一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    「でも、それだとお金持ちの男性しか選挙に行けませんから、お金持ちの男性に有利な政策に偏かたよってしまうというような問題も起こってしまいます」


    「たとえば妾の世界で選挙権を二百歳以上に限定すると、長命なエルフ族やドラゴンしか選挙に来られぬから、そういう種族に有利な政策ばっかになってしまうというわけじゃの」


    「それだと人間は永遠に選挙権持てないだろ。まあ日本でも、選挙権があっても選挙に行かない若者が多いから、高齢者向けの政策優先になるって話も聞くしな……」


    「ふむ。日本は何歳から選挙権が持てるんじゃ？」


    「現在では、日本国籍を持つ満十八歳以上の人間は全員、選挙権が与えられることになっています。それまでは満二十歳以上だったのが、二〇一六年の公職選挙法改正で満十八歳以上、つまり高校生のうちから選挙権を持つことができるようになったんですよ」


    「俺たちはいま高二だから、来年から選挙権が持てるんだよな」


    　俺がそう言うと、プリシラは俺と坂さか上がみを交互に見て、うーむと唸うなった。


    「選挙権を平等に与えるといえば聞こえはよいが……。賢くて政治のことを勉強していて眼鏡めがねをかけている人間と、賢くなく政治に詳しくなく眼鏡もかけていない人間と、同様に一票を与えてよいものじゃろか？」


    「賢くないって俺のことか！　ってか眼鏡は関係ないだろ！」


    「じゃが政治のことを知らぬのは当たっておるじゃろ？」


    「そ、それは……」


    「性別や収入で選挙権の有無が分けられるのはよくないと思うぞよ。じゃが、政治に関心がない者にまで、年齢で区切って一律に選挙権を与えてしまうのはどうなんじゃろ。政治のこと、政治家のことをよく知らぬまま投票に行ってよいんじゃろか？」


    　そんなプリシラの問いに、俺が答えを返しあぐねていると、代わりに坂上が口を開いた。


    「たとえばスポーツを観戦するのに、最初からルールや選手名に詳しい必要はないですよね」


    「む？　そうじゃの、詳しいに越したことはないが、だいたいわかっておれば楽しめるやものう」


    「そして、観戦しているうちに、折角ならより試合を楽しむために、自分から選手やルールについて学びはじめる。選挙も同じじゃないでしょうか」


    「よくわからなくてもとりあえず投票してるうちに、わかるようになってくるってことか」


    「確かに最初から詳しいにこしたことはありませんが、そうやって最初のハードルを上げると、選挙に行く人と行かない人でくっきり分かれてしまうと思うんです」


    「プロ野球も、ルールと選手を全部暗記してから観戦しろと言われると、途中で投げ出しそうじゃの。野球人口が減ってしまうぞよ」


    「とりあえず選挙会場へと足を運んでみて、理解するより投票してみることが先でもいいと思うんです。選挙権は国民へ平等に配られる入場チケットです。そのまま使わずに捨ててしまってもいい──でも、どうせタダで貰ったチケットなら、試合会場に足を運んでみるくらいのことはしてもいいんじゃないでしょうか。ぼんやりとでも観戦しているうちに、ルールが飲み込めて、チームや選手のことも自然とわかってくる。そこでようやく、自分がどこのチームを、誰を応援したいかも決まってくるんだと思います」


    　坂上の言葉に、プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「なるほどの。まず投票してみればより政治のことを知りたくなるし、知ればより投票に意義を見出せるというわけじゃの。人によっては投票だけでなく、いずれは立候補すらものう」


    「選挙に行くってこと自体が、選挙や政治について知ろうとするきっかけになるかもな」


    「そして、知ればより楽しめるわけじゃ。スポーツ選手にせよ政治家にせよ、知っておればより行動に注目する」


    「確かに、スポーツでもまずはお気に入りの選手を見つけることからスポーツ自体を好きになるってこともあるし、政治もまずは政治家の人から入るっていうのも、興味を持つための一つの方法なのかもな」


    　俺が言うと、プリシラは深々と頷うなずいた。


    「うむ、人を知ることから入るというのもよいじゃろうな。スキャンダルもどういう者がやらかしたかを知っておったほうが楽しめるからのう！」


    「その部分を楽しむために知るんじゃねーよ！」


    「……できるだけやらかさない人を選ぶのが理想なんですけどね」
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    「おい、プリシラ、今回は何の話をする？」


    「……なんじゃ、沢さわ木きか。……ぐで～」


    　異世界の王女プリシラは、俺が声をかけてもまともに返事もせず、力を抜いてボーッと空を見上げている。


    「おいって」


    「うに～」


    　肩を揺すっても、プリシラは骨のないクラゲのようにゆらゆらと体を揺らすだけだ。


    「どうしたんだプリシラ、ついに本格的にバカになったのか」


    「誰が本格的なバカじゃ！　──おっと、いかんいかん。まったりぐでぐでを心がけねば」


    　プリシラは振り上げた拳こぶしを下ろし、再び全身をぐにゃりと緩ゆるませた。


    「何だよ、今日はやけにダラっとしてるじゃないか。体調でも悪いのか？」


    　俺がそう気遣うと、プリシラはだらけたまま顔をこちらへ向けた。


    「最近、『株式会社』だの『選挙』だのと堅苦しい話が多かったじゃろ。それで妾わらわの頭も疲れてしまっての。じゃから、今日はゆったりまったりいこうと思うんじゃ」


    「そうか、じゃあゆっくり休んでろよ」


    「んにゃ、せっかくじゃから、『休日』について教わろうかの」


    　立ち去ろうとした俺を引き留め、プリシラはそんなことを言った。


    「中高生の休日といえば、今でこそほとんどの学校が土日休みの週休二日制ですが、昭和の終わりごろまでは土曜日もお昼まで授業があったんです。その後、段階的に第二・第四土曜が休みになり、今のように完全週休二日制になったのは二〇〇二年から──」


    「ストップ！　そういう知識をインプットしては休みにならぬ！　今回はうんちく禁止じゃ！」


    　クラス一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のがいつものように情報を語り始めたが、プリシラがそれを遮さえぎった。


    「す、すみません……」


    「そもそも妾が知りたいのは『休日』そのものについての情報ではなく、休日の過ごし方なんじゃよな」


    「プリシラ王女の言う通り、休息はとても大事だ！」


    　そう声をあげたのは、超高校級ボディービルダーの宗むな像かた力つとむだ。


    「厳しいトレーニングによって一旦筋組織を破壊し、休息期間に超回復が起こることでトレーニング前よりも筋肉が発達する。それが筋トレの基本原理！　ゆえに休息は大事だ！」


    「人間の記憶も寝ている間に定着すると言いますしね。学業においても休むことは大切で──」


    「ストーップ！　だから今回はそういう情報は禁止じゃ！」


    　宗像の言葉に坂上も追随しようとしたが、プリシラが両腕を交叉させてバツ印を作りながら、それを遮った。


    「今回妾わらわが求めているのはそういうためになる話ではなく、ゆるーい休日の過ごし方なんじゃ！」


    「でも、休日の過ごし方なんて教わるものか？　好きに休めばいいじゃないか」


    「それがの、妾って修学旅行中の今はさておき、王宮におったころは朝から晩までスケジュールを決められておったからの。昼寝の時間まで決められておったゆえ、自由に休んでいいと言われると何していいかわからんのじゃよ。ほれ、ずっと部活に打ち込んでおった高校生が、三年の夏が終わって部活を引退すると、放課後に何していいのかよくわからぬ的な」


    「なるほどな。そういう話は聞いたことがあるよ」


    「あるいは、バリバリ仕事に励はげんでおったサラリーマンが、定年後に時間が自由に使えるようになると何していいのかわからぬ的な」


    「異世界の王女が定年後のサラリーマンと同じ悩みを抱かかえてるとは……」


    「てことで、おぬしらの休日の過ごし方を聞いて参考にしたいんじゃよな。みなの者、順番に休日の過ごし方について言うてみよ」


    　プリシラはクラスメート一同を見回して言い、みんなが順番に休日の過ごし方を答えていく。


    　読書、ゲーム、アニメ鑑賞、カラオケ、ショッピング、観劇、鉄道の旅、料理、自習、筋トレ、武術の稽けい古こ、食べ歩き、犬の散歩……。改めて聞いてみると、一口に休みの過ごし方といっても、みんなそれぞれの個性が出てくるものだ。


    「ふむ、趣味に打ち込むというのも一つの過ごし方じゃの。じゃが……今の妾の求めている休み方とはなーんか違うんじゃよな。そうじゃ沢さわ木きよ、おぬしは休日に何をしておるんじゃ？」


    「え、俺？　いや……たまには友達と予定を合わせて遊びに行ったりもするけど。だいたいは無意味に夜更かししたり、昼過ぎまで寝てたり、ダラダラと付けっぱなしのテレビ見たり、目的なくネットを見たり、どこに行くあてもなく街をぶらついたり……。……何か、我ながら充実感のない休日だな……」


    　俺が自虐的にそう言うと、なぜかプリシラは眼を輝かせていた。


    「それそれ、今の妾が求めててたのはそれじゃ！　掛け替えのない時間をジャブジャブ無駄遣いすることこそ最高の贅ぜい沢たくなんじゃよな！」


    「ぜんぜん褒ほめられた気がしない……」


    「沢木もたまにはいいことを教えてくれるではないか！　普段がんばりすぎの妾には、そんな休日が相応ふさわしいぞよ！　では妾は沢木の休み方を見習って、目的なくダラダラしようかの！　ってことで、ぐで～。だら～。うに～」


    　プリシラは体の力を抜いて、ボーッと空を見上げた。


    「結局、最初と同じだろ。まあ、たまには何もせずにゆっくり休むのも大事だよ」


    「うむ。くぁ……。おっと欠伸あくびが。いやしかし、天気もよくてダラダラするにはいい日じゃな」


    「あ、ああ……。でも……休む前にあれを……」


    「あれって何じゃ？」


    「いや、休むのも大事だけど、あれだけはちゃんと……」


    「沢さわ木きよ、妙にソワソワして何なんじゃ。何か気になることでもあるのかや？」


    「……プリシラ、休む前にオチをつけとかないと」


    　俺が囁ささやくようにそう言うと、プリシラは諭さとすようにこう返してきた。


    「よいか沢木よ。休むことには勇気がいる。学び続け、鍛え続けることで不安を払拭することができるのもまた確か。じゃが勇気を出して休むことで、その間に、学力も、筋力も、人の心も成長するんじゃ」


    「結局、さっきのうんちくを役立ててる……」


    「そして、それはオチも同じ。毎回オチをつけていては、オチがある話に慣れてしまう。オチがない話を挟むことで、次のオチをより新鮮な気持ちで受け容いれることができるんじゃ」


    「なんか強引にオチを付けずに済ませようとしている気がするんだが」


    「かけがえのないオチのための時間を無駄遣いすることこそ、最高の贅ぜい沢たくなんじゃ！　いやあ、今回は何のためにもならぬうえにオチのない話ができてよかったぞよ！　今回は勇気を持ってオチはお休み！　では皆の者、ぐでっとダラっとよい休日を！　んでは、ぐで～っと……。ほれ沢木、おぬしも勇気を出せい！　どうせもうおぬしだけではオチぬ！　はい、ぐで～っ」


    「う、うう……、じゃあ、よ、よい休日を……！　ぐ、ぐで～」
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    「おめでとぉおおおおーッ！」


    　異世界の王女プリシラはいきなり大声で、空に向かって祝いの言葉を叫んだ。


    「プ、プリシラ……、どうしたんだ……？」


    「沢さわ木きよ、おぬしもボーッとしとらんで、祝いの気持ちを全身であらわすんじゃ！　いやあ、めでたいめでたい！　コングラッチュレーション！　まじあっぱれ！」


    「今回はやたらとテンション高いな……」


    「前回ゆっくり休んだからの、元気があり余っておるんじゃ！　さあ、祝うぞよ！」


    「いや、だから何を祝うんだよ。まずそれを教えてくれ」


    「お、言ってなかったかの？　んでは今週のおたより！」


    「あ、何だ。いつものどこからともなく届くおたよりが来てるんだな」


    「うむ！　今回おたよりをくれたのは……これまでで最年少、何と三歳！」


    「三歳……？　だっておたよりを募集してるのは中高生新聞じゃ──」


    「ではおたよりを読み上げるぞよ！　『プリシラ王女の活躍をいつも楽しく掲載しています。今回はそんな私たちの創刊三周年を祝ってください』三歳、ＰＮペンネーム『読売中高生新聞』さんからじゃ！」


    「おい、プリシラ」


    「おたよりありがとおおぉおおお！　あと掲載してくれてありがとぉおおお！　さあ、全身全霊で祝うぞよ！　ご唱和ください、創刊三周年、おめでとぉおおおーッ！」


    「待て待て、なんか勢いとテンションでいろんなつっこみどころをスルーしようとしてないか？　そりゃ広い意味ではＰＮかもしれないけど……。まあいいや、創刊三周年おめでとうございます！」


    「ぶっちゃけこの回も単行本ではよくわからぬことになる気がしないでもないんじゃが……それもおめでとぉおおおーッ！」


    「お、おう！　そこもテンションを高めてスルーだ！」


    「というわけで、今回は読売中高生新聞の創刊『三周年』を祝う特別回じゃ！」


    　そんなわけで、今回プリシラは学ぶのではなく祝うことにしたそうだ。


    「めでたいのう！　ネットに押されて紙のメディアが苦戦している上に、少子化が進む日本で、中高生向けの新聞が三周年とはの！」


    「プリシラ、お祝いの席だから世せ知ち辛がらいことは言わなくていいんだぞ」


    「む、そうじゃの。それにしても三年ってのは大したもんじゃ。石の上にも三年。桃栗三年柿八年。『三年寝たろう』など、三年も寝っぱなしだからこそ昔話にもなったんじゃ。これが『休みの日だし十三時間寝たろう』だと、主に関西地方に大勢いるぞよ」


    「寝たろうってのは関西弁じゃなくて人名だ。まあでも確かに、中学生活が三年、高校生活が三年って考えたらさ、三年って人間が大きく変わるくらいの長さだよな」


    「小学六年生が、三年経たったら中学三年生に成長すると考えればのう」


    「中学高校の時期って、体も心も、人間が一番大きく成長する時期だしな」


    「そして中二病の中学生は、三年経ったら中二病の高校生に成長するんじゃ！」


    「中二病は治んねーのかよ！　成長してねーだろ！」


    「中二病の大学生とか中二病の社会人とかもおるじゃろ？　人間のそういうところはなかなか変わらんかもしれぬぞよ」


    「そりゃそうかもしれないが……」


    「そして、高校生ならば、三年経ったら大学生か社会人に！」


    「そうか、次はもう大人の仲間入りなんだよな」


    「そして一部は浪人生か無職の仲間入りを……」


    「そこは言わなくてもいい！　大丈夫だよ、たとえ一度つまずいたとしても、次のチャンスで合格したり就職したりできるよ！」


    「うむ！　そしていつか大人になるその日のために、読売中高生新聞で、この現代社会をサバイブするための基礎体力を付けるんじゃ！」


    「お、ちょっと強引だけどそこに繋つなげたか。そうだよな、中高生新聞で読んだことって、中学や高校で役立つだけじゃなくて、大人になってから学ぶことの基礎になったりもするんだよな」


    「うむ！　中高生新聞三年ぶんを束たばねたもので筋トレすれば、かなりの基礎体力がつくぞよ」


    「無理して新聞で筋肉を鍛えなくていいよ！　新聞で鍛えるメインは知識とか教養とかのほう！」


    「大人になってからでも、『あっ、このトピック、読売中高生新聞で読んだことある！』みたいなことがあるかもしれないしのう」


    「それは確かにあるだろうな」


    「『三年寝たろうってのは関西弁じゃなくて、昔話に出てくる人名なんだ！　読売中高生新聞を読んでてよかった！　これでこのビッグプロジェクトが成功する！』的なことがの」


    「それはない！」


    「そうかの？　人間の将来というのは無限の可能性があるもんじゃ、何が役立つかわからぬぞよ。じゃからこそ、十代のうちからいろんな情報に触れておかねばの。妾わらわもいつか女王として国を治める時のために、おぬしらからんなことを教わっておるんじゃからの」


    「そういえば、最初にプリシラに教えたことが『新聞』だったよな」


    「お、そういうこともあったのう。うむ、あの頃の妾はまだ新聞のことがよくわかっていなかったぞよ。コボちゃんの周りに余計な文字がたくさん書いてあるというくらいにしかのう……」


    「むしろ何でコボちゃん限定で知ってたんだよ。でも、それってけっこう新聞の本質的な長所かもな」


    「どういうことじゃ？」


    「今の日本の中高生が何か情報を得ようとすると、まずネットで検索ってことになるんだ。ネットって自分の欲しい情報がすぐ手に入るとこが長所なんだけど、逆に興味がない情報にはほとんどアクセスしないんだよ。その点、新聞だといろんなジャンルの情報が載ってるから、それまで興味がなかったことにも触れられたりするんだ」


    「まずは興味のある記事──たとえばまずは漫画や小説からだけでも読んで、そこから徐々に興味を広げていけばいいんじゃな」


    「そういうことだな」


    「まずは小説からだけでもの！」


    「二回言わなくてもいい。それにバラバラの知識でも、時間が経たったときに繋つながったりすることもある。だから今すぐ役に立たなくても、新聞でいろんなことを知っておくといいんだよ」


    「いろんな──ふむ、そういえば、妾わらわも随ずい分ぶんと様々なことを教わってきたのう」


    　プリシラはそう言うと、空を見上げた。


    「読売中高生新聞の読者がいつか大人になって、『新聞』とか『学校』とか『ＳＮＳ』とか『落語』とか『選挙』とか、そういうことに日々の生活で触れたとき……。中高生新聞で、そんないろんなことを一緒に学んだ妾たちのことも、ふと思い出してもらえるといいのう」


    　そんなプリシラの言葉は、ゆっくり空へ溶けていった。俺は小さく頷うなずいて、プリシラと並んで遠い空を見上げた。
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    「のう、浩こう介すけよ」


    　異世界の王女プリシラは、俺の名前を呼──。


    「な、何だよいきなり名前で呼んで！　びっくりするだろ！　いつも名字だろ！」


    「うむ。呼んではみたが、やっぱり何かしっくりこぬのう。てことで沢さわ木きよ」


    　プリシラは俺を名字で呼び直しつつ、こう続けた。


    「以前『一人称』について教わったが、相手をどう呼ぶかも重要じゃよな。たとえばコボちゃんの本名は『田た畑ばた小こ穂ぼ』じゃが、『田畑』と呼ぶのか『小穂』と呼ぶのかで関係性が違う感じするじゃろ」


    「コボちゃんが愛称じゃなくて本名だって今知ったよ、お前のコボちゃん知識どこから来てるんだよ……」


    「あと、最近日本ではキラキラネームなる名づけが物議を醸かもしておるとも聞く。妾わらわ、日本の『名前』についてもっと知りたいぞよ」


    　そんなわけで、プリシラが今回興味を持ったのは日本の「名前」だった。


    「キラキラかどうかはさておき、子供に変わった名前を付ける人は昔からいたようだぞ」


    　そう言ったのは、日本の伝統文化に詳しい剣客少女、和泉いずみ刀とう香かだった。


    「日本の武士は幼名といって、成人するまでに使う名前があったのだが、織お田だ信のぶ長ながは自分の子供に『奇き妙みよう丸まる』『茶ちや筅せん丸まる』『人ひと』などという幼名を付けていて、これは当時の感覚としてもちょっと奇抜なものだったようだ。豊とよ臣とみ秀ひで吉よしも『棄すて』という幼名を自分の子供に付けている」


    「うーむ。自分が奇抜なかぶき者ファッションをするのは勝手にすればよいじゃろうが、我が子に極端に変わった名前をつけるのはちょっとどうかと思うのう」


    「ちなみに信長の子供たちは成人後、奇妙丸は『信のぶ忠ただ』に、茶筅丸は『信のぶ雄かつ』に、人は『信のぶ貞さだ』という名前になっている」


    「むむ、普通の名前になると、逆に幼名のかぶいた感じが個性的でいい気もしてくるから不思議なもんじゃな。信長がどう考えておったかはわからぬが、どんな名でも両親の愛情と信念があればいいのかもしれぬの」


    「そうだな。それに、実は当時は子供にわざと変わった名前を付けるという風習もあったのだ」


    「わざと？　キラキラネームの大ブームが戦国時代にあったのかや」


    「そういうことじゃない。医学の発展していなかった時代には、原因もよくわからないまま子供が死んでしまうということが頻ひん繁ぱんにあり、当時はそれが悪霊のようなもののせいだと考えられていた。そこで『この子供はお前たち悪霊が狙ねらうほど価値のあるものじゃないぞ』という意味をこめて、わざと変わった名前を付ける風習があったのだ。特に秀吉などは子供ができずに悩んでいたから、ようやくできた子供に愛情を込めて『棄』と名づけたようだ」


    「空き巣の目を欺くために、宝石を金庫じゃなく菓子の空き箱に隠すようなことかのう。そういえば日本は言こと霊だまの国とかいうて、言葉の力を重んずるんじゃったな」


    「特に言葉の中でも名前というものは呪術的な力が大きいとされていて、相手の名前を知ることは相手の魂を支配することだというような考え方があり、みだりに他人に自分の名前を呼ばせてはいけないと考えられていたのだ」


    「じゃが、それでは日常生活が不便ではないか？　あ、じゃから信のぶ長ながは秀ひで吉よしのことを猿だのハゲネズミだのと呼んでいたんじゃな」


    「いや、それは単なるあだ名だと思うが……。当時は呼んではいけない本名のことを『諱いみな』といい、それを呼ばなくていいように、公おおやけで使用する呼び名を使っていたのだ。たとえば織お田だ信長は『右う府ふ』、徳とく川がわ家いえ康やすは『内ない府ふ』などと呼ばれていた」


    「家康はすぐナイフを振り回すような短気なやつだったから、そういうニックネームがついたんじゃな」


    「どっちかっていうと家康は気の長いキャラなんだけどな」


    「『右府』や『内府』というのは官職名で、これが諱を呼ばないパターンの一つ。これは官職なので時期によって同じ信長でも『上総かずさの介すけ』とか『尾張おわりの守かみ』とかいろいろ変わっていく」


    「そういえば現代の会社でも山やま田だ太郎課長のことを、部下も上司も『太郎！』とは呼ばないもんな。山田さんとか山田課長とかだよな。相当親しい間柄じゃないと名前では呼ばない」


    「おお、おぬしらもクラスメートのことを『委員長』とか『生徒会長』とかいうふうに呼ぶことがあるしの。そんな感じじゃな」


    「そういえば沢さわ木き君は、委員長のことだけ『綾あやちゃん』と名前で呼ぶが、相当親しい間柄なのだな？」


    「え、えっと、……そうだ、諱を呼ばない他のパターンはどんなのがあるんだ？」


    「強引に話を逸そらしたのう」


    「……他に多いパターンは『字あざな』という通称を付けることで、もとは中国から伝わった習慣だ。三国志に劉りゆう備び玄げん徳とくという登場人物がいるだろう。これは分解すると『劉』が姓、『備』が諱、『玄徳』が字。仲間が彼を呼ぶときは『劉玄徳』と、姓と字で呼ぶのが普通なのだ。逆に敵は『劉備』と、姓と諱で呼んでいただろうな」


    「あ、それは俺も聞いたことがあるよ。でもそれって中国だけの話かと思ってたけど」


    「たとえば、沢木君は坂さか本もと直なお柔なりという人物を知っているかな？」


    「え、いや……誰？」


    「この人物の墓碑銘には『坂さか本もと龍りよう馬ま紀きの直なお柔なり』と記されている。つまり維新の英傑、坂本龍馬のことだ。実はこの『龍馬』というのは実は通称である字であり、名前、つまり諱は『直柔』という。日本史上の人物は、信長のように諱が有名な人と、龍馬のように字が有名な人が混在しているのだ」


    「ふむふむ。ややっこしいが、本当の名前を呼んではいけないという文化はおもしろいのう」


    「英語圏でも『true name』といって同様の文化があったようだぞ」


    「でも、今は別に名前を知られたり呼ばれたりしちゃいけないなんてことはないよな」


    　俺がそう言うと、プリシラが何か言いたげに視線をこちらへ向けた。


    「いや、妾わらわが思うに現代日本でも、そんな文化は形を変えて存続しておるような気がするぞよ」


    「そうか？」


    「たとえばさっきの山やま田だ課長の例で言うとじゃな。山田課長がネット上で『闇の堕天使ダークルシフエル』を名乗り、普段とは違うキャラをノリノリで演じながら上司の批判をしまくっていることを知った部下が、『闇の堕天使課長！』と会社で課長の裏アカウント名を呼んだらどうなる？」


    　プリシラの言葉に、俺と和泉いずみは顔を見合わせた。


    「そんなことになったら、課長の魂と会社での立場が危険だ……」


    「そうか……。プリシラ王女の言う通り、今は本名よりもむしろ、ネット上の名前を知られるほうが危険かもしれないな……」
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    「のうのう、沢さわ木きよ」


    　異世界の王女プリシラは、いつものように俺を呼んだ。


    「ん、何だプリシラ」


    「というわけで今日は前回の『名前』に引き続き、日本の『名字』について知りたいぞよ！」


    「待て待て、というわけでの部分がないだろ！」


    「前回は名前で呼んだところを今回は名字で呼んだではないか。てことで『名字』についてよろしく。日本は言葉を重んずるんじゃろ、ならば名字にもいろいろと学ぶことがあるはずじゃ！」


    　というわけで？　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは「名字」だった。


    「あたし、自分の名字が珍しいから、名字について調べたことあるよ」


    　そう声をあげたのは、クラスメートの仲村渠なかんだかり樹じゆ璃り愛あだった。


    「ちなみにあたしの名字は沖縄の地名由来なんだ。で、早速だけど沢木、名字と姓の違いは知ってる？」


    　仲村渠はにっこり笑って、俺に顔を向けた。


    「また俺が『わかりません』って言う役か……。いや本当にわかんないけどさ……」


    「まったく、沢木は何もわからんのじゃな。ではだかりんよ、こやつに教えてやってくれい」


    「お前なあ……。わからんのはお前もだろ」


    　そんな俺とプリシラのやりとりに苦笑しつつ、仲村渠は説明をはじめた。


    「ざっくり言うと、朝廷から授さずかった地位や身分をあらわすのが『姓』で、自分が名乗ったものが『名字』なの」


    「つまりもらったものか、自分で名乗ったかの違いということじゃな」


    「そゆこと。ちなみに、ご先祖様が同じ一族を指す名称を『氏うじ』って言ったらしいんだけど、この『氏』と『姓』は平安時代くらいから同じような扱いになったんだって。今でもフルネームのことを『姓名』とも『氏名』とも言うでしょ」


    「ふむふむ。『姓』と『名字』について何か具体例を挙げてほしいのう」


    「それじゃね、こないだ『名前』の話の時に、坂さか本もと龍りよう馬まの名前について聞いたでしょ？」


    「うむ！　龍馬は普段使う通称で、確かフルネームは『ＤＪ坂さか本もと紀きの直なお柔なり a.k.a.リョーマ』みたいな感じじゃったかの。レペゼン土と佐さ」


    「なんで幕末にそんなラッパーみたいな名前なんだよ、維新しすぎだろ」


    「黒船に驚きよう愕がくやるぜ倒幕、ついに選択日本を洗濯、故郷土佐の名産ははっさく、書いてない説があるぜ船中八策、薩さつ長ちようの同調に一丁噛かむぜよ、俺が維新の風雲児！」


    「幕末ってアメリカにもまだヒップホップが生まれてない時代だけどね。あとレペゼンって『代表』って意味だけど、龍馬は土佐を脱藩してるから土佐の代表ってのはどうなのかな」


    「そこを広げなくていいから、姓と名字の話に戻ってくれ」


    「あ、そうだった。『坂さか本もと』の後に『紀きの』って付いてるでしょ。この紀ってのが『姓（氏うじ）』で、坂本が『名字』なの。日本の『姓』で代表的なのは源げん平ぺい藤とう橘きつといって、源げん氏じ、平へい氏し、藤ふじ原わら氏し、橘たちばな氏しの四つなんだ」


    「そういやそもそも、江戸時代は名字帯刀は特権だったから、公おおやけに姓や名字を名乗れたのは武士をはじめとした一部の階級だけなんだっけ」


    「実は農家の人でも『隠し姓』といって、先祖代々伝わる姓があったりもしたみたいだけどね。国民全員が公に名字を名乗れるようになったのは明治からみたい」


    「おお、維新のおかげぜよ！」


    「んで現代だと、もう姓も名字も同じように扱われてるってわけだな。文房具屋さんでハンコ売り場とか見てるとさ、日本にはいろんな名字があるんだなと思うよな」


    「だよね。でも沢さわ木きだと大抵のお店にあると思うけど、あたしの仲村渠なかんだかりって名字のハンコは置いてないとこもあってさ。だから特注で彫ってもらったりするんだ」


    「ほーん。やはり名字にも多い少ないがあるんじゃな」


    「今の日本だと、世帯数が多い順に、佐さ藤とう、鈴すず木き、高たか橋はし、田た中なか、伊い藤とう、渡わた辺なべ、山やま本もと、中なか村むら、小こ林ばやし、加か藤とう──って感じだったかな」


    「逆に、珍しい名字だとどんなものがあるんじゃ？」


    「そうだね、たとえば、小鳥遊たかなし、四月一日わたぬき、東雲しののめ、月見里やまなし、勅て使し河がわ原らなんて名字が……」


    　仲村渠は地面に棒で、それらの名字を次々と書いていく。


    「小鳥が遊ぶ……なんでこれでタカナシって読むんだろ」


    「鷹たかがいない場所なら小鳥が安心して遊べるでしょ？　ワタヌキは四月になって暖かくなってきたら布ふ団とんの綿を抜くからだって。ま、あくまで一説だけど」


    「なぞなぞみたいじゃの。あまり珍しい名字だと、自己紹介のときに困りそうじゃのう」


    「でもぶっちゃけこの辺の名字って漫画や小説によく出てくるから、むしろ中高生は読める人のほうが多いかもね。小鳥遊さんなんて、実在の小鳥遊さんよりフィクションの小鳥遊さんのほうが人数多いらしいよ」


    「キャラクターの特徴を付けるために、珍しかったりかっこいい響きの名字にするんだろうな」


    「読み方がおもしろい名字だと、一にのまえさんや春夏秋冬ひととせさんなんてのも。どうしてこう読むと思う？」


    「えーっと……わかったぞよ！　『一は二の前』じゃから一にのまえ、『春夏秋冬の季節一回りで一ひと歳とせ』じゃから春夏秋冬ひととせじゃな！」


    「お、さすがプリっち、正解！　でもその二つは、実は幽霊名字って言われてんの」


    「こういう名字の有名な幽霊がいるのかや？」


    「えっとね、『小鳥遊』さんや『四月一日』さんは実在するんだけど、『一』さんや『春夏秋冬』さんっていう名字の世帯は実在しないの。おもしろ雑学の本なんかに珍しい名字として掲載されたことがあるものの、その存在は確認されていない。だから幽霊名字って言うんだ」


    「本をおもしろくするために、誰かが架空の名字を作ってしまったということかや」


    「ま、実在する名字だって、最初はご先祖様の誰かが名乗ったり授さずかったりしたものだからね」


    「そういや今さらだけど、プリシラの名字ってよく考えたらまだ聞いてないよな」


    「およ？　そういえば言うておらなんだかの。妾わらわには王家の由ゆい緒しよ正しい家名があるぞよ。じゃが妾のご先祖様が調子こいて名乗ったものゆえ、むっちゃ長ったらしくての。公式な場以外では名のみで通しておるんじゃ。大体八百文字くらいなんじゃが、んでは改めて名乗ろうぞ！」


    　プリシラはコホンと咳せき払ばらいをして、正式な名字を名乗ろうとしはじめた。


    「いや……えっと、ちょっと後でな。その、尺的に……いや、とにかく後で聞くよ」


    「そうかや？」


    「それにしても随ずい分ぶん長い名字なんだね」


    　仲村渠なかんだかりが言うと、プリシラは頷うなずいた。


    「うむ。じゃから、だかりんと同じで家名が全部入ったハンコ、っちゅーか印いん璽じは特注で、押すときは両手でないと持てないんじゃよな」


    　プリシラは両手を広げ、まるで電柱を抱かかえるようなジェスチャーをした。


    「特注な理由が仲村渠とは別だろ。おまえん家のハンコどんだけでかいんだよ」


    「通販の受け取りとか大変そうだよね」
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    「一番線におたよりが参ります～。白線の内側に下がってお待ちください～。次は～おたより～、おたより～」


    　異世界の王女プリシラは、どこかで聞いたことのあるような調子でそんなことを言った。


    「というわけで、中学三年生女子、ＰＮペンネーム『woodflog』さんからのおたより！　『プリシラに鉄道について教えたいです！　日本の鉄道は世界トップクラスなのです!!』とのことじゃ！」


    「なるほど、鉄道か。確かに鉄道のアナウンスって独特のトーンなんだよな」


    「鉄道と言えば僕の出番ですね！」


    　そう名乗りを上げたのは、俺たちのクラスメートにして鉄道マニアの鉄くろがね道みち夫おだった。


    「まあ正直、名前的にも今回はおぬししかおらんじゃろな。思う存分解説するがよいぞよ！」


    　プリシラに促うながされ、鉄は背筋をビシっと伸ばして嬉しそうに喋しやべり始めた。


    「鉄道ファンのことを『鉄てつ』と呼ぶのをご存知の方もおられるとは思いますが、鉄の中にも様々な種類がありまして、鉄道に乗ることを楽しむ『乗り鉄』、鉄道の写真を撮ることに情熱を傾かたむける『撮り鉄』、鉄道に関する物をコレクションする『収集鉄』……」


    「ん……？　ちょ、ちょっと待つんじゃ」


    「時刻表の収集や分析をする『時刻表鉄』、発車の際のメロディや走行音など鉄道に関する音を追求する『音鉄』、食べたり容器をコレクションしたりと駅弁を楽しむ『駅弁鉄』──」


    「じゃからちょっと待てっちゅーに！　緊急停止！」


    　プリシラが大声をあげたところでようやく、鉄も言葉を止めた。


    「よいか、それは鉄道ファンについての情報であって、鉄道についての情報ではないぞよ！　アイドルについて知りたいのに『ガチ恋』とか『地蔵』とかアイドルファンの分類について解説されるようなもんじゃろ！」


    「あ、そういえばそうですね」


    　プリシラの指摘に、鉄は改めて鉄道についての情報を語りはじめた。


    「では改めて。時は遡さかのぼること約二百年前の十九世紀初頭！　産業革命に沸く大英帝国において、リチャード・トレシビックが発明し、ジョージ・スチーブンソンが普及させたこの大発明こそが高圧蒸気機関車！　次回、『第一章・産業革命の落とし子たち』人は、蒸気の向こうに何を見たのか……」


    「……待て待て、キメ顔で新番組の予告をかましたとこ悪いが、それ全部で何章あるんじゃ。確かにそれは鉄道の話じゃが、そんな時代の話から始めて、いったいいつＩＣカードをピッってやったら改札通れる時代になるんじゃ！」


    「『最終章・リニアの新世紀へ』まで、十二時間もあれば」


    「鈍行すぎるぞよ！　話の各駅停車はやめてリニアにせよ！　ぶっちゃけ妾わらわは鉄道が何なのかはだいたい知っておるゆえ、おたよりにもあった、日本の鉄道が世界トップクラスであるっちゅー点に絞って教えてくれい。そ、そうじゃ、鉄てつではない沢さわ木きはどう思うんじゃ」


    　話が長くなるのを避けようと、プリシラは一旦、俺へ話を振ることにしたようだ。


    「えっと、鉄道には詳しくない俺でも、日本の鉄道は世界一、正確な時間で運行されてるって話はよく聞くな。国の全ての鉄道が分単位で正確に運行されてるのは日本くらいなんだって。停車位置も毎回数センチの誤差だとか」


    「運行の正確性だけではありません。その速さと安全性を支える技術力は世界でもトップクラスに高く、むしろそのやりすぎ感に海外からは若干引かれているという噂うわさです」


    「……その噂はともかく、おたよりにもあったが、世界的に見てもすごいんじゃな」


    「日本の交通における鉄道依存率、つまり車やバイク、船舶等と比べて鉄道を使用する人の比率は世界一なんです。それだけ日本人の生活に根づいているからこそ、技術からサービスまで様々な面で磨き上げられていったと言えるでしょう」


    「ほう、鉄道が発明されたのは海外なのに、なんで日本人がそんなに飛び抜けて鉄ちゃんなんじゃ？」


    「様々に理由は考えられると思いますが、たとえば一説には徳とく川がわ家いえ康やすが──」


    「最近、戦国武将だの維新の英傑だのがよく話に出てくるのう。鉄は鉄でも、家康の場合は鉄砲じゃろ。『撃ち鉄』じゃろ」


    「ていうか、家康の時代には蒸気機関さえ発明されてないよな？　エピソードゼロにしたって時代を遡さかのぼりすぎじゃないか」


    「ちなみに妾わらわは鉄板焼き大好きな『焼き鉄』じゃ。推おし肉はビーフ」


    「聞いてねーよ、そして鉄道関係ねーだろ」


    「もちろん鉄道網もうが日本に敷しかれていったのは明治以後ですが──」


    　プリシラの小ボケを完全にスルーして、鉄くろがねはマイペースに鉄道話を続ける。


    「そもそも江戸時代の日本というのは街道の整備がさほど熱心には行われていなかったんです。一説には徳川家康が、諸国の大名が江戸に攻め上りにくくするため、敢えてそうしたと言われています」


    「ふむ、諸侯の反乱に気を配ったんじゃの。じゃが、それと鉄道と何の関連があるんじゃ？」


    　プリシラの問いに、鉄は待ってましたとばかりに続けた。


    「時代が明治になり、日本は国家を丸ごと急激に近代化する必要に迫られました。そのとき、国土に山河が多い日本列島で細かに張り巡らされた街道をいちいち整備していくより、ズドンと鉄道を通してしまうほうが効率が良かった、ということだと思います」


    「毛細血管の整備より、大動脈を通すのを優先したってことか」


    　俺が言うと、鉄は頷うなずいてそれを肯定した。


    「逆に『全ての道はローマに通ず』の言葉にもある通り、古代から街道の整備が熱心にされていたヨーロッパでは馬車から自動車への移行がスムーズにいったため、日本ほど鉄道に依存していないという説があります」


    「ほほう。やはり歴史というのは繋つながっておるんじゃのう。日本人と鉄道の関係は、ずっと昔から深いんじゃな」


    「そんなわけで明治時代に新しん橋ばし─横よこ浜はま間にて幕を開けた日本の鉄道史ですが、長くなるので途中停車駅をすっ飛ばして、いろいろあって、ＩＣカードをピッとやったら改札が通れる時代の到来です」


    「途中停車駅のすっ飛ばし方が雑すぎる……」


    　とにかく、何はともあれ世界トップクラスであるという日本の鉄道について、ざっくりではあるがプリシラに教えることができたようだ。


    「いったん家いえ康やすまで遡さかのぼられたときにはどうしようかと思うたが、後半はリニアもびっくりの超スピードじゃったな。じゃが日本の鉄道のすごさと、鉄道ファンの種類、そして日本人にとっていかに鉄道が身近な存在であるかについてはよくわかったぞよ。さて、そろそろ話にオチを付けねばならぬところじゃが、実はここで運行トラブルの情報があるんじゃ」


    　プリシラは、シリアスな表情を浮かべて、俺に顔を向けた。


    「運行トラブル……？」


    「うむ。途中で妾わらわが『焼き鉄』であるという小ボケや、押し肉がビーフという情報を盛り込んだばっかりに、話の分量が若干のオーバーラン気味で、オチを盛り込んで綺き麗れいに終わることが難しそうなんじゃ。いやあ、毎回停車位置の誤差が数センチという日本の鉄道はやっぱりすご
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    「沢さわ木きよ、今回はおぬしらの世界の『魔法』について教わろうかの！」


    　異世界の王女プリシラは、そんなことを言い出した。


    「魔法……そう言えばせっかくの異世界なのに、最近ファンタジー感のある話を全然してなかったな。でも、俺たちの世界は『科学』の世界で、魔法はないんだ。魔法はあくまでもフィクションの中に出てくる空想上のものでさ」


    「ふむ、確かに『科学』の世界ではあるんじゃろうが……妾わらわはおぬしらの世界の歴史の教科書を読んだんじゃがの、卑ひ弥み呼ことかいう女王は鬼道という呪術で国を治めておったそうではないか。平安時代では陰おん陽みよう師じとかいう魔術師みたいなやつが活躍しておったそうじゃし、日本以外でも、魔女だの錬金術師だの、妾の世界にいるような魔導の者たちがおったと記されておるぞよ」


    「そういうのはまだ科学が発達していない時代の迷信、オカルトで、プリシラの世界みたいに技術として魔法が存在したわけじゃないんだよ」


    「そうとも言い切れないわ」


    　そう言ったのは、ファンタジー小説をこよなく愛するクラスメート、宝たから田だ舞まいだった。


    「呪術、占術、陰陽道、錬金術、様々な神秘思想や宇宙観──今は科学よりもオカルトに分類されるそれらのものごとも、かつては世界を分析し理解するための最先端の知識であり技術だったのよ」


    「世界を理解する方法とな。具体的にはどんなものがあるんじゃ」


    「たとえば西洋では古代から、世界を火風水土の四元素から構成されるものとして捉える思想が受け継つがれてきたわ。東洋でも中国で、世界を木火土金水の五つの要素で捉える『五行』という思想が生まれた。この五つは互いに相性がある。水が火を消す『水すい克こく火か』とか、火が土を生む『火か生しよう土ど』とかね」


    「相性まであるなんて、まさにゲームに出てくる魔法の属性みたいな感じだな」


    「西洋の四元素の思想はアラブやヨーロッパの錬金術師たちに受け継がれ、やがては西洋自然科学──つまり、私たちが学校で習う化学や生物学の基礎となったわ」


    「え、でも四元素にしろ錬金術にしろ、それってファンタジー寄りっていうか、科学的じゃないだろ？」


    「沢木、あんたでもニュートンくらい知ってるでしょ？」


    　宝田は俺の質問に答えず、俺でも当然知っている大科学者の名前を口にした。


    「妾でも知っておるぞよ。『リンゴを落とすことだってできる。そう、引力ならね』の人じゃろ」


    「別のアップル関連の偉人と混ざってるぞ」


    「ニュートンがリンゴが落ちる様子を見て万有引力を発見したというのは俗説。でも、彼が錬金術師だったというのは本当」


    「マジで？　錬金術師って、科学ってより魔術に近いってイメージだけど」


    「物質を研究して化学変化させようとしてたという意味では科学者と同じよ。そもそも現代で言う科学者というものが錬金術師と入れ替わりはじめたのが、ちょうどニュートンの時代なの。つまりニュートンは『最後の錬金術師にしてはじまりの科学者』ってところね」


    「カッコイイ二つ名じゃな！　『りんごの樹を見つめおじさん』よりいいぞよ！」


    「より、っていうかもともとそんな二つ名はないからな」


    「ちなみに当時のイギリスでは、錬金術の研究が制限されてたわ。もし金を無限に作り出せるようになると、金の価値が暴落して、ひいては経済がメチャクチャになっちゃうからね」


    「夢のない話だな……。でもそれだけ、現実的に金を作れる可能性も考えられてたわけか」


    　夢どころか地に足の付いた技術だと思われていたからこそ、制限されていたというわけだ。


    「結局不可能だったけれどね。でも当時の錬金術師たちがあれこれと試行錯誤した結果、様々な副産物ができあがった。たとえばウイスキーやウォッカなどの蒸留酒は、錬金術の研究過程で生まれたと言われてるわ。それから高級品として有名なマイセンの陶磁器も、錬金術師の発明だと伝わってる」


    「考えてみれば、土を捏こねて火で焼いてピカピカの陶磁器を作るっちゅーのは、土から金を作り出すのと同じくらい不思議で特別なことかもしれぬのう。てかそれ、まさにさっき聞いた『火か生しよう土ど』じゃな。そういや東洋の方はどうだったんじゃ？」


    「東洋でも『煉れん丹たん術じゆつ』という、不老長寿の神仙になれる霊薬を求める術が研究されたわ。当然不老長寿は不可能だったけど、世界三大発明の一つ、火薬はその研究過程で生み出されたと言われてる」


    「ほうほう、不老長寿といえば……」


    　何か言いかけたプリシラを遮さえぎって、宝たから田だは言葉を続けた。


    「他にも『占星術』は確かに占いではあったけれど、同時に天文学の発展にも寄与し、農業や航海の助けとなった。『数秘術』といって、数に神秘的な力を見出す占術もあり、これは数学の発展に寄与することになるわ。『ピタゴラスの定理』で知られるピタゴラスも数秘術の担い手だったのよ」


    「ちょ、ちょい待ち、ピタゴラスの定理って──」


    「ヨーロッパで魔女と呼ばれた人たちの一部には、薬草学に通じた女性たちがいたというわ。一般人の持たない知識を持ち、薬を調合できる人々が、それゆえに魔女だと疑われたわけ」


    「ま、魔女だけに──」


    「日本の陰おん陽みよう師じも、確かに呪術的なものごとを扱う官職ではあったけれど、同時に地質学や暦学に通じた技術者でもあった。今ではオカルトの担い手と思われてるような人たちも、当時としては特別な知識を持った先端技術のエキスパートだったりしたのよ」


    　プリシラが何かを言いかける度に、宝田はそれを遮るように言葉を重ねていく。


    「お、おんみょ……」


    「占術とか錬金術とかの中でちゃんと再現性のあるものが科学になって、そうでなかったものがオカルトになったって感じなのかな」


    「オカル……むぐぐ……！」


    　もはや早口で遮さえぎるのではなく、物理的に手でプリシラの口を塞ふさいで、宝たから田だは言葉を続けた。


    「全てが科学に通じる道だったとは言わないわ。科学とは相容れない、ある種の思想哲学、宗教である部分もあった。政治を政まつりごとというように、祭祀や呪術儀式は人の心を統すべる方法でもあった。だけど科学にならなかったそれらもまた、人間を含めた世界を分析し、世界と向き合うための方法論だったことは間違いないわ。決して意味のないことじゃなかったのよ」


    　宝田はキメ顔でそう言うと、颯さつ爽そうと去って行った。


    「おもしろい話だったけど、今回もファンタジー感はあんまりなかったっていうか、結局『魔法』ってより『科学』の話だったな」


    　俺がそう呟つぶやくと、プリシラは不満そうに頬ほおを膨ふくらませた。


    「ファンタジー感よりもっと足りないものがあるぞよ！　宝田がノンストップで喋しやべり倒したせいで、今回は妾わらわの小ボケが少ないぞよ！　世界と向き合うことも大事じゃが、妾が試行錯誤した小ボケとひとつひとつ向き合うことも大事じゃろ！　そこから新たな、魔法のような笑いが生まれるやもしれぬのに！」


    「ああ……ちょいちょい小ボケを挟もうとしてたのか……」
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    「沢さわ木きよ、今日は和室について教わりたいぞよ！」


    　異世界の王女プリシラはそう言いながら、日本史の教科書を広げた。そこには日本の建築様式として、「和室」の写真が載っていた。


    「和室か。そういえばけっこう前に日本の『建築物』についての話はしたけど、建物ってのは中身もあってのものだもんな」


    「うむ！　妾わらわはこの何とも言えぬ意匠の、この部屋を再現してみたいんじゃ！　この斬新で魅力的なデザインといい、何でできておるのかわからぬ不可思議な建材といい、妾は一目で虜になったぞよ！　城に帰ったら、妾の部屋も和室に改造するんじゃ！」


    「確かに、和室には洋室とはまた違った独特の魅力があるものだ。大和やまと撫子なでしこたるこの私も、当然ながら和室は大好きだ」


    　そう言ったのは、和のことについては一いつ家か言げんあるクラスメート、和泉いずみ刀とう香かだった。


    「大和撫子は大和撫子を自称せんと思うがのう。じゃが、和室についてはいろいろと聞きたいぞよ！」


    　そんなわけで、今回プリシラが興味を持ったのは「和室」だった。


    「和室と言えば、まず何と言っても畳だよな。フローリングに横になるのはちょっと抵抗があるけど、畳は気軽にゴロっと横になれるとこがいいんだよな。暑い夏に風ふう鈴りんの音を聞きながら、ひんやりした畳に横になって畳の香りを嗅かぐと、日本の夏だなあって感じがするんだよ」


    「おお……ＴＡＴＡＲＩ……。暑い夏にひやりとゾクっと……」


    「『祟たたり』じゃなくて『畳』だ。和室の床に敷しいてあるマットとでも言えばいいかな。草でできてて、だから青臭い、いい香りがするんだ」


    「草？　木で床を作るというのは普通じゃが、何でまた草なんじゃ？」


    「畳は藺い草ぐさという植物を編んで作ってあるため、湿気の多い季節には水分を吸収し、逆に乾燥した季節には空気中へ水分を放出する。それに、日本はほとんど椅い子すを使わず床に座る文化だったから、クッションとなる畳はありがたい。日本の気候と文化に合ったものだから普及したのだろうな」


    「デザインがクールじゃと思っておったが、機能性も高いんじゃな！」


    「ちなみにこの畳の縁は踏まないのがマナーとされているのだが、どうしてだと思う？」


    「簡単じゃ。下にＮＩＮＪＡが潜ひそんでおったら、その隙間から攻撃してくるからじゃな」


    「忍者って……」


    「いや、その通りなのだ。畳というのは植物素材ながらかなり丈夫で、刀や槍やりでも、まともに貫くのは難しいと言われている。忍者とは限らないが、床下から曲くせ者ものが攻撃してきたり、毒針なんかを仕込まれるなら畳と畳の間が危ないため、そこを踏まないのが武家の嗜たしなみだというのだ。まあ、諸説あるうちの一つだがな」


    「うぐぐ、ボケたのにまさかの正解とは悔しいぞよ……。それはクイズ番組に出た芸人が一番やってはいけないパターン……。妾わらわの負けじゃ……」


    「お前はどういう立場で何と戦ってるんだよ、ちゃんと和室の話を聞け」


    「んじゃこの壁は何じゃ？　四角く白いタイルを敷しき詰めておるようにも見えるが、ぼんやり光が透けておる。素材はいったい何なんじゃ？」


    　プリシラは和室の写真の一点を指差して、和泉いずみに問う。


    「それは『障しよう子じ』といって、木枠に和紙を貼った通気性抜群の建具だ。その白い部分は紙だから光が透けているのだ」


    「紙じゃと!?　いやいやいや、通気性はいいかもしれぬが脆もろすぎじゃろ。そんな猫のパンチでも破れるような壁で、おそるべきＮＩＮＪＡからどうやって身を守ればいいんじゃ！」


    「そんなに頻ひん繁ぱんに忍者から襲おそわれてたわけじゃないと思うけどなあ」


    「忍者はともあれ、確かに幕末に来日した外国人は、日本人のセキュリティ意識の低さに驚いたそうだ。部屋の仕切りは脆い障子だし、地位の高い人々の家さえ、鍵かぎの掛かる個室がない。だがそれは、日本社会の治安のよさの裏返しでもあったのだ」


    「ふーむ。セキュリティが意識の上でも建築の上でも発達しなかったのは、逆にその必要がないくらい治安がよかったからと……。ＮＩＮＪＡも妾が思うほど悪い奴ではなかったんじゃろか」


    「障子だけで驚くのは早い。障子が外と屋内を仕切るものだとすれば、部屋と部屋の間を仕切るものを『襖ふすま』という。これは取り外しができて、いくつも繋つながった小部屋を大部屋へ変えてしまうこともできるのだ」


    「ほほう、そりゃ斬新じゃのう！　じゃが取り外しは大変そうじゃの」


    「心配ない。この襖も木枠に紙や布を張ったものだから、とても軽いのだ」


    「また紙の壁かや！　向こう側にいるのが家族とはいえ、紙の壁では話し声だって筒抜けで落ち着かぬじゃろ？」


    「それも文化の違いというかな、昔の日本には、家庭においても、地域においても、ともに暮らす人々はお互いの生活を見ていて当たり前、というような意識があったようだ」


    「そういえば『プライバシー』にあたる言葉が日本語にはない、って話は聞いたことがあるな」


    「そういう点は現代からみれば賛否あるだろうが、常に互いの存在を意識するがゆえに、相手のことを察し、思いやるという文化も育はぐくまれたのだと私は思うぞ」


    「なるほどの、部屋のつくりにはそこに生きる人々の思想や文化が反映され、また部屋のつくりが人々の思想をつくるものなんじゃの。草のマットに紙の壁かや……」


    　プリシラは改めて、和室の写真を見つめた。


    「いつか妾も和室を作り、そこで過ごしてみたいのう。特に畳の上でゴロゴロしてみたいぞよ。あと掛け軸も掛けたいし、床の間に壺つぼを置きたいし、桐きりのタンスも欲しいのう！　んで、こたつの上にみかん置いて、ブラウン管テレビの上に木彫りの熊の人形と大きな王将の駒を飾るんじゃ！」


    「後半、古きよき昭和の日本のお茶の間風景だけど、和室とはあんまり関係ないかもな。まあ、俺も自分の今の部屋は洋室だけど、確かに和室の暮らしにも憧れることもあるんだよな。あ、和泉いずみの部屋は和室だったりするのか？」


    「そりゃそうじゃろ、仮にも大和やまと撫子なでしこを自称しておるんじゃから」


    　俺とプリシラがそう言うと、和泉はきょとんとした表情を浮かべた。


    「ん、私の部屋か？　いや、私の家族が住んでるのはイタリア人建築家の手によるデザイナーズマンションで、和室は一つもないぞ。和室知識は本で読んだだけ。ちなみに寝床はベッドだし、緑茶よりコーヒーが好きだし、朝ご飯はパン派だ！」


    「和泉よ、大和撫子を返上するんじゃ！」
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    「犯人はこの中におるぞよ！」


    　異世界の王女プリシラは、怒りに満ちた声で俺たちにそう宣言した。俺たち二年一組のクラスメート十二人は、プリシラの部屋の前に集められていたのだった。


    「よいか、妾わらわはさっきまで部屋で昼寝をしておったんじゃ。んで、目を覚ましたら、枕元に置いてあったチョコが忽然と姿を消しておった！　今日のおやつにと大切に取っておいた、夢にまで見た妾のチョコが！　誰かが盗み食いをしたに違いないぞよ！」


    「その犯人捜しのために、俺たちを集めたのか」


    　俺の言葉に、プリシラは憤然とした表情で頷うなずいた。


    「じゃが、謎なぞがあるんじゃ。妾が昼寝から起きて、チョコの消失に気づいて部屋の外に出ようとしたとき、部屋の内鍵かぎがしっかりと掛かっておったんじゃよ。むろん、鍵は内側からしか掛けられぬ。ということはじゃ、これは密室チョコ消失事件！」


    「待てよ。部屋が密室だったなら、それこそ誰も盗みに入れないだろう」


    「じゃが、日本には不可能を可能にする『トリック』なるものがあると聞くぞよ！　犯人は何らかのトリックを用いて不可能犯罪をはたらいたに違いないんじゃ！　てことで誰かトリックについて妾に教えよ！　さすればこの名探偵プリシラが謎をズバッと解き明かし、チョコの仇を討ってやるぞよ！」


    「確かに『密室トリック』はミステリ小説において代表的なトリックの一つね」


    　そう言ったのは、文芸部員の宝たから田だ舞まいだった。宝田はプリシラの部屋の鍵を調べると、俺たちのほうを振り返った。


    「この部屋の鍵は、ごく単純な構造をしているわ。これなら『針と糸のトリック』を使えば簡単に密室を作り上げることができる」


    　宝田が言うには、扉の隙間から細い糸を通して鍵に引っかけておくことで、外から鍵を開け、そしてお菓子を盗み、もう一度外から鍵を閉めることができるらしい。


    「こういう物理的な仕掛けを使ったトリックを『物理トリック』というのよ」


    「なんと！　物理トリックおそるべし！　ということは、この宿におった者なら誰でも犯行が可能であったということじゃな！」


    「でも待って。アリバイがある人もいるわ」


    　そう言ったのは、クラス委員長の陣じん内ない綾あやだった。


    「アリバイとは不在証明。つまり、犯行時刻に自分は犯行現場にいないという証明ができるということよ。プリシラが昼寝をしていた時刻には、私は和泉いずみさんや川かわ中なか島じまさん、仲村渠なかんだかりさんと私の部屋で話をしてたの。その間、部屋を出て行った人はいないわ」


    「わ、私は広間で勉強をしてました。宝田さんもそこで本を読んでいたので、互いにアリバイは証明できます」


    　坂さか上がみ雪ゆき乃のがそう言い、宝田も小さく頷いた。


    「俺もその時間は、宗むな像かたや鉄くろがねたちと丸まる山やまの部屋でトランプをやってたぞ。男子はほとんどいたはずだぜ」


    　そう言ったのはクラスメートの藤ふじ崎さき大たい我がだ。


    「確かに俺も含めて、男子五人でトランプをやっていて、その間に部屋を出て行った人間はいなかったはずだ。つまり、アリバイがある」


    「むむむ、ということは逆に言えば、そのアリバイがない人間が犯人じゃな！　いや待て……トリックを使えばどうじゃ？」


    「確かに『アリバイトリック』といって、アリバイを偽装するトリックもあるわ。たとえば『入れ替わりトリック』。仮面をかぶったり、双子であることを利用したりして、複数の人物が入れ替わったり、同一人物を装ったりするのよ」


    「この中でその『入れ替わりトリック』を使える者は……演技の天才、川かわ中なか島じま真ま弓ゆみ、おぬしだけじゃ！　おぬしは別人になりすましてアリバイを作ったんじゃ！」


    　プリシラに犯人として指名された川中島は、のんびりとした表情で小首を傾かしげた。


    「えっとぉ……。仮に私が他の人と入れ替われるとして……じゃあ、委員長たちと部屋でお話をしていた私には誰がなりすましていたんですかぁ？」


    「うん？　えーとじゃな……？　よし、無罪！　ほ、他のアリバイトリックはないのかや！」


    「日本特有の『時刻表トリック』というものがあるわ。時刻表の上では不可能なはずの地点への移動を、鉄道運行上の様々な盲点を突ついて可能にしたものよ。これは分単位で正確な運行がなされる日本の鉄道だからこそ、逆にトリックとして成立するの」


    「わかったぞよ！　鉄道に精通した者といえば、鉄道マニアの鉄道みち夫お、おぬししかおらぬ！」


    　犯人に指名された鉄は、冷静にこう反論した。


    「えっと……この異世界には時刻表以前に鉄道が……」


    「……うむ、そもそも鉄道があったとしても、だから何だという話じゃの。じゃが、アリバイトリックの余地がないとなると、犯人はアリバイのなかった者……。哀しい結論じゃが、真実は一つじゃ……。妾わらわに代わって、おぬしが犯人を指名してくれい」


    　プリシラは俺の肩をポンと叩たたいた。そうだ、アリバイのなかったのはただ一人。さしものプリシラも、これまで何だかんだ仲良くしてきたそいつを、犯人と呼ぶのが忍びなかったらしい。俺は頷うなずくと、ゆっくりとそいつへ視線を向け、その名を叫んだ。


    「犯人はお前だ、沢さわ木き浩こう介すけ！」


    「お、俺……？　バカなことを言うなよ、木き村むら！」


    　俺の指摘を受けた沢木はうろたえつつ後あと退ずさった。そんな沢木を追い詰めるように、俺は言う。


    「ああ。俺は今回の視点人物の木村新しん太た郎ろうだ！　フフ、いつものように沢木だと思ったか？　俺だよ！　アンフェア？　ヒントは出ていたさ。台詞せりふの色がいつもと微妙に違うというな！」


    　このように、絵がない小説というメディアであることを利用して、読者に対して仕掛けられるトリックを「叙述トリック」というのだ。


    「木き村むらよ、誰に向かって何をわけのわからぬことを言うておるんじゃ。台詞せりふの色？」


    「そう、連載当時の紙面では毎回各キャラクターごとに台詞の色がカラフルに色分けされていた……。でも、白黒の世界では無意味に……しかし、このような叙述トリックを使わなければ、こんな格好の俺が中高生新聞紙上に登場することは叶かなわなかった！　どんな格好かは本編を……いや、そんなことはどうでもいい！　沢さわ木き、まさかお前が犯人だったとはな……」


    「ま、待て！　俺じゃない！　真犯人は別に──！」


    「ええい、往生際が悪いぞよ！」


    　沢木を取り押さえようとプリシラが飛び掛かったとき、プリシラのジャージのポケットから、チョコの包み紙がぱさりと落ちた。プリシラも含めた全員の視線がそこに集中する。


    「……謎なぞは全て解けてしまったぞよ。夢にまで見たとはよく言ったものじゃ。寝ね惚ぼけたままむしゃむしゃやってしまったんじゃな……。探偵が犯人であったとは、何という恐るべきトリックなんじゃ……。……皆の者、疑ってすまなんだのう、てへぺろ」


    　その場の全員が、ぺろりと舌を出したプリシラに視線を向け、新聞連載当時は十二色のカラフルなカギ括弧であったと思われる声を揃そろえて叫んだ。


    「「「「「「「「「「「「こら！」」」」」」」」」」」」
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    「沢さわ木きよ、前に『受験』について聞いたがの、今日はその先の『大学』について教わろうかの」


    　異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、「大学」だった。


    「大学か。受験のことを考えると気が重いけど、大学生活は楽しみでもあるんだよな」


    「ほう、沢木がそんなに向学心に溢あふれておったとはの。見直したぞよ。何が楽しみなんじゃ？」


    「えっと、俺も実際に行ったわけじゃないから伝聞だけどな。日本の大学ってのは長期休みが高校の時よりも長くって、一年の約半分が休みだから、自由時間が高校生時代より長いんだ。目一杯遊ぶことも、バイトでお金を稼ぐことも、サークル活動なんかで趣味に打ち込むこともできる。それに車の免許も取れるし、二十歳はたちになったら酒だって飲める。大学生ってのは、大人と子供のいいとこ取りができる時期なんだって！」


    「待て待てい。『大学』といえば、日本の教育機関における最高学府じゃろ。であれば、その本分は学問ではないか！　沢木ではダメじゃの、もっと向学心溢れる者に話を聞かねば」


    　そんなわけでプリシラが白羽の矢を立てたのは、学年一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃のだった。


    「日本の大学というと、基本的にはどこかの学部・学科に所属して学問を学ぶんです。文系の学部だと、文学部、法学部、経済学部、教育学部、外国語学部などが、理系の学部だと、医学部、工学部、理学部、農学部などが代表的なものですね」


    「ふむふむ。学問ごとに分かれておるんじゃの」


    「さらにそれぞれの学部の中で、学科という専門分野ごとに分かれています。たとえば文学部の中には国文学科、社会学科、心理学科、哲学科、史学科などがあり、理学部の中には数学科、物理学科、科学科、生物学科、地学科などがあります」


    「つまり、大学というのはスペシャリストを養成する機関ということかや。そうやって大学で学んだ専門知識を将来の職業に活いかしていくわけじゃな」


    「それが、実はそうとも限らないんですよね……」


    「何じゃと？」


    「法学部卒の人が必ずしも法律関係の仕事に就つくとは限りませんし、理学部卒の人が銀行で営業職に就くなんてこともあるんです。そのまま大学院へと進学して研究者となったり、医学部卒で医者になったりするなら、大学で学んだ学問を直接活かせるわけですけど……。文学部などは、大学で身に付けた学問に直接関連した職業に就く人のほうが少ないかもしれませんね」


    「ぶっちゃけ学問を学ぶっていうより、就職のために大卒っていう経歴を手に入れることと、就職までの四年間に自由に遊びたいってことが、大学進学の目的になっちゃってる部分はあるんだよな。学部はそんなにこだわらず、受験しやすかったり、就職に有利そうだったり、都会にあるって理由で大学を選ぶ高校生はけっこう多いと思うぞ」


    「日本の大学がレジャーランド化、就職予備校化しているというのは、もうだいぶ前から言われていますしね」


    「うむむ……。そういえば妾わらわの掴つかんだ情報によるとじゃな、世界大学ランキングでは、東大も京大も三十位以内にさえ入っていないそうではないか！　日本の大学は学問もきっちりできておらぬのではないのかや。そんな大学に意味があるのかのう」


    「異世界でどこからそういう情報を掴つかむんだよ。でも確かに、俺もそういうランキングを何かで見たけど、意外と日本の大学って順位低いんだよな」


    　俺がそう言うと、坂さか上がみはコホンと小さく咳せき払ばらいをした。


    「世界大学ランキングと呼ばれるものはいくつも存在するんですが、いずれも単なる学力を比較したものではないんですよ。たとえば『THE世界大学ランキング』では、論文の引用数が重要な評価要素となっているんです。それには論文の内容のみならず、それが多くの人に読める言語で書いてあるほど有利──つまり英語圏の大学ほど上位に入りやすいんです。非英語圏の大学に限定するなら、東大や京大はトップクラスに入るんですよ」


    「なるほどの。おでんの好きな具ランキングを関西でやったらちくわぶは下位じゃが、関東ではけっこう人気じゃもんな。条件によって順位が変わるわけじゃ」


    「プリシラのたとえが合ってるのかどうかは微妙だが、確かにそう教わると見方も変わるよな」


    「はい、そして、そういったことこそが、大学に行く意味のひとつかもしれません」


    「大学の学食のおでんはそんなに美う味まいのかや？　なら確かに意味はあるやも」


    「そっちではなくてですね、自分の知識や価値観を広げると、世界の見え方が変わるということですよ」


    　坂上はそう言って、プリシラに優しく微ほほ笑えんだ。


    「確かに、大学で学んだ国文学や哲学、高等数学や理論物理学などの知識を直接使えるような仕事は少ないかもしれません。でも、そういった知の体系が世界に存在するということを学んだという経験は、必ずその後の人生においての栄養に──教養になるはずです。これから先の長い人生の中で、世界の見方のバリエーションを増やすためにこそ学問があるのだと、私は思うんです。文学も理学も法学も医学も経済学も工学も、それらは全て世界の捉え方ですから」


    　坂上の言葉に、プシリラはふむ、と小さく呟つぶやいて片眉まゆを上げた。


    「それに大学は、受ける授業をある程度自分で選ぶこともできるんです。所属する学部以外の授業を選択して、教養の幅を広げることもできるんですよ」


    「学問だけじゃないよな。酒を飲んで友達と騒ぐことも、長期休みに世界中を旅行することも、サークル活動もバイトも──みんな、自分の世界を広げることだ。そういうことをするためには、大学ってとてもいい場所なのかもしれない」


    「なるほどのう。この世には、無駄な知識も無駄な経験もない。大学とはまさに大きな学びができる場所、そこでいろいろやってみることが大切なんじゃの」


    　プリシラはそう言って、納得したように頷うなずいた。


    「サークルのただれた男女関係に飛び込むことで人生の辛酸を舐なめたり！　ブラックバイトでこきつかわれることで社会の厳しさを身に刻きざんだり！　将来に悩む院生の姿に日本の学問構造の闇やみを垣間見たり！　そういう経験こそが将来に活いきるやものう！」


    「どうせなら、もっとポジティブなほうの世界が広がるのを期待したいけどな。でもまあ、世界が一気に広がるのを機に、自分を変えてみたり、いろんな経験を積んでみたりってのもよさそうだよな」


    　俺がそう言うと、坂さか上がみがいつになく高いテンションで喋しやべり始めた。


    「そう、そうなんです！　だから、私は大学を目一杯楽しむために、大学デビューをぶちかまそうと思ってるんです！」


    「さ、坂上が大学デビュー……？」


    「はいっ！　大学生になったらコンタクトにして、髪を金髪に染めて、免許を取っておっきなバイクで通学するんです！　サークルとバイトは三つずつくらい掛け持ちして、バンドを組んで、ボクシングジムに通って、それから──！」


    「お、落ち着くんじゃ！　世界観は一気に広げようとすると、それはそれで危険じゃぞ！」


    「異世界での冒険も、受験勉強も、大学デビューも、一歩ずつ着実に、だな」
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    「巨大なドラゴンが空を舞い、剣を引っ提げた冒険者や、おそるべき魔導の技を駆使する魔法使いが闊かつ歩ぽするこの異世界！　そんな異世界で、俺たちは修学旅行を続けている！」


    　俺は異世界の空を見上げながら、感慨を込めて言った。


    「……沢さわ木きよ、今さら何を当たり前のことを言うておるんじゃ。そんなの日本の路上で『車が道路を走り、缶コーヒー片手のサラリーマンや、神速のスマホ操作を駆使する中高生が闊歩するこの日本！』て叫ぶようなもんじゃろ。やべー奴感ハンパないぞよ」


    　異世界の王女プリシラは、俺を不審げに見て言う。


    「いや、せっかく異世界で修学旅行をしてるのに、最近は異世界感が全然足りてないなと思ってさ」


    「異世界感とか言われても、妾わらわにとっては生まれ育った当たり前の世界なんじゃがの。まあよいか、ここらで改めてそのことを考えるのもいい機会じゃ。んでは、今回はおぬしらにとっての『異世界』について教わろうかの！」


    　そんなわけで異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは、「異世界」だった。微妙にややこしいな。


    「俺たち日本の中高生にとって『異世界』といえば、やっぱり漫画や小説やゲームでお馴な染じみの、剣と魔法の世界かな。中世ヨーロッパ風なんだけど魔法があったり、魔物なんかもいたりして──要するに、プリシラのこの世界みたいなさ」


    「待ちなさい。異世界といえば中世ヨーロッパ風和製ゲーム的ファンタジー世界ばかりをイメージする昨今の風潮には異議を唱えたいわ」


    　そう口を挟んできたのは、ファンタジー小説が大好きで、だからこそファンタジーについてはうるさい文芸部員、宝たから田だ舞まいだった。


    「そもそも気軽に中世ヨーロッパ風とか言うけど、一口に中世と言ったって何百年も幅があるし、ヨーロッパだって地域によって様々に文化が違うのに──」


    「お、落ち着くんじゃ。その異議のほうはもう本編のほうで散々……ま、まあ中世ヨーロッパはさておきじゃな、今の日本ではそういう異世界を舞台にしたフィクションが人気なんじゃな。なら、何でそうなったんじゃろ？」


    「……そもそも人間というのは常に『ここではないどこか』の物語を求め続けてきたのよ。特に交通が発達する近代までは、ほとんどの人間が生まれた生活圏から出ずに一生を終えてたわけだから、まだ見ぬ世界への憧れは今より強かったと思うわ」


    「そういや江戸時代の庶民はお伊い勢せ参りに行くのがステータスで、だから『東とう海かい道どう中ちゆう膝ひざ栗くり毛げ』なんかはお伊勢参りを仮想体験できる紀行文学として人気だったんだよな。江戸の庶民にとっては伊勢も遠い異世界だったのかも」


    「それ、何とかさんと何とかさんが出てくるやつじゃよな。弥や次じさんと……さん蔵法師？」


    「さんの位置がダイナミックに違うぞ。弥次さんと喜き多たさんだよ」


    「三さん蔵ぞう法ほう師しの旅を記した『大だい唐とう西せい域いき記き』なんて、まさに当時の異世界の旅よ。西洋だとマルコポーロの『東とう方ほう見けん聞ぶん録ろく』ね」


    「黄金の国ジパングだとか、今となってはいい加減っていうか、想像で書かれたことも多いんだよな」


    「中世ヨーロッパにとっては東洋は未知の異世界で、そこに棲すむ想像上の怪物や実在しない文化が当時の書物にはいろいろと書かれていたし、逆も然しかり。わからないからこそ想像力の翼を広げることができた。その時代にはきっと世界のどこかにドラゴンや妖よう精せいがいたのよ。人々の想像力の中という異世界にね。だけど詳細な世界地図が出来上がったとき、地上からはドラゴンも妖精も絶滅してしまった」


    「おお、キメ顔でのキメ台詞ぜりふをいただいたぞよ！」


    　からかうように言うプリシラを、宝たから田だが鋭く睨にらんだ。


    「にしても、想像力の中という異世界──のう。世界の姿が明らかになってゆくことが悪いことじゃとは思わぬが、見果てぬ地平の向こうのロマンはなくなってしまったのやもしれぬの」


    「そうか、かつては『異世界』だったものが、ひとつの『世界』になっちゃってるんだ」


    「現代は世界各国の名所や絶景、様々な文化を、ネットで検索すれば家にいながらにしてすぐに動画で見られるでしょ。宇宙空間や深海の映像だって。でも物語の中なら、まだ見ぬ『異世界』は残されてる」


    「その一つのかたちが、剣と魔法のファンタジー異世界というわけじゃな」


    「そして逆説的だけど、存在しないにもかかわらずフィクションで慣れ親しんだ世界観だってことも、そんな『異世界』が人気の理由なのかもしれないわね」


    　宝田の言葉に、プリシラは納得したように頷うなずいた。


    「妾わらわにとって、親しみつつも手の届かぬ憧れの異世界といえば、やっぱり日本じゃのう」


    「そうか、プリシラにとっては俺たちの世界が異世界なんだもんな」


    　俺の言葉に、プリシラは俺たちを見返して頷く。


    「これまでおぬしらから、日本について様々なことを教わってきたじゃろ。妾もだいぶ日本に詳しくなったと思うんじゃが、やっぱり実際に行ってみないと感じられぬこともあるじゃろ。いつか──いつの日か、世界の壁を越えて、日本という国に行くのが妾の夢なんじゃ。それが、妾にとっての異世界修学旅行じゃ」


    　プリシラは遠い空を見上げて、しみじみと言った。


    「そうだな。いつかそんな日が来たら、俺たちが日本を案内してやるよ」


    　俺がプリシラの横顔に向かってそう言い、プリシラがゆっくりと頷いたときだった。


    「さて突然じゃが、ここで次回予告！」


    「えっ!?」


    　プリシラがいきなり空に向かって叫んだので、俺も宝田も呆あつ気けに取られたまま、プリシラが喋しやべり出すのを眼を丸くして見ていた。


    「遠き異世界である日本に憧れる、美しく聡明で人々から愛される王女プリシラ。そんなプリシラが次に興味を抱いだいたのは、日本の中高生にとって、学生生活の中で一、二を争う楽しみなイベント、修学旅行だった。日本の中高生はその旅の中で何に出会い、何を学ぶのか……。次回、異世界修学旅行ＤＸ第八十七回、『異世界の王女、修学旅行に旅立つ』。来週もぜったい読んでくれよな！」


    「……待て待て、いきなり何だよ。今までそんなのやってなかっただろ」


    「前々からやってみたかったんじゃ。それに、次回は重要なお知らせがあるからの」


    「重要なお知らせ？」


    「あ、アニメ化ではないぞよ。さて、重要なお知らせとは一体!?　その謎なぞが次回明らかに！　それではまた来週～」


    「ああ……そういうこと。そうね、どんな旅も、いつかは……」


    　何かを感づいたらしく、宝たから田だまで空を見上げて、少し寂さびしそうに呟つぶやいた。


    「宝田まで！　え、ちょ、何、何なんだよ。ホントに次回まで引っ張るのか？」


    「てことでまた来週～！　あ、あと、皆の者、よいお年をの！　来年もよろしく！」

  


  
    [image: ]

  


  
    「あけおめことよろ！　ってことでさっそくじゃが、新年一発目、高校二年生、ＰＮペンネーム『沙乃』さんからのおたより！　『プリシラにあのＧ！　憎きゴキブリについて教えたいです！』おたよりサンキュー！　じゃ、じゃがこのテーマは……しかし、おたよりとあらば仕方あるまい……。んでは今回は、ゴ、ゴキ……」


    「待てプリシラ。おたよりはありがたいんだけど、前回の予告と違うじゃないか」


    　俺がそう言うと、苦虫を噛かみ潰つぶしたような顔をしておたよりと睨にらめっこしていた異世界の王女プリシラは、ぱっと表情を輝かせた。


    「おおっ！　な、何ということじゃ、あの忌いまわしきＧについて学びたいのに、前回、次回予告をしてしまったばっかりに……！　偉大にして永久なる読売巨人軍と同じ頭文字を抱いだきながら、人類の恐るべき仇きゆう敵てきであるあのＧについて学べぬとは！　ああよかっ……残念無念！　んでは沢さわ木きよ、今回は予告通り『修学旅行』について教えてくれい！」


    　というわけで、異世界の王女プリシラが今回興味を持ったのは「修学旅行」だった。


    「テーマは予告通り修学旅行でいいとして、前回言ってた重大発表ってのは何だったんだ？」


    「あ、そうそう。この連載、次回で最終回じゃからよろしくの。んでの、沢木よ、修学旅行といえば──」


    「待て待て！　何か聞き捨てならないことをサラッと言わなかったか！　さ、最終回？　次回で？」


    「うむ。重大発表というからには実写ドラマ化の告知かと思ってたかの？」


    「それは思ってねーけど、そうか、最終回か……。今回のおたよりを来週に回せばいいんじゃないかと思ったけど、さすがに最終回のテーマがＧってのもな」


    「うむ。じゃが、おたよりはまじでありがとう！　んでの、次回で最終回ってことじゃから、今回はもう修学旅行の歴史のような細かいことはいいかなと思うんじゃよな。妾わらわが聞きたいのはズバリ、修学旅行の意義って何じゃろ？」


    　プリシラは腕組みをしながら俺に問いかけた。


    「実際、修学とは言うが別に学を修める旅行じゃない、なんて言われとるわけじゃろ。確かに史跡や神じん社じや仏ぶつ閣かくなどを訪れもするそうじゃが、ぶっちゃけ生徒の興味の大半は観光に遊園地にグルメに枕投げじゃろ？　それって普通の旅行とどう違うんじゃ？」


    　俺はプリシラのそんな問いを受け止め、自問自答し、すぐに一つの答えに辿たどり着いた。だけど本当はプリシラも、もうとっくにその答えに気づいているはずだ。プリシラは、俺たちと一緒に修学旅行を続けてきたんだから。


    「……今の時代って、もう勉強をするだけならネット予備校とかで充分だと思うんだよ。それでも学校って場所に意味があるとしたら、年が近い奴らと一つの空間に、半強制的に閉じ込められる──っていう、そこだと思うんだ」


    　プリシラは黙って、俺の言葉に耳を傾かたむけている。


    「一度きりしかない中学生活や高校生活の中で、たまたま出会った奴らと、ほんの数年前までは互いのことを知らなかった奴らと積み重ねてきた学校生活のことを、その日々を思いながら、みんなで旅行に行く。修学旅行に意義ってものがあるとしたら、そういうことじゃないかな」


    　俺の答えに、プリシラは満足したように深々と頷うなずいた。


    「──うむ、納得の答えじゃ。ずっと単なるつっこみキャラだった沢さわ木きから、最後の最後でいいことを教われたぞよ。そうじゃの、仲間との日々……。それこそが、王女たる妾わらわが望んでも得られなんだもの、日本の学校というものの、羨うらやましくって仕方のないところじゃ」


    　そう言って、プリシラは少し寂さびしそうに微ほほ笑えんだ。


    「よし、じゃあプリシラ。最終回に向けて何か意気込みを聞かせてくれよ」


    「む、そうじゃの。では、コホン。ククク……この連載が終わっても、いずれ第二、第三の連載が貴様らの前に現れるであろう！　その日を楽しみにしておくがよいわ……！」


    「普通の告知を魔王の断末魔っぽく言うな。それに、まずは最終回あっての新連載だからな」


    「ふむ。では気を取り直して。ククク……たとえ我を退治したとしても、いずれ第二、第三のＧが貴様らの水回りに現れるであろう！　一匹のＧを見つけたら、その背後には無数のＧがおることを忘れるでないぞ！」


    「それはＧの意気込みじゃねーか！」


    「やはりおたよりあっての連載じゃったからの、おたよりでもらったテーマも大切にしておかぬと。一枚おたよりが届いたら、その陰には無数の読者がいるんじゃからの」


    「確かにその通りなんだけど、Ｇの話の直後に言うなよ」


    「では、改めて最終回に向けて！　フハハハハ……この修学旅行が終わっても、いずれ第二、第三の修学旅行が貴様らの前に立ちはだかるであろう……！」


    「第二、第三の修学旅行って何だよ。中学生はともかく高校生は普通それで最後だろ」


    「ところが留年するとその可能性もあるんじゃ。去年までの後輩と一緒の修学旅行なんじゃ」


    「ありうるけど嫌なパターンだった！」


    「ま、確かに行事としての修学旅行は高校のものが最後かもしれぬ。じゃが、人生というものを長い旅に見立てたとき、それはとても長い長い修学の旅とも言えよう。そんな長い旅の中では、妾たちと学んだちょいとした知識や教養が、そして好奇心が、その旅をより実り多く、豊かなものにしてくれるやもしれぬぞよ。そして──さっきも沢木がそんなことを言うておったが……」


    　プリシラはそう言うと、ちらりと俺のほうを見た。


    「……そして何より、一緒に旅をする友の存在が、の」


    　小声でそう言うと、気恥ずかしそうに視線を逸そらし、顔を空へと向けた。その目尻には、僅わずかに小さく涙の粒が浮かんでいる。プリシラはすたすたと数歩前に歩み出ると、ほとんど背中を向けたまま、僅かにこちらを振り返った。


    「次回で最終回じゃから今のうちに言うておくかの。……うん、まあ、その……おぬしらとの修学旅行、わ、悪くな──た、楽しかったぞよ……」


    　小さな、でもしっかりとした声で放たれたその言葉に、俺は頷うなずいて応こたえた。目尻を拳こぶしで拭ぬぐい、プリシラは振り返る。


    「てことで、異世界修学旅行ＤＸデラツクスは次回で終わりじゃ。じゃが、人生という修学旅行は生きておる限り続く！　妾わらわはまだまだ修学旅行を楽しみまくるぞよ！」


    「──そうだな。修学旅行はずっと続くんだ」


    「あと、Ｇも台所から永久に不滅なんじゃ……」


    「さっきのいい台詞せりふで終わっとけよ！」


    「ＧはＧでも偉大なる読売巨人軍のことじゃとしたら？」


    「あ、ああ、それなら──いや、それなら台所ってのがおかしいだろ！」


    　俺のつっこみに、プリシラは嬉しそうに笑みを返した。その顔に、俺も素直に笑いかける。


    「さぁて！　終わりよければ全てよし、じゃ！　読者のみんな、これまで妾たちの修学旅行に付き合ってくれてまじでまじで超々サンキュー！　あとラスト一回、よろしくの！」


    　プリシラは空に向かって、高らかに拳を突つき上げた。


    　隣に並んで、俺も空に向かって拳を突き上げる。

  


  
    [image: ]

  


  
    「さあ、プリシラ。泣いても笑っても、ついに今回が最終回だ」


    　俺がそう声をかけると、異世界の王女プリシラはキリリと表情を引き締めた。


    「うむ。沢さわ木きよ、確かに連載は今回で終わりじゃ。じゃが、妾わらわたちの学びの旅は、人生という名の修学旅行はまだまだ続くぞよ！　一つの旅の終わりは新たな旅の始まりなんじゃ！　妾はもっと知りたい、もっと学びたい！　広い世界のことを、もっと外の世界のことを！　世界のことを知りたいと思う気持ちがある限り、妾たちの修学旅行は終わらないんじゃ！」


    　異世界の王女プリシラは凜然たる態度で、世界に向かって力強く宣言した。


    「……」


    「……」


    「……だいぶ尺が余ったのう」


    「冒頭からペース上げすぎだと思ったんだよ！　いい感じの決め台詞ぜりふは最後に取っておけよ！」


    「じゃあ今のナシで。もっかい最初からやろうぞ」


    「もう始まっちゃったからダメだ。このまま行くしかない」


    「なら、これまでを振り返ってみるというのはどうかの？」


    「それは最終回らしくていいじゃないか、そうしようぜ」


    「んじゃ、妾が王家の血に封印されし力に目覚め、邪悪なる三つ首の暗黒竜に聖剣を振りかざして立ち向かって行った回の話とかどうじゃろ。確か第六回じゃったかの？」


    「そんな壮大で格好いいシーンのある回はなかっただろ！　第六回は『学校制服』の話をした回だよ！」


    「おお、学校のことはいろいろと教わったのう。第二回の『学校』にはじまり、『部活』『夏休み』『文化祭』『偏差値』『先輩・後輩』『給食』『テスト』『校則』『生徒会』、『高校デビュー』なんて回もあったのう。学校に通ったことのない妾にとっても、今では憧れの場所じゃ」


    「学校以外の日本のこともいろいろとテーマになったよな」


    「『日本の春夏秋冬』『ことわざ』『アイドル』『漫才』『文学』『自動なあれこれ』『一人称』などなど、知れば知るほど、もっと日本のことが知りたくなったのう」


    「あと、何と言ってもおたよりだよな。ふしぎな力によって、どこからともなく届くおたよりが本当に励はげみになったよ」


    「『日本の建築物』『漫画』『お月見』『ウィンタースポーツ』『受験』『風呂』『日本のカワイイ』『学校の七不思議』『日本百名山』『文房具』『女子校・男子校』『Ｊ-ＰＯＰ』『日本の警察』『鉄道』『ゴキブリ』などは、おたよりでもらったテーマじゃな。ありがたかったのう。残念ながら紹介できぬおたよりもあったが、本当に本当に嬉しかったぞよ！　全てのおたよりまじでまじで超超サンキュー！」


    　プリシラは空を見上げ、向こう側に向かって手を振った。


    「さて、ではここで唐突に、けっかはっぴょ～！　妾と沢木以外の解説キャラ登場回数ランキングを紹介するぞよ！」


    「お、それも最終回らしい企画だな。どういう順位だろ」


    「では発表するぞよ！　第三位、十五回登場！　『武道』『落語』『和室』など、日本の伝統文化回といえば！　自称大和やまと撫子なでしこの剣客少女・和泉いずみ刀とう香か！」


    　プリシラの指名とともに、空へ木刀の切っ先を向け、和泉が決めポーズをとった。


    「古きよき日本文化の魅力を伝えられていたら幸いだ！」


    「第二位！　十八回登場！　『俳句』『オリンピック』『干え支と』などなど、こまかい知識が必要な回といえばこの眼鏡めがねっ子！　クラス一の優等生、坂さか上がみ雪ゆき乃の！」


    「あ、ありがとうございます。い、いつも話が長くなってすみませんでした……」


    　坂上は恥ずかしそうに、けれど嬉しそうにはにかみながら、空へ向かって小さく頭を下げた。


    「そして栄えある第一位は！　ドドン！　二十三回登場！　クラス委員長にして沢さわ木きの幼なじみ、陣じん内ない綾あや！　第一回の『新聞』をはじめ、『バレンタインデー』『株式会社』などなど、様々な回に登場してくれたぞよ！」


    「うん、いろんな話ができて、これまで楽しかったな」


    　綾ちゃんはいつもとあまり変わらないような──でもどことなく、嬉しさと寂さびしさの入り交じったような表情で、空を見上げた。


    「今回ランクインしなかった他のクラスメートたちにも、いろんなことを教わったのう。じゃが、やはりおぬしがおらねば始まらぬことでもあったぞよ」


    　そう言うと、プリシラは俺──をスルーして、視線を空へ上げ、その向こう側にいる相手に手招きをした。


    「ほれ、おぬしも近ちこう寄れい。おぬしが今まで付き合うてくれたからこそ、妾わらわたちはここまで来られたんじゃ」


    「あっ、また気軽に読者に話しかけてる。……まあいいか、最終回だしな」


    　俺も顔を上げて、プリシラの視線の先を見つめる。


    「ぶっちゃけ、ここで妾と一緒に学んだいろんなことは、たぶん人生でそれほど役には立たぬぞよ！」


    「最終回だからってぶっちゃけたな！」


    「役立つ知識はコボちゃんのフルネームくらいのもんじゃ」


    「それはプリシラが俺に教えたことだし、それが役立つ局面はめちゃめちゃ限られてる気がする……」


    「じゃがそれでも、妾と一緒に学んだことが、ほんの少しでも次の学びに役立ったなら、妾はむっちゃ嬉しいぞよ。中高生のみんながこれから先の人生でいろんなものごとに触れたとき、時々でいい、妾たちのことを思い出して欲しいんじゃ。『あっ、これ異世界修学旅行ＤＸデラツクスで読んだことだ！』っての」


    「そうだな。何かの切っ掛けに思い出してくれたら凄すごく嬉しいよな」


    「うむ。コボちゃんを読むたびに、妾わらわのことを思い出してほしいぞよ！」


    「けっこう図々しいな！　それ毎日だよ！」


    「そういう沢さわ木きのつっこみも、ま、ありがたいときもあったかの」


    　プリシラはそう言って、俺に笑いかけた。俺も思わず、苦笑を返す。


    「さて、名な残ごり惜しいがそろそろじゃな。最後に妾が読者のみんなに伝えたいことは二つじゃ。一つ、そのうちこの連載がまとまって文庫になって発売されるから、その時にはぜひ買ってほしいということ！　そして、そのまとまったやつが、いまキミが手に取っているこれじゃ！」


    「最終回だからって、ほんとに今回やりたい放題、言いたい放題だな！　でも、もうこのまま行っちゃうか！　買ってくれてると嬉しいな！」


    「うむ！　そして、妾がもう一つ伝えたいこと。それはの……。日本の中高生という立場は、王女である妾が羨うらやむほどのものだということじゃ！　じゃから、みんなにはそれを大いに楽しんで欲しいぞよ！」


    　プリシラは空に向かって、思いの丈を吐き出していく。その頬ほおは上気し、眼は憧れに光り輝いている。


    「妾も『新聞』や『漫画』を読みたいぞよ！　『コンビニ』や『カラオケ』に行きたいぞよ！　『スマートフォン』で『ＳＮＳ』を活用したいぞよ！　そして何より『学校』に通いたいぞよ！　妾にとっては世界の向こう側の憧れのものごとが、おぬしらにとっては手を延ばせば届く日常の中にある！　それってむっちゃ贅ぜい沢たくなことだと思うんじゃ！」


    　異世界の王女は、憧れ続けた世界に向けて、真まっ直すぐに言葉を投げかけた。


    「そう──そうだな。俺たちが普段から当たり前に思ってることでも、実はすっげー特別なことなんだよな」


    　俺とプリシラは並んで空を見上げ、そして互いに顔を見合わせ、小さく頷うなずき合った。


    「んでは、そろそろ出発しようかの、妾たちの更なる修学旅行へ！　読者のみんな、暫しばしのお別れじゃ！　互いの世界で学び続け、世界を楽しみまくり、そして、いつかどこかでまた会おうぞ！」


    　異世界の王女は──プリシラは、異世界の大地を蹴けって勢いよく駆け出していった。


    　俺も、いつか還かえっていく日本のことを思いながら、異世界の空気を胸いっぱいに吸い込んで、金髪を揺らしながら走るプリシラのあとを追っていく。


    　そして俺たちの、君たちの、修学旅行は──続く。


    



    



    
      異世界修学旅行ＤＸデラツクス　完

    

  


  
    



    あとがき


    



    　異世界修学旅行ＤＸデラツクス、これにて完結です。お楽しみ頂けましたなら幸いです。あとがきを先に読んでいる方、本作はボリュームがＤＸかつ、基本的に一話完結なので、頭からイッキ読みもいいですが、興味がありそうなテーマからちびちび読んでいただくのもいいかもしれません。


    　さて、まずは本編冒頭のプリシラの疑問にここで答えておきます。連載前に本作の枠組みを考えたとき、大勢のキャラによるトーク主体で進行していくという点で『ダウンタウンＤＸ』から、プリシラが自分の知らないことを教わるという点で『マツコの知らない世界』から、それぞれヒントを得たので、そこからの『ＤＸ』でした。まさかページ数もＤＸになるとは……。


    　本作は読売中高生新聞に一年半と少しの間、週刊連載されたものです。週刊連載も、新聞という媒体も、読者からのテーマ募集を受け付けるという双方向性がある企画も、全てが初めての経験でした。七巻のあとがきでも少し言及したんですが、『異世界修学旅行』という物語を生み出すにあたって、異世界を舞台にする必然性を考えたとき、「異世界もいいけど、日本だってけっこういいもんだぜ」というようなことが漠然と主題のひとつとしてありました。なので、新聞連載のお話をいただいたときにも「プリシラが憧れの異世界・日本について学ぶ」というＤＸの枠組みについては、すんなりと決まりました。自分が子供の頃に読んだ、ドラえもんやバカボンパパが雑学を教えてくれる教育漫画なんかも発想の原型となっています。


    　しかし、いざ週刊連載となるとなかなかにハードでした。日本のあれこれについてコンパクトにまとめつつ、掛け合いをさせながら、その上で最後にオチを付ける、ということに四苦八苦。また同じ形式で週刊連載を続けていると、パターン化してしまったり、引き出しの中身が減っていったり、それでも締め切りは毎週やって来たりと、一定ペースで作品を生み出し続けることの困難さに直面し、週刊連載や日刊連載をこなしてきた小説家・漫画家の先せん達だつたちの偉大さを改めて噛かみ締しめる日々でした。それでも何とか最後まで完走できたのは、プリシラというキャラクターのパワーと、彼女が憧れ続けたこちらの世界の面白さのおかげかなと思います。


    　今でも、これをプリシラに何て教えてやろうか、ていうかあいつその辺にいて買い食いしたり大人買いしたりしてるんじゃないだろうな、などと思いつつ、彼女が憧れ続けた日本を、この世界をもっと楽しもうと、毎週の締め切りを懐なつかしく思いながら日々を過ごしています。


    　最後に謝辞を。初代担当の江え橋ばしさん。二代目担当の田た端ばたさん。ガガガ文庫編集部と読売中高生新聞の皆様（特に雑学の記述で新聞社の校こう閲えつパワーには大きく助けられました！）。次々変わるテーマに合わせ、毎回素晴らしい挿さし絵えを寄せてくださったイラストレーターのしらびさん。本作が読者の手元に届くまでに携たずさわってくださった全ての人々。そして誰より、読者であるあなたに最大の感謝を。まじサンキュー！　近いうちに、また別の作品で再会できますよう。
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